
備 考

【基礎となる学
部】
人文・文化学群
（人文学類、比較
文化学類、日本
語・日本文化学
類）
社会・国際学群
（社会学類、国際
総合学類）

14条特例実施

人文社会科
学研究群
（M）
[Degree
Programs in
Humanities
and Social
Sciences]

修士（文学）
［Master of
Arts in
Humanities］

茨城県つくば市天王台
１丁目１番地の１

修士（国際公
共政策）
［Master of
Arts in
Internationa
l Public
Policy］

人文社会
ビジネス
科学学術
院
[Graduate
School of
Business
Sciences,
Humanitie
s and
Social
Sciences]

＜ビジネス科学研究群＞
社会人を主たる対象にして、社会やビジネスで求められる高度専門職業人として必
要な深い学識と卓越した能力を持ち、現代社会や組織が直面する諸課題の背景を探
求し、かつ実効性の高い解決策を策定・実行することによって、社会の持続可能な
発展に寄与しうる高度専門職業人を養成する。

＜法曹専攻＞ （専門職学位課程）
以下の4つをすべて満たす法曹を養成する。
・社会人として既に獲得した知識・経験・技能を法曹としての実務の中に活用でき
る法曹
・豊かな人間性と感性を備え、法曹として高い倫理観を備える法曹
・専門的な法知識を具体的な紛争解決に応用する能力、および、既存の考え方を批
判し、新たな問題を柔軟に解決できる能力を備えた法曹
・先端的な法分野について十分に理解し、社会の発展に貢献できる法曹

＜国際経営プロフェッショナル専攻＞ （専門職学位課程）
「高度専門職業人」として、国際社会や文化の多様性を理解し、変化するビジネス
環境に適合した適切な行動を導くことができる知識・技能・資質をもった経営専門
職、特に、経営に関するコア力量を持つビジネスマネジャ－、国際対応力量に秀で
たカントリーマネジャー、応用情報技能に秀でたプロジェクトマネジャーの3タイプ
のグローバルリーダーを養成する。

2 139 - 278 令和2年4月
第１年次

計 画 の 区 分 研究科の設置

フ リ ガ ナ ｺｸﾘﾂﾀﾞｲｶﾞｸﾎｳｼﾞﾝﾂｸﾊﾞﾀﾞｲｶﾞｸ

設 置 者 国立大学法人筑波大学

学位又
は称号

開設時期及
び開設年次

所　在　地

＜人文社会科学研究群＞
人や社会の営み、人と社会の関係の考察・分析に係わる人文社会科学の基礎研究に
おいて優れた能力を有し、学問の進展や社会的要請の変化に応じて人類の知の継承
に貢献し得る人材、またグローバル化の進展に伴う地球規模の課題や社会的課題に
果敢に挑戦し、人間の存在や人と社会との関係の望ましいあり方を構想し得る独創
性と柔軟性を併せ持つ研究者・教育者、及び高い専門性と実務能力を有する職業人
を養成する。

新
設
学
部
等
の
概
要

別記様式第２号（その１の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

基　本　計　画　書

基 本 計 画

事 項 記 入 欄

大 学 の 目 的

　本学大学院における修士課程及び博士前期課程は、幅広く深い学識の涵養を図
り、専門分野における研究能力又はこれに加えて高度の専門的な職業を担うための
卓越した能力を培うことを目的とする。
　一貫制博士課程、博士後期課程及び３年制博士課程は、専攻分野について、研究
者として自立して研究活動を行うに足る、又は高度の専門性が求められる社会の多
様な方面で活躍し得る高度の研究能力とその基礎となる豊かな学識を養うことを目
的とする。
　専門職学位課程は、幅広い分野の学士課程の修了者や社会人を対象として、特定
の高度で専門的な職業能力を有する人材の養成に特化して、国際的に通用する高度
で専門的な知識・能力を涵養することを目的とする。
　法科大学院の課程は、専ら法曹養成のための教育を行うことを目的とする。

新 設 学 部 等 の 目 的

【人文社会ビジネス科学学術院】
ビジネス科学、人文学、社会科学に関する多面的かつ高度な教育研究を通じて、人
間の価値や人と社会のあり方を時間軸、空間軸を交差させて総合的に探究すること
によって、新たな知を創造し具現化できる研究者、大学教員、高度専門職業人を養
成する。

新 設 学 部 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

フ リ ガ ナ ﾂｸﾊﾞﾀﾞｲｶﾞｸﾀﾞｲｶﾞｸｲﾝ

大 学 の 名 称 筑波大学大学院  (University of Tsukuba Graduate School)

大 学 本 部 の 位 置 茨城県つくば市天王台１丁目１番地の１

人文社会ビジネス科学学術院1



専ら夜間

専ら夜間

専門職大学院
専ら夜間

専門職大学院
専ら夜間

3

茨城県つくば市天王台
１丁目１番地の１

法務博士（専
門職）
［Juris
Doctor］

東京都文京区大塚３丁
目29番地の１

令和2年4月
第１年次

36 - 108

ビジネス科
学研究群
（D）
[Degree
Programs in
Business
Sciences]

博士（法学）
［Doctor of
Philosophy
in Law］

博士（経営
学）［Doctor
of
Philosophy
in Business
Administrati
on］

東京都文京区大塚３丁
目29番地の１

21 - 63 令和2年4月
第１年次

修士（経営
学）
［Master of
Business
Administrati
on］

ビジネス科
学研究群
（M）
[Degree
Programs in
Business
Sciences]

修士（法学）
［Master of
Laws］

3

法曹専攻
（専門職学
位課程）
[Law School
Program　]

東京都文京区大塚３丁
目29番地の１

修士（国際日
本研究）
［Master of
Arts in
Internationa
l and
Advanced
Japanese
Studies］

2 63 - 126 令和2年4月
第１年次

東京都文京区大塚３丁
目29番地の１

博士（国際日
本研究）
［Doctor of
Philosophy
in
Internationa
l and
Advanced
Japanese
Studies］

博士（国際公
共政策）
［Doctor of
Philosophy
in
Internationa
l Public
Policy］

人文社会科
学研究群
（D）
[Degree
Programs in
Humanities
and Social
Sciences]

博士（文学）
［Doctor of
Philosophy
in
Humanities］

令和2年4月
第１年次

3 66 - 198

国際経営プ
ロフェッ
ショナル専
攻（専門職
学位課程）
[MBA
Program in
Internation
al Business
]

国際経営修士
（専門職）
［Master of
Internationa
l Business
Administrati
on］

2 30 - 60 令和2年4月
第１年次

計 - 355 - 833 - - -

人文社会ビジネス科学学術院2



人文社会科学研究科（廃止）
　現代語・現代文化専攻（M）（△10）
　国際公共政策専攻（M）（△15）
　国際日本研究専攻（M）（△25）
　国際地域研究専攻（M）（△36）
　現代語・現代文化専攻（D）（△8）

　国際公共政策専攻（D）（△10）
　国際日本研究専攻（D）（△19）
　哲学・思想専攻（D）（△6）
　歴史・人類学専攻（D）（△12）
　文芸・言語専攻（D）（△20）
※令和2年4月学生募集停止

ビジネス科学研究科（廃止）
　経営システム科学専攻（M）（△30）
　企業法学専攻（M）（△30）
　企業科学（D）（△23）
　法曹専攻（P）（△36）
　国際経営プロフェッショナル専攻（P）（△30）
※令和2年4月学生募集停止

数理物質科学研究科（廃止）
　数学専攻（M）（△27）
　物理学専攻（M）（△50）
　化学専攻（M）（△48）
　電子・物理工学専攻（M）（△54）
　物性・分子工学専攻（M）（△61）

　数学専攻（D）（△12）
　物理学専攻（D）（△20）
　化学専攻（D）（△16）
　ナノサイエンス・ナノテクノロジー専攻（D）（△25）
　電子・物理工学専攻（D）（△16）
　物性・分子工学専攻（D）（△13）
　物質・材料工学専攻（D）（△9）
※令和2年4月学生募集停止

生命環境科学研究科（廃止）
　地球科学専攻（M）（△39）
　生物科学専攻（M）（△49）
　生物資源科学専攻（M）（△106）
　環境科学専攻（M）（△69）
　地球環境科学専攻（D）（△11）
　地球進化科学専攻（D）（△8）
　生物科学専攻（D）（△26）
　国際地縁技術開発科学専攻（D）（△22）

　社会工学専攻（D）（△26）
　リスク工学専攻（D）（△12）
　コンピュータサイエンス専攻（D）（△28）
　知能機能システム専攻（D）（△24）
　構造エネルギー工学専攻（D）（△16）
※令和2年4月学生募集停止

システム情報工学研究科（廃止）
　社会工学専攻（M）（△108）
　リスク工学専攻（M）（△30）
　コンピュータサイエンス専攻（M）（△113）
　知能機能システム専攻（M）（△108）
　構造エネルギー工学専攻（M）（△68）

人間総合科学学術院（平成31年4月事前伺い）
　人間総合科学研究群（M）（575）
　人間総合科学研究群（D）（229）
　スポーツ国際開発学共同専攻（M)（5）
　大学体育スポーツ高度化共同専攻（D）（3）
　国際連携食料健康科学専攻（M）（9）

教育研究科（廃止）
　スクールリーダーシップ開発科学専攻（M）（△20）
　教科教育専攻（M）（△80）
※令和2年4月学生募集停止

理工情報生命学術院（平成31年4月事前伺い）
　数理物質科学研究群（M）（276）
　数理物質科学研究群（D）（88）
　システム情報工学研究群（M）（431）
　システム情報工学研究群（D）（102）
　生命地球科学研究群（M）（311）
　生命地球科学研究群（D）（118）
　国際連携持続環境科学専攻（M）（6）

同一設置者内における変更状況
（定員の移行，名称の変更等）

人文社会ビジネス科学学術院3



371

191

152

81

51

406

286

45

32

35

8

50

35

24

24

0

6

※1 学位ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ
ごとに定める

※2 法学既修者に
ついては63単位

科目

科目

科目

科目

科目

科目

科目

科目

科目

科目

科目

科目

科目

科目

科目

科目

科目

科目

科目

科目

科目

科目

　教育基礎学専攻（D）（△8）
　学校教育学専攻（D）（△6）
　心理学専攻（D）（△6）
　障害科学専攻（D）（△10）
　生涯発達科学専攻（D）（△6）

ヒューマン・ケア科学専攻（D）（△18）

　感性認知脳科学専攻（D）（△10）
スポーツ医学専攻（D）（△10）
看護科学専攻（D）（△8）
体育科学専攻（D）（△15）
コーチング学専攻（D）（△5）
芸術専攻（D）（△10）
世界文化遺産学専攻（D）（△7）
生命システム医学専攻（D）（△28）
疾患制御医学専攻（D）（△34）

図書館情報メディア研究科（廃止）
　図書館情報メディア専攻（M）（△37）
　図書館情報メディア専攻（D）（△21）
※令和2年4月学生募集停止

人間総合科学研究科（廃止）
スポーツ健康システム・マネジメント専攻（M）（△24）
フロンティア医科学専攻（M）（△50）
教育学専攻（M）（△18）
心理専攻（M）（△16）
障害科学専攻（M）（△45）
生涯発達専攻（M）（△46）

　感性認知脳科学専攻（M）（△14）
　看護科学専攻（M）（△15）
　体育学専攻（M）（△115）
　芸術専攻（M）（△60）
　世界遺産専攻（M）（△15）

　生物圏資源科学専攻（D）（△20）
　生物機能科学専攻（D）（△21）
　生命産業科学専攻（D）（△12）
　持続環境科学専攻（D）（△12）
　先端農業技術科学専攻（D）（△6）
　環境バイオマス共生学専攻（D）（△21）
　国際連携持続環境科学専攻（M）（△6）
※令和2年4月学生募集停止

スポーツ国際開発学共同専攻（M)（△5）
大学体育スポーツ高度化共同専攻（D）（△3）
国際連携食料健康科学専攻（M）（△9）

※令和2年4月学生募集停止

45単位

演習 実験・実習 計

93単位※2

教育
課程

新設学部等の名称
開設する授業科目の総数

卒業要件単位数
講義

ビジネス科学研究群
（博士後期課程）

20単位

法曹専攻（専門職学
位課程）

科目

科目

297

50

122

96

46

37
国際経営プロフェッ
ショナル専攻（専門
職学位課程）

6単位以上※1

ビジネス科学研究群
（博士前期課程）

30単位

人文社会ﾋﾞｼﾞﾈｽ科学
学術院
　人文社会科学研究群
（博士前期課程）

30単位以上※1

人文社会科学研究群
（博士後期課程）

753

人文社会ビジネス科学学術院4



平成31年4月事前伺い

平成31年4月事前伺い

㎡ ㎡

㎡ ㎡

㎡ ㎡

㎡ ㎡

㎡ ㎡

㎡ ㎡

（ （

校
　
　
地
　
　
等

区　　　分 専　　用 共　　用
共用する他の
学校等の専用

計

校 舎 敷 地 1,373,254 0 ㎡ 0 ㎡

478,742 0 ㎡ 0 ㎡ 478,742

478,742 ㎡）（　　　　　0　㎡）（　　　　　0　㎡） 478,742 ㎡）

合 計 2,515,388 0 ㎡ 0 ㎡ 2,515,388

校　　　舎

専　　用 共　　用
共用する他の
学校等の専用

計

(40)

図 書 館 専 門 職 員
52人 4人 56人

(52) (4) (56)

小 計 1,718,141 0 ㎡ 0 ㎡ 1,718,141

そ の 他 797,247 0 ㎡ 0 ㎡ 797,247

1,373,254

運 動 場 用 地 344,887 0 ㎡ 0 ㎡ 344,887

(345) (1,057)

技 術 職 員
580人 950人 1,530人

(580) (950) (1,530)

教
員
以
外
の
職
員
の
概
要

職　　　種 専　　任 兼　　任 計

事 務 職 員
712人 345人 1,057人

(712)

計
1,352人 1,331人 2,683人

(1,352) (1,331) (2,683)

そ の 他 の 職 員
8人 32人 40人

(8) (32)

2,144

(981) (0) (0) (0) (0) (1) (2,144)

(－) (－) (－)

合　　　　計
981 981 249 567 2,778 1

既
設
分

(－)

計
- - - - - - -

(－)

- - -

(－) (－) (－) (－) (－) (－)

（令和2年4月学生募集停止） - - - -

(－) (－) (－)

1 2144

(981) (981) (249) (567) (2,778) (1) (2,144)
計

981 981 249 567 2,778

0 21

(12) (8) (1) (10) (31) (0) (21)
国際連携食料健康科学専攻（修士課程）

12 8 1 10 31

112 533

0 11

(5) (1) (0) (0) (6) (0) (11)
大学体育スポーツ高度化共同専攻（3年制博士課程）

5 1 0 0 6

0 10

(2) (1) (0) (1) (4) (0) (10)
スポーツ国際開発学共同専攻（修士課程）

2 1 0 1 4

79 10 56 216

1 133

(185) (169) (108) (98) (560) (1) (133)
人間総合科学研究群（博士後期課程）

185 169 108 98 560

0 184

(199) (174) (48) (112) (533) (0) (184)

人間総合科学学術院
　人間総合科学研究群（博士前期課程）

199 174 48

システム情報工学研究群（博士後期課程）
64 79 5 49 197

0 0

(7) (8) (0) (2) (17) (0) (0)
国際連携持続環境科学専攻（博士前期課程）

7 8 0 2 17

0 158

(71) (79) (10) (56) (216) (0) (158)
生命地球科学研究群（博士後期課程)

71

(0) (124)
数理物質科学研究群（博士後期課程）

75 73 27 42 217

0 259

(68) (75) (11) (60) (214) (0) (259)
生命地球科学研究群（博士前期課程)

68 75 11 60 214

0 160

(64) (79) (5) (49) (197) (0) (160)

(2) (12) (0) (1)
国際経営プロフェッショナル専攻（専門職学位課程）

5 5 0 2 12

0 326

(66) (78) (5) (49) (198) (0) (326)
システム情報工学研究群（博士前期課程）

66 78 5 49 198

0 124

(75) (73) (27) (42) (217)

(11) (0) (0) (31) (0) (96)
ビジネス科学研究群（博士後期課程）

20 11 0 0 31

0 269

(60) (67) (28) (50) (205) (0) (269)

理工情報生命学術院
　数理物質科学研究群（博士前期課程）

60 67 28 50 205

0 1

(5) (5) (0)

ビジネス科学研究群（博士前期課程）
17 7 0 1 25

法曹専攻（専門職学位課程）
0 48

(6) (6) (0) (0) (12) (0) (48)

6 6 0 0 12

0 96

(20)

人

64 71 3 19 157 0 109

0 145

(17) (7) (0) (1) (25) (0) (145)

90

(55) (69) (3) (16) (143) (0) (90)

新

設

分

人文社会ビジネス科学学術院
　人文社会科学研究群（博士前期課程）

人 人 人 人

(64) (71) (3) (19)

教
員
組
織
の
概
要

学　部　等　の　名　称
専任教員等 兼 任

教 員 等教授 准教授 講師 助教 計 助手

(157) (0) (109)

人文社会科学研究群（博士後期課程）
55 69 3 16 143 0

人 人

人文社会ビジネス科学学術院5



申請大学全体

申請大学全体

国費による

（農学）

平成19年度 茨城県つくば市天王台1-1-1

（生物資源学）

　生物資源学類 4 120 3年次10 500 学士 1.13

（理学）

　生物学類 4 80 － 320 学士 1.14 平成19年度 茨城県つくば市天王台1-1-1

生命環境学群 1.12

（社会福祉学）

（特別支援教育学）

平成19年度 茨城県つくば市天王台1-1-1

（障害科学）

　障害科学類 4 35 － 140 学士 1.08

（心理学）

　心理学類 4 50 － 200 学士 1.06 平成19年度 茨城県つくば市天王台1-1-1

平成19年度 茨城県つくば市天王台1-1-1

（教育学）

1.06

　教育学類 4 35 － 140 学士 1.04

人間学群

（国際社会科学）

（国際開発学）

（国際関係学）

　国際総合学類 4 80 － 320 学士 1.15 平成19年度 茨城県つくば市天王台1-1-1

（国際社会科学）

（経済学）

（政治学）

（法学）

平成19年度 茨城県つくば市天王台1-1-1

（社会学）

1.13

　社会学類 4 80 3年次10 340 学士 1.10

社会・国際学群

（日本語教育）

平成19年度 茨城県つくば市天王台1-1-1

（文学）

　日本語・日本文化学類 4 40 － 160 学士 1.11

（比較文化）

　比較文化学類 4 80 － 320 学士 1.05 平成19年度 茨城県つくば市天王台1-1-1

年次
人

人 倍

平成19年度 茨城県つくば市天王台1-1-1

（人文学）

1.07

　人文学類 4 120 － 480 学士 1.07

人文・文化学群

既
設
大
学
等
の
状
況

大 学 の 名 称 筑波大学

学 部 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

定　員
超過率

―　千円 ―　千円 ―　千円 ―　千円 ―　千円

学生納付金以外の維持方法の概要 該当なし

＜学士課程＞

開設
年度

所　在　地

年 人

第１年次 第２年次 第３年次 第４年次 第５年次 第６年次

―　千円

設 備 購 入 費 ― ― ― ― ―

―

図 書 購 入 費 ― ― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ―

第３年次 第４年次 第５年次 第６年次

教員１人当り研究費等 ― ― ―

― ―

2,681,796〔1,044,194〕 30,364 〔12,874〕 31,466〔31,404〕 17,262 24,989 551

（2,681,796〔1,044,194〕） （30,364 〔12,874〕）

体育館
面積 体育館以外のスポーツ施設の概要

     22,713 ㎡ ﾃﾆｽｺｰﾄ､ﾊﾝﾄﾞﾎﾞｰﾙ場、ﾗｸﾞﾋﾞｰ場、ｻｯｶｰ場、陸上競技場、屋内ﾌﾟｰﾙ

経 費 の
見 積 り
及 び 維
持 方 法
の 概 要

経費
の見
積り

区　分 開設前年度 第１年次

（17,262） （24,989）

学生１人当り
納付金

図書館
面積 閲覧座席数 収 納 可 能 冊 数

30,041  ㎡ 2,230 2,606,501

― ― ―

共 同 研 究 費 等

標本

専攻単位での特定
不能なため、申請
大学全体の数

〔うち外国書〕 〔うち外国書〕 電子ジャーナル

冊 種 〔うち外国書〕 点 点図
書
・
設
備

新設学部等の名称

図書 学術雑誌
視聴覚資料機械・器具

（31,466〔31,404〕） （17,262） (24,989)

（31,466〔31,404〕）

第２年次

（551）

計
2,681,796〔1,044,194〕 30,364 〔12,874〕 31,466〔31,404〕 17,262 24,989 551

（2,681,796〔1,044,194〕） （30,364 〔12,874〕）

点

申請大学全体

7室

（補助職員　12人） （補助職員14人）

専 任 教 員 研 究 室

新設学部等の名称 室　　　数

申請大学全体 1,831 室

教室等

講義室 演習室 実験実習室 情報処理学習施設 語学学習施設

332室 300室 2,031室
30室

（551）

人文社会ビジネス科学学術院6



修業年限6年

修業年限4年

臨時定員増含む

（経済学）

（公共政策）

（国際学）

0.73 平成27年度 茨城県つくば市天王台1-1-1

　（修士課程） （地域研究）

　国際地域研究専攻 2 36 － 72 修士

（日本語教育学）

（国際日本研究）

（社会科学）

　（博士前期課程） （人文科学）

　国際日本研究専攻 2 25 － 50 修士 1.44 平成27年度 茨城県つくば市天王台1-1-1

（学術）

（国際公共政策）

（国際政治経済学）

（社会学）

平成20年度 茨城県つくば市天王台1-1-1

　（博士前期課程） （政治学）

　国際公共政策専攻 2 15 － 30 修士 0.93

（学術）

（言語学）

平成20年度 茨城県つくば市天王台1-1-1

　（博士前期課程） （文学）

　現代語・現代文化専攻 2 10 － 20 修士 0.95

人文社会科学研究科

昭和53年度 茨城県つくば市天王台1-1-1

　（修士課程） （教育学）

　教科教育専攻 2 80 － 160 修士 0.80

　（修士課程） （教育学）

　ｽｸｰﾙﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟ開発専攻 2 20 － 39 修士 1.50 平成18年度 茨城県つくば市天王台1-1-1

教育研究科

＜大学院＞

茨城県つくば市天王台1-1-1

（芸術学）

芸術専門学群 4 100 － 400 学士 1.08 昭和50年度

（体育学）

体育専門学群 4 240 － 960 学士 1.05 昭和49年度 茨城県つくば市天王台1-1-1

（国際医療科学）

（医療科学）

　医療科学類 4 37 3年次3 154 学士 1.03 平成19年度 茨城県つくば市天王台1-1-1

（ヘルスケア）

平成19年度 茨城県つくば市天王台1-1-1

（看護学）

　看護学類 4 70 3年次10 300 学士 1.03

（医学）

　医学類 6 135 2年次5 813 学士 1.00 平成19年度 茨城県つくば市天王台1-1-1

医学群 1.00

1.03

（図書館情報学）

　知識情報・図書館学類 4 100 3年次10 420 学士 1.05 平成19年度 茨城県つくば市春日1-2

平成19年度 茨城県つくば市春日1-2

（情報メディア科学）

　情報メディア創成学類 4 50 3年次10 220 学士 1.09

（情報工学）

茨城県つくば市天王台1-1-1

（情報科学）

　情報科学類 4 80 3年次10 340 学士 1.05 平成19年度

情報学群 1.06

茨城県つくば市天王台1-1-1

（社会工学）

　社会工学類 4 120 － 480 学士 1.02 平成19年度

1.04 平成19年度 茨城県つくば市天王台1-1-1

（工学）

　工学システム学類 4 130 － 520 学士

茨城県つくば市天王台1-1-1

（工学）

　応用理工学類 4 120 3年次10 500 学士 1.05 平成19年度

1.03 平成19年度 茨城県つくば市天王台1-1-1

（理学）

　化学類 4 50 － 200 学士

茨城県つくば市天王台1-1-1

（理学）

　物理学類 4 60 － 240 学士 1.03 平成19年度

1.02 平成19年度 茨城県つくば市天王台1-1-1

（理学）

　数学類 4 40 － 160 学士

理工学群 1.03

1.06 平成19年度 茨城県つくば市天王台1-1-1

（理学）

　地球学類 4 50 － 200 学士

人文社会ビジネス科学学術院7



専ら夜間

専ら夜間

専ら夜間

専ら夜間

専ら夜間

（工学）

平成26年度 茨城県つくば市天王台1-1-1

　（博士前期課程） （社会工学）

　社会工学専攻 2 108 － 216 修士 1.20

システム情報工学研究科

（物質・材料研究機構）

平成16年度 茨城県つくば市千現1-2-1他

　（後期３年のみの博士課程） （工学）

　物質・材料工学専攻 3 9 － 27 博士 1.66

　（博士後期課程） （工学）

　物性・分子工学専攻 3 13 － 39 博士 0.71 平成12年度 茨城県つくば市天王台1-1-1

平成12年度 茨城県つくば市天王台1-1-1

　（博士後期課程） （工学）

　電子・物理工学専攻 3 16 － 48 博士 0.57

　（博士後期課程） （理学）

　ﾅﾉｻｲｴﾝｽ・ﾅﾉﾃｸﾉﾛｼﾞｰ専攻 3 25 － 75 博士 0.33 平成24年度 茨城県つくば市天王台1-1-1

平成12年度 茨城県つくば市天王台1-1-1

　（博士後期課程） （理学）

　化学専攻 3 16 － 48 博士 0.41

　（博士後期課程） （理学）

　物理学専攻 3 20 － 60 博士 0.41 平成12年度 茨城県つくば市天王台1-1-1

平成12年度 茨城県つくば市天王台1-1-1

　（博士後期課程） （理学）

　数学専攻 3 12 － 36 博士 0.36

　（博士前期課程） （工学）

　物性・分子工学専攻 2 61 － 122 修士 1.20 平成12年度 茨城県つくば市天王台1-1-1

平成12年度 茨城県つくば市天王台1-1-1

　（博士前期課程） （工学）

　電子・物理工学専攻 2 54 － 108 修士 1.24

茨城県つくば市天王台1-1-1

　（博士前期課程） （理学）

　化学専攻 2 48 － 96 修士 0.98 平成12年度

1.14 平成12年度 茨城県つくば市天王台1-1-1

　（博士前期課程） （理学）

　物理学専攻 2 50 － 100 修士

茨城県つくば市天王台1-1-1

　（博士前期課程） （理学）

　数学専攻 2 27 － 54 修士 0.82 平成12年度

数理物質科学研究科

東京都文京区大塚3-29-1

　（専門職学位課程） （専門職）

　国際経営ﾌﾟﾛﾌｪｯｼｮﾅﾙ専攻 2 30 － 60 国際経営修士 1.06 平成17年度

0.98 平成17年度 東京都文京区大塚3-29-1

　（専門職学位課程・法科大学院） （専門職）

　法曹専攻 3 36 － 108 法務博士

（法学）

（ｼｽﾃﾑｽﾞ・ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ）

0.99 平成13年度 東京都文京区大塚3-29-1

　（博士後期課程） （経営学）

　企業科学専攻 3 23 － 69 博士

東京都文京区大塚3-29-1

　（博士前期課程） （法学）

　企業法学専攻 2 30 － 60 修士 0.91 平成13年度

（経営システム科学）

　（博士前期課程） （経営学）

　経営システム科学専攻 2 30 － 60 修士 1.01 平成13年度 東京都文京区大塚3-29-1

ビジネス科学研究科

（言語学）

茨城県つくば市天王台1-1-1

　（一貫制博士課程） （文学）

　文芸・言語専攻 5 20 － 100 博士 0.81 平成13年度

1.01 平成13年度 茨城県つくば市天王台1-1-1

　（一貫制博士課程） （文学）

　歴史・人類学専攻 5 12 － 60 博士

茨城県つくば市天王台1-1-1

　（一貫制博士課程） （文学）

　哲学・思想専攻 5 6 － 30 博士 1.19 平成13年度

（学術）

（日本語教育学）

（国際日本研究）

（社会科学）

1.04 平成20年度 茨城県つくば市天王台1-1-1

　（博士後期課程） （人文科学）

　国際日本研究専攻 3 19 － 57 博士

（学術）

（国際公共政策）

（国際政治経済学）

（社会学）

茨城県つくば市天王台1-1-1

　（博士後期課程） （政治学）

　国際公共政策専攻 3 10 － 30 博士 0.50 平成20年度

（学術）

（言語学）

茨城県つくば市天王台1-1-1

　（博士後期課程） （文学）

　現代語・現代文化専攻 3 8 － 24 博士 0.70 平成20年度

（学術）

人文社会ビジネス科学学術院8



（地球環境科学）

生命環境科学研究科

（農業・食品産業技術総合研究機構）

平成17年度 茨城県つくば市観音台3-1-1

　（後期３年のみの博士課程） （農学）

　先端農業技術科学専攻 3 6 － 18 博士 0.55

　（博士後期課程） （環境学）

　持続環境学専攻 3 12 － 36 博士 1.91 平成19年度 茨城県つくば市天王台1-1-1

（学術）

（生物科学）

（生物工学）

茨城県つくば市天王台1-1-1

　（博士後期課程） （農学）

　生命産業科学専攻 3 12 － 36 博士 0.83 平成17年度

（学術）

（生物工学）

茨城県つくば市天王台1-1-1

　（博士後期課程） （農学）

　生物機能科学専攻 3 21 － 63 博士 0.56 平成17年度

（学術）

　（博士後期課程） （農学）

　生物圏資源科学専攻 3 20 － 60 博士 0.78 平成17年度 茨城県つくば市天王台1-1-1

（学術）

（生物資源工学）

　（博士後期課程） （農学）

　国際地縁技術開発科学専攻 3 22 － 66 博士 0.67 平成17年度 茨城県つくば市天王台1-1-1

（学術）

（生物科学）

　（博士後期課程） （理学）

　生物科学専攻 3 26 － 78 博士 1.02 平成23年度 茨城県つくば市天王台1-1-1

（地球科学）

0.99 平成19年度 茨城県つくば市天王台1-1-1

　（博士後期課程） （理学）

　地球進化科学専攻 3 8 － 24 博士

（地球環境科学）

平成19年度 茨城県つくば市天王台1-1-1

　（博士後期課程） （理学）

　地球環境科学専攻 3 11 － 33 博士 0.87

　（博士前期課程） （持続環境科学）

国際連携持続環境科学専攻 2 6 － 12 修士 0.72 平成29年度 茨城県つくば市天王台1-1-1

平成19年度 茨城県つくば市天王台1-1-1

　（博士前期課程） （環境科学）

　環境科学専攻 2 69 － 138 修士 1.01

（学術）

（ﾊﾞｲｵﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏｼｰ）

（生物工学）

（生物資源工学）

　（博士前期課程） （農学）

　生物資源科学専攻 2 106 － 212 修士 1.24 平成17年度 茨城県つくば市天王台1-1-1

（生物科学）

平成17年度 茨城県つくば市天王台1-1-1

　（博士前期課程） （理学）

　生物科学専攻 2 49 － 98 修士 1.15

（地球科学）

茨城県つくば市天王台1-1-1

　（博士前期課程） （理学）

　地球科学専攻 2 39 － 78 修士 1.59 平成19年度

茨城県つくば市天王台1-1-1

　（博士後期課程） （工学）

　構造エネルギー工学専攻 3 16 － 48 博士 0.62 平成12年度

1.14 平成12年度 茨城県つくば市天王台1-1-1

　（博士後期課程） （工学）

　知能機能システム専攻 3 24 － 72 博士

茨城県つくば市天王台1-1-1

　（博士後期課程） （工学）

　ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｻｲｴﾝｽ専攻 3 28 － 84 博士 0.61 平成12年度

（工学）

　（博士後期課程） （社会工学）

　リスク工学専攻 3 12 － 36 博士 0.88 平成13年度 茨城県つくば市天王台1-1-1

平成26年度 茨城県つくば市天王台1-1-1

　（博士後期課程） （社会工学）

　社会工学専攻 3 26 － 78 博士 0.63

　（博士前期課程） （工学）

　構造エネルギー工学専攻 2 68 － 136 修士 1.32 平成12年度 茨城県つくば市天王台1-1-1

平成12年度 茨城県つくば市天王台1-1-1

　（博士前期課程） （工学）

　知能機能システム専攻 2 108 － 216 修士 1.18

　（博士前期課程） （工学）

　ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｻｲｴﾝｽ専攻 2 113 － 226 修士 1.26 平成12年度 茨城県つくば市天王台1-1-1

（工学）

1.34 平成13年度 茨城県つくば市天王台1-1-1

　（博士前期課程） （社会工学）

　リスク工学専攻 2 30 － 60 修士

（サービス工学）

人文社会ビジネス科学学術院9



専ら夜間

専ら夜間

9月のみ入学

専ら夜間

（公衆衛生学）

（体育科学）

茨城県つくば市天王台1-1-1

　（博士後期課程） （看護科学）

　看護科学専攻 3 8 － 24 博士 0.91 平成21年度

（学術）

（神経科学）

（行動科学）

平成20年度 茨城県つくば市天王台1-1-1

　（博士後期課程） （感性科学）

　感性認知脳科学専攻 3 10 － 30 博士 1.13

（学術）

（心理学）

（教育学）

（後期３年のみの博士課程） （ﾋｭｰﾏﾝ・ｹｱ科学）

ﾋｭｰﾏﾝ・ｹｱ科学専攻 3 18 － 54 博士 1.29 平成20年度 茨城県つくば市天王台1-1-1

（ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科学）

（ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ科学）

　（博士後期課程） （生涯発達科学）

　生涯発達科学専攻 3 6 － 18 博士 1.11 平成20年度 東京都文京区大塚3-29-1

平成20年度 茨城県つくば市天王台1-1-1

　（博士後期課程） （障害科学）

　障害科学専攻 3 10 － 30 博士 1.10

（学術）

茨城県つくば市天王台1-1-1

　（博士後期課程） （心理学）

　心理学専攻 3 6 － 18 博士 0.49 平成20年度

（学術）

（博士後期課程） （教育学）

学校教育学専攻 3 6 － 18 博士 1.38 平成20年度 茨城県つくば市天王台1-1-1

平成20年度 茨城県つくば市天王台1-1-1

（博士後期課程） （教育学）

教育基礎学専攻 3 8 － 24 博士 0.62

（博士前期課程） （食料健康科学）

国際連携食料健康科学専攻 2 9 － 18 修士 1.16 平成29年度 茨城県つくば市天王台1-1-1

平成28年度 茨城県つくば市天王台1-1-1

（修士課程） （スポーツ国際開発学）

スポーツ国際開発学共同専攻 2 5 － 10 修士 1.20

（学術）

茨城県つくば市天王台1-1-1

　（博士前期課程） （世界遺産学）

　世界遺産専攻 2 15 － 30 修士 1.06 平成19年度

（デザイン学）

　（博士前期課程） （芸術学）

　芸術専攻 2 60 － 120 修士 0.94 平成19年度 茨城県つくば市天王台1-1-1

（スポーツ・オリンピック学）

（コーチング学）

　（博士前期課程） （体育学）

　体育学専攻 2 115 － 230 修士 1.11 平成20年度 茨城県つくば市天王台1-1-1

平成19年度 茨城県つくば市天王台1-1-1

　（博士前期課程） （看護科学）

　看護科学専攻 2 15 － 30 修士 0.99

（学術）

（神経科学）

（行動科学）

1.24 平成20年度 茨城県つくば市天王台1-1-1

　（博士前期課程） （感性科学）

　感性認知脳科学専攻 2 14 － 28 修士

（ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ）

平成20年度 東京都文京区大塚3-29-1

　（博士前期課程） （ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ）

　生涯発達専攻 2 46 － 92 修士 1.06

（特別支援教育学）

茨城県つくば市天王台1-1-1

　（博士前期課程） （障害科学）

　障害科学専攻 2 45 － 90 修士 0.75 平成25年度

0.78 平成20年度 茨城県つくば市天王台1-1-1

　（博士前期課程） （心理学）

　心理専攻 2 16 － 32 修士

茨城県つくば市天王台1-1-1

　（博士前期課程） （教育学）

　教育学専攻 2 18 － 36 修士 0.69 平成20年度

（ﾋｭｰﾏﾝ・ｹｱ科学）

（公衆衛生学）

茨城県つくば市天王台1-1-1

（修士課程） （医科学）

フロンティア医科学専攻 2 50 － 100 修士 1.27 平成18年度

（保健学）

（修士課程） （体育学）

ｽﾎﾟｰﾂ健康ｼｽﾃﾑ・ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ専攻 2 24 － 48 修士 0.99 平成20年度 東京都文京区大塚3-29-1

人間総合科学研究科

　（一貫制博士課程） （学術）

　環境バイオマス共生学専攻 5 21 － 105 博士 0.64 平成24年度 茨城県つくば市天王台1-1-1

人文社会ビジネス科学学術院10
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所 在 地 茨城県つくば市天王台1-1-1

設 置 年 月 平成29年4月

規 模 等 延床面積　5,404 ㎡

備 考 旧生命領域学際研究センター（平成22年度設置）

名 称 つくば機能植物イノベーション研究センター

目 的 食料・生物資源の安定的な確保に向けた植物バイオテクノロジーと遺伝
資源保全利用を基調とした基盤的遺伝子研究から生産・流通を見据えた
応用的研究ならびに研究成果を活用したイノベーションの創出支援と教
育への展開

遺伝子実験センター（昭和59年度設置）（新館2,341㎡、旧館1,487
㎡）・旧農林技術センターの一部（昭和48年度設置）（本館1,576㎡）と
統合

所 在 地 茨城県つくば市天王台1-1-1

設 置 年 月 平成30年4月

規 模 等 延床面積　6,546㎡

備 考 旧計算物理学研究センター（平成4年度設置）

名 称 生存ダイナミクス研究センター

目 的 生物の持つ環境変化へのダイナミックな応答機能を「生物の生存戦略」
と捉えた新しい生命動態科学の領域を切り拓く研究

所 在 地 茨城県つくば市天王台1-1-1

設 置 年 月 平成16年4月

規 模 等 延床面積　5,242㎡

（工学）

附属施設の概要 ＜先端研究センター群＞

名 称 計算科学研究センター

目 的 科学の諸領域における超高速シミュレーション、大規模データ解析等を
中心とする研究、超高速計算システム及び超高速ネットワーク技術の開
発並びに情報技術の革新的な応用方法の研究

（マネジメント）

（社会工学）

－ 平成12年度 茨城県つくば市天王台1-1-1

　（博士後期課程） （社会経済）

　社会ｼｽﾃﾑ・ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ専攻 3 － － － 博士

＜学生募集を停止している専攻＞

（学術）

（情報学）

平成15年度 茨城県つくば市春日1-2

　（博士後期課程） （図書館情報学）

　図書館情報メディア専攻 3 21 － 63 博士 0.50

（情報学）

茨城県つくば市春日1-2

　（博士前期課程） （図書館情報学）

　図書館情報メディア専攻 2 37 － 74 修士 1.24 平成15年度

図書館情報メディア研究科

茨城県つくば市天王台1-1-1

　（後期３年のみの博士課程） （体育スポーツ学）

　大学体育スポーツ高度化共同専攻 3 3 － 9 博士 1.00 平成28年度

（学術）

　（医学を履修する博士課程） （医学）

　疾患制御医学専攻 4 34 － 136 博士 1.71 平成20年度 茨城県つくば市天王台1-1-1

（学術）

1.23 平成20年度 茨城県つくば市天王台1-1-1

　（医学を履修する博士課程） （医学）

　生命システム医学専攻 4 28 － 112 博士

（学術）

平成18年度 茨城県つくば市天王台1-1-1

　（博士後期課程） （世界遺産学）

　世界文化遺産学専攻 3 7 － 21 博士 0.56

（デザイン学）

茨城県つくば市天王台1-1-1

　（博士後期課程） （芸術学）

　芸術専攻 3 10 － 30 博士 0.90 平成19年度

（学術）

　（後期３年のみの博士課程） （スポーツ医学）

　スポーツ医学専攻 3 10 － 30 博士 1.16 平成20年度 茨城県つくば市天王台1-1-1

（学術）

1.66 平成18年度 茨城県つくば市天王台1-1-1

　（後期３年のみの博士課程） （コーチング学）

　コーチング学専攻 3 5 － 15 博士

（学術）

（健康スポーツ科学）

1.06 平成20年度 茨城県つくば市天王台1-1-1

　（博士後期課程） （体育科学）

　体育科学専攻 3 15 － 45 博士

人文社会ビジネス科学学術院11
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設 置 年 月 平成29年4月

規 模 等 延床面積4978㎡

備 考 旧菅平高原実験センター（昭和52年度設置）（教育研究棟Ａ棟877㎡、Ｂ
棟639㎡、宿泊棟633㎡、その他261㎡）、旧農林技術センター（昭和48年
度設置）の井川演習林、八ヶ岳、筑波実験林（建物面積　筑波地区674
㎡、八ヶ岳・川上地区1,206㎡、井川地区688㎡）

名 称 山岳科学センター

目 的 菅平高原実験所、八ヶ岳演習林、川上演習林、井川演習林、筑波実験林
等を活用した生物科学、農林学、地球科学、環境科学等山岳科学に関す
る教育研究

所 在 地 茨城県つくば市天王台1-1-1/長野県上田市菅平高原1278-294/長野県南佐
久郡南牧村野辺山462-4/静岡県静岡市葵区井川1621-2

設 置 年 月 平成12年4月

規 模 等 延床面積　5,278㎡

備 考 旧粒子線医科学センター（昭和55年設置）

名 称 陽子線医学利用研究センター

目 的 医学及び関連分野の研究、教育の場としての機能並びに機器の改善・開
発を行うことによるがん診療における陽子線療法の有用性の確立

所 在 地 茨城県つくば市天王台1-1-1

所 在 地 茨城県つくば市天王台1-1-1

設 置 年 月 平成29年4月

規 模 等 延床面積　158㎡

備 考 旧アイソトープ総合センター（平成18年設置）、旧アイソトープセン
ター（昭和50年度設置）、旧陸域環境研究センター（平成12年度設
置）、旧水理実験センター（昭和50年度設置）

名 称 人工知能科学センター

目 的 AI 及びビッグデータ解析技術を集結し、実用に繋がる基盤技術開発拠点
の構築

所 在 地 茨城県つくば市天王台1-1-1

設 置 年 月 平成24年12月

規 模 等 延床面積　5,113㎡

規 模 等 延床面積　3,210㎡

名 称 アイソトープ環境動態研究センター

目 的 放射性同位元素、核燃料物質及びエックス線発生装置等の学内管理・安
全教育、並びにこれらを用いた基礎、環境移行及び環境動態予測に係る
調査・研究・開発

目 的 人間の身体機能を支援・増幅・拡張する人支援技術によるイノベーショ
ンの創出と新産業創出

所 在 地 茨城県つくば市天王台1-1-1

設 置 年 月 平成23年10月

規 模 等 延床面積　630㎡

備 考 旧北アフリカ研究センター（平成16年度設置）

名 称 サイバニクス研究センター

目 的 地中海・北アフリカにおける新時代志向型の戦略的学際研究の推進

所 在 地 茨城県つくば市天王台1-1-1

設 置 年 月 平成30年4月

設 置 年 月 昭和54年4月

規 模 等 延床面積　6,402㎡

名 称 地中海・北アフリカ研究センター

名 称 プラズマ研究センター

目 的 プラズマ物理学及びその応用に関する研究教育（特に電位・電場による
プラズマ閉じ込めの向上及びプラズマの高性能化に係る研究教育）並び
に関連機器の開発等

所 在 地 茨城県つくば市天王台1-1-1

所 在 地 静岡県下田市5-10-1

設 置 年 月 昭和51年4月

規 模 等 延床面積　3,083.1㎡

名 称 下田臨海実験センター

目 的 海洋及びその沿岸に生息する生物の発生学、生理生化学、生態学等並び
に海洋学、海洋環境等に関連する生命科学及び地球科学（地理地学）の
研究及び教育

人文社会ビジネス科学学術院12
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規 模 等 延床面積　5,202㎡

備 考 旧学術情報処理センター（昭和53年度設置）

目 的 実験研究基盤設備の管理運用による研究及び教育の支援並びにこれらの
設備による広域学際研究

所 在 地 茨城県つくば市天王台1-1-1

設 置 年 月 平成16年4月

規 模 等 延床面積　9,173.638㎡

備 考 旧動物実験センター（昭和51年度設置）

名 称 学術情報メディアセンター

目 的 遺伝子改変動物をはじめとする研究用動物資源の開発、保存、供給及び
関連施設の適切な管理

所 在 地 茨城県つくば市天王台1-1-1

設 置 年 月 平成13年4月

規 模 等 延床面積　6,841㎡

備 考 旧加速器センター（昭和49年度設置）、旧低温センター・旧分析セン
ター（昭和51年度設置）、旧工作センター（昭和52年度設置）

名 称 生命科学動物資源センター

目 的 実験研究基盤設備の管理運用による研究及び教育の支援並びにこれらの
設備による広域学際研究

所 在 地 茨城県つくば市天王台1-1-1

設 置 年 月 平成16年4月

設 置 年 月 昭和61年4月

規 模 等 延床面積　276㎡

＜研究支援センター群＞

名 称 研究基盤総合センター

名 称 大学研究センター

目 的 大学の機能に関する総合研究並びに実践可能なモデルの開発、試行及び
提供

所 在 地 東京都文京区大塚3-29-1

設 置 年 月 平成29年10月

規 模 等 延床面積1144㎡

備 考 旧学際物質科学研究センター（平成15年度設置）

名 称 エネルギー物質科学研究センター

目 的 エネルギーの高効率的利用、貯蔵、変換及び制御に関わる新規物質や材
料の創製のための基盤的及び応用的研究

所 在 地 茨城県つくば市天王台1-1-1

設 置 年 月 平成29年10月

規 模 等 延床面積　404㎡

備 考 旧数理物質融合科学センター（平成26年度設置）

名 称 宇宙史研究センター

目 的 時空の発祥から物質の起源、宇宙の進化及び生命の起源までの宇宙史の
統括的解明

所 在 地 茨城県つくば市天王台1-1-1

所 在 地 茨城県つくば市天王台1-1-1

設 置 年 月 平成29年4月

規 模 等 延床面積300㎡

規 模 等 延床面積　39㎡

名 称 トランスボーダー医学研究センター

目 的 医科学の研究拠点と研究分野の創生

目 的 人間の統合的な身体活動能力を多角的に研究並びに最適パフォーマンス
を引き出す科学的手法の開発・社会実装

所 在 地 茨城県つくば市天王台1-1-1

設 置 年 月 平成27年7月

設 置 年 月 平成30年10月1日

規 模 等 延床面積48㎡

名 称 ヒューマン・ハイ・パフォーマンス先端研究センター

名 称 微生物サステイナビリティ研究センター

目 的 持続可能な社会の構築に向けた次世代の微生物制御と微生物利用に関わ
る新たな学問分野を切り拓く基礎及び応用研究

所 在 地 茨城県つくば市天王台1-1-1

人文社会ビジネス科学学術院13
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：規 模 等 学校土地面積　51,793㎡(附属中学校との合算)

目 的 幼児・児童又は生徒の教育に関する実際的研究を行う。

所 在 地 東京都文京区大塚1-9-1

設 置 年 月 昭和53年4月

設 置 年 月 昭和53年4月

規 模 等 学校土地面積　34,905㎡(附属駒場高等学校との合算)

名 称 附属高等学校

名 称 附属駒場中学校

目 的 幼児・児童又は生徒の教育に関する実際的研究を行う。

所 在 地 東京都世田谷区池尻4-7-1

所 在 地 東京都文京区大塚1-9-1

設 置 年 月 昭和53年4月

規 模 等 学校土地面積　51,793㎡(附属高等学校との合算)

規 模 等 学校土地面積　47,072㎡

名 称 附属中学校

目 的 幼児・児童又は生徒の教育に関する実際的研究を行う。

目 的 幼児・児童又は生徒の教育に関する実際的研究を行う。

所 在 地 東京都文京区大塚3-29-1

設 置 年 月 昭和53年4月

設 置 年 月 昭和51年10月

規 模 等 延床面積　70,953㎡

名 称 附属小学校

名 称 附属病院

目 的 医科学の教育及び研究に係る診療の場として機能するとともに、診療を
通して医療の進展に寄与する。

所 在 地 茨城県つくば市天王台1-1-1

所 在 地 茨城県つくば市天王台1-1-1

設 置 年 月 昭和48年10月

規 模 等 延床面積　30,041㎡

＜上記以外の施設＞

名 称 附属図書館

目 的 地域社会及び国内外の研究・教育機関と連携し、学術情報の中枢的拠点
として機能する。

設 置 年 月 昭和48年10月

規 模 等 延床面積　1,189㎡

名 称 保健管理センター

目 的 学生及び職員の健康管理等

所 在 地 茨城県つくば市天王台1-1-1

所 在 地 茨城県つくば市天王台1-1-1

設 置 年 月 平成11年4月

規 模 等 延床面積　157.62㎡

規 模 等 延床面積　131,952㎡（各種体育施設を含む）

名 称 アドミッションセンター

目 的 アドミッションセンター入試及び国際科学オリンピック特別入試の実施
並びに教育目標に適合した入学者の選抜方法等の調査研究

目 的 学生の体育指導（専門の体育指導を除く。）、社会体育の実施指導及び
スポーツ指導者の養成

所 在 地 茨城県つくば市天王台1-1-1

設 置 年 月 昭和48年10月

規 模 等 延床面積　4,985㎡

備 考 旧外国語センター（昭和49年度設置）、旧留学生センター（平成3年度設
置）

名 称 体育センター

目 的 学生の外国語教育。留学生等に対する日本語等に関する教育

所 在 地 茨城県つくば市天王台1-1-1

設 置 年 月 平成27年4月

＜教育等センター群＞

名 称 グローバルコミュニケーション教育センター

人文社会ビジネス科学学術院14
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　「図書・設備」，「図書館」，「体育館」及び「経費の見積もり及び維持方法の概要」の欄に記入せず，斜線を引くこと。

５　「教育課程」の欄の「実験・実習」には，実技も含むこと。

６　空欄には，「－」又は「該当なし」と記入すること。

１　共同学科等の認可の申請及び届出の場合，「計画の区分」，「新設学部等の目的」，「新設学部等の概要」，「教育課程」及び「教員組

　織の概要」の「新設分」の欄に記入せず，斜線を引くこと。

２　「教員組織の概要」の「既設分」については，共同学科等に係る数を除いたものとすること。

３　私立の大学又は高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の届出を行おうとする場合は，「教育課程」，「教室等」，「専任教員研究

　室」，「図書・設備」，「図書館」及び「体育館」の欄に記入せず，斜線を引くこと。

４　大学等の廃止の認可の申請又は届出を行おうとする場合は，「教育課程」，「校地等」，「校舎」，「教室等」，「専任教員研究室」，

設 置 年 月 昭和53年4月

規 模 等 延床面積　857㎡

（注）

名 称 理療科教員養成施設

目 的 盲学校の理療の教科を担当する教員等を養成する。

所 在 地 東京都文京区大塚3-29-1

所 在 地 神奈川県横須賀市野比5-1-2

設 置 年 月 平成16年4月

規 模 等 学校土地面積　15,521㎡

規 模 等 学校土地面積　16,701㎡

名 称 附属久里浜特別支援学校

目 的 幼児・児童又は生徒の教育に関する実際的研究を行う。

目 的 幼児・児童又は生徒の教育に関する実際的研究を行う。

所 在 地 東京都板橋区小茂根2-1-12

設 置 年 月 昭和53年4月

設 置 年 月 昭和53年4月

規 模 等 学校土地面積　5,096㎡

名 称 附属桐が丘特別支援学校

名 称 附属大塚特別支援学校

目 的 幼児・児童又は生徒の教育に関する実際的研究を行う。

所 在 地 東京都文京区春日1-5-5

所 在 地 千葉県市川市国府台2-2-1

設 置 年 月 昭和53年4月

規 模 等 学校土地面積　42,243㎡

規 模 等 学校土地面積　12,658㎡

名 称 附属聴覚特別支援学校

目 的 幼児・児童又は生徒の教育に関する実際的研究を行う。

目 的 幼児・児童又は生徒の教育に関する実際的研究を行う。

所 在 地 東京都文京区目白台3-27-6

設 置 年 月 昭和53年4月

設 置 年 月 昭和53年4月

規 模 等 学校土地面積　74,223㎡

名 称 附属視覚特別支援学校

名 称 附属坂戸高等学校

目 的 幼児・児童又は生徒の教育に関する実際的研究を行う。

所 在 地 埼玉県坂戸市千代田1-24-1

所 在 地 東京都世田谷区池尻4-7-1

設 置 年 月 昭和53年4月

規 模 等 学校土地面積　34,905㎡(附属駒場中学校との合算)

名 称 附属駒場高等学校

目 的 幼児・児童又は生徒の教育に関する実際的研究を行う。
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⼊学
定員

編⼊学
定員

収容
定員

⼊学
定員

編⼊学
定員

収容
定員 変更の事由

筑波⼤学 筑波⼤学

⼈⽂・⽂化学群 ⼈⽂・⽂化学群
⼈⽂学類 120 － 480 ⼈⽂学類 120 － 480
⽐較⽂化学類 80 － 320 ⽐較⽂化学類 80 － 320
⽇本語・⽇本⽂化学類 40 － 160 ⽇本語・⽇本⽂化学類 40 － 160

社会・国際学群 ３年次 社会・国際学群 ３年次
社会学類 80 10 340 社会学類 80 10 340
国際総合学類 80 － 320 国際総合学類 80 － 320

⼈間学群 ⼈間学群
教育学類 35 － 140 教育学類 35 － 140
⼼理学類 50 － 200 ⼼理学類 50 － 200
障害科学類 35 － 140 障害科学類 35 － 140

⽣命環境学群 ⽣命環境学群
⽣物学類 80 － 320 ⽣物学類 80 － 320

３年次 ３年次
⽣物資源学類 120 10 500 ⽣物資源学類 120 10 500
地球学類 50 － 200 地球学類 50 － 200

理⼯学群 理⼯学群
数学類 40 － 160 数学類 40 － 160
物理学類 60 － 240 物理学類 60 － 240
化学類 50 － 200 化学類 50 － 200

３年次 ３年次
応⽤理⼯学類 120 10 500 応⽤理⼯学類 120 10 500
⼯学システム学類 130 － 520 ⼯学システム学類 130 － 520
社会⼯学類 120 － 480 社会⼯学類 120 － 480

情報学群 情報学群
３年次 ３年次

情報科学類 80 10 340 情報科学類 80 10 340
３年次 ３年次

情報メディア創成学類 50 10 220 情報メディア創成学類 50 10 220
３年次 ３年次

知識情報・図書館学類 100 10 420 知識情報・図書館学類 100 10 420
医学群 医学群

２年次 ２年次
医学類 98 5 613 医学類 98 5 613 臨時定員増分を除く

３年次 ３年次
看護学類 70 10 300 看護学類 70 10 300

３年次 ３年次
医療科学類 37 3 154 医療科学類 37 3 154

体育専⾨学群 240 － 960 体育専⾨学群 240 － 960
芸術専⾨学群 100 － 400 芸術専⾨学群 100 － 400

２年次 ２年次

5 5
計 2,065 8,627 計 2,065 8,627

３年次 ３年次
73 73

　筑波⼤学⼤学院 　筑波⼤学⼤学院
⼈⽂社会科学研究科 ⼈⽂社会ビジネス科学学術院
現代語・現代⽂化専攻（M） 10 － 20 ⼈⽂社会科学研究群（M） 139 － 278
国際公共政策専攻（M） 15 － 30
国際⽇本研究専攻（M） 25 － 50
国際地域研究専攻（M） 36 － 72
現代語・現代⽂化専攻（D） 8 － 24 ⼈⽂社会科学研究群（D） 66 － 198
国際公共政策専攻（D） 10 － 30
国際⽇本研究専攻（D） 19 － 57
哲学・思想専攻（D） 6 － 30
歴史・⼈類学専攻（D） 12 － 60
⽂芸・⾔語専攻（D） 20 － 100

ビジネス科学研究科 － ビジネス科学研究群（M） 63 － 126
経営システム科学専攻（M） 30 － 60
企業法学専攻（M） 30 － 60
企業科学専攻（D） 23 － 69 ビジネス科学研究群（D） 21 － 63
法曹専攻（P）※1 36 － 108 法曹専攻（P）※1 36 － 108
国際経営プロフェッショナル専攻（P）※1 30 － 60 国際経営プロフェッショナル専攻（P）※1 30 － 60

数理物質科学研究科 理⼯情報⽣命学術院 －
数学専攻（M） 27 － 54 数理物質科学研究群（M） 276 － 552
物理学専攻（M） 50 － 100
化学専攻（M） 48 － 96
電⼦・物理⼯学専攻（M） 54 － 108
物性・分⼦⼯学専攻（M） 61 － 122
数学専攻（D） 12 － 36 数理物質科学研究群（D） 88 － 264
物理学専攻（D） 20 － 60
化学専攻（D） 16 － 48
ﾅﾉｻｲｴﾝｽ・ﾅﾉﾃｸﾉﾛｼﾞｰ専攻（D） 25 － 75
電⼦・物理⼯学専攻（D） 16 － 48
物性・分⼦⼯学専攻（D） 13 － 39
物質・材料⼯学専攻（D） 9 － 27

研究科の設置（事前
伺い）

国⽴⼤学法⼈筑波⼤学　設置申請に係わる組織の移⾏表

2019年度 2020年度

研究科の設置（事前
伺い）

1



⼊学
定員

編⼊学
定員

収容
定員

⼊学
定員

編⼊学
定員

収容
定員 変更の事由2019年度 2020年度

システム情報⼯学研究科 システム情報⼯学研究群（M） 431 － 862
社会⼯学専攻（M） 108 － 216
リスク⼯学専攻（M） 30 － 60
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｻｲｴﾝｽ専攻（M） 113 － 226
知能機能システム専攻（M） 108 － 216
構造エネルギー⼯学専攻（M） 68 － 136
社会⼯学専攻（D） 26 － 78 システム情報⼯学研究群（D） 102 － 322
リスク⼯学専攻（D） 12 － 36
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｻｲｴﾝｽ専攻（D） 28 － 84
知能機能システム専攻（D） 24 － 72
構造エネルギー⼯学専攻（D） 16 － 48

⽣命環境科学研究科 ⽣命地球科学研究群（M） 311 － 622
地球科学専攻（M） 39 － 78
⽣物科学専攻（M） 49 － 98
⽣物資源科学専攻（M） 106 － 212
環境科学専攻（M） 69 － 138
国際連携持続環境科学専攻（M）※2 6 － 12 国際連携持続環境科学専攻（M）※2 6 － 12
地球環境科学専攻（D） 11 － 33 ⽣命地球科学研究群（D） 118 － 354
地球進化科学専攻（D） 8 － 24
⽣物科学専攻（D） 26 － 78
国際地縁技術開発科学専攻（D） 22 － 66
⽣物圏資源科学専攻（D） 20 － 60
⽣物機能科学専攻（D） 21 － 63
⽣命産業科学専攻（D） 12 － 36
持続環境学専攻（D） 12 － 36
先端農業技術科学専攻（D） 6 － 18
環境バイオマス共⽣学専攻（D） 21 － 105

教育研究科 ⼈間総合科学学術院 －
ｽｸｰﾙﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟ開発専攻（M） 20 － 39 ⼈間総合科学研究群（M） 575 － 1,150
教科教育専攻（M） 80 － 160

⼈間総合科学研究科
ｽﾎﾟｰﾂ健康ｼｽﾃﾑ・ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ専攻（M） 24 － 48
フロンティア医科学専攻（M） 50 － 100
教育学専攻（M） 18 － 36
⼼理専攻（M） 16 － 32
障害科学専攻（M） 45 － 90
⽣涯発達専攻（M） 46 － 92
感性認知脳科学専攻（M） 14 － 28
看護科学専攻（M） 15 － 30
体育学専攻（M） 115 － 230
芸術専攻（M） 60 － 120
世界遺産専攻（M） 15 － 30
スポーツ国際開発学共同専攻（M）※3 5 － 10 スポーツ国際開発学共同専攻（M）※3 5 － 10

（8） （16） （8） （16）
国際連携⾷料健康科学専攻（M）※2 9 － 18 国際連携⾷料健康科学専攻（M）※2 9 － 18

図書館情報メディア研究科
図書館情報メディア専攻（M） 37 － 74

⼈間総合科学研究科 ⼈間総合科学研究群（D） 229 － 783
教育基礎学専攻（D） 8 － 24
学校教育学専攻（D） 6 － 18
⼼理学専攻（D） 6 － 18
障害科学専攻（D） 10 － 30
⽣涯発達科学専攻（D） 6 － 18
ﾋｭｰﾏﾝ・ｹｱ科学専攻（D） 18 － 54
感性認知脳科学専攻（D） 10 － 30
スポーツ医学専攻（D） 10 － 30
看護科学専攻（D） 8 － 24
体育科学専攻（D） 15 － 45
コーチング学専攻（D） 5 － 15
芸術専攻（D） 10 － 30
世界⽂化遺産学専攻（D） 7 － 21
⽣命システム医学専攻（D） 28 － 112
疾患制御医学専攻（D） 34 － 136
⼤学体育スポーツ⾼度化共同専攻（D）※3 3 － 9 ⼤学体育スポーツ⾼度化共同専攻（D）※3 3 － 9

（5） （15） （5） （15）
図書館情報メディア研究科
図書館情報メディア専攻（D） 21 － 63

計 2,396 － 5,686 計 2,508 － 5,791

※1は、専⾨職⼤学院設置基準に基づく専⾨職学位課程の専攻である。
※2は、⼤学院設置基準第35条第1項に基づく国際連携専攻である。
※3は、⼤学院設置基準第31条第1項に基づく共同教育課程の専攻であって、その定員は
本学に係るものである。なお、（　）内は当該共同教育課程全体の定員である。

研究科の設置（事前
伺い）
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別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1･2後 1 ○ 兼2 集中,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2後 1 ○ 兼2 集中,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2前 1 ○ 兼2 ※演習,集中,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2前 1 ○ 兼10 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2前 1 ○ 兼2 ※演習,集中,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2前 1 ○ 兼1 ※演習,集中

1･2前 1 ○ 兼1 ※演習,集中

1･2通 2 ○ 兼2 集中

1･2前 1 ○ 兼1 ※講義,集中

1･2前 1 ○ 兼1 集中

1･2後 1 ○ 兼1

1･2休 2 ○ 兼1 集中

1･2後 1 ○ 1 兼2 集中,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2後 1 ○ 1

1･2通 1 ○ 兼1

1･2通 1 ○ 兼1

1･2後 1 ○ 兼1 集中

1･2後 1 ○ 兼2 集中,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2休 1 ○ 兼1 集中

1･2後 1 ○ 兼3 集中,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2後 1 ○ 兼1 集中

1･2後 1 ○ 兼1 集中

1･2休 1 ○ 兼1 集中

1･2後 1 ○ 兼1 集中

1･2前 1 ○ 兼1 集中

1･2休 1 ○ 兼1  ※講義,集中

1･2前 1 ○ 兼1 集中

1･2休 1 ○ 兼9
集中,ｵﾑﾆﾊﾞｽ
共同(一部)

1･2前 1 ○ 兼8 ｵﾑﾆﾊﾞｽ,共同(一部)

1･2休 1 ○ 兼1 ※演習,集中

1･2前 1 ○ 兼4 ※実習,集中,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2前 1 ○ 兼1 集中

1･2休 1 ○ 兼2 ※講義,集中

1･2前 1 ○ 兼1 集中

1･2前 1 ○ 兼1

1･2休 1 ○ 2 2 1 集中,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2前 1 ○ 2 集中,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2後 1 ○ 兼2 隔年

1･2前 1 ○ 兼8 隔年,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2後 1 ○ 兼7 隔年,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2前 1 ○ 兼2 隔年

1･2前 1 ○ 兼1 ※講義,集中

1･2前 1 ○ 兼1 隔年

1･2前 1 ○ 兼1 隔年

1･2通 1 ○ 兼4

1･2前 1 ○ 兼3

1･2後 1 ○ 兼3

地球規模課題と国際社会:社会脳

自然災害にどう向き合うか

「考える」動物としての人間-東西哲
学からの考察

21世紀と宗教

地球規模課題と国際社会：環境・エネ
ルギー

JAPICｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝｺｰｽI-流動化
する世界とこれからの日本

JAPICｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝｺｰｽIII-ﾃｸﾉﾛ
ｼﾞｰとｸﾞﾛｰﾊﾞﾙで拓く未来

専任教員等の配置

備考

科学的発見と創造性

応用倫理

環境倫理学概論

研究倫理

生命倫理学

企業と技術者の倫理

国際研究プロジェクト

国際インターンシップ

地球規模課題と国際社会:食料問題

地球規模課題と国際社会:海洋環境変
動と生命

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

生
命
・
環
境
・

研
究
倫
理
科
目
群

21世紀的中国 ―現代中国的多相―

テクニカルコミュニケーション

英語発表

異分野コミュニケーションのためのプ
レゼンテーションバトル

Global Communication Skills Training

サイエンスコミュニケーション概論

サイエンスコミュニケーション特論

サイエンスコミュニケータ養成実践講座

人文知コミュニケーション:人文社会
科学と自然科学の壁を超える

大
学
院
共
通
科
目

ダイバーシティとSOGI/LGBT+

ワークライフミックス - モーハウス
に学ぶパラダイムシフト

魅力ある理科教員になるための生物・
地学実験

アクセシビリティリーダー特論

脳の多様性とセルフマネジメント

情
報
伝
達
力
・
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
力
養
成
科
目
群

国
際
性
養
成
科
目
群

キ
ャ

リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
科
目
群

知
的
基
盤
形
成
科
目
群

大学院体育Ic

地球規模課題と国際社会：感染症・保
健医療問題

地球規模課題と国際社会：社会問題

地球規模課題と国際社会：環境汚染と
健康影響

教 育 課 程 等 の 概 要 （ 事 前 伺 い ）

（人文社会ビジネス科学学術院　人文社会科学研究群　博士前期課程）

生物多様性と地球環境

内部共生と生物進化

海洋生物の世界と海洋環境講座

塑造実習

コミュニケーションアート&デザインA

コミュニケーションアート&デザインB

日本画実習

ヨーガコース

絵画実習A

現代アート入門

大学院体育Ia

大学院体育Ib

身
心
基
盤
形
成
科
目
群

人文社会科学研究群（M）1
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教
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手

専任教員等の配置

備考
科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

1･2通 1 ○ 兼4

1･2前 1 ○ 兼3

1･2後 1 ○ 兼3

1･2通 1 ○ 兼4

1･2前 1 ○ 兼3

1･2後 1 ○ 兼3

1･2通 1 ○ 兼4

1･2前 1 ○ 兼3

1･2後 1 ○ 兼3

1･2通 1 ○ 兼4

1･2前 1 ○ 兼3

1･2後 1 ○ 兼3

－ 0 61 0 － 5 2 1 0 0 兼87 －

1･2前 1 ○ 兼12
ｵﾑﾆﾊﾞｽ,共同（一
部）

1･2後 1 ○ 兼6 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2休 1 ○ 兼1 隔年,集中

1･2休 1 ○ 兼1 隔年,集中

1前 1 ○ 2 2

1後 1 ○ 2 2

1･2後 1 ○ 1 1 隔年,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2後 1 ○ 2 隔年,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2前 1 ○ 2 3 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2前 1 ○ 4 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2後 1 ○ 3 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1前 1 ○ 4 2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1後 1 ○ 2 5 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2前 1 ○ 2 4 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 3 2 3 兼1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

－ 0 19 0 － 22 22 1 4 0 兼14 －

1後 1 ○ 3 集中

1前 1 ○ 9 4 0 兼3 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1後 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 兼1 集中

1･2通 1 ○ 1

1･2通 1 ○ 1

－ 1 5 0 － 13 5 0 2 0 兼4 －

1前 2 ○ 2 3

1後 2 ○ 2 3

2前 2 ○ 2 3

2後 2 ○ 2 3

1前 2 ○ 1 1 1

1後 2 ○ 1 1 1

2前 2 ○ 1 1 1

2後 2 ○ 1 1 1

1前 2 ○ 2 1 2

1後 2 ○ 2 1 2

2前 2 ○ 2 1 2

2後 2 ○ 2 1 2

1前 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

1前 2 ○ 1 2

1後 2 ○ 1 2

2前 2 ○ 1 2

2後 2 ○ 1 2

1前 2 ○ 1 3

1後 2 ○ 1 3

2前 2 ○ 1 3

小計（59科目）

大学院体育IVc

大学院体育Va

大学院体育Vb

大学院体育Vc

大学院体育IIIc

大学院体育IVa

大学院体育IVb

大学院体育IIa

大学院体育IIb

大学院体育IIc

大学院体育IIIa

大学院体育IIIb

Japan's Politics and Civil Society 1

環境とマクロ経済学1

The Environment and Macroeconomics 1

地域研究論

小計（19科目）

学
術
院
共
通
専
門
基
盤
科
目

法文献学

ビジネス法入門

トップレクチャーⅠ

トップレクチャーⅡ

哲学プラクティスA

哲学プラクティスB

言語対照論

言語資料論

文献資料学

比較文学

表象文化論

現代文化学基礎Ⅰ

現代文化学基礎Ⅱ

国際公共政策論

日本政治と市民社会1

日本史学基礎演習IA

日本史学基礎演習IB

日本史学基礎演習IIA

日本史学基礎演習IIB

東洋史学基礎演習IA

東洋史学基礎演習IB

東洋史学基礎演習IIA

基
礎
科
目

（

研
究
群
共
通
）

修士論文合同演習

研究法入門

Academic Writing and Research Ethics

人文社会科学のためのグラントライティング入門

人文社会科学のためのインターンシップ（１）

人文社会科学のためのインターンシップ（２）

小計（6科目）

専
門
基
礎
科
目

人
文
学
関
連
科
目

東洋史学基礎演習IIB

西洋史学基礎演習IA

西洋史学基礎演習IB

西洋史学基礎演習IIA

民俗学・文化人類学基礎演習IB

民俗学・文化人類学基礎演習IIA

 先史学・考古学基礎演習IA

 先史学・考古学基礎演習IB

 先史学・考古学基礎演習IIA

 先史学・考古学基礎演習IIB

民俗学・文化人類学基礎演習IA

西洋史学基礎演習IIB

歴史地理学基礎演習IA

歴史地理学基礎演習IB

歴史地理学基礎演習IIA

歴史地理学基礎演習IIB

人文社会科学研究群（M）2
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専任教員等の配置

備考
科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

2後 2 ○ 1 3

1･2前 1 ○ 2 隔年

1･2前 1 ○ 2 隔年

1前 1 ○ 4 2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1後 1 ○ 2 5 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

－ 0 52 0 － 17 15 0 4 0 0 －

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 兼1 隔年

1･2後 1 ○ 兼1 隔年

1･2前 1 ○ 兼1 隔年

1･2後 1 ○ 兼1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 2 ○ 1 隔年,集中

1･2前 2 ○ 1 隔年,集中

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

哲
学
・
思
想

専
門
科
目

東洋哲学演習(2)B

西洋哲学Ⅰ(1)A

哲学原論演習(1)A

哲学原論演習(1)B

哲学原論演習(2)A

哲学原論演習(2)B

現代哲学Ⅰ演習(1)A

現代哲学Ⅰ演習(2)A

現代哲学Ⅱ演習(1)A

現代哲学Ⅱ演習(1)B

現代哲学Ⅱ演習(2)A

現代哲学Ⅱ演習(2)B

東洋哲学(1)A

東洋哲学(1)B

東洋哲学(2)A

現代文化学基礎 I

現代文化学基礎 II

言語理論

言語学史

民俗学・文化人類学基礎演習IIB

東洋哲学(2)B

東洋哲学演習(1)A

東洋哲学演習(1)B

東洋哲学演習(2)A

西洋哲学Ⅰ演習(2)A

西洋哲学Ⅰ演習(2)B

西洋哲学Ⅱ演習(1)A

西洋哲学Ⅱ演習(2)A

倫理学原論(1)A

西洋哲学Ⅰ(1)B

西洋哲学Ⅰ(2)A

西洋哲学Ⅰ(2)B

西洋哲学Ⅰ演習(1)A

西洋哲学Ⅰ演習(1)B

現代倫理学演習(2)A

現代倫理学演習(2)B

西洋倫理思想史演習(1)A

西洋倫理思想史演習(1)B

西洋倫理思想史演習(2)A

倫理学原論(1)B

倫理学原論(2)A

倫理学原論(2)B

現代倫理学演習(1)A

現代倫理学演習(1)B

宗教学Ⅰ演習(1)A

宗教学Ⅰ演習(1)B

宗教学Ⅰ演習(2)A

宗教学Ⅰ演習(2)B

宗教学Ⅱ(1)A

西洋倫理思想史演習(2)B

宗教学Ⅰ(1)A

宗教学Ⅰ(1)B

宗教学Ⅰ(2)A

宗教学Ⅰ(2)B

宗教思想史Ⅰ(1)A

宗教思想史Ⅰ(1)B

宗教思想史Ⅰ(2)A

宗教学Ⅱ(1)B

宗教学Ⅱ(2)A

宗教学Ⅱ(2)B

宗教学実習(1)

宗教学実習(2)

小計（28科目）

人文社会科学研究群（M）3
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専任教員等の配置

備考
科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

2前 1 ○ 6 4 1

2後 1 ○ 6 4 1

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2通 2 ○ 2 3 隔年,集中

1･2通 2 ○ 2 3 隔年,集中

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1

歴
史
・
人
類
学

宗教思想史Ⅰ(2)B

宗教思想史Ⅰ演習(1)A

宗教思想史Ⅱ(2)A

宗教思想史Ⅱ(2)B

宗教思想史Ⅱ演習(1)A

宗教思想史Ⅱ演習(1)B

宗教思想史Ⅱ演習(2)A

宗教思想史Ⅰ演習(1)B

宗教思想史Ⅰ演習(2)A

宗教思想史Ⅰ演習(2)B

宗教思想史Ⅱ(1)A

宗教思想史Ⅱ(1)B

宗教哲学演習(1)A

宗教哲学演習(1)B

宗教哲学演習(2)A

宗教哲学演習(2)B

哲学・思想修士論文執筆演習A

宗教思想史Ⅱ演習(2)B

宗教思想史Ⅲ(1)A

宗教思想史Ⅲ(1)B

宗教思想史Ⅲ(2)A

宗教思想史Ⅲ(2)B

哲学・思想修士論文執筆演習B

日本史特講IA

日本史特講IB

日本史特講IIA

日本史特講IIB

日本史特講IIIA

日本史特講IIIB

日本史特講IVA

日本史特講IVB

日本史特講VA

日本史特講VB

日本史演習IA

日本史演習IB

日本史演習IIA

日本史演習IIB

日本史研究法実習

東洋社会文化史IA

東洋社会文化史IB

東洋社会文化史IIA

東洋社会文化史IIB

日本史演習IIIA

日本史演習IIIB

日本史演習IVA

日本史演習IVB

日本史基礎実習

東洋史史料研究IB

東洋史史料研究IIA

東洋史史料研究IIB

古代西アジア史研究特講IA

古代西アジア史研究特講IB

東洋政治経済史IA

東洋政治経済史IB

東洋政治経済史IIA

東洋政治経済史IIB

東洋史史料研究IA

ヨーロッパ・アメリカ史研究特講IIB

ヨーロッパ・アメリカ史研究特講IIIA

古代西アジア史研究特講IIA

古代西アジア史研究特講IIB

ヨーロッパ・アメリカ史研究特講IA

ヨーロッパ・アメリカ史研究特講IB

ヨーロッパ・アメリカ史研究特講IIA
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備考
科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

1･2後 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 2 ○ 1 隔年,集中

1･2後 2 ○ 1 隔年,集中

1･2前 2 ○ 1 隔年,集中

1･2後 2 ○ 1 隔年,集中

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2通 4 ○ 1 2 集中

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1前 2 ○ 1 3 集中

1後 2 ○ 1 3 集中

2前 1 ○ 8 10 3 集中

2後 1 ○ 8 10 3 集中

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1前 1 ○ 1

1後 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

文
学

ヨーロッパ・アメリカ史研究特講IIIB

歴史地理学特講A

歴史地理学特講B

歴史地理学実習IIB

先史学・考古学研究IA

先史学・考古学研究IB

先史学・考古学研究IIA

先史学・考古学研究IIB

歴史地理学演習A

歴史地理学演習B

歴史地理学実習IA

歴史地理学実習IB

歴史地理学実習IIA

先史学・考古学研究ⅤB

先史学・考古学研究ⅤⅠA

先史学・考古学研究ⅤⅠB

先史学・考古学基礎実習

民俗学特講IA

先史学・考古学研究IIIA

先史学・考古学研究IIIB

先史学・考古学研究IVA

先史学・考古学研究IVB

先史学・考古学研究ⅤA

民俗学演習IA

民俗学演習IB

民俗学演習IIA

民俗学演習IIB

民俗学演習IIIA

民俗学特講IB

民俗学特講IIA

民俗学特講IIB

民俗学特講IIIA

民俗学特講IIIB

文化人類学演習IA

文化人類学演習IB

文化人類学演習IIA

文化人類学演習IIB

民俗学・文化人類学実習A

民俗学演習IIIB

文化人類学特講IA

文化人類学特講IB

文化人類学特講IIA

文化人類学特講IIB

民俗学・文化人類学実習B

修士論文演習A

修士論文演習B

文学批評研究(1A)

文学批評研究(1B)

文学批評研究(2A)

文学批評研究(2B)

文学研究発表演習A

文学研究発表演習B

文学理論研究(1A)

文学理論研究(1B)

文学理論研究(2A)

文学理論研究(2B)

文学交流論演習(1A)

文学交流論演習(1B)

比較文学研究(2B)

文学交流論演習(2A)

文学交流論演習(2B)

比較文学研究(1A)

比較文学研究(1B)

比較文学研究(2A)
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備考
科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

2前 2 ○ 6 7 1

2後 2 ○ 6 7 1

1･2前 1 ○ 2

1･2後 1 ○ 2

1･2前 1 ○ 1 1 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 1 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 1 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 1 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 1

1･2後 1 ○ 1 1

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 3 2 隔年,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2後 1 ○ 3 2 隔年,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2前 1 ○ 3 2 隔年,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2後 1 ○ 3 2 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

言
語
学

古典古代学研究(1A)

古典古代学研究(1B)

古典古代学研究(2A)

古典古代学研究(2B)

和漢比較文学研究(1B)

和漢比較文学研究(2A)

和漢比較文学研究(2B)

日本古典文学研究(1A)

日本古典文学研究(1B)

古典古代学演習(1A)

古典古代学演習(1B)

古典古代学演習(2A)

古典古代学演習(2B)

和漢比較文学研究(1A)

日本近代文学研究(2B)

イギリス文学研究(1A)

イギリス文学研究(1B)

イギリス文学研究(2A)

イギリス文学研究(2B)

日本古典文学研究(2A)

日本古典文学研究(2B)

日本近代文学研究(1A)

日本近代文学研究(1B)

日本近代文学研究(2A)

フランス文学研究(1B)

フランス文学研究(2A)

フランス文学研究(2B)

フランス文学演習(1A)

フランス文学演習(1B)

英語圏文学文化研究(1A)

英語圏文学文化研究(1B)

英語圏文学文化研究(2A)

英語圏文学文化研究(2B)

フランス文学研究(1A)

Applied Humanities(2)

中国文学研究(1A)

中国文学研究(1B)

中国文学研究(2A)

中国文学研究(2B)

フランス文学演習(2A)

フランス文学演習(2B)

Transnational Literature(1)

Applied Humanities(1)

Transnational Literature(2)

日本語文法論IB

日本語文法論IIA

日本語文法論IIB

日本語意味論A

日本語意味論B

文学研究演習A

文学研究演習B

歴史言語学A

歴史言語学B

生成統語論A

生成統語論B

認知意味論A

認知意味論B

対照言語学A

対照言語学B

音韻論A

音韻論B

形態論A

形態論B

日本語文法論IA

人文社会科学研究群（M）6



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

専任教員等の配置

備考
科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 1 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 1 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 1 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 1 1 隔年

1･2前 1 ○ 2 1

1･2後 1 ○ 2 1

1･2前 1 ○ 1 1

1･2後 1 ○ 1 1

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 2 兼1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2後 1 ○ 2 兼1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1前 2 ○ 14 12 4 兼1

1後 2 ○ 14 12 4 兼1

2前 2 ○ 14 12 4 兼1

2後 2 ○ 14 12 4 兼1

1前 1 ○ 14 12 4 兼1

1後 1 ○ 14 12 4 兼1

2前 1 ○ 14 12 4 兼1

2後 1 ○ 14 12 4 兼1

1･2前 1 ○ 2 1 隔年

1･2後 1 ○ 2 1 隔年

1･2前 1 ○ 2 1 隔年

1･2後 1 ○ 2 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 2 ○ 1 隔年

1･2前 2 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 2 ○ 1 隔年

1･2前 2 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

現
代
文
化
学

英語統語論B

英語意味論A

英語意味論B

ドイツ語学A

ドイツ語学B

日本語談話論A

日本語談話論B

古典日本語学A

古典日本語学B

英語統語論A

言語政策論B

国語教育学A

国語教育学B

日本語教育学IA

日本語教育学IB

中国語学A

中国語学B

韓国語学A

韓国語学B

言語政策論A

言語情報論B

プロジェクト演習(1A)

プロジェクト演習(1B)

プロジェクト演習(2A)

プロジェクト演習(2B)

日本語教育学IIA

日本語教育学IIB

外国語教育学A

外国語教育学B

言語情報論A

文化動態学 IB

文化動態学 IIA

文化動態学 IIB

文化差異学 IA

文化差異学 IB

プロジェクト実習(1A)

プロジェクト実習(1B)

プロジェクト実習(2A)

プロジェクト実習(2B)

ヨーロッパ文化学 IA

ヨーロッパ文化学 IB

ヨーロッパ文化学 IIA

ヨーロッパ文化学 IIB

文化現象学 IA

文化現象学 IB

文化現象学 IIA

文化現象学 IIB

文化構造学 I

文化構造学 II

文化動態学 IA

文化生成学 IB

文化生成学 IIA

文化生成学 IIB

感性文化学 IA

感性文化学 IB

文化差異学 IIA

文化差異学 IIB

文化批評学 I

文化批評学 II

文化生成学 IA

感性文化学 IIA

感性文化学 IIB

文化横断学 IA

文化横断学 IB
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専任教員等の配置

備考
科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 2 ○ 1 隔年

1･2前 2 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 3 1 1 隔年

1･2後 1 ○ 3 1 1 隔年

1･2前 1 ○ 3 1 1 隔年

1･2後 1 ○ 3 1 1 隔年

1･2前 1 ○ 2 1 1 隔年,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2前 1 ○ 2 1 1 隔年,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2後 1 ○ 3 2 隔年,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2後 1 ○ 3 2 隔年,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 3 1 1 隔年

1･2後 1 ○ 3 1 1 隔年

1･2前 1 ○ 3 1 1 隔年

1･2後 1 ○ 3 1 1 隔年

1･2前 1 ○ 3 1 1 隔年

1･2後 1 ○ 3 1 1 隔年

1･2前 1 ○ 3 1 1 隔年

1･2後 1 ○ 3 1 1 隔年

1･2前 1 ○ 3 1 1 隔年

1･2後 1 ○ 3 1 1 隔年

2前 1 ○ 3 1 1

2後 1 ○ 3 1 1

－ 0 396 0 － 43 40 1 10 0 兼2 －

1･2後 1 ○ 3 4 1 隔年,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2後 1 ○ 3 4 1 隔年,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2後 1 ○ 3 4 1 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2前 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1 隔年

英
語
教
育
学

文化横断学 IIB

芸術文化学 I

芸術文化学 II

イメージ文化学 IA

イメージ文化学 IB

文化横断学 IIA

英語教育学 ⅦB

英語教育学 ⅧA 

英語教育学 ⅧB 

英語教育学 ⅨA 

英語教育学 ⅨB

イメージ文化学 IIA

イメージ文化学 IIB

英語教育学 IA 

英語教育学 IB

英語教育学 ⅡA 

英語教育学 ⅡB

英語教育学 ⅢA

英語教育学 ⅢB

英語教育学 ⅣA

英語教育学 ⅣB

英語教育学 ⅤA 

英語教育学 ⅤB 

英語教育学 ⅥA 

英語教育学 ⅥB

英語教育学 ⅦA 

英語教育学 ⅫB

英文法研究Ⅰ

英文法研究Ⅱ

英語圏の文化・文学Ⅰ

英語圏の文化・文学Ⅱ

英語教育学 ⅩA

英語教育学 ⅩB

英語教育学 ⅪA 

英語教育学 ⅪB

英語教育学 ⅫA

英語教育学演習Ⅵ 

英語教育学演習Ⅶ 

英語教育学演習Ⅷ 

英語教育学演習Ⅸ

英語教育学演習Ⅹ

英語教育学演習I 

英語教育学演習Ⅱ

英語教育学演習Ⅲ

英語教育学演習Ⅳ 

英語教育学演習Ⅴ 

英語教育学研究 ⅡB 

英語教育学研究 ⅢA

英語教育学研究 ⅢB

英語教育学研究 ⅣA

英語教育学研究 ⅣB

英語教育学演習Ⅺ

英語教育学演習Ⅻ

英語教育学研究 ⅠA

英語教育学研究 ⅠB

英語教育学研究 ⅡA 

英語教育学論文演習 Ⅰ

英語教育学論文演習 Ⅱ

小計（371科目）

社会学基礎理論A

社会学基礎理論B

国際関係論A

国際関係論B

公共政策論A

専
門
基
礎
科
目

国
際
公
共
政
策
関
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備考
科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

1･2後 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1

－ 0 7 0 － 8 10 2 1 0 0 －

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 兼1 隔年

1･2前 1 ○ 兼1 隔年

1･2前 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1 1 兼1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2前 1 ○ 兼1 隔年

1･2前 1 ○ 兼1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 兼1

1･2後 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1

社会開発論

政策評価分析

小計（7科目）

国際安全保障論B

ヨーロッパ国際関係論A

ヨーロッパ国際関係論B

ロシア・東欧の国際関係A

ロシア・東欧の国際関係B

国際文化論B

開発人類学A

開発人類学B

文化変動論A

東アジア政治外交A

東アジア政治外交B

国際法A

国際法B

国際文化論A

現代政策過程分析A

現代政策過程分析B

比較政治学A

比較政治学B

国際政治理論A

国際政治理論B

国際政治史A

国際政治史B

国際安全保障論A

文化変動論B

ジェンダー社会論

社会調査方法論A

社会調査方法論B

地域調査法I

地域調査法II

社会階層論A

社会階層論B

国際社会政策論A

国際社会政策論B

教育社会学

社会問題論

歴史社会学

文化社会学

都市社会学

地域社会学

社会意識論A

社会意識論B

医療社会学A

医療社会学B

社会病理学

東南アジア・オセアニア経済研究A

東南アジア・オセアニア経済研究B

中央ユーラシア文化社会研究A

中央ユーラシア文化社会研究B

中東・北アフリカ研究概論

東南アジア・オセアニア研究概論

東南アジア・オセアニア人文地理学研究A

東南アジア・オセアニア人文地理学研究B

東南アジア・オセアニア政治研究A

東南アジア・オセアニア政治研究B

ヨーロッパ研究特講C

ラテン・アメリカ研究概論

中東・北アフリカ思想宗教研究

ヨーロッパ人文地理学研究

ヨーロッパ思想宗教研究

ヨーロッパ研究特講A

ヨーロッパ研究特講B

関
連
科
目

専
門
科
目
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備考
科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

1･2後 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1

1･2前 2 ○ 1

1･2前 1 ○ 1

2前 3 ○ 15 16 2 4 0 兼2

2後 3 ○ 15 16 2 4 0 兼2

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 兼1 隔年

1･2後 1 ○ 兼1 隔年

1･2前 1 ○ 1 1 兼1 隔年

1･2後 1 ○ 1 1 兼1 隔年

1･2前 1 ○ 1 1 兼1 隔年

1･2後 1 ○ 1 1 兼1 隔年

ラテン・アメリカ経済研究

朝鮮語文化研究

ロシア語文化研究

公共経済学

ミクロ経済学

開発経済学I

開発経済学II

国際金融と政策

スペイン語文献研究I

スペイン語文献研究II

公共政策論B

国際社会と法

国際貿易論

比較政治学演習A

比較政治学演習B

国際政治理論演習A

国際政治理論演習B

国際政治史演習A

経済開発論

国際公共政策リサーチワークショップA

国際公共政策リサーチワークショップB

日本政治論演習A

日本政治論演習B

ロシア・東欧の国際関係演習A

ロシア・東欧の国際関係演習B

東アジア政治外交演習A

東アジア政治外交演習B

国際法演習A

国際政治史演習B

国際安全保障論演習A

国際安全保障論演習B

ヨーロッパ国際関係論演習A

ヨーロッパ国際関係論演習B

文化変動論演習A

文化変動論演習B

政策評価分析演習A

政策評価分析演習B

社会意識論演習A

国際法演習B

国際文化論演習A

国際文化論演習B

開発人類学演習A

開発人類学演習B

歴史社会学演習

文化社会学演習

都市社会学演習

地域社会学演習

社会階層論演習A

社会意識論演習B

医療社会学演習A

医療社会学演習B

社会病理学演習

社会問題論演習

社会調査方法論演習A

社会調査方法論演習B

東南アジア・オセアニア研究演習AI

東南アジア・オセアニア研究演習AII

東南アジア・オセアニア研究演習BI

社会階層論演習B

国際社会政策論演習A

国際社会政策論演習B

教育社会学演習

ジェンダー社会論演習

東南アジア・オセアニア研究演習BII
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備考
科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

1･2前 1 ○ 1 1 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 1 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 1 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 1 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 集中

1･2後 1 ○ 1 集中

1･2後 3 ○ 1 集中

1後 1 ○ 1 6

2前 1 ○ 1 6

2後 1 ○ 1 6

1後 1 ○ 1 4 1

2前 1 ○ 1 4 1

2後 1 ○ 1 4 1

1･2前 1 ○ 1 1 集中

1･2後 1 ○ 1 1 集中

1･2前 1 ○ 1 1 集中

－ 0 163 0 － 20 22 2 6 0 兼3 －

1後 1 ○ 兼1

1後 1 ○ 兼1

1･2前 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

中東・北アフリカ研究演習AI

中東・北アフリカ研究演習AII

中東・北アフリカ研究演習BI

中東・北アフリカ研究演習BII

ヨーロッパ研究演習AI

中央ユーラシア研究演習AI

中央ユーラシア研究演習AII

中央ユーラシア研究演習BI

中央ユーラシア研究演習BII

ラテン・アメリカ研究演習BI

ラテン・アメリカ研究演習BII

国際協力研究ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟI

国際協力研究ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟII(SEND活動）

国際協力研究ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟIII

ヨーロッパ研究演習AII

ヨーロッパ研究演習BI

ヨーロッパ研究演習BII

ラテン・アメリカ研究演習AI

ラテン・アメリカ研究演習AII

公共政策セミナーIII

インターンシップI

インターンシップII

現地調査プロジェクト演習

小計（153科目）

経済学セミナーI

経済学セミナーII

経済学セミナーIII

公共政策セミナーI

公共政策セミナーII

日本の文化と文芸1B

メディア研究 1

メディア思想と日本社会1

比較政治１

Comparative Politics１

日本の対外関係１

Foreign Relations of Japan 1

International Relations 1A

比較メディア思想１

日本語相互行為分析1

日常会話のエスノグラフィー1

日本政治と市民社会１

国際日本研究のための日本語

国際日本研究のための英語

複合研究基礎論

日本社会と宗教1A

日本社会と宗教1B

東アジアの思想と文化1

比較文学論1A

比較文学論1B

日本の文化と文芸1A

応用ミクロ経済学１

Applied Microeconomics 1

金融1

International Relations 1B

比較歴史教育 1

Comparative History Education 1

計量分析１A

計量分析１B

Media Research 1

日本経済発展論

世界経済史1

Comparative Labor Studies 1 

地域経済・経営史１A

地域経済・経営史１B

専
門
基
礎
科
目

国
際
日
本
研
究
関
連
科
目
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専任教員等の配置

備考
科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1前 1 ○ 1

1前 1 ○ 1

1前 1 ○ 1

1前 1 ○ 1

1前 1 ○ 2 7 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1前 1 ○ 2 7 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

－ 0 47 0 － 9 17 0 6 0 兼1 －

1前 2 ○ 10 18 5

1前 2 ○ 10 18 5

1後 2 ○ 10 18 5

1後 2 ○ 10 18 5

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

移民研究・国際人口移動論1

Migration and Multicultural Studies1

法と市民社会１A

法と市民社会１B

日本語教育と社会言語学

日本語教育原論

日本語教育評価法

小計（47科目）

法と現代社会1A

法と現代社会1B

日本語会話教育法

文章表現研究

応用会話分析研究

比較文学論2B

日本の文化と文芸2A

日本の文化と文芸2B

メディア研究2

メディア思想と日本社会2

リサーチ・プログラム開発1

リサーチ・プログラム開発2

リサーチ・プログラム開発3

リサーチ・プログラム開発4

日本社会と家1

韓国社会と家1

日本古典文化と身体1

アイドルと社会経済

翻訳からみた日本と東アジアの文化1

日本の精神文化と翻訳1

日本社会と宗教2A

日本社会と宗教2B

東アジアの思想と文化２

日本文化と経済思想1

比較文学論2A

日本語相互行為分析2

日常会話のエスノグラフィー2

日本政治と市民社会2

Japan's Politics and Civil Society 2

日本の対外関係2

地域経済・経営史２A

地域経済・経営史２B

比較政治2

Comparative Politics2

Foreign Relations of Japan 2

法と現代社会2B

移民研究・国際人口移動論2

Migration and Multicultural Studies2

法と市民社会２A

法と市民社会２B

法と現代社会2A

計量分析２A

計量分析２B

専
門
科
目

Media Research 2

応用ゲーム理論1

Applied Game Theory 1

環境とマクロ経済学2

The Environment and Macroeconomics 2

金融2

International Relations 2B

比較歴史教育2

Comparative History Education 2

世界経済史2

Comparative Labor Studies 2

International Relations 2A

比較メディア思想2
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専任教員等の配置

備考
科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

1後 1 ○ 1 5 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1後 1 ○ 1

1後 1 ○ 1

1後 3 ○ 1 5 1

2前 3 ○ 1 5 1

2後 3 ○ 1 5 1

1後 2 ○ 10 18 5

1前 2 ○ 10 18 5

2前 2 ○ 10 18 5

2後 2 ○ 10 18 5

2後 2 ○ 10 18 5

2前 2 ○ 10 18 5

－ 0 79 0 － 10 18 0 5 0 兼1 －

ー 1 829 0 － 64 71 3 19 0 兼109 －

（履修方法）

■人文学学位プログラム（Ｍ）

※学位プログラム毎の科目構成及び必修・選択の別を示す参考資料を添付する。

授業期間等

１学年の学期区分 ２学期

１学期の授業期間 １５週

１時限の授業時間 ７５分

合計（753科目）

学位又は称号

　修士（文学）

学位又は学科の分野
　文学関係、法学関係、経済学関係、社会学・社会福
祉学関係

　修士（国際公共政策）

　修士（国際日本研究）

　次の履修方法により30単位以上を取得すること。

(1) 研究群共通科目から「修士論文合同演習」と「研究法入門」ないし「Academic
Writing and Research Ethics」）2単位
(2) 上記以外の研究群共通科目、学術院共通専門基盤科目または、大学院共通科
目から2単位

＜哲学・思想サブプログラム＞
(3) 専門基礎科目　2単位
(4) 「哲学・思想修士論文執筆演習」2単位を含む専門科目24単位以上（哲学・倫理・
宗教の3つのうち必ず2つ以上の分野にわたって履修すること）

＜歴史・人類学サブプログラム＞
(3) 専門基礎科目から所属領域が指定する（各領域基礎演習ⅠA～ⅡB）8単位以上
(4) 専門科目から8単位以上

＜文学サブプログラム＞
(3) 専門基礎科目、専門科目26単位以上（「文学研究演習」4単位を含むこと）

＜言語学サブプログラム＞
(3) 専門基礎科目、専門科目26単位以上（「プロジェクト演習」8単位、「プロジェクト実
習」2単位を含むこと）

＜現代文化学サブプログラム＞
(3) 専門基礎科目（「現代文化学基礎I,II」）2単位
(4) 専門科目24単位以上

＜英語教育学サブプログラム＞
(3) 専門科目26単位以上（「英語教育学論文演習」2単位を含むこと）

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法

日本語教育研究概論

日本語語用論研究

ICTと日本語教育研究

日本語教育実践研究１

プロジェクト演習2B

プロジェクト演習2C

プロジェクト演習2D

小計（63科目）

（修了要件）
　2年以上在学し、学位プログラムごとに定める修了の要件として必要な授業科目の
履修により所定の単位を修得し、かつ、必要な研究指導を受けた上、修士論文の審
査及び最終試験に合格すること。ただし、在学期間に関しては、優れた業績を上げた
者については1年以上在学すれば足りるものとする。

日本語教育実践研究２

日本語教育実践研究３

プロジェクト演習1A

プロジェクト演習1B

プロジェクト演習2A
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専任教員等の配置

備考
科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

■国際公共政策学位プログラム（Ｍ）

■国際日本研究学位プログラム（Ｍ）

　次の履修方法により30単位以上修得すること。

(1) 基礎科目　4単位以上
・大学院共通科目　1単位以上
・学術院共通専門基盤科目　1単位以上
・研究群共通科目　「修士論文合同演習」1単位、「研究法入門」または「Academic
Writing and Research Ethics」から1単位を含め、2単位以上
(2) 専門基礎科目　2単位以上
(3) 専門科目
・「国際公共政策リサーチワークショップA」および「国際公共政策リサーチワークショッ
プB」6単位
・講義科目および演習科目から8単位以上

　次の方法により32単位以上修得すること。

(1) 基礎科目　3単位以上
・大学院共通科目または学術院専門共通基盤科目から1単位以上
・修士論文合同演習1単位
・研究法入門またはAcademic Writing and Research Ethicsから1単位
・人文社会科学のためのグラントライティング入門、人文社会科学のためのインターン
シップ(1)(2)から0～3単位

(2) 専門基礎科目　7単位以上
・「国際日本研究のための日本語」または「国際日本研究のための英語」1単位

(3) 専門科目　12単位以上
・「プロジェクト演習」1Aまたは1B、2Aまたは2B、2Cまたは2Dをそれぞれ2単位

(4) 専門基礎科目と専門科目の合計　25単位以上

※教育上有益と認められる場合には、10単位を上限として各学位プログラムが定める
範囲において、他の学位プログラムの授業科目の履修により修得した単位を修了の
要件となる単位として認めることができる。
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別記様式第２号（その２の１）

必
　
修

選
　
択
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講
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演
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・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1･2･3後 1 ○ 兼2 集中,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2･3後 1 ○ 兼2 集中,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2･3前 1 ○ 兼2 ※演習,集中,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2･3前 1 ○ 兼10 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2･3前 1 ○ 兼2 ※演習,集中,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2･3前 1 ○ 兼1 ※演習,集中

1･2･3前 1 ○ 兼1 ※演習,集中

1･2･3通 2 ○ 兼2 集中

1･2･3前 1 ○ 兼1 ※講義,集中

1･2･3前 1 ○ 兼1 集中

1･2･3後 1 ○ 兼1

1･2･3休 2 ○ 兼1 集中

1･2･3後 1 ○ 1 兼2 集中,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2･3後 1 ○ 1

1･2･3通 1 ○ 兼1

1･2･3通 1 ○ 兼1

1･2･3後 1 ○ 兼1 集中

1･2･3後 1 ○ 兼2 集中,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2･3休 1 ○ 兼1 集中

1･2･3後 1 ○ 兼3 集中,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2･3後 1 ○ 兼1 集中

1･2･3後 1 ○ 兼1 集中

1･2･3休 1 ○ 兼1 集中

1･2･3後 1 ○ 兼1 集中

1･2･3前 1 ○ 兼1 集中

1･2･3休 1 ○ 兼1  ※講義,集中

1･2･3前 1 ○ 兼1 集中

1･2･3休 1 ○ 兼9
集中,ｵﾑﾆﾊﾞｽ
共同(一部)

1･2･3前 1 ○ 兼8 ｵﾑﾆﾊﾞｽ,共同(一部)

1･2･3休 1 ○ 兼1 ※演習,集中

1･2･3前 1 ○ 兼4 ※実習,集中,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2･3前 1 ○ 兼1 集中

1･2･3休 1 ○ 兼2 ※講義,集中

1･2･3前 1 ○ 兼1 集中

1･2･3前 1 ○ 兼1

1･2･3休 1 ○ 2 2 1 集中,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2･3前 1 ○ 2 集中,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2･3後 1 ○ 兼2 隔年

1･2･3前 1 ○ 兼8 隔年,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2･3後 1 ○ 兼7 隔年,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2･3前 1 ○ 兼2 隔年

1･2･3前 1 ○ 兼1 ※講義,集中

1･2･3前 1 ○ 兼1 隔年

1･2･3前 1 ○ 兼1 隔年

1･2･3通 1 ○ 兼4

1･2･3前 1 ○ 兼3

1･2･3後 1 ○ 兼3

備考
科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

応用倫理

環境倫理学概論

研究倫理

専任教員等の配置

生命倫理学

企業と技術者の倫理

地球規模課題と国際社会：感染症・保
健医療問題

地球規模課題と国際社会：社会問題

地球規模課題と国際社会：環境汚染と
健康影響

テクニカルコミュニケーション

英語発表

異分野コミュニケーションのためのプ
レゼンテーションバトル

Global Communication Skills Training

サイエンスコミュニケーション概論

サイエンスコミュニケーション特論

サイエンスコミュニケータ養成実践講座

人文知コミュニケーション:人文社会
科学と自然科学の壁を超える

魅力ある理科教員になるための生物・
地学実験

アクセシビリティリーダー特論

脳の多様性とセルフマネジメント

日本画実習

ヨーガコース

21世紀的中国 ―現代中国的多相―

国際研究プロジェクト

国際インターンシップ

地球規模課題と国際社会:食料問題

地球規模課題と国際社会:海洋環境変
動と生命

地球規模課題と国際社会:社会脳

科学的発見と創造性

地球規模課題と国際社会：環境・エネ
ルギー

JAPICｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝｺｰｽI-流動化
する世界とこれからの日本

JAPICｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝｺｰｽIII-ﾃｸﾉﾛ
ｼﾞｰとｸﾞﾛｰﾊﾞﾙで拓く未来

ダイバーシティとSOGI/LGBT+

ワークライフミックス - モーハウス
に学ぶパラダイムシフト

塑造実習

コミュニケーションアート&デザインA

コミュニケーションアート&デザインB

生物多様性と地球環境

内部共生と生物進化

海洋生物の世界と海洋環境講座

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要 （ 事 前 伺 い ）

大学院体育Ic

（人文社会ビジネス科学学術院　人文社会科学研究群　博士後期課程）

自然災害にどう向き合うか

「考える」動物としての人間-東西哲
学からの考察

21世紀と宗教

大
学
院
共
通
科
目

生
命
・
環
境
・

研
究
倫
理
科
目
群

情
報
伝
達
力
・
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
力
養
成
科
目
群

国
際
性
養
成
科
目
群

キ
ャ

リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
科
目
群

知
的
基
盤
形
成
科
目
群

身
心
基
盤
形
成
科
目
群

絵画実習A

現代アート入門

大学院体育Ia

大学院体育Ib
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演
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教

助
　
手

備考
科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

1･2･3通 1 ○ 兼4

1･2･3前 1 ○ 兼3

1･2･3後 1 ○ 兼3

1･2･3通 1 ○ 兼4

1･2･3前 1 ○ 兼3

1･2･3後 1 ○ 兼3

1･2･3通 1 ○ 兼4

1･2･3前 1 ○ 兼3

1･2･3後 1 ○ 兼3

1･2･3通 1 ○ 兼4

1･2･3前 1 ○ 兼3

1･2･3後 1 ○ 兼3

－ 0 61 0 － 5 2 1 0 0 兼87 －

1前 1 ○ 2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

－ 0 1 0 － 0 2 0 0 0 0 －

1前 1 ○ 6 4 1

1後 1 ○ 6 4 1

2前 1 ○ 6 4 1

2後 1 ○ 6 4 1

3前 1 ○ 6 4 1

3後 1 ○ 6 4 1

1前 1 ○ 6 4 1 1

1前 1 ○ 2 3

1後 1 ○ 2 3

2前 1 ○ 2 3

2後 1 ○ 2 3

3前 1 ○ 2 3

3後 1 ○ 2 3

1前 1 ○ 1 1 1

1後 1 ○ 1 1 1

2前 1 ○ 1 1 1

2後 1 ○ 1 1 1

3前 1 ○ 1 1 1

3後 1 ○ 1 1 1

1前 1 ○ 2 1 2

1後 1 ○ 2 1 2

2前 1 ○ 2 1 2

2後 1 ○ 2 1 2

3前 1 ○ 2 1 2

3後 1 ○ 2 1 2

1前 1 ○ 1

1後 1 ○ 1

2前 1 ○ 1

2後 1 ○ 1

3前 1 ○ 1

3後 1 ○ 1

1･2･3前 2 ○ 1 集中

1･2･3後 2 ○ 1 集中

1前 2 ○ 1 2

1後 2 ○ 1 2

2前 2 ○ 1 2

2後 2 ○ 1 2

3前 2 ○ 1 2

3後 2 ○ 1 2

1･2･3通 4 ○ 1 2 集中

1前 1 ○ 1 3

1後 1 ○ 1 3

2前 1 ○ 1 3

2後 1 ○ 1 3

3前 1 ○ 1 3

3後 1 ○ 1 3

1前 2 ○ 1 3 集中

哲
学
・
思
想

歴
史
・
人
類
学

専
門
科
目

専
門
基
礎

科
目

人
文
学
関
連
科
目

東洋史研究演習IIA

東洋史研究演習IIB

東洋史研究演習IIIA

東洋史研究演習IIIB

西洋史研究演習IA

西洋史研究演習IB

英語文献講読

小計（1科目）

哲学・思想博士論文執筆演習ⅠA

哲学・思想博士論文執筆演習ⅠB

哲学・思想博士論文執筆演習ⅡA

哲学・思想博士論文執筆演習ⅡB

哲学・思想博士論文執筆演習ⅢA

哲学・思想博士論文執筆演習ⅢB

プレゼンテーション演習

日本史研究演習IA

日本史研究演習IB

日本史研究演習IIA

日本史研究演習IIB

日本史研究演習IIIA

日本史研究演習IIIB

東洋史研究演習IA

東洋史研究演習IB

民俗学・文化人類学研究IIB

民俗学・文化人類学研究IIIA

民俗学・文化人類学研究IIIB

民俗学・文化人類学研究実習A

先史学・考古学研究実習

民俗学・文化人類学研究IA

民俗学・文化人類学研究IB

民俗学・文化人類学研究IIA

先史学・考古学研究演習IA

先史学・考古学研究演習IB

先史学・考古学研究演習IIA

先史学・考古学研究演習IIB

先史学・考古学研究演習IIIA

大学院体育IIIc

大学院体育IVa

大学院体育IVb

大学院体育IVc

大学院体育Va

大学院体育Vb

大学院体育IIa

大学院体育IIb

大学院体育IIc

大学院体育IIIa

大学院体育IIIb

大学院体育Vc

西洋史研究演習IIA

西洋史研究演習IIB

小計（59科目）

歴史地理学研究演習IIB

歴史地理学研究演習IIIA

歴史地理学研究演習IIIB

歴史地理学研究実習A

歴史地理学研究実習B

西洋史研究演習IIIA

西洋史研究演習IIIB

歴史地理学研究演習IA

歴史地理学研究演習IB

歴史地理学研究演習IIA

先史学・考古学研究演習IIIB
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備考
科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

1後 2 ○ 1 3 集中

1前 2 ○ 6 7

1後 2 ○ 6 7

2前 2 ○ 6 7

2後 2 ○ 6 7

3前 2 ○ 6 7

3後 2 ○ 6 7

1前 2 ○ 10 12 4 兼1

1後 2 ○ 10 12 4 兼1

2前 2 ○ 10 12 4 兼1

2後 2 ○ 10 12 4 兼1

3前 2 ○ 10 12 4 兼1

3後 2 ○ 10 12 4 兼1

1前 1 ○ 10 12 4 兼1

1後 1 ○ 10 12 4 兼1

2前 1 ○ 10 12 4 兼1

2後 1 ○ 10 12 4 兼1

3前 1 ○ 10 12 4 兼1

3後 1 ○ 10 12 4 兼1

1前 1 ○ 5 6

1後 1 ○ 5 6

2前 1 ○ 5 6

2後 1 ○ 5 6

3前 1 ○ 5 6

3後 1 ○ 5 6

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 2 ○ 1

1･2･3後 2 ○ 1

1前 1 ○ 3 1

1後 1 ○ 3 1

2前 1 ○ 3 1

2後 1 ○ 3 1

3前 1 ○ 3 1

3後 1 ○ 3 1

－ 0 109 0 － 38 39 1 9 0 兼1 －

1•2•3前 3 ○ 9 14 2 3 兼1

1•2•3後 3 ○ 9 14 2 3 兼1

1•2•3前 1 ○ 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 隔年

文
学

言
語
学

現
代
文
化
学

英
語
教
育
学

東アジア政治外交特別演習BII

国際法特別演習AI

国際政治理論特別演習AI

国際政治理論特別演習AII

専
門
科
目

国際政治史特別演習BII

ヨーロッパ国際関係論特別演習AI

ヨーロッパ国際関係論特別演習AII

ヨーロッパ国際関係論特別演習BI

ヨーロッパ国際関係論特別演習BII

国際政治理論特別演習BI

国際政治理論特別演習BII

国際政治史特別演習AI

国際政治史特別演習AII

国際政治史特別演習BI

国際法特別演習AII

東アジア政治外交特別演習AI

東アジア政治外交特別演習AII

国際公共政策プロジェクト演習B

政治学特別演習AI

政治学特別演習AII

東アジア政治外交特別演習BI

政治学特別演習BI

政治学特別演習BII

比較政治学特別演習AI

比較政治学特別演習AII

比較政治学特別演習BI

比較政治学特別演習BII

海外研究・教育実践演習 II

英語教育学特別論文演習 IA

英語教育学特別論文演習 IB

英語教育学特別論文演習 ⅡA

英語教育学特別論文演習 ⅡB

英語教育学特別論文演習 ⅢA

英語教育学特別論文演習 ⅢB

小計（82科目）

国際公共政策プロジェクト演習A

リサーチラボ演習(1A)

リサーチラボ演習(1B)

現代文化学論文演習 IIIA

現代文化学論文演習 IIIB

博士論文プロポーザル演習 I

博士論文プロポーザル演習 II

海外研究・教育実践演習 I

リサーチラボ実習(1B)

リサーチラボ実習(2A)

リサーチラボ実習(2B)

リサーチラボ実習(3A)

リサーチラボ実習(3B)

現代文化学論文演習 IA

現代文化学論文演習 IB

現代文化学論文演習 IIA

現代文化学論文演習 IIB

リサーチラボ演習(2A)

リサーチラボ演習(2B)

リサーチラボ演習(3A)

リサーチラボ演習(3B)

リサーチラボ実習(1A)

文学論文演習(1A)

文学論文演習(1B)

文学論文演習(2A)

文学論文演習(2B)

文学論文演習(3A)

文学論文演習(3B)

民俗学・文化人類学研究実習B 

国
際
公
共
政
策
関
連
科
目
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授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

1•2•3前 1 ○ 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 兼1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 兼1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 兼1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 兼1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 1 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 1 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 1 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 1 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 3 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 3 隔年

ラテン・アメリカ研究特別演習AII

ラテン・アメリカ研究特別演習BI

ラテン・アメリカ研究特別演習BII

経済学特別演習AI

経済学特別演習AII

中東・北アフリカ研究特別演習AI

中東・北アフリカ研究特別演習AII

中東・北アフリカ研究特別演習BI

中東・北アフリカ研究特別演習BII

ラテン・アメリカ研究特別演習AI

東南アジア・オセアニア研究特別演習BII

中央ユーラシア研究特別演習AI

中央ユーラシア研究特別演習AII

中央ユーラシア研究特別演習BI

中央ユーラシア研究特別演習BII

ジェンダー社会論特別演習I

ジェンダー社会論特別演習II

東南アジア・オセアニア研究特別演習AI

東南アジア・オセアニア研究特別演習AII

東南アジア・オセアニア研究特別演習BI

国際社会政策論特別演習AII

国際社会政策論特別演習BI

国際社会政策論特別演習BII

教育社会学特別演習I

教育社会学特別演習II

社会階層論特別演習AI

社会階層論特別演習AII

社会階層論特別演習BI

社会階層論特別演習BII

国際社会政策論特別演習AI

文化社会学特別演習II

都市社会学特別演習I

都市社会学特別演習II

地域社会学特別演習I

地域社会学特別演習II

社会問題論特別演習I

社会問題論特別演習II

歴史社会学特別演習I

歴史社会学特別演習II

文化社会学特別演習I

医療社会学特別演習AII

医療社会学特別演習BI

医療社会学特別演習BII

社会病理学特別演習I

社会病理学特別演習II

社会意識論特別演習AI

社会意識論特別演習AII

社会意識論特別演習BI

社会意識論特別演習BII

医療社会学特別演習AI

文化変動論特別演習BII

政策評価分析特別演習AI

政策評価分析特別演習AII

政策評価分析特別演習BI

政策評価分析特別演習BII

開発人類学特別演習BI

開発人類学特別演習BII

文化変動論特別演習AI

文化変動論特別演習AII

文化変動論特別演習BI

国際法特別演習BI

国際法特別演習BII

開発人類学特別演習AI

開発人類学特別演習AII
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授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

1•2•3前 1 ○ 1 3 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 3 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 隔年

－ 0 102 0 － 9 14 2 3 0 兼1 －

1前 2 ○ 10 17 5 兼1

1後 2 ○ 10 17 5 兼1

2前 2 ○ 10 17 5 兼1

2後 2 ○ 10 17 5 兼1

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1前 1 ○ 兼1

1･2前 1 ○ 1 ※演習,隔年

1･2後 1 ○ 1 ※演習,隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 ※演習,隔年

1･2･3後 1 ○ 1 ※演習,隔年

1･2･3前 1 ○ 1 ※演習,隔年

1･2･3後 1 ○ 1 ※演習,隔年

1･2･3前 1 ○ 1 ※演習,隔年

1･2･3後 1 ○ 1 ※演習,隔年

1･2･3前 1 ○ 1 ※演習,隔年

1･2･3後 1 ○ 1 ※演習,隔年

1･2･3前 1 ○ 1 ※演習,隔年

1･2･3前 1 ○ 1 ※演習,隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 ※演習,隔年

1･2･3後 1 ○ 1 ※演習,隔年

1･2･3前 1 ○ 1 ※演習,隔年

1･2･3後 1 ○ 1 ※演習,隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

計量分析3A

計量分析3B

International Relations 4B

教育政策論1

教育政策論2

Educational Policy 1

Educational Policy 2

Foreign Relations of Japan 4A

Foreign Relations of Japan 4B

International Relations 3A

International Relations 3B

International Relations 4A

比較政治4

Comparative Politics 3

Comparative Politics 4

Foreign Relations of Japan 3A

Foreign Relations of Japan 3B

日本政治と市民社会3

日本政治と市民社会4

Japan's Politics and Civil Society 3

Japan's Politics and Civil Society 4

比較政治3

相互行為分析研究2B

メディア思想と日本社会3

メディア思想と日本社会4

比較メディア思想3

比較メディア思想4

コミュニケーションの人類学2A

コミュニケーションの人類学2B

相互行為分析研究1A

相互行為分析研究1B

相互行為分析研究2A

日本文芸・文化研究2B

社会情報論1

社会情報論2

コミュニケーションの人類学1A

コミュニケーションの人類学1B

日本文芸・文化研究1A

日本文芸・文化研究1B

日本文芸・文化研究2A

リサーチ・プログラム開発5

リサーチ・プログラム開発6

リサーチ・プログラム開発7

リサーチ・プログラム開発8

日本社会と家2

韓国社会と家2

日本古典文化と身体2

日本のエンターティメントと社会経済

情報学特別演習1A

東アジアの思想と文化3

東アジアの思想と文化4

日本文化と経済思想2

日本文化と経済思想3

比較日本文学論1A

比較日本文学論1B

国際開発政策論特別演習BII

小計（98科目）

経済学特別演習BI

経済学特別演習BII

国際開発政策論特別演習AI

国際開発政策論特別演習AII

国際開発政策論特別演習BI

比較日本文学論2A

比較日本文学論2B

専
門
科
目

国
際
日
本
研
究
関
連
科
目
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授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1前 1 ○ 1 6

1後 1 ○ 1 6

2前 1 ○ 1 6

2後 1 ○ 1 6

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年対人配慮行動理論研究1B

社会言語学研究1A

社会言語学研究1B

社会言語学研究2A

社会言語学研究2B

対人配慮行動理論研究1A

言語表現研究2B

言語と行動理論研究1A

言語と行動理論研究1B

言語と行動理論研究2A

言語と行動理論研究2B

日本語教育学プログラム演習2A

日本語教育学プログラム演習2B

言語表現研究1A

言語表現研究1B

言語表現研究2A

日本・ユーラシア研究演習2

ユーラシアの国際関係1

ユーラシアの国際関係2

日本語教育学プログラム演習1A

日本語教育学プログラム演習1B

ユーラシア研究演習1

ユーラシア研究演習2

ユーラシア研究演習3

ユーラシア研究演習4

日本・ユーラシア研究演習1

法と市民社会4B

法と現代社会3A

法と現代社会3B

法と現代社会4A

法と現代社会4B

Migration and Multicultural Studies3

Migration and Multicultural Studies4

法と市民社会3A

法と市民社会3B

法と市民社会4A

Informatics and Society 2

Global Society & Information 1

Global Society & Information ２

移民研究・国際人口移動論3

移民研究・国際人口移動論4

地域経済・経営史3A

地域経済・経営史3B

地域経済・経営史4A

地域経済・経営史4B

Informatics and Society 1

金融4B

世界経済史3

世界経済史4

Comparative Labor Studies 3

Comparative Labor Studies 4

環境とマクロ経済学4A

環境とマクロ経済学4B

金融3A

金融3B

金融4A

応用ミクロ経済学3

応用ゲーム理論2

応用ゲーム理論3

環境とマクロ経済学3A

環境とマクロ経済学3B

計量分析4A

計量分析4B

応用ミクロ経済学2
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授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1後 1 ○ 10 17 5 兼1

1前 1 ○ 10 17 5 兼1

2後 1 ○ 10 17 5 兼1

2前 1 ○ 10 17 5 兼1

－ 0 135 0 － 10 17 0 5 0 兼1 －

－ 0 408 0 － 55 69 3 16 0 兼90 －

（履修方法）

■人文学学位プログラム（Ｄ）

■国際公共政策学位プログラム（Ｄ）

　次の必要単位を取得すること。

＜哲学・思想サブプログラム＞
　専門科目　7単位

＜歴史・人類学サブプログラム＞
　所属領域が指定する専門科目（各領域研究演習ⅠA～ⅢB及び研究実習AB）　6
単位

＜文学サブプログラム＞
　次の履修方法により15単位以上
(1) 「英語文献講読」　1単位
(2) 大学院共通科目　2単位以上
(3) 「文学論文演習」　12単位

＜言語学サブプログラム＞
　次の履修方法により15単位以上
(1)　「リサーチラボ演習」12単位
(2)　「リサーチラボ実習」2単位以上
(3)　大学院共通科目1単位以上

＜現代文化学サブプログラム＞
　専門科目8単位以上（「現代文化学論文演習」6単位を含む）

＜英語教育学サブプログラム＞
　「英語教育学特別論文演習」6単位

※研究群共通科目、大学院共通科目から１単位を履修することを推奨する。

　次の履修方法により10単位以上を取得すること。
　
(1) 専門科目　「国際公共政策プロジェクト演習A」および「国際公共政策プロジェクト
演習B」6単位
(2) 専門科目　特別演習科目から4単位以上

※研究群共通科目、大学院共通科目から１単位を履修することを推奨する。

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

（修了要件）
　3年以上在学し、学位プログラムごとに定める修了の要件として必要な授業科目の
履修により所定の単位を修得し、かつ、必要な研究指導を受けた上、博士論文の審
査及び最終試験に合格すること。ただし、在学期間に関しては、優れた研究業績を
上げた者については1年（修士課程早期修了者等にあっては当該課程における在学
期間を含めて3年）以上在学すれば足りるものとする。

１学年の学期区分 ２学期

１学期の授業期間 １５週

１時限の授業時間 ７５分

※学位プログラム毎の科目構成及び必修・選択の別を示す参考資料を添付する。

合計（371科目）

学位又は称号

　博士（文学）

学位又は学科の分野
　文学関係、法学関係、経済学関係、社会学・社会福
祉学関係

　博士（国際公共政策）

　博士（国際日本研究）

プロジェクト演習4B

小計（131科目）

ことばと行為のマイクロ分析研究2A

ことばと行為のマイクロ分析研究2B

プロジェクト演習3A

プロジェクト演習3B

プロジェクト演習4A

対人配慮行動理論研究2A

対人配慮行動理論研究2B

ことばと行為のマイクロ分析研究1A

ことばと行為のマイクロ分析研究1B
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授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

■国際日本研究学位プログラム（Ｄ）

　次の方法により９単位以上修得すること。

(1) 専門科目　「プロジェクト演習」3Aまたは3B、4Aまたは4B、それぞれ1単位合計2単
位選択必修を含む8単位以上
(2) 後期入学者のみ前期課程基礎科目の「研究法入門」または「Academic Writing
and Research Ethics」１単位を必ず履修する。後期入学者が修了した修士プログラム
では、本学の現在の修士課程ないし博士前期課程と同等以上の研究倫理教育が行
われていないことがあることに対処するための措置である。

※研究群共通科目、大学院共通科目から１単位を履修することを推奨する。

※教育上有益と認められる場合には、学位プログラムごとに定める範囲において、他
の学位プログラムの授業科目の履修により修得した単位を修了の要件となる単位とし
て認めることができる。
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別記様式第２号（その２の１）
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1･2後 1 ○ 兼2 集中,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2後 1 ○ 兼2 集中,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2前 1 ○ 兼2 ※演習,集中,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2前 1 ○ 兼10 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2前 1 ○ 兼2 ※演習,集中,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2前 1 ○ 兼1 ※演習,集中

1･2前 1 ○ 兼1 ※演習,集中

1･2通 2 ○ 兼2 集中

1･2前 1 ○ 兼1 ※講義,集中

1･2前 1 ○ 兼1 集中

1･2後 1 ○ 兼1

1･2休 2 ○ 兼1 集中

1･2後 1 ○ 兼3 集中,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2後 1 ○ 兼1

1･2通 1 ○ 兼1

1･2通 1 ○ 兼1

1･2後 1 ○ 兼1 集中

1･2後 1 ○ 兼2 集中,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2休 1 ○ 兼1 集中

1･2後 1 ○ 兼3 集中,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2後 1 ○ 兼1 集中

1･2後 1 ○ 兼1 集中

1･2休 1 ○ 兼1 集中

1･2後 1 ○ 兼1 集中

1･2前 1 ○ 兼1 集中

1･2休 1 ○ 兼1  ※講義,集中

1･2前 1 ○ 兼1 集中

1･2休 1 ○ 兼9
集中,ｵﾑﾆﾊﾞｽ
共同(一部)

1･2前 1 ○ 兼8 ｵﾑﾆﾊﾞｽ,共同(一部)

1･2休 1 ○ 兼1 ※演習,集中

1･2前 1 ○ 兼4 ※実習,集中,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2前 1 ○ 兼1 集中

1･2休 1 ○ 兼2 ※講義,集中

1･2前 1 ○ 兼1 集中

1･2前 1 ○ 兼1

1･2休 1 ○ 兼5 集中,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2前 1 ○ 兼2 集中,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2後 1 ○ 兼2 隔年

1･2前 1 ○ 兼8 隔年,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2後 1 ○ 兼7 隔年,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2前 1 ○ 兼2 隔年

1･2前 1 ○ 兼1 ※講義,集中

1･2前 1 ○ 兼1 隔年

1･2前 1 ○ 兼1 隔年

1･2通 1 ○ 兼4

1･2前 1 ○ 兼3

1･2後 1 ○ 兼3

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

大学院体育Ic

（人文社会ビジネス科学学術院　ビジネス科学研究群　博士前期課程）

アクセシビリティリーダー特論

脳の多様性とセルフマネジメント

21世紀的中国 ―現代中国的多相―

国際研究プロジェクト

国際インターンシップ

地球規模課題と国際社会:食料問題

地球規模課題と国際社会:海洋環境変
動と生命

地球規模課題と国際社会:社会脳

コミュニケーションアート&デザインB

日本画実習

ヨーガコース

生物多様性と地球環境

内部共生と生物進化

海洋生物の世界と海洋環境講座

科学的発見と創造性

自然災害にどう向き合うか

「考える」動物としての人間-東西哲
学からの考察

21世紀と宗教

大学院体育Ib

大
学
院
共
通
科
目

生
命
・
環
境
・

研
究
倫
理
科
目
群

情
報
伝
達
力
・
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
力
養
成
科
目
群

国
際
性
養
成
科
目
群

キ
ャ

リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
科
目
群

知
的
基
盤
形
成
科
目
群

身
心
基
盤
形
成
科
目
群

異分野コミュニケーションのためのプ
レゼンテーションバトル

Global Communication Skills Training

サイエンスコミュニケーション概論

サイエンスコミュニケーション特論

サイエンスコミュニケータ養成実践講座

人文知コミュニケーション:人文社会
科学と自然科学の壁を超える

地球規模課題と国際社会：環境・エネ
ルギー

JAPICｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝｺｰｽI-流動化
する世界とこれからの日本

JAPICｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝｺｰｽIII-ﾃｸﾉﾛ
ｼﾞｰとｸﾞﾛｰﾊﾞﾙで拓く未来

ダイバーシティとSOGI/LGBT+

ワークライフミックス - モーハウス
に学ぶパラダイムシフト

魅力ある理科教員になるための生物・
地学実験

塑造実習

コミュニケーションアート&デザインA

専任教員等の配置

備考
科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

応用倫理

環境倫理学概論

研究倫理

生命倫理学

企業と技術者の倫理

地球規模課題と国際社会：感染症・保
健医療問題

地球規模課題と国際社会：社会問題

地球規模課題と国際社会：環境汚染と
健康影響

テクニカルコミュニケーション

英語発表

絵画実習A

現代アート入門

大学院体育Ia
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講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

専任教員等の配置

備考
科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

1･2通 1 ○ 兼4

1･2前 1 ○ 兼3

1･2後 1 ○ 兼3

1･2通 1 ○ 兼4

1･2前 1 ○ 兼3

1･2後 1 ○ 兼3

1･2通 1 ○ 兼4

1･2前 1 ○ 兼3

1･2後 1 ○ 兼3

1･2通 1 ○ 兼4

1･2前 1 ○ 兼3

1･2後 1 ○ 兼3

－ 0 61 0 － 0 0 0 0 0 兼95 －

1･2前 1 ○ 8 3 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ,共同（一部）

1･2後 1 ○ 4 2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2休 1 ○ 1 隔年,集中

1･2休 1 ○ 1 隔年,集中

1前 1 ○ 兼4

1後 1 ○ 兼4

1･2後 1 ○ 兼2 隔年,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2後 1 ○ 兼2 隔年,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2前 1 ○ 兼5 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2前 1 ○ 兼4 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2後 1 ○ 兼4 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1前 1 ○ 兼6 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1後 1 ○ 兼7 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2前 1 ○ 兼7 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2前 1 ○ 兼1 隔年

1･2後 1 ○ 兼1 隔年

1･2前 1 ○ 兼1 隔年

1･2後 1 ○ 兼1 隔年

1･2前 1 ○ 兼9 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

－ 0 19 0 － 9 3 0 1 0 兼50 －

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1前 1 ○ 1 2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1前 1 ○ 1

－ 0 4 0 － 2 3 0 0 0 0 －

1通 1 ○ 8 3 1

1通 1 ○ 8 3 1

1通 1 ○ 8 3 1

2通 1 ○ 8 3 1

2通 1 ○ 8 3 1

2通 1 ○ 8 3 1

1前 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1

1前 1 ○ 1

2前 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

1･2通 1 ○ 1 隔年

1･2通 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1

2通 1 ○ 1

1･2通 1 ○ 1 隔年

1･2通 1 ○ 1 隔年

2前 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2通 1 ○ 1

知的財産法判例演習II

国際私法演習

労働法演習I

労働法演習II

知的財産法演習

企業法学特別研究I

企業法学特別研究II

企業法学特別研究III

企業法学特別研究IV

企業法学特別研究V

企業法学特別研究VI

現代民法の基礎

現代商法の基礎

損害賠償法

社会保障法演習

金融商品取引法演習

担保法演習

知的財産法判例演習Ⅰ

大学院体育IIIc

大学院体育IVa

大学院体育IVb

大学院体育IVc

大学院体育Va

大学院体育Vb

大学院体育IIa

大学院体育IIb

大学院体育IIc

大学院体育IIIa

大学院体育Vc

大学院体育IIIb

現代文化学基礎Ⅱ

国際公共政策論

日本政治と市民社会1

小計（59科目）

研
究
群

共
通
科
目

コーポレートガバナンス

コーポレート・ファイナンス

経営基礎

会計基礎

小計（4科目）

Japan's Politics and Civil Society 1

環境とマクロ経済学1

The Environment and Macroeconomics 1

地域研究論

小計（19科目）

学
術
院
共
通
専
門
基
盤
科
目

法文献学

ビジネス法入門

トップレクチャーⅠ

トップレクチャーⅡ

哲学プラクティスA

哲学プラクティスB

言語対照論

言語資料論

文献資料学

比較文学

表象文化論

現代文化学基礎Ⅰ

会社法演習

中東・湾岸諸国法

契約法・損害賠償法演習

アメリカ取引法文献講読

民事手続法演習I

民事手続法演習II

租税計画演習

共
通
専
門
科
目

法
学
関
連
科
目
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授
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教

助
　
手

専任教員等の配置

備考
科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

1･2通 1 ○ 1

－ 0 26 0 － 8 3 0 1 0 0 －

1前 1 ○ 1

1前 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 2 ○ 1

1･2前 2 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 2 ○ 1 隔年

1･2後 2 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1

1･2前 2 ○ 1

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 2 ○ 1 隔年

1･2通 1 ○ 2 隔年,共同

1･2通 1 ○ 2 隔年,共同

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2通 1 ○ 1 1 隔年,共同

1･2通 1 ○ 1 1 隔年,共同

1･2前 3 ○ 1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2後 1 ○ 兼1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1

1･2前 2 ○ 1 隔年

1･2前 2 ○ 1 隔年

1･2前 2 ○ 1 隔年

1･2前 2 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

1･2通 1 ○ 1 1 隔年,共同

1･2通 1 ○ 1 1 隔年,共同

1･2前 3 ○ 1

1･2後 3 ○ 1

独占禁止法 1･2前 2 ○ 兼1

1･2後 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1

1･2通 3 ○ 1

1･2通 1 ○ 1 隔年,共同

1･2通 1 ○ 1 隔年,共同

1･2前 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

－ 0 66 0 － 8 3 0 0 0 兼2 －

1前 1 ○ 1

1前 1 ○ 3 ｵﾑﾆﾊﾞｽ,共同(一部)

1前 1 ○ 1

－ 0 3 0 4 0 0 0 0 0 －

1･2前 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1

2前 1 ○ 1

2前 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

民事執行・民事保全法

金融法実務（イスラム金融）

小計（26科目）

契約法I

契約法II

消費者取引と法

不動産法

担保法I

担保法II

債権保全・回収法

会社法

企業会計法

金融商品取引法

民事訴訟法

上級民事訴訟法

民事法研究I

民事法研究II

国際私法

国際取引法

国際経済法

ヨーロッパ契約法

国際民事訴訟法

倒産処理法

商事法研究I

商事法研究II

支払決済法

労働判例研究I

労働判例研究II

労働関係法

社会保障法

企業の組織・活動と労働法

社会保障法の現代的課題

著作権法I

著作権法II

特許法I

特許法II

不正競争防止法

商標法

デザイン法

国際知的財産法

ビジネス数理

ビジネスと情報

プログラミング基礎

小計（3科目） －

実務租税法学

租税法研究I

租税法研究II

租税手続法

租税計画I

国際課税法I

国際課税法II

小計（46科目）

経営戦略論

経営組織論

技術経営論

組織変革

消費者行動

マーケティングリサーチ

マーケティングサイエンス

環境マーケティング

マーケティングエンジニアリング

インベストメントサイエンス

ファイナンス工学

経
営
学
関
連
科
目

企
業
関
係
法

国
際
ビ
ジ
ネ
ス
法
知
的
財
産
法

社
会
・
経
済
法

税
法

専
門
科
目

専
門
科
目

基
礎
科
目
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専任教員等の配置

備考
科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

1･2後 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

1後 1 ○ 1

2前 1 ○ 2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2後 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

1前 1 ○ 2 1 ※講義,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

－ 0 28 0 － 9 4 0 0 0 0 －

1前 1 ○ 9 4

1通 1 ○ 9 4

1後 1 ○ 9 4

2前 1 ○ 9 4

2通 1 ○ 9 4

2後 1 ○ 9 4

－ 0 6 0 － 9 4 0 0 0 0 －

－ 0 213 0 － 17 7 0 1 0 兼145 －

（履修方法）

■法学学位プログラム（Ｍ）

■経営学学位プログラム（Ｍ）

共分散構造分析

計量経済学

財務会計

会計情報分析

小計（28科目）

経営システム科学研究・Ⅰ-Ⅰ

経営システム科学研究・Ⅰ-Ⅱ

経営システム科学研究・Ⅰ-Ⅲ

経営システム科学研究・Ⅱ-Ⅰ

経営システム科学研究・Ⅱ-Ⅱ

経営システム科学研究・Ⅱ-Ⅲ

小計（6科目）

合計（191科目）

研
究
科
目

データマイニング

インターネットとビジネス情報分析

テキストマイニング

社会シミュレーション

ビジネスゲーム

時系列分析

最適化モデル

ロジスティクスとサプライチェーン

オペレーションズ・リサーチ

人工知能とビジネス情報分析

データ解析Ⅰ

データ解析Ⅱ

応用統計

学位又は称号
　修士（法学）

学位又は学科の分野 　法学関係、経済学関係
　修士（経営学）

　トップレクチャーＩもしくはトップレクチャーIIを1単位以上含む30単位以
上を修得すること。

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

（修了要件）
　2年以上在学し、学位プログラムごとに定める修了の要件として必要な授業
科目の履修により所定の単位を修得し、かつ、必要な研究指導を受けた上、
修士論文の審査及び最終試験に合格すること。ただし、在学期間に関して
は、優れた業績を上げた者については1年以上在学すれば足りるものとする。

１学年の学期区分 ２学期

１学期の授業期間 １５週

１時限の授業時間 ７５分

　必修単位6単位（共通専門科目から企業法学特別研究Ⅰ～Ⅵ）を含む30単位
以上を修得すること。

※学位プログラム毎の科目構成及び必修・選択の別を示す参考資料を添付する。
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別記様式第２号（その２の１）
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手

1･2･3後 1 ○ 兼2 集中,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2･3後 1 ○ 兼2 集中,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2･3前 1 ○ 兼2 ※演習,集中,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2･3前 1 ○ 兼10 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2･3前 1 ○ 兼2 ※演習,集中,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2･3前 1 ○ 兼1 ※演習,集中

1･2･3前 1 ○ 兼1 ※演習,集中

1･2･3通 2 ○ 兼2 集中

1･2･3前 1 ○ 兼1 ※講義,集中

1･2･3前 1 ○ 兼1 集中

1･2･3後 1 ○ 兼1

1･2･3休 2 ○ 兼1 集中

1･2･3後 1 ○ 兼3 集中,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2･3後 1 ○ 兼1

1･2･3通 1 ○ 兼1

1･2･3通 1 ○ 兼1

1･2･3後 1 ○ 兼1 集中

1･2･3後 1 ○ 兼2 集中,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2･3休 1 ○ 兼1 集中

1･2･3後 1 ○ 兼3 集中,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2･3後 1 ○ 兼1 集中

1･2･3後 1 ○ 兼1 集中

1･2･3休 1 ○ 兼1 集中

1･2･3後 1 ○ 兼1 集中

1･2･3前 1 ○ 兼1 集中

1･2･3休 1 ○ 兼1  ※講義,集中

1･2･3前 1 ○ 兼1 集中

1･2･3休 1 ○ 兼9
集中,ｵﾑﾆﾊﾞｽ
共同(一部)

1･2･3前 1 ○ 兼8 ｵﾑﾆﾊﾞｽ,共同(一部)

1･2･3休 1 ○ 兼1 ※演習,集中

1･2･3前 1 ○ 兼4 ※実習,集中,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2･3前 1 ○ 兼1 集中

1･2･3休 1 ○ 兼2 ※講義,集中

1･2･3前 1 ○ 兼1 集中

1･2･3前 1 ○ 兼1

1･2･3休 1 ○ 兼5 集中,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2･3前 1 ○ 兼2 集中,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2･3後 1 ○ 兼2 隔年

1･2･3前 1 ○ 兼8 隔年,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2･3後 1 ○ 兼7 隔年,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2･3前 1 ○ 兼2 隔年

1･2･3前 1 ○ 兼1 ※講義,集中

1･2･3前 1 ○ 兼1 隔年

1･2･3前 1 ○ 兼1 隔年

1･2･3通 1 ○ 兼4

1･2･3前 1 ○ 兼3

1･2･3後 1 ○ 兼3

身
心
基
盤
形
成
科
目
群

塑造実習

コミュニケーションアート&デザインA

コミュニケーションアート&デザインB

日本画実習

ヨーガコース

絵画実習A

現代アート入門

大学院体育Ia

大学院体育Ib

大学院体育Ic

地球規模課題と国際社会：感染症・保
健医療問題

地球規模課題と国際社会：社会問題

知
的
基
盤
形
成
科
目
群

生物多様性と地球環境

内部共生と生物進化

海洋生物の世界と海洋環境講座

科学的発見と創造性

自然災害にどう向き合うか

「考える」動物としての人間-東西哲
学からの考察

21世紀と宗教

地球規模課題と国際社会：環境汚染と
健康影響

地球規模課題と国際社会：環境・エネ
ルギー

キ
ャ

リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
科
目
群

JAPICｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝｺｰｽI-流動化
する世界とこれからの日本

JAPICｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝｺｰｽIII-ﾃｸﾉﾛ
ｼﾞｰとｸﾞﾛｰﾊﾞﾙで拓く未来

ダイバーシティとSOGI/LGBT+

ワークライフミックス - モーハウス
に学ぶパラダイムシフト

魅力ある理科教員になるための生物・
地学実験

アクセシビリティリーダー特論

脳の多様性とセルフマネジメント

英語発表

異分野コミュニケーションのためのプ
レゼンテーションバトル

Global Communication Skills Training

サイエンスコミュニケーション概論

サイエンスコミュニケーション特論

サイエンスコミュニケータ養成実践講座

備考

大
学
院
共
通
科
目

生
命
・
環
境
・

研
究
倫
理
科
目
群

応用倫理

環境倫理学概論

研究倫理

生命倫理学

企業と技術者の倫理

情
報
伝
達
力
・
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
力
養
成
科
目
群

テクニカルコミュニケーション

人文知コミュニケーション:人文社会
科学と自然科学の壁を超える

国
際
性
養
成
科
目
群

21世紀的中国 ―現代中国的多相―

国際研究プロジェクト

国際インターンシップ

地球規模課題と国際社会:食料問題

地球規模課題と国際社会:海洋環境変
動と生命

地球規模課題と国際社会:社会脳

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（人文社会ビジネス科学学術院　ビジネス科学研究群　博士後期課程）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

備考
科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

1･2･3通 1 ○ 兼4

1･2･3前 1 ○ 兼3

1･2･3後 1 ○ 兼3

1･2･3通 1 ○ 兼4

1･2･3前 1 ○ 兼3

1･2･3後 1 ○ 兼3

1･2･3通 1 ○ 兼4

1･2･3前 1 ○ 兼3

1･2･3後 1 ○ 兼3

1･2･3通 1 ○ 兼4

1･2･3前 1 ○ 兼3

1･2･3後 1 ○ 兼3

－ 0 61 0 － 0 0 0 0 0 兼95 －

1前 2 ○ 11 6 兼1

1･2･3前 1 ○ 1

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

－ 0 6 0 － 11 6 0 0 0 兼1 －

1通 1 ○ 9 3

1通 1 ○ 9 3

1通 1 ○ 9 3

2通 1 ○ 9 3

2通 1 ○ 9 3

2通 1 ○ 9 3

3通 1 ○ 9 3

3通 1 ○ 9 3

3通 1 ○ 9 3

－ 0 9 0 － 9 3 0 0 0 0 －

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3通 1 ○ 1 隔年

1･2･3通 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 2 隔年,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2･3後 1 ○ 1

1･2･3後 1 ○ 1 3年に1度開講*

1･2･3前 1 ○ 1 3年に1度開講*

1･2･3後 1 ○ 1 3年に1度開講*

1･2･3前 1 ○ 1 3年に1度開講*

1･2･3後 1 ○ 1 3年に1度開講*

1･2･3前 1 ○ 1 3年に1度開講*

1･2･3通 1 ○ 1 隔年

1･2･3通 1 ○ 1

1･2･3通 1 ○ 1 隔年

－ 0 26 0 － 9 4 0 0 0 0 －

1前 2 ○ 11 6 兼1

1前 1 ○ 11 6 兼1

1後 1 ○ 11 6 兼1

1後 1 ○ 11 6 兼1

1後 1 ○ 11 6 兼1

1･2･3前 1 ○ 11 6 兼1

1･2･3前 1 ○ 11 6 兼1

1･2･3前 1 ○ 11 6 兼1

経
営
学
関
連
科
目

ビジネスマネジメント特別演習II-II

ビジネスマネジメント特別演習II-III

ビジネスマネジメント講究I-I

ビジネスマネジメント講究I-II

ビジネスマネジメント講究I-III

社
会
･
経

済
法
分
野

比較労働法の基礎Ⅰ

現代社会保障法

比較労働法の基礎II

小計（26科目）

専
門
科
目

ビジネスマネジメント特別演習I-I

ビジネスマネジメント特別演習I-II

ビジネスマネジメント特別演習II-I

現代株式会社法

比較金融法

現代契約法

国際会社法

現代民事金融法

情
報
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

と
企
業

分
野

知的財産法による情報財保護

企業ノウハウと従業員

電子社会と法

現代知的財産法

欧米知的財産法

アメリカ知的財産法

比較知的財産法

知的財産法の現代的課題

外国知的財産法

法
学
関
連
科
目

共
通
専
門
科
目

企業法特別研究I

企業法特別研究II

企業法特別研究III

企業法特別研究IV

企業法特別研究V

企業法特別研究VI

企業法特別研究VII

企業法特別研究VIII

企業法特別研究IX

小計（9科目）

専
門
科
目

企
業
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
分
野

外国会社法

国際租税計画Ⅰ

国際取引と国際私法

米国民事訴訟法

ドイツ民事訴訟法

外国資本市場法

国際租税計画Ⅱ

アメリカ会社法

アメリカ証券取引法

企
業
組
織
と
金

融
分
野

大学院体育Vc

小計（59科目）

研
究
群

共
通
科
目

ビジネスマネジメント特別演習I-I

マーケティング・サイエンス特論

経営戦略総論

財務会計特論

知能情報システム

小計（5科目）

大学院体育IIIc

大学院体育IVa

大学院体育IVb

大学院体育IVc

大学院体育Va

大学院体育Vb

大学院体育IIa

大学院体育IIb

大学院体育IIc

大学院体育IIIa

大学院体育IIIb
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

備考
科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

1･2･3後 1 ○ 11 6 兼1

1･2･3後 1 ○ 11 6 兼1

1･2･3後 1 ○ 11 6 兼1

－ 0 12 0 － 11 6 0 0 0 兼1 －

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 ※演習,隔年

1･2･3後 1 ○ 1 ※演習,隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 11 7

1･2･3前 1 ○ 11 7

1･2･3前 1 ○ 11 7

1･2･3後 1 ○ 11 7

1･2･3後 1 ○ 11 7

1･2･3後 1 ○ 11 7

1･2･3後 1 ○ 1

1･2･3前 1 ○ 1

1･2･3前 1 ○ 1

－ 0 42 0 － 11 7 0 0 0 0 －

－ 0 156 0 － 20 11 0 0 0 兼96 －

（履修方法）

※学位プログラム毎の科目構成及び必修・選択の別を示す参考資料を添付する。

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

（修了要件）
　3年以上在学し、学位プログラムごとに定める修了の要件として必要な授業
科目の履修により所定の単位を修得し、かつ、必要な研究指導を受けた上、
博士論文の審査及び最終試験に合格すること。ただし、在学期間に関して
は、優れた研究業績を上げた者については1年（修士課程早期修了者等にあっ
ては当該課程における在学期間を含めて3年）以上在学すれば足りるものとす
る。

１学年の学期区分 ２学期

１学期の授業期間 １５週

１時限の授業時間 ７５分

小計（42科目）

合計（152科目）

学位又は称号
　博士（法学）

学位又は学科の分野 　法学関係、経済学関係
　博士（経営学）

ビジネスマネジメント輪講II-I

ビジネスマネジメント輪講II-II

ビジネスマネジメント輪講II-III

組織研究

計量マーケティングモデル特論

国際政治経済の概況と経営

専
門
科
目

情報マネジメント

複雑システム論

知能情報システム

ビジネスマネジメント輪講I-I

ビジネスマネジメント輪講I-II

ビジネスマネジメント輪講I-III

プロジェクト・マネジメント論

システムデザイン論

情報検索特論

知的ドキュメント管理論

情報システム特論

ネットワーク特論

リスクマネジメント総論

ソフトコンピューティング

数量化手法特論

経営科学総論

共分散構造分析特論

調査データ解析特論

計画数理総論

トータルロジスティクス

動的システム総論

人材開発論

組織行動論

実証会計論

財務会計特論

金融工学総論

計量ファイナンス特論

マーケティングコミュニケーション

消費者マーケティング

マーケティング・サイエンス特論

経営戦略総論

経営戦略特論

イノベーション・マネジメント

金融データ解析

確率モデルと意思決定

金融ビジネス総論

ビジネスマネジメント講究II-I

ビジネスマネジメント講究II-II

ビジネスマネジメント講究II-III

小計（11科目）
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

備考
科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

■法学学位プログラム（Ｄ）

■経営学学位プログラム（Ｄ）

* 「現代知的財産法」～「外国知的財産法」の6科目は、社会人学生が限られた時間（時間割）で複数の授業を受けられるよう、年度をずらして3年に1度ずつ開講する。

　必修単位9単位（共通専門科目から企業法特別研究Ⅰ～Ⅸ）を含む20単位以
上を修得すること。

　次の履修方法により20単位以上を修得すること。
(1) 選択必修科目のうち、ビジネスマネジメント特別演習を6単位含む。
(2) ビジネスマネジメント講究を3単位含む（6単位を超える単位は修了要件
に含めない）。
(3) 輪講科目は3単位を超える単位は修了要件に含めない。
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別記様式第２号（その２の１）

必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1前 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1後 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1前 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

1後 3 ○ 1

1前 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1後 3 ○ 1

1前 1 ○ 兼1

1前 1 ○ 兼1

1後 1 ○ 兼2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

2後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1 兼1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

2後 2 ○ 兼2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

2後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1 兼1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

2前 1 ○ 1

3前 1 ○ 兼1

3後 1 ○ 兼1

3前 1 ○ 1

3前 1 ○ 1

3前 1 ○ 1

3後 3 ○ 2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

3前 1 ○ 1

3前 1 ○ 兼1

3前 1 ○ 1

－ 62 0 3 － 6 6 0 0 0 兼14 －

1前 1 ○ 1 兼2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

2前 1 ○ 1

2後 1 ○ 兼2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前 1 ○ 1

2後 1 ○ 1

3前 1 ○ 1

3前 1 ○ 兼1

3前 1 ○ 2 兼1 集中,共同

3休 1 ○ 1 兼2 集中,共同

3前 1 ○ 1

3後 1 ○ 1

2･3通 1 ○ 1 兼4 集中,共同

－ 9 7 0 － 3 0 0 0 0 兼11 －

民事訴訟実務の基礎Ⅱ

刑事訴訟実務の基礎Ⅱ

刑法総合演習Ⅰ

刑法総合演習Ⅱ

刑事訴訟法総合演習

小計（37科目）

法
務
臨
床
科
目

民事模擬裁判

刑事模擬裁判

ロイヤリングⅠ

ロイヤリングⅡ

リーガルクリニック

小計（14科目）

実
定
法
発
展
科
目

憲法Ⅲ〔憲法訴訟〕

行政法Ⅲ

民法Ⅶ

商法Ⅲ

民事訴訟法Ⅱ

刑法Ⅲ

刑事訴訟法Ⅱ

法
律
実
務
基
礎
科
目
群

法
務
基
礎
科
目

法曹実務基礎

法曹倫理Ⅰ

法曹倫理Ⅱ

憲法総合演習

行政法総合演習

民法総合演習

商法総合演習

民事訴訟法総合演習

民事法総合演習

法
務
展
開
科
目

民事訴訟実務の基礎Ⅰ

刑事訴訟実務の基礎Ⅰ

要件事実論Ⅰ

要件事実論Ⅱ

法
律
基
本
科
目
群

実
定
法
基
礎
科
目

憲法Ⅰ－A〔人権〕

憲法Ⅰ－B〔人権〕

憲法Ⅱ〔統治〕

行政法Ⅰ

行政法Ⅱ

民法Ⅰ〔総則・物権総論〕

民法Ⅱ〔担保物権〕

商法Ⅱ〔企業法総論・企業活動法〕

民事訴訟法Ⅰ

刑法Ⅰ〔総論〕

基礎ゼミⅡ

基礎ゼミⅢ

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（人文社会ビジネス科学学術院　法曹専攻　専門職学位課程）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

刑法Ⅱ〔各論〕

刑事訴訟法Ⅰ

基礎ゼミⅠ

民法Ⅲ〔債権総論〕

民法Ⅳ－１〔契約法〕

民法Ⅳ－２〔契約法〕

民法Ⅴ〔不法行為・不当利得法〕

民法Ⅵ〔家族法〕

商法Ⅰ〔企業組織法〕

法曹専攻（P）31



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1･2前 1 ○ 兼1

1･2後 1 ○ 兼1

2後 1 ○ 兼1

1･2前 1 ○ 兼1

1･2前 1 ○ 兼1

1･2後 1 ○ 兼1

2後 1 ○ 1

－ 0 7 0 － 0 1 0 0 0 兼6 －

2前 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 1

2前 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼1

3後 1 ○ 兼2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

2前 2 ○ 兼1

3前 1 ○ 兼1

3後 1 ○ 1

2前 1 ○ 兼1

3後 1 ○ 兼1

3前 1 ○ 兼1

3前 1 ○ 兼1

3前 1 ○ 兼1

2後 1 ○ 1

3後 1 ○ 兼1

2前 1 ○ 1

3前 1 ○ 兼1

3前 1 ○ 1

3前 1 ○ 兼1

－ 0 32 0 － 2 2 0 0 0 兼18 －

－ 71 46 3 － 6 6 0 0 0 兼48 －

（履修科目の登録の上限）
・下記以外の学生：36単位（年間）。ただし最終年次に限り44単位
・長期履修学生：27単位（年間）。ただし最終年次に限り33単位

７５分

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

　法学未修者にあっては3年以上、法学既修者にあっては2年以上在学
し、下記の所要単位数を修得した上、最終年次のGPAが1.50以上である
こと。
(1)-1 法律基本科目群の実定法基礎科目の38単位（なお法学既修者
は、このうち1年次配当科目の30単位を修得したものとみなされる。）
及び実定法発展科目にある必修科目24単位はすべて履修
(2)-1 法律実務基礎科目群の法務基礎科目にある必修科目3単位はすべ
て履修
-2 法律実務基礎科目群の法務展開科目にある必修科目6単位はすべて
履修
-3 法律実務基礎科目群の法務展開科目にある選択必修科目のうちから
1単位以上を履修
-4 法律実務基礎科目群の法務臨床科目にある選択必修科目のうちから
4単位以上を履修
(3) 基礎法学・隣接科目群にある選択必修科目のうちから4単位以上を
履修
(4) 展開・先端科目群にある選択必修科目のうちから13単位以上を履
修

１学年の学期区分 ２学期

１学期の授業期間 １５週

１時限の授業時間

合計（81科目）

学位又は称号 　法務博士（専門職） 学位又は学科の分野 　法曹養成関係

企業法務

少年法

自治体法務

民事執行・保全法

国際私法演習

小計（23科目）

展
開
・
先
端
科
目
群

展
開
・
先
端
科
目

知的財産法

倒産法

国際取引法

国際私法

経済法

租税法

消費者法

倒産法演習

経済法演習

労働法演習

知的財産法演習

英文法律文書作成

労働法

環境法

金融法〔金融監督法・金融取引法〕

国際公法

地方自治

金融商品取引法

基
礎
法
学
・
隣
接
科
目
群

基
礎
法
学
・
隣
接
科
目

法哲学

英米法

ＥＵ法

法史学

公共政策

立法学

刑事政策

小計（7科目）

法曹専攻（P）32



別記様式第２号（その２の１）

必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 1 ○ 1

1前 1 ○ 1

1前 1 ○ 1

1前 1 ○ 1

1後 1 ○ 兼1

1前 1 ○ 1

1前 1 ○ 1

1前 1 ○ 1 2

－ 8 0 0 － 3 4 0 2 0 兼1 －

1前 1 ○ 1 2

1前 1 ○ 1

－ 0 0 2 － 1 3 0 0 0 0 －

1･2後 1 ○ 1

1･2休 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

－ 0 3 0 － 1 0 0 1 0 0 －

1前 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 兼1

1･2前 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1 集中

1･2休 1 ○ 1 集中

1･2後 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1 集中

1･2後 1 ○ 1

－ 0 11 0 － 2 2 0 1 0 兼1 －

1･2前 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1

1･2通 1 ○ 1 集中

1･2通 1 ○ 1 集中

1･2通 1 ○ 1 集中

1･2通 1 ○ 1 集中

2前 1 ○ 1

－ 0 7 0 － 0 3 0 0 0 0 －

1･2前 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1

2前 1 ○ 1

－ 0 9 0 － 1 2 0 0 0 0 －

E
l
e
c
t
i
v
e
 
C
o
u
r
s
e
s
 
(
A
p
p
l
i
e
d

I
n
f
o
r
m
a
t
i
o
n
)

Data Analysis I

Introductory Data Analysis

Business Simulation

Data Analysis II

Data Analysis III

Operations Management II

Operations Management III

Operations Management IV

Operations Management VI

小計（9科目）

E
l
e
c
t
i
v
e
 
C
o
u
r
s
e
s
 
(
B
u
s
i
n
e
s
s

S
t
r
a
t
e
g
y
)

Introduction to Economics II

Finance II

Accounting II

Accounting III

Marketing II

Marketing III

Entrepreneurship Ⅰ

Entrepreneurship II

Technology Management

Finance Seminar I

Business Model Innovation

小計（11科目）

E
l
e
c
t
i
v
e
 
C
o
u
r
s
e
s

(
I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
 
A
d
a
p
t
a
b
i
l
i
t
y
) Cross Cultural Management I:

Managing Across Borders

Cross Cultural Management II:
The Challenges of Globalization

Overseas Study Seminar I

Overseas Study Seminar II

Overseas Study Seminar III

Overseas Study Seminar IV

小計（7科目）

Global Management VII

B
a
s
i
c

C
o
u
r
s
e
s Business Mathematics

Introduction to Economics I

小計（2科目）

E
l
e
c
t
i
v
e
 
C
o
u
r
s
e
s

(
O
r
g
a
n
i
z
a
t
i
o
n
a
l

M
a
n
a
g
e
m
e
n
t
)

Organizational Management II

Human Resource Management III

Business Anthropology

小計（3科目）

Operations Management I

小計（8科目）

備考

C
o
r
e
 
C
o
u
r
s
e
s

Organizational Management I

Human Resource Management I

Marketing I

Business Strategy I

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

Finance I

Accounting I

Global Management I

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（人文社会ビジネス科学学術院　国際経営プロフェッショナル専攻　専門職学位課程）

国際経営プロフェッショナル専攻（P）33



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

備考
科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

1･2前 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 2 集中

1･2通 1 ○ 4 5 2 集中

1･2通 1 ○ 4 5 2 集中

1･2後 1 ○ 1 3 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

0 5 0 － 4 5 0 2 0 0

1前 1 ○ 5 5 2

1通 1 ○ 5 5 2 集中

1後 1 ○ 5 5 2 集中

2前 1 ○ 5 5 2 集中

2通 1 ○ 5 5 2 集中

－ 5 0 0 － 5 5 0 2 0 0 －

2後 8 ○ 5 5 2 集中

－ 8 0 0 － 5 5 0 2 0 0 －

－ 21 35 2 － 5 5 0 2 0 兼1 －

（履修科目の登録の上限: 35単位（年間））

　2年以上在学し、下記の所要単位数を修得した上、最終年次のGPAが3.0以上で
あること。
(1)Core courses（必修科目）の8単位をすべて履修
(2)Elective courses（選択科目）のうち、24単位以上を履修。このうち10単位
までは、入学前に他大学院で修得した単位または他専攻の科目を履修し修得した
単位に代えることができる。
(3)Seminar(ゼミ）の5単位をすべて履修
(4)Business Project（※修士論文相当）の1科目8単位を履修

　上記に加え、入学後に実施するPlacement testの結果により、不合格であった
場合はBasic courses（基礎科目）を履修するものとするが、修了要件には含め
ない。

１学年の学期区分 ２学期

１学期の授業期間 １５週

１時限の授業時間 ７５分

学位又は称号 　国際経営修士（専門職） 学位又は学科の分野 　経済学関係、工学関係

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

B
u
s
i
n
e
s
s

P
r
o
j
e
c
t

Business Project

小計（1科目）

合計（51科目）

S
e
m
i
n
a
r

Seminar I

Seminar II

Seminar III

Seminar IV

Seminar V

小計（5科目）

E
l
e
c
t
i
v
e
 
C
o
u
r
s
e
s

(
C
o
m
m
o
n
 
A
r
e
a
)

Introduction to Corporate Social
Responsibility

MBA-IB Speaker Series

International Conference Seminar I

International Conference Seminar II

Case Study Practice

小計（5科目）

国際経営プロフェッショナル専攻（P）34



別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

必

修

選

択

自

由

講

義

演

習

実
験
・
実
習

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

1･2後 1 ○ 兼2 集中,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2後 1 ○ 兼2 集中,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2前 1 ○ 兼2 ※演習,集中,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2前 1 ○ 兼10 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2前 1 ○ 兼2 ※演習,集中,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2前 1 ○ 兼1 ※演習,集中

1･2前 1 ○ 兼1 ※演習,集中

1･2通 2 ○ 兼2 集中

1･2前 1 ○ 兼1 ※講義,集中

1･2前 1 ○ 兼1 集中

1･2後 1 ○ 兼1

1･2休 2 ○ 兼1 集中

1･2後 1 ○ 1 兼2 集中,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2後 1 ○ 1

1･2通 1 ○ 兼1

1･2通 1 ○ 兼1

1･2後 1 ○ 兼1 集中

1･2後 1 ○ 兼2 集中,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2休 1 ○ 兼1 集中

1･2後 1 ○ 兼3 集中,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2後 1 ○ 兼1 集中

1･2後 1 ○ 兼1 集中

1･2休 1 ○ 兼1 集中

1･2後 1 ○ 兼1 集中

1･2前 1 ○ 兼1 集中

1･2休 1 ○ 兼1 ※講義,集中

1･2前 1 ○ 兼1 集中

1･2休 1 ○ 兼9
集中,ｵﾑﾆﾊﾞｽ
共同(一部)

1･2前 1 ○ 兼8 ｵﾑﾆﾊﾞｽ,共同(一部)

1･2休 1 ○ 兼1 ※演習,集中

1･2前 1 ○ 兼4 ※実習,集中,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2前 1 ○ 兼1 集中

1･2休 1 ○ 兼2 ※講義,集中

1･2前 1 ○ 兼1 集中

1･2前 1 ○ 兼1

1･2休 1 ○ 2 2 1 集中,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2前 1 ○ 2 集中,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2後 1 ○ 兼2 隔年

1･2前 1 ○ 兼8 隔年,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2後 1 ○ 兼7 隔年,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2前 1 ○ 兼2 隔年

1･2前 1 ○ 兼1 ※講義,集中

1･2前 1 ○ 兼1 隔年

1･2前 1 ○ 兼1 隔年

1･2通 1 ○ 兼4

1･2前 1 ○ 兼3

1･2後 1 ○ 兼3

教 育 課 程 等 の 概 要 （ 事 前 伺 い ）

（人文社会ビジネス科学学術院　人文社会科学研究群　博士前期課程）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

大
学
院
共
通
科
目

生
命
・
環
境
・

研
究
倫
理
科
目
群

応用倫理

環境倫理学概論

研究倫理

生命倫理学

企業と技術者の倫理

情
報
伝
達
力
・
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
力
養
成
科
目
群

テクニカルコミュニケーション

英語発表

地球規模課題と国際社会：感染症・保
健医療問題

地球規模課題と国際社会：社会問題

地球規模課題と国際社会：環境汚染と
健康影響

異分野コミュニケーションのためのプ
レゼンテーションバトル

Global Communication Skills Training

サイエンスコミュニケーション概論

サイエンスコミュニケーション特論

サイエンスコミュニケータ養成実践講座

人文知コミュニケーション:人文社会
科学と自然科学の壁を超える

知
的
基
盤
形
成
科
目
群

生物多様性と地球環境

内部共生と生物進化

海洋生物の世界と海洋環境講座

科学的発見と創造性

自然災害にどう向き合うか

「考える」動物としての人間-東西哲
学からの考察

21世紀と宗教

地球規模課題と国際社会：環境・エネ
ルギー

キ
ャ

リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
科
目
群

JAPICｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝｺｰｽI-流動化
する世界とこれからの日本

JAPICｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝｺｰｽIII-ﾃｸﾉﾛ
ｼﾞｰとｸﾞﾛｰﾊﾞﾙで拓く未来

ダイバーシティとSOGI/LGBT+

ワークライフミックス - モーハウス
に学ぶパラダイムシフト

魅力ある理科教員になるための生物・
地学実験

アクセシビリティリーダー特論

脳の多様性とセルフマネジメント

国
際
性
養
成
科
目
群

21世紀的中国 ―現代中国的多相―

国際研究プロジェクト

国際インターンシップ

地球規模課題と国際社会:食料問題

地球規模課題と国際社会:海洋環境変
動と生命

地球規模課題と国際社会:社会脳

大学院体育Ic

身
心
基
盤
形
成
科
目
群

塑造実習

コミュニケーションアート&デザインA

コミュニケーションアート&デザインB

日本画実習

ヨーガコース

絵画実習A

現代アート入門

大学院体育Ia

大学院体育Ib

人文社会科学研究群（M）

筑波キャンパス
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1･2通 1 ○ 兼4

1･2前 1 ○ 兼3

1･2後 1 ○ 兼3

1･2通 1 ○ 兼4

1･2前 1 ○ 兼3

1･2後 1 ○ 兼3

1･2通 1 ○ 兼4

1･2前 1 ○ 兼3

1･2後 1 ○ 兼3

1･2通 1 ○ 兼4

1･2前 1 ○ 兼3

1･2後 1 ○ 兼3

－ 0 61 0 － 5 2 1 0 0 兼87 －

1前 1 ○ 2 2

1後 1 ○ 2 2

1･2後 1 ○ 1 1 隔年,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2後 1 ○ 2 隔年,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2前 1 ○ 2 3 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2前 1 ○ 4 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2後 1 ○ 3 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1前 1 ○ 4 2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1後 1 ○ 2 5 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2前 1 ○ 2 4 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 3 2 3 兼1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

－ 0 15 0 － 22 22 1 4 0 兼1 －

1後 1 ○ 3 集中

1前 1 ○ 9 4 0 兼3 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1後 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 兼1 集中

1･2通 1 ○ 1

1･2通 1 ○ 1

－ 1 5 0 － 13 5 0 2 0 兼4 －

1前 2 ○ 2 3

1後 2 ○ 2 3

2前 2 ○ 2 3

2後 2 ○ 2 3

1前 2 ○ 1 1 1

1後 2 ○ 1 1 1

2前 2 ○ 1 1 1

2後 2 ○ 1 1 1

1前 2 ○ 2 1 2

1後 2 ○ 2 1 2

2前 2 ○ 2 1 2

2後 2 ○ 2 1 2

1前 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

1前 2 ○ 1 2

1後 2 ○ 1 2

2前 2 ○ 1 2

2後 2 ○ 1 2

1前 2 ○ 1 3

1後 2 ○ 1 3

2前 2 ○ 1 3

2後 2 ○ 1 3

1･2前 1 ○ 2 隔年

1･2前 1 ○ 2 隔年

1前 1 ○ 4 2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

大学院体育IIa

大学院体育IIb

大学院体育IIc

大学院体育IIIa

大学院体育IIIb

大学院体育Vc

小計（59科目）

哲学プラクティスA

哲学プラクティスB

言語対照論

大学院体育IIIc

大学院体育IVa

大学院体育IVb

大学院体育IVc

大学院体育Va

大学院体育Vb

小計（15科目）

基
礎
科
目

（

研
究
群
共
通
）

修士論文合同演習

研究法入門

Academic Writing and Research Ethics

人文社会科学のためのグラントライティング入門

人文社会科学のためのインターンシップ（１）

人文社会科学のためのインターンシップ（２）

小計（6科目）

学
術
院
共
通
専
門
基
盤
科
目

国際公共政策論

日本政治と市民社会1

Japan's Politics and Civil Society 1

環境とマクロ経済学1

The Environment and Macroeconomics 1

地域研究論

言語資料論

文献資料学

比較文学

表象文化論

現代文化学基礎Ⅰ

現代文化学基礎Ⅱ

西洋史学基礎演習IA

西洋史学基礎演習IB

西洋史学基礎演習IIA

西洋史学基礎演習IIB

歴史地理学基礎演習IA

歴史地理学基礎演習IB

人
文
学
関
連
科
目

専
門
基
礎
科
目

日本史学基礎演習IA

日本史学基礎演習IB

日本史学基礎演習IIA

日本史学基礎演習IIB

東洋史学基礎演習IA

東洋史学基礎演習IB

東洋史学基礎演習IIA

東洋史学基礎演習IIB

民俗学・文化人類学基礎演習IA

民俗学・文化人類学基礎演習IB

民俗学・文化人類学基礎演習IIA

民俗学・文化人類学基礎演習IIB

言語理論

言語学史

歴史地理学基礎演習IIA

歴史地理学基礎演習IIB

 先史学・考古学基礎演習IA

 先史学・考古学基礎演習IB

 先史学・考古学基礎演習IIA

 先史学・考古学基礎演習IIB

現代文化学基礎 I

人文社会科学研究群（M）

筑波キャンパス
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授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1後 1 ○ 2 5 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

－ 0 52 0 － 17 15 0 4 0 0 －

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 兼1 隔年

1･2後 1 ○ 兼1 隔年

1･2前 1 ○ 兼1 隔年

1･2後 1 ○ 兼1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 2 ○ 1 隔年,集中

1･2前 2 ○ 1 隔年,集中

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

現代哲学Ⅰ演習(2)A

現代哲学Ⅱ演習(1)A

現代哲学Ⅱ演習(1)B

現代哲学Ⅱ演習(2)A

現代哲学Ⅱ演習(2)B

東洋哲学(1)A

現代文化学基礎 II

小計（28科目）

哲学原論演習(1)A

哲学原論演習(1)B

哲学原論演習(2)A

哲学原論演習(2)B

現代哲学Ⅰ演習(1)A

東洋哲学演習(2)B

西洋哲学Ⅰ(1)A

西洋哲学Ⅰ(1)B

西洋哲学Ⅰ(2)A

西洋哲学Ⅰ(2)B

西洋哲学Ⅰ演習(1)A

東洋哲学(1)B

東洋哲学(2)A

東洋哲学(2)B

東洋哲学演習(1)A

東洋哲学演習(1)B

東洋哲学演習(2)A

倫理学原論(1)B

倫理学原論(2)A

倫理学原論(2)B

現代倫理学演習(1)A

現代倫理学演習(1)B

現代倫理学演習(2)A

西洋哲学Ⅰ演習(1)B

西洋哲学Ⅰ演習(2)A

西洋哲学Ⅰ演習(2)B

西洋哲学Ⅱ演習(1)A

西洋哲学Ⅱ演習(2)A

倫理学原論(1)A

宗教学Ⅰ(1)B

宗教学Ⅰ(2)A

宗教学Ⅰ(2)B

宗教学Ⅰ演習(1)A

宗教学Ⅰ演習(1)B

宗教学Ⅰ演習(2)A

現代倫理学演習(2)B

西洋倫理思想史演習(1)A

西洋倫理思想史演習(1)B

西洋倫理思想史演習(2)A

西洋倫理思想史演習(2)B

宗教学Ⅰ(1)A

宗教学実習(2)

宗教思想史Ⅰ(1)A

宗教思想史Ⅰ(1)B

宗教思想史Ⅰ(2)A

宗教思想史Ⅰ(2)B

宗教思想史Ⅰ演習(1)A

宗教学Ⅰ演習(2)B

宗教学Ⅱ(1)A

宗教学Ⅱ(1)B

宗教学Ⅱ(2)A

宗教学Ⅱ(2)B

宗教学実習(1)

宗教思想史Ⅰ演習(1)B

宗教思想史Ⅰ演習(2)A

哲
学
・
思
想

専
門
科
目

人文社会科学研究群（M）
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授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

2前 1 ○ 6 4 1

2後 1 ○ 6 4 1

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2通 2 ○ 2 3 隔年,集中

1･2通 2 ○ 2 3 隔年,集中

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

宗教思想史Ⅱ(2)B

宗教思想史Ⅱ演習(1)A

宗教思想史Ⅱ演習(1)B

宗教思想史Ⅱ演習(2)A

宗教思想史Ⅱ演習(2)B

宗教思想史Ⅲ(1)A

宗教思想史Ⅰ演習(2)B

宗教思想史Ⅱ(1)A

宗教思想史Ⅱ(1)B

宗教思想史Ⅱ(2)A

歴
史
・
人
類
学

日本史特講IA

日本史特講IB

日本史特講IIA

日本史特講IIB

日本史特講IIIA

日本史特講IIIB

宗教思想史Ⅲ(1)B

宗教思想史Ⅲ(2)A

宗教思想史Ⅲ(2)B

宗教哲学演習(1)A

宗教哲学演習(1)B

宗教哲学演習(2)A

日本史特講IVA

日本史特講IVB

日本史特講VA

日本史特講VB

日本史演習IA

日本史演習IB

宗教哲学演習(2)B

哲学・思想修士論文執筆演習A

哲学・思想修士論文執筆演習B

日本史基礎実習

日本史研究法実習

東洋社会文化史IA

東洋社会文化史IB

東洋社会文化史IIA

東洋社会文化史IIB

日本史演習IIA

日本史演習IIB

日本史演習IIIA

日本史演習IIIB

日本史演習IVA

日本史演習IVB

東洋史史料研究IIA

東洋史史料研究IIB

古代西アジア史研究特講IA

古代西アジア史研究特講IB

古代西アジア史研究特講IIA

古代西アジア史研究特講IIB

東洋政治経済史IA

東洋政治経済史IB

東洋政治経済史IIA

東洋政治経済史IIB

東洋史史料研究IA

東洋史史料研究IB

歴史地理学特講A

歴史地理学特講B

歴史地理学演習A

ヨーロッパ・アメリカ史研究特講IA

ヨーロッパ・アメリカ史研究特講IB

ヨーロッパ・アメリカ史研究特講IIA

ヨーロッパ・アメリカ史研究特講IIB

ヨーロッパ・アメリカ史研究特講IIIA

ヨーロッパ・アメリカ史研究特講IIIB

人文社会科学研究群（M）

筑波キャンパス
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1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 2 ○ 1 隔年,集中

1･2後 2 ○ 1 隔年,集中

1･2前 2 ○ 1 隔年,集中

1･2後 2 ○ 1 隔年,集中

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2通 4 ○ 1 2 集中

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1前 2 ○ 1 3 集中

1後 2 ○ 1 3 集中

2前 1 ○ 8 10 3 集中

2後 1 ○ 8 10 3 集中

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1前 1 ○ 1

1後 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

歴史地理学演習B

歴史地理学実習IA

歴史地理学実習IB

先史学・考古学研究IIIA

先史学・考古学研究IIIB

先史学・考古学研究IVA

先史学・考古学研究IVB

先史学・考古学研究ⅤA

先史学・考古学研究ⅤB

歴史地理学実習IIA

歴史地理学実習IIB

先史学・考古学研究IA

先史学・考古学研究IB

先史学・考古学研究IIA

先史学・考古学研究IIB

民俗学特講IIB

民俗学特講IIIA

民俗学特講IIIB

民俗学演習IA

民俗学演習IB

民俗学演習IIA

先史学・考古学研究ⅤⅠA

先史学・考古学研究ⅤⅠB

先史学・考古学基礎実習

民俗学特講IA

民俗学特講IB

民俗学特講IIA

文化人類学特講IIB

文化人類学演習IA

文化人類学演習IB

文化人類学演習IIA

文化人類学演習IIB

民俗学・文化人類学実習A

民俗学演習IIB

民俗学演習IIIA

民俗学演習IIIB

文化人類学特講IA

文化人類学特講IB

文化人類学特講IIA

文学理論研究(1A)

文学理論研究(1B)

文学理論研究(2A)

文学理論研究(2B)

文学交流論演習(1A)

文学交流論演習(1B)

民俗学・文化人類学実習B

修士論文演習A

修士論文演習B

文学批評研究(1A)

文学批評研究(1B)

文学批評研究(2A)

文学批評研究(2B)

文学研究発表演習A

文学研究発表演習B

古典古代学研究(1A)

古典古代学研究(1B)

古典古代学研究(2A)

古典古代学研究(2B)

文学交流論演習(2A)

文学交流論演習(2B)

比較文学研究(1A)

比較文学研究(1B)

比較文学研究(2A)

比較文学研究(2B)

文
学
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授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

2前 2 ○ 6 7 1

2後 2 ○ 6 7 1

1･2前 1 ○ 2

1･2後 1 ○ 2

1･2前 1 ○ 1 1 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 1 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 1 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 1 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 1

1･2後 1 ○ 1 1

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 3 2 隔年,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2後 1 ○ 3 2 隔年,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2前 1 ○ 3 2 隔年,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2後 1 ○ 3 2 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

古典古代学演習(1A)

古典古代学演習(1B)

日本古典文学研究(1A)

日本古典文学研究(1B)

日本古典文学研究(2A)

日本古典文学研究(2B)

日本近代文学研究(1A)

日本近代文学研究(1B)

古典古代学演習(2A)

古典古代学演習(2B)

和漢比較文学研究(1A)

和漢比較文学研究(1B)

和漢比較文学研究(2A)

和漢比較文学研究(2B)

英語圏文学文化研究(1A)

英語圏文学文化研究(1B)

英語圏文学文化研究(2A)

英語圏文学文化研究(2B)

フランス文学研究(1A)

フランス文学研究(1B)

日本近代文学研究(2A)

日本近代文学研究(2B)

イギリス文学研究(1A)

イギリス文学研究(1B)

イギリス文学研究(2A)

イギリス文学研究(2B)

Transnational Literature(1)

Applied Humanities(1)

Transnational Literature(2)

Applied Humanities(2)

中国文学研究(1A)

中国文学研究(1B)

フランス文学研究(2A)

フランス文学研究(2B)

フランス文学演習(1A)

フランス文学演習(1B)

フランス文学演習(2A)

フランス文学演習(2B)

中国文学研究(2A)

中国文学研究(2B)

文学研究演習A

文学研究演習B

言
語
学

歴史言語学A

歴史言語学B

生成統語論A

生成統語論B

認知意味論A

形態論B

日本語文法論IA

日本語文法論IB

日本語文法論IIA

日本語文法論IIB

日本語意味論A

認知意味論B

対照言語学A

対照言語学B

音韻論A

音韻論B

形態論A

日本語意味論B

日本語談話論A

日本語談話論B

古典日本語学A

古典日本語学B

人文社会科学研究群（M）
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科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1･2前 1 ○ 1 1 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 1 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 1 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 1 1 隔年

1･2前 1 ○ 2 1

1･2後 1 ○ 2 1

1･2前 1 ○ 1 1

1･2後 1 ○ 1 1

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 2 兼1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2後 1 ○ 2 兼1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1前 2 ○ 14 12 4 兼1

1後 2 ○ 14 12 4 兼1

2前 2 ○ 14 12 4 兼1

2後 2 ○ 14 12 4 兼1

1前 1 ○ 14 12 4 兼1

1後 1 ○ 14 12 4 兼1

2前 1 ○ 14 12 4 兼1

2後 1 ○ 14 12 4 兼1

1･2前 1 ○ 2 1 隔年

1･2後 1 ○ 2 1 隔年

1･2前 1 ○ 2 1 隔年

1･2後 1 ○ 2 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 2 ○ 1 隔年

1･2前 2 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 2 ○ 1 隔年

1･2前 2 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 2 ○ 1 隔年

1･2前 2 ○ 1 隔年

英語統語論B

英語意味論A

英語意味論B

ドイツ語学A

ドイツ語学B

中国語学A

英語統語論A

国語教育学B

日本語教育学IA

日本語教育学IB

日本語教育学IIA

日本語教育学IIB

外国語教育学A

中国語学B

韓国語学A

韓国語学B

言語政策論A

言語政策論B

国語教育学A

現
代
文
化
学

ヨーロッパ文化学 IA

ヨーロッパ文化学 IB

ヨーロッパ文化学 IIA

ヨーロッパ文化学 IIB

外国語教育学B

言語情報論A

言語情報論B

プロジェクト演習(1A)

プロジェクト演習(1B)

プロジェクト演習(2A)

文化現象学 IA

文化現象学 IB

文化現象学 IIA

文化現象学 IIB

文化構造学 I

文化構造学 II

プロジェクト演習(2B)

プロジェクト実習(1A)

プロジェクト実習(1B)

プロジェクト実習(2A)

プロジェクト実習(2B)

文化差異学 IIA

文化差異学 IIB

文化批評学 I

文化批評学 II

文化生成学 IA

文化生成学 IB

文化動態学 IA

文化動態学 IB

文化動態学 IIA

文化動態学 IIB

文化差異学 IA

文化差異学 IB

文化横断学 IA

文化横断学 IB

文化横断学 IIA

文化横断学 IIB

芸術文化学 I

芸術文化学 II

文化生成学 IIA

文化生成学 IIB

感性文化学 IA

感性文化学 IB

感性文化学 IIA

感性文化学 IIB

人文社会科学研究群（M）
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授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 3 1 1 隔年

1･2後 1 ○ 3 1 1 隔年

1･2前 1 ○ 3 1 1 隔年

1･2後 1 ○ 3 1 1 隔年

1･2前 1 ○ 2 1 1 隔年,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2前 1 ○ 2 1 1 隔年,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2後 1 ○ 3 2 隔年,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2後 1 ○ 3 2 隔年,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 3 1 1 隔年

1･2後 1 ○ 3 1 1 隔年

1･2前 1 ○ 3 1 1 隔年

1･2後 1 ○ 3 1 1 隔年

1･2前 1 ○ 3 1 1 隔年

1･2後 1 ○ 3 1 1 隔年

1･2前 1 ○ 3 1 1 隔年

1･2後 1 ○ 3 1 1 隔年

1･2前 1 ○ 3 1 1 隔年

1･2後 1 ○ 3 1 1 隔年

2前 1 ○ 3 1 1

2後 1 ○ 3 1 1

－ 0 396 0 － 43 40 1 10 0 兼2 －

1･2後 1 ○ 3 4 1 隔年,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2後 1 ○ 3 4 1 隔年,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2後 1 ○ 3 4 1 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2前 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1

－ 0 7 0 － 8 10 2 1 0 0 －

英語教育学 ⅢB

英語教育学 ⅣA

英語教育学 ⅣB

英語教育学 ⅤA 

英語教育学 ⅤB 

英語教育学 ⅥA 

イメージ文化学 IA

イメージ文化学 IB

イメージ文化学 IIA

イメージ文化学 IIB

英語教育学 IA 

英語教育学 IB

英語教育学 ⅡA 

英語教育学 ⅡB

英語教育学 ⅢA

英語教育学 ⅨB

英語教育学 ⅩA

英語教育学 ⅩB

英語教育学 ⅪA 

英語教育学 ⅪB

英語教育学 ⅫA

英語教育学 ⅥB

英語教育学 ⅦA 

英語教育学 ⅦB

英語教育学 ⅧA 

英語教育学 ⅧB 

英語教育学 ⅨA 

英語教育学演習Ⅱ

英語教育学演習Ⅲ

英語教育学演習Ⅳ 

英語教育学演習Ⅴ 

英語教育学演習Ⅵ 

英語教育学演習Ⅶ 

英語教育学 ⅫB

英文法研究Ⅰ

英文法研究Ⅱ

英語圏の文化・文学Ⅰ

英語圏の文化・文学Ⅱ

英語教育学演習I 

英語教育学研究 ⅠB

英語教育学研究 ⅡA 

英語教育学研究 ⅡB 

英語教育学研究 ⅢA

英語教育学研究 ⅢB

英語教育学研究 ⅣA

英語教育学演習Ⅷ 

英語教育学演習Ⅸ

英語教育学演習Ⅹ

英語教育学演習Ⅺ

英語教育学演習Ⅻ

英語教育学研究 ⅠA

英語教育学研究 ⅣB

英語教育学論文演習 Ⅰ

英語教育学論文演習 Ⅱ

小計（371科目）

国
際
公
共
政
策
関
連
科
目

専
門
基
礎
科
目

社会学基礎理論A

社会学基礎理論B

国際関係論A

国際関係論B

英
語
教
育
学

公共政策論A

社会開発論

政策評価分析

小計（7科目）

人文社会科学研究群（M）
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単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 兼1 隔年

1･2前 1 ○ 兼1 隔年

1･2前 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1 1 兼1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2前 1 ○ 兼1 隔年

1･2前 1 ○ 兼1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 兼1

1･2後 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1

専
門
科
目

現代政策過程分析A

現代政策過程分析B

比較政治学A

比較政治学B

国際政治理論A

ヨーロッパ国際関係論B

ロシア・東欧の国際関係A

ロシア・東欧の国際関係B

東アジア政治外交A

東アジア政治外交B

国際法A

国際政治理論B

国際政治史A

国際政治史B

国際安全保障論A

国際安全保障論B

ヨーロッパ国際関係論A

文化変動論B

社会意識論A

社会意識論B

医療社会学A

医療社会学B

社会病理学

国際法B

国際文化論A

国際文化論B

開発人類学A

開発人類学B

文化変動論A

社会階層論B

国際社会政策論A

国際社会政策論B

教育社会学

ジェンダー社会論

社会調査方法論A

社会問題論

歴史社会学

文化社会学

都市社会学

地域社会学

社会階層論A

東南アジア・オセアニア政治研究A

東南アジア・オセアニア政治研究B

東南アジア・オセアニア経済研究A

東南アジア・オセアニア経済研究B

中央ユーラシア文化社会研究A

中央ユーラシア文化社会研究B

社会調査方法論B

地域調査法I

地域調査法II

東南アジア・オセアニア研究概論

東南アジア・オセアニア人文地理学研究A

東南アジア・オセアニア人文地理学研究B

ヨーロッパ研究特講C

ラテン・アメリカ研究概論

ラテン・アメリカ経済研究

朝鮮語文化研究

ロシア語文化研究

中東・北アフリカ研究概論

中東・北アフリカ思想宗教研究

ヨーロッパ人文地理学研究

ヨーロッパ思想宗教研究

ヨーロッパ研究特講A

ヨーロッパ研究特講B

人文社会科学研究群（M）

筑波キャンパス

43



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1･2前 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1

1･2前 2 ○ 1

1･2前 1 ○ 1

2前 3 ○ 15 16 2 4 0 兼2

2後 3 ○ 15 16 2 4 0 兼2

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 兼1 隔年

1･2後 1 ○ 兼1 隔年

1･2前 1 ○ 1 1 兼1 隔年

1･2後 1 ○ 1 1 兼1 隔年

1･2前 1 ○ 1 1 兼1 隔年

1･2後 1 ○ 1 1 兼1 隔年

1･2前 1 ○ 1 1 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 1 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 1 1 隔年

スペイン語文献研究I

開発経済学I

開発経済学II

国際金融と政策

経済開発論

国際公共政策リサーチワークショップA

国際公共政策リサーチワークショップB

スペイン語文献研究II

公共政策論B

国際社会と法

国際貿易論

公共経済学

ミクロ経済学

国際政治史演習A

国際政治史演習B

国際安全保障論演習A

国際安全保障論演習B

ヨーロッパ国際関係論演習A

ヨーロッパ国際関係論演習B

日本政治論演習A

日本政治論演習B

比較政治学演習A

比較政治学演習B

国際政治理論演習A

国際政治理論演習B

国際文化論演習A

国際文化論演習B

開発人類学演習A

開発人類学演習B

文化変動論演習A

文化変動論演習B

ロシア・東欧の国際関係演習A

ロシア・東欧の国際関係演習B

東アジア政治外交演習A

東アジア政治外交演習B

国際法演習A

国際法演習B

社会病理学演習

社会問題論演習

歴史社会学演習

文化社会学演習

都市社会学演習

地域社会学演習

政策評価分析演習A

政策評価分析演習B

社会意識論演習A

社会意識論演習B

医療社会学演習A

医療社会学演習B

社会調査方法論演習A

社会調査方法論演習B

東南アジア・オセアニア研究演習AI

東南アジア・オセアニア研究演習AII

東南アジア・オセアニア研究演習BI

東南アジア・オセアニア研究演習BII

社会階層論演習A

社会階層論演習B

国際社会政策論演習A

国際社会政策論演習B

教育社会学演習

ジェンダー社会論演習

中央ユーラシア研究演習AI

中央ユーラシア研究演習AII

中央ユーラシア研究演習BI

人文社会科学研究群（M）

筑波キャンパス
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助
　
手

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1･2後 1 ○ 1 1 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 集中

1･2後 1 ○ 1 集中

1･2後 3 ○ 1 集中

1後 1 ○ 1 6

2前 1 ○ 1 6

2後 1 ○ 1 6

1後 1 ○ 1 4 1

2前 1 ○ 1 4 1

2後 1 ○ 1 4 1

1･2前 1 ○ 1 1 集中

1･2後 1 ○ 1 1 集中

1･2前 1 ○ 1 1 集中

－ 0 163 0 － 20 22 2 6 0 兼3 －

1後 1 ○ 兼1

1後 1 ○ 兼1

1･2前 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

中東・北アフリカ研究演習BI

中東・北アフリカ研究演習BII

ヨーロッパ研究演習AI

ヨーロッパ研究演習AII

ヨーロッパ研究演習BI

ヨーロッパ研究演習BII

中央ユーラシア研究演習BII

中東・北アフリカ研究演習AI

中東・北アフリカ研究演習AII

国際協力研究ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟIII

経済学セミナーI

経済学セミナーII

経済学セミナーIII

公共政策セミナーI

公共政策セミナーII

ラテン・アメリカ研究演習AI

ラテン・アメリカ研究演習AII

ラテン・アメリカ研究演習BI

ラテン・アメリカ研究演習BII

国際協力研究ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟI

国際協力研究ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟII(SEND活動）

日本社会と宗教1A

日本社会と宗教1B

東アジアの思想と文化1

比較文学論1A

比較文学論1B

日本の文化と文芸1A

公共政策セミナーIII

インターンシップI

インターンシップII

現地調査プロジェクト演習

小計（153科目）

国際日本研究のための日本語

国際日本研究のための英語

複合研究基礎論

日本政治と市民社会１

比較政治１

Comparative Politics１

日本の対外関係１

Foreign Relations of Japan 1

International Relations 1A

日本の文化と文芸1B

メディア研究 1

メディア思想と日本社会1

比較メディア思想１

日本語相互行為分析1

日常会話のエスノグラフィー1

Applied Microeconomics 1

金融1

日本経済発展論

世界経済史1

Comparative Labor Studies 1 

地域経済・経営史１A

International Relations 1B

比較歴史教育 1

Comparative History Education 1

計量分析１A

計量分析１B

応用ミクロ経済学１

地域経済・経営史１B

Media Research 1

移民研究・国際人口移動論1

Migration and Multicultural Studies1

法と市民社会１A

国
際
日
本
研
究
関
連
科
目

専
門
基
礎
科
目

人文社会科学研究群（M）

筑波キャンパス
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科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1前 1 ○ 1

1前 1 ○ 1

1前 1 ○ 1

1前 1 ○ 1

1前 1 ○ 2 7 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1前 1 ○ 2 7 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

－ 0 47 0 － 9 17 0 6 0 兼1 －

1前 2 ○ 10 18 5

1前 2 ○ 10 18 5

1後 2 ○ 10 18 5

1後 2 ○ 10 18 5

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1後 1 ○ 1 5 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1後 1 ○ 1

1後 1 ○ 1

法と現代社会1A

法と現代社会1B

日本語会話教育法

文章表現研究

応用会話分析研究

日本語教育と社会言語学

法と市民社会１B

日本語教育原論

日本語教育評価法

小計（47科目）

リサーチ・プログラム開発1

リサーチ・プログラム開発2

リサーチ・プログラム開発3

リサーチ・プログラム開発4

日本社会と家1

韓国社会と家1

東アジアの思想と文化２

日本文化と経済思想1

比較文学論2A

比較文学論2B

日本の文化と文芸2A

日本の文化と文芸2B

日本古典文化と身体1

アイドルと社会経済

翻訳からみた日本と東アジアの文化1

日本の精神文化と翻訳1

日本社会と宗教2A

日本社会と宗教2B

Japan's Politics and Civil Society 2

比較政治2

Comparative Politics2

日本の対外関係2

Foreign Relations of Japan 2

International Relations 2A

メディア研究2

メディア思想と日本社会2

比較メディア思想2

日本語相互行為分析2

日常会話のエスノグラフィー2

日本政治と市民社会2

Applied Game Theory 1

環境とマクロ経済学2

The Environment and Macroeconomics 2

金融2

世界経済史2

Comparative Labor Studies 2

International Relations 2B

比較歴史教育2

Comparative History Education 2

計量分析２A

計量分析２B

応用ゲーム理論1

法と現代社会2B

日本語教育研究概論

日本語語用論研究

ICTと日本語教育研究

地域経済・経営史２A

地域経済・経営史２B

Media Research 2

移民研究・国際人口移動論2

Migration and Multicultural Studies2

法と市民社会２A

専
門
科
目

法と市民社会２B

法と現代社会2A

人文社会科学研究群（M）

筑波キャンパス
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授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1後 3 ○ 1 5 1

2前 3 ○ 1 5 1

2後 3 ○ 1 5 1

1後 2 ○ 10 18 5

1前 2 ○ 10 18 5

2前 2 ○ 10 18 5

2後 2 ○ 10 18 5

2後 2 ○ 10 18 5

2前 2 ○ 10 18 5

－ 0 79 0 － 10 18 0 5 0 兼1 －

ー 1 825 0 － 64 71 3 19 0 兼96 －

（履修方法）

■人文学学位プログラム（Ｍ）

学位又は学科の分野
　文学関係、法学関係、経済学関係、社会学・社会福
祉学関係

　修士（国際公共政策）

　修士（国際日本研究）

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

プロジェクト演習2B

プロジェクト演習2C

プロジェクト演習2D

小計（63科目）

合計（749科目）

学位又は称号

　修士（文学）

日本語教育実践研究１

日本語教育実践研究２

日本語教育実践研究３

プロジェクト演習1A

プロジェクト演習1B

プロジェクト演習2A

※学位プログラム毎の科目構成及び必修・選択の別を示す参考資料を添付する。

　次の履修方法により30単位以上を取得すること。

(1) 研究群共通科目から「修士論文合同演習」と「研究法入門」ないし「Academic
Writing and Research Ethics」）2単位
(2) 上記以外の研究群共通科目、学術院共通専門基盤科目または、大学院共通科
目から2単位

＜哲学・思想サブプログラム＞
(3) 専門基礎科目　2単位
(4) 「哲学・思想修士論文執筆演習」2単位を含む専門科目24単位以上（哲学・倫理・
宗教の3つのうち必ず2つ以上の分野にわたって履修すること）

＜歴史・人類学サブプログラム＞
(3) 専門基礎科目から所属領域が指定する（各領域基礎演習ⅠA～ⅡB）8単位以上
(4) 専門科目から8単位以上

＜文学サブプログラム＞
(3) 専門基礎科目、専門科目26単位以上（「文学研究演習」4単位を含むこと）

＜言語学サブプログラム＞
(3) 専門基礎科目、専門科目26単位以上（「プロジェクト演習」8単位、「プロジェクト実
習」2単位を含むこと）

＜現代文化学サブプログラム＞
(3) 専門基礎科目（「現代文化学基礎I,II」）2単位
(4) 専門科目24単位以上

＜英語教育学サブプログラム＞
(3) 専門科目26単位以上（「英語教育学論文演習」2単位を含むこと）

（修了要件）
　2年以上在学し、学位プログラムごとに定める修了の要件として必要な授業科目の
履修により所定の単位を修得し、かつ、必要な研究指導を受けた上、修士論文の審
査及び最終試験に合格すること。ただし、在学期間に関しては、優れた業績を上げた
者については1年以上在学すれば足りるものとする。

１学年の学期区分 ２学期

１学期の授業期間 １５週

１時限の授業時間 ７５分

人文社会科学研究群（M）
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授
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助
　
教

助
　
手

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

■国際公共政策学位プログラム（Ｍ）

■国際日本研究学位プログラム（Ｍ）

　次の履修方法により30単位以上修得すること。

(1) 基礎科目　4単位以上
・大学院共通科目　1単位以上
・学術院共通専門基盤科目　1単位以上
・研究群共通科目　「修士論文合同演習」1単位、「研究法入門」または「Academic
Writing and Research Ethics」から1単位を含め、2単位以上
(2) 専門基礎科目　2単位以上
(3) 専門科目
・「国際公共政策リサーチワークショップA」および「国際公共政策リサーチワークショッ
プB」6単位
・講義科目および演習科目から8単位以上

　次の方法により32単位以上修得すること。

(1) 基礎科目　3単位以上
・大学院共通科目または学術院専門共通基盤科目から1単位以上
・修士論文合同演習1単位
・研究法入門またはAcademic Writing and Research Ethicsから1単位
・人文社会科学のためのグラントライティング入門、人文社会科学のためのインターン
シップ(1)(2)から0～3単位

(2) 専門基礎科目　7単位以上
・「国際日本研究のための日本語」または「国際日本研究のための英語」1単位

(3) 専門科目　12単位以上
・「プロジェクト演習」1Aまたは1B、2Aまたは2B、2Cまたは2Dをそれぞれ2単位

(4) 専門基礎科目と専門科目の合計　25単位以上

※教育上有益と認められる場合には、10単位を上限として各学位プログラムが定める
範囲において、他の学位プログラムの授業科目の履修により修得した単位を修了の
要件となる単位として認めることができる。
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別記様式第２号（その２の１）

必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1･2･3後 1 ○ 兼2 集中,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2･3後 1 ○ 兼2 集中,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2･3前 1 ○ 兼2 ※演習,集中,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2･3前 1 ○ 兼10 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2･3前 1 ○ 兼2 ※演習,集中,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2･3前 1 ○ 兼1 ※演習,集中

1･2･3前 1 ○ 兼1 ※演習,集中

1･2･3通 2 ○ 兼2 集中

1･2･3前 1 ○ 兼1 ※講義,集中

1･2･3前 1 ○ 兼1 集中

1･2･3後 1 ○ 兼1

1･2･3休 2 ○ 兼1 集中

1･2･3後 1 ○ 1 兼2 集中,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2･3後 1 ○ 1

1･2･3通 1 ○ 兼1

1･2･3通 1 ○ 兼1

1･2･3後 1 ○ 兼1 集中

1･2･3後 1 ○ 兼2 集中,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2･3休 1 ○ 兼1 集中

1･2･3後 1 ○ 兼3 集中,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2･3後 1 ○ 兼1 集中

1･2･3後 1 ○ 兼1 集中

1･2･3休 1 ○ 兼1 集中

1･2･3後 1 ○ 兼1 集中

1･2･3前 1 ○ 兼1 集中

1･2･3休 1 ○ 兼1  ※講義,集中

1･2･3前 1 ○ 兼1 集中

1･2･3休 1 ○ 兼9
集中,ｵﾑﾆﾊﾞｽ
共同(一部)

1･2･3前 1 ○ 兼8 ｵﾑﾆﾊﾞｽ,共同(一部)

1･2･3休 1 ○ 兼1 ※演習,集中

1･2･3前 1 ○ 兼4 ※実習,集中,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2･3前 1 ○ 兼1 集中

1･2･3休 1 ○ 兼2 ※講義,集中

1･2･3前 1 ○ 兼1 集中

1･2･3前 1 ○ 兼1

1･2･3休 1 ○ 2 2 1 集中,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2･3前 1 ○ 2 集中,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2･3後 1 ○ 兼2 隔年

1･2･3前 1 ○ 兼8 隔年,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2･3後 1 ○ 兼7 隔年,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2･3前 1 ○ 兼2 隔年

1･2･3前 1 ○ 兼1 ※講義,集中

1･2･3前 1 ○ 兼1 隔年

1･2･3前 1 ○ 兼1 隔年

1･2･3通 1 ○ 兼4

1･2･3前 1 ○ 兼3

1･2･3後 1 ○ 兼3

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要 （ 事 前 伺 い ）

（人文社会ビジネス科学学術院　人文社会科学研究群　博士後期課程）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

英語発表

異分野コミュニケーションのためのプ
レゼンテーションバトル

Global Communication Skills Training

サイエンスコミュニケーション概論

サイエンスコミュニケーション特論

サイエンスコミュニケータ養成実践講座

備考

大
学
院
共
通
科
目

生
命
・
環
境
・

研
究
倫
理
科
目
群

応用倫理

環境倫理学概論

研究倫理

生命倫理学

企業と技術者の倫理

情
報
伝
達
力
・
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
力
養
成
科
目
群

テクニカルコミュニケーション

人文知コミュニケーション:人文社会
科学と自然科学の壁を超える

国
際
性
養
成
科
目
群

21世紀的中国 ―現代中国的多相―

国際研究プロジェクト

国際インターンシップ

地球規模課題と国際社会:食料問題

地球規模課題と国際社会:海洋環境変
動と生命

地球規模課題と国際社会:社会脳

地球規模課題と国際社会：感染症・保
健医療問題

地球規模課題と国際社会：社会問題

知
的
基
盤
形
成
科
目
群

生物多様性と地球環境

内部共生と生物進化

海洋生物の世界と海洋環境講座

科学的発見と創造性

自然災害にどう向き合うか

「考える」動物としての人間-東西哲
学からの考察

21世紀と宗教

地球規模課題と国際社会：環境汚染と
健康影響

地球規模課題と国際社会：環境・エネ
ルギー

キ
ャ

リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
科
目
群

JAPICｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝｺｰｽI-流動化
する世界とこれからの日本

JAPICｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝｺｰｽIII-ﾃｸﾉﾛ
ｼﾞｰとｸﾞﾛｰﾊﾞﾙで拓く未来

ダイバーシティとSOGI/LGBT+

ワークライフミックス - モーハウス
に学ぶパラダイムシフト

魅力ある理科教員になるための生物・
地学実験

アクセシビリティリーダー特論

脳の多様性とセルフマネジメント

大学院体育Ic

身
心
基
盤
形
成
科
目
群

塑造実習

コミュニケーションアート&デザインA

コミュニケーションアート&デザインB

日本画実習

ヨーガコース

絵画実習A

現代アート入門

大学院体育Ia

大学院体育Ib

人文社会科学研究群（D）
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教

助
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科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1･2･3通 1 ○ 兼4

1･2･3前 1 ○ 兼3

1･2･3後 1 ○ 兼3

1･2･3通 1 ○ 兼4

1･2･3前 1 ○ 兼3

1･2･3後 1 ○ 兼3

1･2･3通 1 ○ 兼4

1･2･3前 1 ○ 兼3

1･2･3後 1 ○ 兼3

1･2･3通 1 ○ 兼4

1･2･3前 1 ○ 兼3

1･2･3後 1 ○ 兼3

－ 0 61 0 － 5 2 1 0 0 兼87 －

1前 1 ○ 2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

－ 0 1 0 － 0 2 0 0 0 0 －

1前 1 ○ 6 4 1

1後 1 ○ 6 4 1

2前 1 ○ 6 4 1

2後 1 ○ 6 4 1

3前 1 ○ 6 4 1

3後 1 ○ 6 4 1

1前 1 ○ 6 4 1 1

1前 1 ○ 2 3

1後 1 ○ 2 3

2前 1 ○ 2 3

2後 1 ○ 2 3

3前 1 ○ 2 3

3後 1 ○ 2 3

1前 1 ○ 1 1 1

1後 1 ○ 1 1 1

2前 1 ○ 1 1 1

2後 1 ○ 1 1 1

3前 1 ○ 1 1 1

3後 1 ○ 1 1 1

1前 1 ○ 2 1 2

1後 1 ○ 2 1 2

2前 1 ○ 2 1 2

2後 1 ○ 2 1 2

3前 1 ○ 2 1 2

3後 1 ○ 2 1 2

1前 1 ○ 1

1後 1 ○ 1

2前 1 ○ 1

2後 1 ○ 1

3前 1 ○ 1

3後 1 ○ 1

1･2･3前 2 ○ 1 集中

1･2･3後 2 ○ 1 集中

1前 2 ○ 1 2

1後 2 ○ 1 2

2前 2 ○ 1 2

2後 2 ○ 1 2

3前 2 ○ 1 2

3後 2 ○ 1 2

1･2･3通 4 ○ 1 2 集中

1前 1 ○ 1 3

1後 1 ○ 1 3

2前 1 ○ 1 3

2後 1 ○ 1 3

3前 1 ○ 1 3

3後 1 ○ 1 3

1前 2 ○ 1 3 集中

大学院体育IIIc

大学院体育IVa

大学院体育IVb

大学院体育IVc

大学院体育Va

大学院体育Vb

大学院体育IIa

大学院体育IIb

大学院体育IIc

大学院体育IIIa

大学院体育IIIb

大学院体育Vc

小計（59科目）

人
文
学
関
連
科
目

専
門
基
礎

科
目 英語文献講読

小計（1科目）

専
門
科
目

哲
学
・
思
想

哲学・思想博士論文執筆演習ⅠA

哲学・思想博士論文執筆演習ⅠB

日本史研究演習IIIA

日本史研究演習IIIB

東洋史研究演習IA

東洋史研究演習IB

東洋史研究演習IIIA

東洋史研究演習IIIB

西洋史研究演習IA

西洋史研究演習IB

西洋史研究演習IIA

西洋史研究演習IIB

東洋史研究演習IIA

東洋史研究演習IIB

哲学・思想博士論文執筆演習ⅡA

哲学・思想博士論文執筆演習ⅡB

哲学・思想博士論文執筆演習ⅢA

哲学・思想博士論文執筆演習ⅢB

プレゼンテーション演習

日本史研究演習IA

日本史研究演習IB

日本史研究演習IIA

日本史研究演習IIB

歴史地理学研究実習B

先史学・考古学研究演習IA

先史学・考古学研究演習IB

西洋史研究演習IIIA

西洋史研究演習IIIB

歴史地理学研究演習IA

歴史地理学研究演習IB

歴史地理学研究演習IIA

歴史地理学研究演習IIB

民俗学・文化人類学研究IB

民俗学・文化人類学研究IIA

民俗学・文化人類学研究IIB

民俗学・文化人類学研究IIIA

民俗学・文化人類学研究IIIB

民俗学・文化人類学研究実習A

歴
史
・
人
類
学

先史学・考古学研究演習IIA

先史学・考古学研究演習IIB

先史学・考古学研究演習IIIA

先史学・考古学研究演習IIIB

先史学・考古学研究実習

民俗学・文化人類学研究IA

歴史地理学研究演習IIIA

歴史地理学研究演習IIIB

歴史地理学研究実習A
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科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1後 2 ○ 1 3 集中

1前 2 ○ 6 7

1後 2 ○ 6 7

2前 2 ○ 6 7

2後 2 ○ 6 7

3前 2 ○ 6 7

3後 2 ○ 6 7

1前 2 ○ 10 12 4 兼1

1後 2 ○ 10 12 4 兼1

2前 2 ○ 10 12 4 兼1

2後 2 ○ 10 12 4 兼1

3前 2 ○ 10 12 4 兼1

3後 2 ○ 10 12 4 兼1

1前 1 ○ 10 12 4 兼1

1後 1 ○ 10 12 4 兼1

2前 1 ○ 10 12 4 兼1

2後 1 ○ 10 12 4 兼1

3前 1 ○ 10 12 4 兼1

3後 1 ○ 10 12 4 兼1

1前 1 ○ 5 6

1後 1 ○ 5 6

2前 1 ○ 5 6

2後 1 ○ 5 6

3前 1 ○ 5 6

3後 1 ○ 5 6

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 2 ○ 1

1･2･3後 2 ○ 1

1前 1 ○ 3 1

1後 1 ○ 3 1

2前 1 ○ 3 1

2後 1 ○ 3 1

3前 1 ○ 3 1

3後 1 ○ 3 1

－ 0 109 0 － 38 39 1 9 0 兼1 －

1•2•3前 3 ○ 9 14 2 3 兼1

1•2•3後 3 ○ 9 14 2 3 兼1

1•2•3前 1 ○ 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 隔年

民俗学・文化人類学研究実習B 

文
学

文学論文演習(1A)

文学論文演習(1B)

文学論文演習(2A)

文学論文演習(2B)

文学論文演習(3A)

文学論文演習(3B)

リサーチラボ実習(2B)

リサーチラボ実習(3A)

リサーチラボ実習(3B)

現
代
文
化
学

現代文化学論文演習 IA

現代文化学論文演習 IB

現代文化学論文演習 IIA

現代文化学論文演習 IIB

現代文化学論文演習 IIIA

現代文化学論文演習 IIIB

言
語
学

リサーチラボ演習(1A)

リサーチラボ演習(1B)

リサーチラボ演習(2A)

リサーチラボ演習(2B)

リサーチラボ演習(3A)

リサーチラボ演習(3B)

リサーチラボ実習(1A)

リサーチラボ実習(1B)

リサーチラボ実習(2A)

博士論文プロポーザル演習 I

博士論文プロポーザル演習 II

海外研究・教育実践演習 I

海外研究・教育実践演習 II

英
語
教
育
学

英語教育学特別論文演習 IA

英語教育学特別論文演習 IB

英語教育学特別論文演習 ⅡA

英語教育学特別論文演習 ⅡB

英語教育学特別論文演習 ⅢA

比較政治学特別演習AI

比較政治学特別演習AII

比較政治学特別演習BI

比較政治学特別演習BII

国際政治理論特別演習AI

国際政治理論特別演習AII

英語教育学特別論文演習 ⅢB

小計（82科目）

国
際
公
共
政
策
関
連
科
目

専
門
科
目

国際公共政策プロジェクト演習A

国際公共政策プロジェクト演習B

政治学特別演習AI

政治学特別演習AII

政治学特別演習BI

政治学特別演習BII

ヨーロッパ国際関係論特別演習AI

ヨーロッパ国際関係論特別演習AII

ヨーロッパ国際関係論特別演習BI

ヨーロッパ国際関係論特別演習BII

東アジア政治外交特別演習AI

東アジア政治外交特別演習AII

国際政治理論特別演習BI

国際政治理論特別演習BII

国際政治史特別演習AI

国際政治史特別演習AII

国際政治史特別演習BI

国際政治史特別演習BII

東アジア政治外交特別演習BI

東アジア政治外交特別演習BII

国際法特別演習AI

国際法特別演習AII

人文社会科学研究群（D）

筑波キャンパス

51



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1•2•3前 1 ○ 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 兼1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 兼1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 兼1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 兼1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 1 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 1 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 1 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 1 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 3 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 3 隔年

開発人類学特別演習AI

開発人類学特別演習AII

開発人類学特別演習BI

開発人類学特別演習BII

文化変動論特別演習AI

文化変動論特別演習AII

国際法特別演習BI

国際法特別演習BII

社会意識論特別演習AI

社会意識論特別演習AII

社会意識論特別演習BI

社会意識論特別演習BII

医療社会学特別演習AI

医療社会学特別演習AII

文化変動論特別演習BI

文化変動論特別演習BII

政策評価分析特別演習AI

政策評価分析特別演習AII

政策評価分析特別演習BI

政策評価分析特別演習BII

歴史社会学特別演習I

歴史社会学特別演習II

文化社会学特別演習I

文化社会学特別演習II

都市社会学特別演習I

都市社会学特別演習II

医療社会学特別演習BI

医療社会学特別演習BII

社会病理学特別演習I

社会病理学特別演習II

社会問題論特別演習I

社会問題論特別演習II

国際社会政策論特別演習AI

国際社会政策論特別演習AII

国際社会政策論特別演習BI

国際社会政策論特別演習BII

教育社会学特別演習I

教育社会学特別演習II

地域社会学特別演習I

地域社会学特別演習II

社会階層論特別演習AI

社会階層論特別演習AII

社会階層論特別演習BI

社会階層論特別演習BII

中央ユーラシア研究特別演習AI

中央ユーラシア研究特別演習AII

中央ユーラシア研究特別演習BI

中央ユーラシア研究特別演習BII

中東・北アフリカ研究特別演習AI

中東・北アフリカ研究特別演習AII

ジェンダー社会論特別演習I

ジェンダー社会論特別演習II

東南アジア・オセアニア研究特別演習AI

東南アジア・オセアニア研究特別演習AII

東南アジア・オセアニア研究特別演習BI

東南アジア・オセアニア研究特別演習BII

経済学特別演習AI

経済学特別演習AII

中東・北アフリカ研究特別演習BI

中東・北アフリカ研究特別演習BII

ラテン・アメリカ研究特別演習AI

ラテン・アメリカ研究特別演習AII

ラテン・アメリカ研究特別演習BI

ラテン・アメリカ研究特別演習BII
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科目
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授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1•2•3前 1 ○ 1 3 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 3 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 隔年

－ 0 102 0 － 9 14 2 3 0 兼1 －

1前 2 ○ 10 17 5 兼1

1後 2 ○ 10 17 5 兼1

2前 2 ○ 10 17 5 兼1

2後 2 ○ 10 17 5 兼1

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1前 1 ○ 兼1

1･2前 1 ○ 1 ※演習,隔年

1･2後 1 ○ 1 ※演習,隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 ※演習,隔年

1･2･3後 1 ○ 1 ※演習,隔年

1･2･3前 1 ○ 1 ※演習,隔年

1･2･3後 1 ○ 1 ※演習,隔年

1･2･3前 1 ○ 1 ※演習,隔年

1･2･3後 1 ○ 1 ※演習,隔年

1･2･3前 1 ○ 1 ※演習,隔年

1･2･3後 1 ○ 1 ※演習,隔年

1･2･3前 1 ○ 1 ※演習,隔年

1･2･3前 1 ○ 1 ※演習,隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 ※演習,隔年

1･2･3後 1 ○ 1 ※演習,隔年

1･2･3前 1 ○ 1 ※演習,隔年

1･2･3後 1 ○ 1 ※演習,隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

経済学特別演習BI

経済学特別演習BII

国際開発政策論特別演習AI

国際開発政策論特別演習AII

国際開発政策論特別演習BI

国際開発政策論特別演習BII

小計（98科目）

国
際
日
本
研
究
関
連
科
目

専
門
科
目

リサーチ・プログラム開発5

リサーチ・プログラム開発6

リサーチ・プログラム開発7

リサーチ・プログラム開発8

日本社会と家2

日本文化と経済思想2

日本文化と経済思想3

比較日本文学論1A

比較日本文学論1B

比較日本文学論2A

比較日本文学論2B

韓国社会と家2

日本古典文化と身体2

日本のエンターティメントと社会経済

情報学特別演習1A

東アジアの思想と文化3

東アジアの思想と文化4

コミュニケーションの人類学1A

コミュニケーションの人類学1B

コミュニケーションの人類学2A

コミュニケーションの人類学2B

相互行為分析研究1A

相互行為分析研究1B

日本文芸・文化研究1A

日本文芸・文化研究1B

日本文芸・文化研究2A

日本文芸・文化研究2B

社会情報論1

社会情報論2

日本政治と市民社会3

日本政治と市民社会4

Japan's Politics and Civil Society 3

Japan's Politics and Civil Society 4

比較政治3

比較政治4

相互行為分析研究2A

相互行為分析研究2B

メディア思想と日本社会3

メディア思想と日本社会4

比較メディア思想3

比較メディア思想4

International Relations 3A

International Relations 3B

International Relations 4A

International Relations 4B

教育政策論1

教育政策論2

Comparative Politics 3

Comparative Politics 4

Foreign Relations of Japan 3A

Foreign Relations of Japan 3B

Foreign Relations of Japan 4A

Foreign Relations of Japan 4B

Educational Policy 1

Educational Policy 2

計量分析3A

計量分析3B
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授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1前 1 ○ 1 6

1後 1 ○ 1 6

2前 1 ○ 1 6

2後 1 ○ 1 6

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

応用ミクロ経済学2

応用ミクロ経済学3

応用ゲーム理論2

応用ゲーム理論3

環境とマクロ経済学3A

環境とマクロ経済学3B

計量分析4A

計量分析4B

世界経済史3

世界経済史4

Comparative Labor Studies 3

Comparative Labor Studies 4

地域経済・経営史3A

地域経済・経営史3B

環境とマクロ経済学4A

環境とマクロ経済学4B

金融3A

金融3B

金融4A

金融4B

移民研究・国際人口移動論3

移民研究・国際人口移動論4

Migration and Multicultural Studies3

Migration and Multicultural Studies4

法と市民社会3A

法と市民社会3B

地域経済・経営史4A

地域経済・経営史4B

Informatics and Society 1

Informatics and Society 2

Global Society & Information 1

Global Society & Information ２

ユーラシア研究演習1

ユーラシア研究演習2

ユーラシア研究演習3

ユーラシア研究演習4

日本・ユーラシア研究演習1

日本・ユーラシア研究演習2

法と市民社会4A

法と市民社会4B

法と現代社会3A

法と現代社会3B

法と現代社会4A

法と現代社会4B

言語表現研究1A

言語表現研究1B

言語表現研究2A

言語表現研究2B

言語と行動理論研究1A

言語と行動理論研究1B

ユーラシアの国際関係1

ユーラシアの国際関係2

日本語教育学プログラム演習1A

日本語教育学プログラム演習1B

日本語教育学プログラム演習2A

日本語教育学プログラム演習2B

対人配慮行動理論研究1A

対人配慮行動理論研究1B

言語と行動理論研究2A

言語と行動理論研究2B

社会言語学研究1A

社会言語学研究1B

社会言語学研究2A

社会言語学研究2B

人文社会科学研究群（D）

筑波キャンパス
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科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1後 1 ○ 10 17 5 兼1

1前 1 ○ 10 17 5 兼1

2後 1 ○ 10 17 5 兼1

2前 1 ○ 10 17 5 兼1

－ 0 135 0 － 10 17 0 5 0 兼1 －

－ 0 408 0 － 55 69 3 16 0 兼90 －

（履修方法）

■人文学学位プログラム（Ｄ）

■国際公共政策学位プログラム（Ｄ）

対人配慮行動理論研究2A

対人配慮行動理論研究2B

ことばと行為のマイクロ分析研究1A

ことばと行為のマイクロ分析研究1B

小計（131科目）

合計（371科目）

学位又は称号

　博士（文学）

学位又は学科の分野
　文学関係、法学関係、経済学関係、社会学・社会福
祉学関係

　博士（国際公共政策）

　博士（国際日本研究）

ことばと行為のマイクロ分析研究2A

ことばと行為のマイクロ分析研究2B

プロジェクト演習3A

プロジェクト演習3B

プロジェクト演習4A

プロジェクト演習4B

※学位プログラム毎の科目構成及び必修・選択の別を示す参考資料を添付する。

　次の必要単位を取得すること。

＜哲学・思想サブプログラム＞
　専門科目　7単位

＜歴史・人類学サブプログラム＞
　所属領域が指定する専門科目（各領域研究演習ⅠA～ⅢB及び研究実習AB）　6
単位

＜文学サブプログラム＞
　次の履修方法により15単位以上
(1) 「英語文献講読」　1単位
(2) 大学院共通科目　2単位以上
(3) 「文学論文演習」　12単位

＜言語学サブプログラム＞
　次の履修方法により15単位以上
(1)　「リサーチラボ演習」12単位
(2)　「リサーチラボ実習」2単位以上
(3)　大学院共通科目1単位以上

＜現代文化学サブプログラム＞
　専門科目8単位以上（「現代文化学論文演習」6単位を含む）

＜英語教育学サブプログラム＞
　「英語教育学特別論文演習」6単位

※研究群共通科目、大学院共通科目から１単位を履修することを推奨する。

　次の履修方法により10単位以上を取得すること。
　
(1) 専門科目　「国際公共政策プロジェクト演習A」および「国際公共政策プロジェクト
演習B」6単位
(2) 専門科目　特別演習科目から4単位以上

※研究群共通科目、大学院共通科目から１単位を履修することを推奨する。

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

（修了要件）
　3年以上在学し、学位プログラムごとに定める修了の要件として必要な授業科目の
履修により所定の単位を修得し、かつ、必要な研究指導を受けた上、博士論文の審
査及び最終試験に合格すること。ただし、在学期間に関しては、優れた研究業績を
上げた者については1年（修士課程早期修了者等にあっては当該課程における在学
期間を含めて3年）以上在学すれば足りるものとする。

１学年の学期区分 ２学期

１学期の授業期間 １５週

１時限の授業時間 ７５分

人文社会科学研究群（D）

筑波キャンパス

55



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

■国際日本研究学位プログラム（Ｄ）

　次の方法により９単位以上修得すること。

(1) 専門科目　「プロジェクト演習」3Aまたは3B、4Aまたは4B、それぞれ1単位合計2単
位選択必修を含む8単位以上
(2) 後期入学者のみ前期課程基礎科目の「研究法入門」または「Academic Writing
and Research Ethics」１単位を必ず履修する。後期入学者が修了した修士プログラム
では、本学の現在の修士課程ないし博士前期課程と同等以上の研究倫理教育が行
われていないことがあることに対処するための措置である。

※研究群共通科目、大学院共通科目から１単位を履修することを推奨する。

※教育上有益と認められる場合には、学位プログラムごとに定める範囲において、他
の学位プログラムの授業科目の履修により修得した単位を修了の要件となる単位とし
て認めることができる。

人文社会科学研究群（D）

筑波キャンパス
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別記様式第２号（その２の１）

必

修

選

択

自

由

講

義

演

習

実
験
・
実
習

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

1･2前 1 ○ 8 3 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ,共同（一部）

1･2後 1 ○ 4 2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2休 1 ○ 1 隔年,集中

1･2休 1 ○ 1 隔年,集中

－ 0 4 0 － 9 3 0 1 0 0 －

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1前 1 ○ 1 2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1前 1 ○ 1

－ 0 4 0 － 2 3 0 0 0 0 －

1通 1 ○ 8 3 1

1通 1 ○ 8 3 1
1通 1 ○ 8 3 1
2通 1 ○ 8 3 1
2通 1 ○ 8 3 1
2通 1 ○ 8 3 1
1前 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1
1･2前 1 ○ 1 隔年
1･2前 1 ○ 1
1･2後 1 ○ 1 隔年
1･2後 1 ○ 1
1前 1 ○ 1
2前 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1
1･2通 1 ○ 1 隔年
1･2通 1 ○ 1 隔年
1･2後 1 ○ 1
1･2前 1 ○ 1
2通 1 ○ 1

1･2通 1 ○ 1 隔年
1･2通 1 ○ 1 隔年
2前 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1 隔年
1･2通 1 ○ 1
1･2通 1 ○ 1
－ 0 26 0 － 8 3 0 1 0 0 －

1前 1 ○ 1

1前 1 ○ 1
1･2後 1 ○ 1 隔年
1･2後 2 ○ 1
1･2前 2 ○ 1 隔年
1･2前 1 ○ 1 隔年
1･2前 2 ○ 1 隔年
1･2後 2 ○ 1
1･2後 1 ○ 1
1･2前 1 ○ 1
1･2前 2 ○ 1
1･2後 1 ○ 1 隔年
1･2後 1 ○ 1 隔年
1･2後 2 ○ 1 隔年

1･2通 1 ○ 2 隔年,共同

1･2通 1 ○ 2 隔年,共同

1･2前 1 ○ 1 隔年
1･2通 1 ○ 1 1 隔年,共同
1･2通 1 ○ 1 1 隔年,共同

1･2前 3 ○ 1

1･2前 2 ○ 兼1
1･2後 1 ○ 兼1 隔年
1･2後 1 ○ 1 隔年
1･2前 1 ○ 1

1･2前 2 ○ 1 隔年

1･2前 2 ○ 1 隔年
1･2前 2 ○ 1 隔年
1･2前 2 ○ 1 隔年
1･2前 1 ○ 1
1･2前 1 ○ 1
1･2後 1 ○ 1
1･2後 1 ○ 1

備考

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（人文社会ビジネス科学学術院　ビジネス科学研究群　博士前期課程）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

小計（4科目）

研
究
群

共
通
科
目

コーポレートガバナンス

コーポレート・ファイナンス

経営基礎

会計基礎

小計（4科目）

学
術
院
共
通
専

門
基
盤
科
目

法文献学

ビジネス法入門

トップレクチャーⅠ

トップレクチャーⅡ

損害賠償法
社会保障法演習
金融商品取引法演習
担保法演習
知的財産法判例演習Ⅰ
知的財産法判例演習II

法
学
関
連
科
目

共
通
専
門
科
目

企業法学特別研究I

企業法学特別研究II
企業法学特別研究III
企業法学特別研究IV
企業法学特別研究V
企業法学特別研究VI
現代民法の基礎
現代商法の基礎

民事手続法演習I
民事手続法演習II
租税計画演習
会社法演習
中東・湾岸諸国法
金融法実務（イスラム金融）

国際私法演習
労働法演習I
労働法演習II
知的財産法演習
契約法・損害賠償法演習
アメリカ取引法文献講読

会社法
企業会計法
金融商品取引法
民事訴訟法
上級民事訴訟法
民事執行・民事保全法

小計（26科目）
専
門
科
目

企
業
関
係
法

契約法I

契約法II
消費者取引と法
不動産法
担保法I
担保法II
債権保全・回収法

国
際
ビ
ジ
ネ
ス
法

国際私法

国際取引法
国際経済法
ヨーロッパ契約法
国際民事訴訟法

倒産処理法

商事法研究I

商事法研究II

支払決済法
民事法研究I
民事法研究II

知
的
財
産
法

著作権法I

著作権法II
特許法I
特許法II
不正競争防止法
商標法
デザイン法
国際知的財産法

ビジネス科学研究群（M）

東京キャンパス
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区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

1･2通 1 ○ 1 1 隔年,共同

1･2通 1 ○ 1 1 隔年,共同

1･2前 3 ○ 1
1･2後 3 ○ 1

独占禁止法 1･2前 2 ○ 兼1
1･2後 1 ○ 1
1･2前 1 ○ 1

1･2通 3 ○ 1

1･2通 1 ○ 1 隔年,共同

1･2通 1 ○ 1 隔年,共同

1･2前 1 ○ 1
1･2後 1 ○ 1
1･2前 1 ○ 1
1･2後 1 ○ 1
－ 0 66 0 － 8 3 0 0 0 兼2 －

1前 1 ○ 1

1前 1 ○ 3 ｵﾑﾆﾊﾞｽ,共同(一部)

1前 1 ○ 1

－ 0 3 0 4 0 0 0 0 0 －

1･2前 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1

2前 1 ○ 1

2前 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

1後 1 ○ 1

2前 1 ○ 2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2後 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

1前 1 ○ 2 1 ※講義,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

－ 0 28 0 － 9 4 0 0 0 0 －

1前 1 ○ 9 4

1通 1 ○ 9 4

1後 1 ○ 9 4

2前 1 ○ 9 4

2通 1 ○ 9 4

2後 1 ○ 9 4

－ 0 6 0 － 9 4 0 0 0 0 －

－ 0 137 0 － 17 7 0 1 0 兼2 －

税
法

実務租税法学

租税法研究I

租税法研究II

租税手続法
租税計画I
国際課税法I
国際課税法II

社
会
・
経
済
法

労働判例研究I

労働判例研究II

労働関係法
社会保障法

企業の組織・活動と労働法
社会保障法の現代的課題

小計（46科目）
経
営
学
関
連
科
目

基
礎
科
目

ビジネス数理

ビジネスと情報

プログラミング基礎

小計（3科目）

マーケティングエンジニアリング

インベストメントサイエンス

ファイナンス工学

財務会計

会計情報分析

データ解析Ⅰ

データ解析Ⅱ

応用統計

共分散構造分析

－

専
門
科
目

経営戦略論

経営組織論

技術経営論

組織変革

消費者行動

マーケティングリサーチ

マーケティングサイエンス

環境マーケティング

データマイニング

インターネットとビジネス情報分析

テキストマイニング

社会シミュレーション

ビジネスゲーム

小計（28科目）

計量経済学

時系列分析

最適化モデル

ロジスティクスとサプライチェーン

オペレーションズ・リサーチ

人工知能とビジネス情報分析

合計（117科目）

学位又は称号
　修士（法学）

学位又は学科の分野 　法学関係、経済学関係
　修士（経営学）

研
究
科
目

経営システム科学研究・Ⅰ-Ⅰ

経営システム科学研究・Ⅰ-Ⅱ

経営システム科学研究・Ⅰ-Ⅲ

経営システム科学研究・Ⅱ-Ⅰ

経営システム科学研究・Ⅱ-Ⅱ

経営システム科学研究・Ⅱ-Ⅲ

小計（6科目）

ビジネス科学研究群（M）

東京キャンパス
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授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

（履修方法）

■法学学位プログラム（Ｍ）

■経営学学位プログラム（Ｍ）

※学位プログラム毎の科目構成及び必修・選択の別を示す参考資料を添付する。

　必修単位6単位（共通専門科目から企業法学特別研究Ⅰ～Ⅵ）を含む30単位
以上を修得すること。

　トップレクチャーＩもしくはトップレクチャーIIを1単位以上含む30単位以
上を修得すること。

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

（修了要件）
　2年以上在学し、学位プログラムごとに定める修了の要件として必要な授業
科目の履修により所定の単位を修得し、かつ、必要な研究指導を受けた上、
修士論文の審査及び最終試験に合格すること。ただし、在学期間に関して
は、優れた業績を上げた者については1年以上在学すれば足りるものとする。

１学年の学期区分 ２学期

１学期の授業期間 １５週

１時限の授業時間 ７５分

ビジネス科学研究群（M）

東京キャンパス
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別記様式第２号（その２の１）

必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 2 ○ 11 6 兼1

1･2･3前 1 ○ 1

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

－ 0 6 0 － 11 6 0 0 0 兼1 －

1通 1 ○ 9 3

1通 1 ○ 9 3

1通 1 ○ 9 3

2通 1 ○ 9 3

2通 1 ○ 9 3

2通 1 ○ 9 3

3通 1 ○ 9 3

3通 1 ○ 9 3

3通 1 ○ 9 3

－ 0 9 0 － 9 3 0 0 0 0 －

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3通 1 ○ 1 隔年

1･2･3通 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 2 隔年,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2･3後 1 ○ 1

1･2･3後 1 ○ 1 3年に1度開講*

1･2･3前 1 ○ 1 3年に1度開講*

1･2･3後 1 ○ 1 3年に1度開講*

1･2･3前 1 ○ 1 3年に1度開講*

1･2･3後 1 ○ 1 3年に1度開講*

1･2･3前 1 ○ 1 3年に1度開講*

1･2･3通 1 ○ 1 隔年

1･2･3通 1 ○ 1

1･2･3通 1 ○ 1 隔年

－ 0 26 0 － 9 4 0 0 0 0 －

1前 2 ○ 11 6 兼1

1前 1 ○ 11 6 兼1

1後 1 ○ 11 6 兼1

1後 1 ○ 11 6 兼1

1後 1 ○ 11 6 兼1

1･2･3前 1 ○ 11 6 兼1

1･2･3前 1 ○ 11 6 兼1

1･2･3前 1 ○ 11 6 兼1

1･2･3後 1 ○ 11 6 兼1

1･2･3後 1 ○ 11 6 兼1

1･2･3後 1 ○ 11 6 兼1

－ 0 12 0 － 11 6 0 0 0 兼1 －

法
学
関
連
科
目

企業法特別研究VI

企業法特別研究VII

企業法特別研究VIII

知的財産法による情報財保護

企業ノウハウと従業員

電子社会と法

現代知的財産法

欧米知的財産法

アメリカ知的財産法

比較知的財産法

知的財産法の現代的課題

外国知的財産法

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（人文社会ビジネス科学学術院　ビジネス科学研究群　博士後期課程）

小計（5科目）

専任教員等の配置

備考
科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

研
究
群

共
通
科
目

ビジネスマネジメント特別演習I-I

マーケティング・サイエンス特論

経営戦略総論

財務会計特論

知能情報システム

経
営
学
関
連
科
目

国際租税計画Ⅱ

アメリカ会社法

アメリカ証券取引法

現代株式会社法

比較金融法

現代契約法

国際会社法

ビジネスマネジメント講究II-II

ビジネスマネジメント講究II-III

小計（11科目）

ビジネスマネジメント特別演習I-I

ビジネスマネジメント特別演習I-II

ビジネスマネジメント特別演習II-I

ビジネスマネジメント特別演習II-II

ビジネスマネジメント特別演習II-III

ビジネスマネジメント講究I-I

ビジネスマネジメント講究I-II

ビジネスマネジメント講究I-III

ビジネスマネジメント講究II-I

企
業
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
分
野

専
門
科
目

企業法特別研究IX

小計（9科目）

国際取引と国際私法

米国民事訴訟法

ドイツ民事訴訟法

外国資本市場法

情
報
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

と
企
業

分
野

社
会
･
経

済
法
分
野

専
門
科
目

共
通
専
門
科
目

比較労働法の基礎Ⅰ

現代社会保障法

比較労働法の基礎II

小計（26科目）

現代民事金融法

企
業
組
織
と
金

融
分
野

外国会社法

国際租税計画Ⅰ

企業法特別研究I

企業法特別研究II

企業法特別研究III

企業法特別研究IV

企業法特別研究V

ビジネス科学研究群（D）

東京キャンパス
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

専任教員等の配置

備考
科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 ※演習,隔年

1･2･3後 1 ○ 1 ※演習,隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 11 7

1･2･3前 1 ○ 11 7

1･2･3前 1 ○ 11 7

1･2･3後 1 ○ 11 7

1･2･3後 1 ○ 11 7

1･2･3後 1 ○ 11 7

1･2･3後 1 ○ 1

1･2･3前 1 ○ 1

1･2･3前 1 ○ 1

－ 0 42 0 － 11 7 0 0 0 0 －

－ 0 95 0 － 20 11 0 0 0 兼1 －

（履修方法）

■法学学位プログラム（Ｄ）

複雑システム論

学位又は学科の分野 　法学関係、経済学関係
　博士（経営学）

国際政治経済の概況と経営

小計（42科目）

ビジネスマネジメント輪講I-II

ビジネスマネジメント輪講I-III

ビジネスマネジメント輪講II-I

ビジネスマネジメント輪講II-II

ビジネスマネジメント輪講II-III

合計（93科目）

学位又は称号
　博士（法学）

知能情報システム

ビジネスマネジメント輪講I-I

プロジェクト・マネジメント論

システムデザイン論

経営科学総論

共分散構造分析特論

知的ドキュメント管理論

調査データ解析特論

金融ビジネス総論

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

（修了要件）
　3年以上在学し、学位プログラムごとに定める修了の要件として必要な授業
科目の履修により所定の単位を修得し、かつ、必要な研究指導を受けた上、
博士論文の審査及び最終試験に合格すること。ただし、在学期間に関して
は、優れた研究業績を上げた者については1年（修士課程早期修了者等にあっ
ては当該課程における在学期間を含めて3年）以上在学すれば足りるものとす
る。

１学年の学期区分 ２学期

１学期の授業期間 １５週

１時限の授業時間 ７５分

※学位プログラム毎の科目構成及び必修・選択の別を示す参考資料を添付する。

　必修単位9単位（共通専門科目から企業法特別研究Ⅰ～Ⅸ）を含む20単位以
上を修得すること。

専
門
科
目

財務会計特論

計画数理総論

トータルロジスティクス

動的システム総論

リスクマネジメント総論

金融工学総論

計量ファイナンス特論

金融データ解析

確率モデルと意思決定

ソフトコンピューティング

数量化手法特論

経営戦略総論

経営戦略特論

イノベーション・マネジメント

人材開発論

組織行動論

実証会計論

情報検索特論

情報システム特論

組織研究

計量マーケティングモデル特論

ネットワーク特論

情報マネジメント

マーケティングコミュニケーション

消費者マーケティング

マーケティング・サイエンス特論

ビジネス科学研究群（D）

東京キャンパス
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

専任教員等の配置

備考
科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

■経営学学位プログラム（Ｄ）

* 「現代知的財産法」～「外国知的財産法」の6科目は、社会人学生が限られた時間（時間割）で複数の授業を受けられるよう、年度をずらして3年に1度ずつ開講する。

　次の履修方法により20単位以上を修得すること。
(1) 選択必修科目のうち、ビジネスマネジメント特別演習を6単位含む。
(2) ビジネスマネジメント講究を3単位含む（6単位を超える単位は修了要件
に含めない）。
(3) 輪講科目は3単位を超える単位は修了要件に含めない。

ビジネス科学研究群（D）

東京キャンパス
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別記様式第２号（その２の１）

必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1前 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1後 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1前 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

1後 3 ○ 1

1前 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1後 3 ○ 1

1前 1 ○ 兼1

1前 1 ○ 兼1

1後 1 ○ 兼2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

2後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1 兼1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

2後 2 ○ 兼2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

2後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1 兼1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

2前 1 ○ 1

3前 1 ○ 兼1

3後 1 ○ 兼1

3前 1 ○ 1

3前 1 ○ 1

3前 1 ○ 1

3後 3 ○ 2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

3前 1 ○ 1

3前 1 ○ 兼1

3前 1 ○ 1

－ 62 0 3 － 6 6 0 0 0 兼14 －

1前 1 ○ 1 兼2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

2前 1 ○ 1

2後 1 ○ 兼2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前 1 ○ 1

2後 1 ○ 1

3前 1 ○ 1

3前 1 ○ 兼1

3前 1 ○ 2 兼1 集中,共同

3休 1 ○ 1 兼2 集中,共同

3前 1 ○ 1

3後 1 ○ 1

2･3通 1 ○ 1 兼4 集中,共同

－ 9 7 0 － 3 0 0 0 0 兼11 －

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（人文社会ビジネス科学学術院　法曹専攻　専門職学位課程）

備考

法
律
基
本
科
目
群

実
定
法
基
礎
科
目

憲法Ⅰ－A〔人権〕

憲法Ⅰ－B〔人権〕

憲法Ⅱ〔統治〕

行政法Ⅰ

行政法Ⅱ

民法Ⅰ〔総則・物権総論〕

民法Ⅱ〔担保物権〕

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

商法Ⅱ〔企業法総論・企業活動法〕

民事訴訟法Ⅰ

刑法Ⅰ〔総論〕

刑法Ⅱ〔各論〕

刑事訴訟法Ⅰ

基礎ゼミⅠ

民法Ⅲ〔債権総論〕

民法Ⅳ－１〔契約法〕

民法Ⅳ－２〔契約法〕

民法Ⅴ〔不法行為・不当利得法〕

民法Ⅵ〔家族法〕

商法Ⅰ〔企業組織法〕

憲法総合演習

行政法総合演習

民法総合演習

商法総合演習

民事訴訟法総合演習

民事法総合演習

基礎ゼミⅡ

基礎ゼミⅢ

実
定
法
発
展
科
目

憲法Ⅲ〔憲法訴訟〕

行政法Ⅲ

民法Ⅶ

商法Ⅲ

民事訴訟法Ⅱ

刑法Ⅲ

刑事訴訟法Ⅱ

刑法総合演習Ⅰ

刑法総合演習Ⅱ

刑事訴訟法総合演習

小計（37科目）

法
律
実
務
基
礎
科
目
群

法
務
基
礎
科
目

法曹実務基礎

法曹倫理Ⅰ

法曹倫理Ⅱ

法
務
展
開
科
目

法
務
臨
床
科
目

民事模擬裁判

刑事模擬裁判

ロイヤリングⅠ

ロイヤリングⅡ

リーガルクリニック

小計（14科目）

民事訴訟実務の基礎Ⅰ

刑事訴訟実務の基礎Ⅰ

要件事実論Ⅰ

要件事実論Ⅱ

民事訴訟実務の基礎Ⅱ

刑事訴訟実務の基礎Ⅱ

法曹専攻（P）

東京キャンパス

63



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

備考
科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

1･2前 1 ○ 兼1

1･2後 1 ○ 兼1

2後 1 ○ 兼1

1･2前 1 ○ 兼1

1･2前 1 ○ 兼1

1･2後 1 ○ 兼1

2後 1 ○ 1

－ 0 7 0 － 0 1 0 0 0 兼6 －

2前 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 1

2前 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼1

3後 1 ○ 兼2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

2前 2 ○ 兼1

3前 1 ○ 兼1

3後 1 ○ 1

2前 1 ○ 兼1

3後 1 ○ 兼1

3前 1 ○ 兼1

3前 1 ○ 兼1

3前 1 ○ 兼1

2後 1 ○ 1

3後 1 ○ 兼1

2前 1 ○ 1

3前 1 ○ 兼1

3前 1 ○ 1

3前 1 ○ 兼1

－ 0 32 0 － 2 2 0 0 0 兼18 －

－ 71 46 3 － 6 6 0 0 0 兼48 －

基
礎
法
学
・
隣
接
科
目
群

基
礎
法
学
・
隣
接
科
目

法哲学

英米法

ＥＵ法

法史学

公共政策

立法学

刑事政策

小計（7科目）

金融法〔金融監督法・金融取引法〕

国際公法

地方自治

金融商品取引法

消費者法

倒産法演習

展
開
・
先
端
科
目
群

展
開
・
先
端
科
目

知的財産法

倒産法

国際取引法

国際私法

経済法

租税法

労働法

環境法

自治体法務

民事執行・保全法

国際私法演習

小計（23科目）

合計（81科目）

学位又は称号 　法務博士（専門職）

経済法演習

労働法演習

知的財産法演習

英文法律文書作成

企業法務

少年法

７５分

（履修科目の登録の上限）
・下記以外の学生：36単位（年間）。ただし最終年次に限り44単位
・長期履修学生：27単位（年間）。ただし最終年次に限り33単位

学位又は学科の分野 　法曹養成関係

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

　法学未修者にあっては3年以上、法学既修者にあっては2年以上在学
し、下記の所要単位数を修得した上、最終年次のGPAが1.50以上である
こと。
(1)-1 法律基本科目群の実定法基礎科目の38単位（なお法学既修者
は、このうち1年次配当科目の30単位を修得したものとみなされる。）
及び実定法発展科目にある必修科目24単位はすべて履修
(2)-1 法律実務基礎科目群の法務基礎科目にある必修科目3単位はすべ
て履修
-2 法律実務基礎科目群の法務展開科目にある必修科目6単位はすべて
履修
-3 法律実務基礎科目群の法務展開科目にある選択必修科目のうちから
1単位以上を履修
-4 法律実務基礎科目群の法務臨床科目にある選択必修科目のうちから
4単位以上を履修
(3) 基礎法学・隣接科目群にある選択必修科目のうちから4単位以上を
履修
(4) 展開・先端科目群にある選択必修科目のうちから13単位以上を履
修

１学年の学期区分 ２学期

１学期の授業期間 １５週

１時限の授業時間

法曹専攻（P）

東京キャンパス
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別記様式第２号（その２の１）

必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 1 ○ 1

1前 1 ○ 1

1前 1 ○ 1

1前 1 ○ 1

1後 1 ○ 兼1

1前 1 ○ 1

1前 1 ○ 1

1前 1 ○ 1 2

－ 8 0 0 － 3 4 0 2 0 兼1 －

1前 1 ○ 1 2

1前 1 ○ 1

－ 0 0 2 － 1 3 0 0 0 0 －

1･2後 1 ○ 1

1･2休 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

－ 0 3 0 － 1 0 0 1 0 0 －

1前 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 兼1

1･2前 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1 集中

1･2休 1 ○ 1 集中

1･2後 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1 集中

1･2後 1 ○ 1

－ 0 11 0 － 2 2 0 1 0 兼1 －

1･2前 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1

1･2通 1 ○ 1 集中

1･2通 1 ○ 1 集中

1･2通 1 ○ 1 集中

1･2通 1 ○ 1 集中

2前 1 ○ 1

－ 0 7 0 － 0 3 0 0 0 0 －

1･2前 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1

2前 1 ○ 1

－ 0 9 0 － 1 2 0 0 0 0 －

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（人文社会ビジネス科学学術院　国際経営プロフェッショナル専攻　専門職学位課程）

備考

C
o
r
e
 
C
o
u
r
s
e
s

Organizational Management I

Human Resource Management I

Marketing I

Business Strategy I

Finance I

Accounting I

Global Management I

Operations Management I

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

B
a
s
i
c

C
o
u
r
s
e
s Business Mathematics

Introduction to Economics I

小計（2科目）

E
l
e
c
t
i
v
e
 
C
o
u
r
s
e
s

(
O
r
g
a
n
i
z
a
t
i
o
n
a
l

M
a
n
a
g
e
m
e
n
t
)

Organizational Management II

Human Resource Management III

Business Anthropology

小計（3科目）

Marketing III

Entrepreneurship Ⅰ

Entrepreneurship II

Technology Management

小計（8科目）

Finance Seminar I

Business Model Innovation

小計（11科目）

E
l
e
c
t
i
v
e
 
C
o
u
r
s
e
s

(
I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
 
A
d
a
p
t
a
b
i
l
i
t
y
) Cross Cultural Management I:

Managing Across Borders

Cross Cultural Management II:
The Challenges of Globalization

Overseas Study Seminar I

Overseas Study Seminar II

Overseas Study Seminar III

Overseas Study Seminar IV

E
l
e
c
t
i
v
e
 
C
o
u
r
s
e
s
 
(
B
u
s
i
n
e
s
s

S
t
r
a
t
e
g
y
)

Introduction to Economics II

Finance II

Accounting II

Accounting III

Marketing II

Global Management VII

小計（7科目）

E
l
e
c
t
i
v
e
 
C
o
u
r
s
e
s
 
(
A
p
p
l
i
e
d

I
n
f
o
r
m
a
t
i
o
n
)

Data Analysis I

Introductory Data Analysis

Business Simulation

Data Analysis II

Data Analysis III

Operations Management II

Operations Management III

Operations Management IV

Operations Management VI

小計（9科目）

国際経営プロフェッショナル専攻（P）

東京キャンパス
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

備考
科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

1･2前 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 2 集中

1･2通 1 ○ 4 5 2 集中

1･2通 1 ○ 4 5 2 集中

1･2後 1 ○ 1 3 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

0 5 0 － 4 5 0 2 0 0

1前 1 ○ 5 5 2

1通 1 ○ 5 5 2 集中

1後 1 ○ 5 5 2 集中

2前 1 ○ 5 5 2 集中

2通 1 ○ 5 5 2 集中

－ 5 0 0 － 5 5 0 2 0 0 －

2後 8 ○ 5 5 2 集中

－ 8 0 0 － 5 5 0 2 0 0 －

－ 21 35 2 － 5 5 0 2 0 兼1 －

E
l
e
c
t
i
v
e
 
C
o
u
r
s
e
s

(
C
o
m
m
o
n
 
A
r
e
a
)

Introduction to Corporate Social
Responsibility

MBA-IB Speaker Series

International Conference Seminar I

International Conference Seminar II

Case Study Practice

小計（5科目）

S
e
m
i
n
a
r

Seminar I

Seminar II

Seminar III

Seminar IV

Seminar V

小計（5科目）

B
u
s
i
n
e
s
s

P
r
o
j
e
c
t

Business Project

小計（1科目）

合計（51科目）

学位又は称号 　国際経営修士（専門職）

７５分

（履修科目の登録の上限: 35単位（年間））

学位又は学科の分野 　経済学関係、工学関係

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

　2年以上在学し、下記の所要単位数を修得した上、最終年次のGPAが3.0以上で
あること。
(1)Core courses（必修科目）の8単位をすべて履修
(2)Elective courses（選択科目）のうち、24単位以上を履修。このうち10単位
までは、入学前に他大学院で修得した単位または他専攻の科目を履修し修得した
単位に代えることができる。
(3)Seminar(ゼミ）の5単位をすべて履修
(4)Business Project（※修士論文相当）の1科目8単位を履修

　上記に加え、入学後に実施するPlacement testの結果により、不合格であった
場合はBasic courses（基礎科目）を履修するものとするが、修了要件には含め
ない。

１学年の学期区分 ２学期

１学期の授業期間 １５週

１時限の授業時間

国際経営プロフェッショナル専攻（P）

東京キャンパス
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別記様式第２号（その２の１）

必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

■大学院共通科目

1･2後 1 ○ 兼2 集中,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2後 1 ○ 兼2 集中,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2前 1 ○ 兼2 ※演習,集中,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2前 1 ○ 兼10 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2前 1 ○ 兼2 ※演習,集中,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2前 1 ○ 兼1 ※演習,集中

1･2前 1 ○ 兼1 ※演習,集中

1･2通 2 ○ 兼2 集中

1･2前 1 ○ 兼1 ※講義,集中

1･2前 1 ○ 兼1 集中

1･2後 1 ○ 兼1

1･2休 2 ○ 兼1 集中

1･2後 1 ○ 1 兼2 集中,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2後 1 ○ 1

1･2通 1 ○ 兼1

1･2通 1 ○ 兼1

1･2後 1 ○ 兼1 集中

1･2後 1 ○ 兼2 集中,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2休 1 ○ 兼1 集中

1･2後 1 ○ 兼3 集中,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2後 1 ○ 兼1 集中

1･2後 1 ○ 兼1 集中

1･2休 1 ○ 兼1 集中

1･2後 1 ○ 兼1 集中

1･2前 1 ○ 兼1 集中

1･2休 1 ○ 兼1  ※講義,集中

1･2前 1 ○ 兼1 集中

1･2休 1 ○ 兼9
集中,ｵﾑﾆﾊﾞｽ
共同(一部)

1･2前 1 ○ 兼8 ｵﾑﾆﾊﾞｽ,共同(一部)

1･2休 1 ○ 兼1 ※演習,集中

1･2前 1 ○ 兼4 ※実習,集中,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2前 1 ○ 兼1 集中

1･2休 1 ○ 兼2 ※講義,集中

1･2前 1 ○ 兼1 集中

1･2前 1 ○ 兼1

1･2休 1 ○ 2 2 1 集中,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2前 1 ○ 2 集中,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

専任教員等の配置

備考
科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

生
命
・
環
境
・

研
究
倫
理
科
目

群 応用倫理

環境倫理学概論

研究倫理

生命倫理学

企業と技術者の倫理

地球規模課題と国際社会:社会脳

地球規模課題と国際社会：感染症・
保健医療問題

地球規模課題と国際社会：社会問題

地球規模課題と国際社会：環境汚染
と健康影響

情
報
伝
達
力
・
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン

力
養
成
科
目
群

テクニカルコミュニケーション

英語発表

異分野コミュニケーションのための
プレゼンテーションバトル

Global Communication Skills
Training

サイエンスコミュニケーション概論

サイエンスコミュニケーション特論

サイエンスコミュニケータ養成実践
講座

人文知コミュニケーション:人文社会
科学と自然科学の壁を超える

21世紀と宗教

地球規模課題と国際社会：環境・エ
ネルギー

キ
ャ

リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
科
目
群

JAPICｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝｺｰｽI-流動化
する世界とこれからの日本

JAPICｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝｺｰｽIII-ﾃｸﾉﾛ
ｼﾞｰとｸﾞﾛｰﾊﾞﾙで拓く未来

ダイバーシティとSOGI/LGBT+

ワークライフミックス - モーハウス
に学ぶパラダイムシフト

魅力ある理科教員になるための生
物・地学実験

アクセシビリティリーダー特論

脳の多様性とセルフマネジメント

国
際
性
養
成
科
目
群

21世紀的中国 ―現代中国的多相―

国際研究プロジェクト

国際インターンシップ

地球規模課題と国際社会:食料問題

地球規模課題と国際社会:海洋環境変
動と生命

内部共生と生物進化

海洋生物の世界と海洋環境講座

科学的発見と創造性

自然災害にどう向き合うか

「考える」動物としての人間-東西哲
学からの考察

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

知
的
基
盤
形
成
科
目
群

生物多様性と地球環境

教 育 課 程 等 の 概 要 （ 事 前 伺 い ）

（人文社会ビジネス科学学術院　人文社会科学研究群　博士前期課程）

1 大学院共通科目

参考資料



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

専任教員等の配置

備考
科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

1･2後 1 ○ 兼2 隔年

1･2前 1 ○ 兼8 隔年,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2後 1 ○ 兼7 隔年,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2前 1 ○ 兼2 隔年

1･2前 1 ○ 兼1 ※講義,集中

1･2前 1 ○ 兼1 隔年

1･2前 1 ○ 兼1 隔年

1･2通 1 ○ 兼4

1･2前 1 ○ 兼3

1･2後 1 ○ 兼3

1･2通 1 ○ 兼4

1･2前 1 ○ 兼3

1･2後 1 ○ 兼3

1･2通 1 ○ 兼4

1･2前 1 ○ 兼3

1･2後 1 ○ 兼3

1･2通 1 ○ 兼4

1･2前 1 ○ 兼3

1･2後 1 ○ 兼3

1･2通 1 ○ 兼4

1･2前 1 ○ 兼3

1･2後 1 ○ 兼3

－ 0 61 0 5 2 1 0 0 兼87 －－

大学院体育IIIc

大学院体育IVa

大学院体育IVb

大学院体育IVc

大学院体育Va

大学院体育Vb

大学院体育Ic

大学院体育IIa

大学院体育IIb

大学院体育IIc

大学院体育IIIa

大学院体育Vc

大学院体育IIIb

身
心
基
盤
形
成
科
目
群

塑造実習

コミュニケーションアート&デザインA

コミュニケーションアート&デザインB

日本画実習

ヨーガコース

絵画実習A

現代アート入門

大学院体育Ia

大学院体育Ib

小計（59科目）

2 大学院共通科目

参考資料



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

■学術院共通専門基盤科目

1･2前 1 ○ 兼12
ｵﾑﾆﾊﾞｽ,共同
（一部）

1･2後 1 ○ 兼6 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2休 1 ○ 兼1 隔年,集中

1･2休 1 ○ 兼1 隔年,集中

1前 1 ○ 2 2

1後 1 ○ 2 2

1･2後 1 ○ 1 1 隔年,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2後 1 ○ 2 隔年,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2前 1 ○ 2 3 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2前 1 ○ 4 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2後 1 ○ 3 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1前 1 ○ 4 2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1後 1 ○ 2 5 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2前 1 ○ 2 4 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 3 2 3 兼1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

－ 0 19 0 22 22 1 4 0 兼14 －

専任教員等の配置

国際公共政策論

備考

学
術
院

共
通
専
門
基
盤
科
目

法文献学

ビジネス法入門

トップレクチャーⅠ

トップレクチャーⅡ

哲学プラクティスA

哲学プラクティスB

言語対照論

言語資料論

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

文献資料学

比較文学

表象文化論

現代文化学基礎Ⅰ

現代文化学基礎Ⅱ

－

日本政治と市民社会1

Japan's Politics and Civil Society 1

環境とマクロ経済学1

The Environment and Macroeconomics 1

地域研究論

小計（19科目）

3 学術院共通専門基盤科目

参考資料



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

■研究群共通科目

1後 1 ○ 3 集中

1前 1 ○ 9 4 0 兼3 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1後 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 兼1 集中

1･2通 1 ○ 1

1･2通 1 ○ 1

－ 1 5 0 13 5 0 2 0 兼4 －

■人文学学位プログラム（Ｍ）

1前 1 ○ 2 2

1後 1 ○ 2 2

1前 2 ○ 2 3

1後 2 ○ 2 3

2前 2 ○ 2 3

2後 2 ○ 2 3

1前 2 ○ 1 1 1

1後 2 ○ 1 1 1

2前 2 ○ 1 1 1

2後 2 ○ 1 1 1

1前 2 ○ 2 1 2

1後 2 ○ 2 1 2

2前 2 ○ 2 1 2

2後 2 ○ 2 1 2

1前 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

1前 2 ○ 1 2

1後 2 ○ 1 2

2前 2 ○ 1 2

2後 2 ○ 1 2

1前 2 ○ 1 3

1後 2 ○ 1 3

2前 2 ○ 1 3

2後 2 ○ 1 3

1･2前 1 ○ 2 3 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2前 1 ○ 4 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2後 1 ○ 3 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2前 1 ○ 2 隔年

1･2前 1 ○ 2 隔年

1･2後 1 ○ 1 1 隔年,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2後 1 ○ 2 隔年,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1前 1 ○ 4 2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1後 1 ○ 2 5 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

－ 0 59 0 27 24 0 5 0 0 －

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 兼1 隔年

1･2後 1 ○ 兼1 隔年

1･2前 1 ○ 兼1 隔年

1･2後 1 ○ 兼1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

基
礎
科
目

（

研
究
群
共
通
）

修士論文合同演習

研究法入門

Academic Writing and Research Ethics

人文社会科学のためのグラントライティング入門

人文社会科学のためのインターンシップ（１）

人文社会科学のためのインターンシップ（２）

小計（6科目） －

専
門
基
礎
科
目

哲
学
･

思
想

哲学プラクティスA

哲学プラクティスB

歴
史
・
人
類
学

日本史学基礎演習IA

日本史学基礎演習IB

日本史学基礎演習IIA

日本史学基礎演習IIB

東洋史学基礎演習IA

東洋史学基礎演習IB

東洋史学基礎演習IIA

東洋史学基礎演習IIB

西洋史学基礎演習IA

西洋史学基礎演習IB

西洋史学基礎演習IIA

西洋史学基礎演習IIB

歴史地理学基礎演習IA

歴史地理学基礎演習IB

歴史地理学基礎演習IIA

歴史地理学基礎演習IIB

 先史学・考古学基礎演習IA

 先史学・考古学基礎演習IB

 先史学・考古学基礎演習IIA

 先史学・考古学基礎演習IIB

民俗学・文化人類学基礎演習IA

民俗学・文化人類学基礎演習IB

民俗学・文化人類学基礎演習IIA

民俗学・文化人類学基礎演習IIB

文
学

文献資料学

比較文学

表象文化論

言
語
学

言語理論

言語学史

言語対照論

言語資料論

現
代

文
化
学

現代文化学基礎 I

現代文化学基礎 II

小計（35科目） －

専
門
科
目

哲
学
・
思
想
サ
ブ
プ
ロ
グ
ラ
ム

哲学原論演習(1)A

哲学原論演習(1)B

哲学原論演習(2)A

哲学原論演習(2)B

現代哲学Ⅰ演習(1)A

現代哲学Ⅰ演習(2)A

現代哲学Ⅱ演習(1)A

現代哲学Ⅱ演習(1)B

現代哲学Ⅱ演習(2)A

現代哲学Ⅱ演習(2)B

東洋哲学(1)A

東洋哲学(1)B

東洋哲学(2)A
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参考資料



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 2 ○ 1 隔年,集中

1･2前 2 ○ 1 隔年,集中

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

東洋哲学(2)B

東洋哲学演習(1)A

東洋哲学演習(1)B

東洋哲学演習(2)A

東洋哲学演習(2)B

西洋哲学Ⅰ(1)A

西洋哲学Ⅰ(1)B

西洋哲学Ⅰ(2)A

西洋哲学Ⅰ(2)B

西洋哲学Ⅰ演習(1)A

西洋哲学Ⅰ演習(1)B

西洋哲学Ⅰ演習(2)A

西洋哲学Ⅰ演習(2)B

西洋哲学Ⅱ演習(1)A

西洋哲学Ⅱ演習(2)A

倫理学原論(1)A

倫理学原論(1)B

倫理学原論(2)A

倫理学原論(2)B

現代倫理学演習(1)A

現代倫理学演習(1)B

現代倫理学演習(2)A

現代倫理学演習(2)B

西洋倫理思想史演習(1)A

西洋倫理思想史演習(1)B

西洋倫理思想史演習(2)A

西洋倫理思想史演習(2)B

宗教学Ⅰ(1)A

宗教学Ⅰ(1)B

宗教学Ⅰ(2)A

宗教学Ⅰ(2)B

宗教学Ⅰ演習(1)A

宗教学Ⅰ演習(1)B

宗教学Ⅰ演習(2)A

宗教学Ⅰ演習(2)B

宗教学Ⅱ(1)A

宗教学Ⅱ(1)B

宗教学Ⅱ(2)A

宗教学Ⅱ(2)B

宗教学実習(1)

宗教学実習(2)

宗教思想史Ⅰ(1)A

宗教思想史Ⅰ(1)B

宗教思想史Ⅰ(2)A

宗教思想史Ⅰ(2)B

宗教思想史Ⅰ演習(1)A

宗教思想史Ⅰ演習(1)B

宗教思想史Ⅰ演習(2)A

宗教思想史Ⅰ演習(2)B

宗教思想史Ⅱ(1)A

宗教思想史Ⅱ(1)B

宗教思想史Ⅱ(2)A

宗教思想史Ⅱ(2)B

宗教思想史Ⅱ演習(1)A

宗教思想史Ⅱ演習(1)B

宗教思想史Ⅱ演習(2)A

宗教思想史Ⅱ演習(2)B

宗教思想史Ⅲ(1)A

宗教思想史Ⅲ(1)B

宗教思想史Ⅲ(2)A

宗教思想史Ⅲ(2)B
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

2前 1 ○ 6 4 1

2後 1 ○ 6 4 1

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2通 2 ○ 2 3 隔年,集中

1･2通 2 ○ 2 3 隔年,集中

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 2 ○ 1 隔年,集中

1･2後 2 ○ 1 隔年,集中

1･2前 2 ○ 1 隔年,集中

1･2後 2 ○ 1 隔年,集中

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

宗教哲学演習(1)A

宗教哲学演習(1)B

宗教哲学演習(2)A

宗教哲学演習(2)B

哲学・思想修士論文執筆演習A

哲学・思想修士論文執筆演習B

歴
史
・
人
類
学
サ
ブ
プ
ロ
グ
ラ
ム

日本史特講IA

日本史特講IB

日本史特講IIA

日本史特講IIB

日本史特講IIIA

日本史特講IIIB

日本史特講IVA

日本史特講IVB

日本史特講VA

日本史特講VB

日本史演習IA

日本史演習IB

日本史演習IIA

日本史演習IIB

日本史演習IIIA

日本史演習IIIB

日本史演習IVA

日本史演習IVB

日本史基礎実習

日本史研究法実習

東洋社会文化史IA

東洋社会文化史IB

東洋社会文化史IIA

東洋社会文化史IIB

東洋政治経済史IA

東洋政治経済史IB

東洋政治経済史IIA

東洋政治経済史IIB

東洋史史料研究IA

東洋史史料研究IB

東洋史史料研究IIA

東洋史史料研究IIB

古代西アジア史研究特講IA

古代西アジア史研究特講IB

古代西アジア史研究特講IIA

古代西アジア史研究特講IIB

ヨーロッパ・アメリカ史研究特講IA

ヨーロッパ・アメリカ史研究特講IB

ヨーロッパ・アメリカ史研究特講IIA

ヨーロッパ・アメリカ史研究特講IIB

ヨーロッパ・アメリカ史研究特講IIIA

ヨーロッパ・アメリカ史研究特講IIIB

歴史地理学特講A

歴史地理学特講B

歴史地理学演習A

歴史地理学演習B

歴史地理学実習IA

歴史地理学実習IB

歴史地理学実習IIA

歴史地理学実習IIB

先史学・考古学研究IA

先史学・考古学研究IB

先史学・考古学研究IIA

先史学・考古学研究IIB

先史学・考古学研究IIIA
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2通 4 ○ 1 2 集中

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1前 2 ○ 1 3 集中

1後 2 ○ 1 3 集中

2前 1 ○ 8 10 3 集中

2後 1 ○ 8 10 3 集中

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1前 1 ○ 1

1後 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

先史学・考古学研究IIIB

先史学・考古学研究IVA

先史学・考古学研究IVB

先史学・考古学研究ⅤA

先史学・考古学研究ⅤB

先史学・考古学研究ⅤⅠA

先史学・考古学研究ⅤⅠB

先史学・考古学基礎実習

民俗学特講IA

民俗学特講IB

民俗学特講IIA

民俗学特講IIB

民俗学特講IIIA

民俗学特講IIIB

民俗学演習IA

民俗学演習IB

民俗学演習IIA

民俗学演習IIB

民俗学演習IIIA

民俗学演習IIIB

文化人類学特講IA

文化人類学特講IB

文化人類学特講IIA

文化人類学特講IIB

文化人類学演習IA

文化人類学演習IB

文化人類学演習IIA

文化人類学演習IIB

民俗学・文化人類学実習A

民俗学・文化人類学実習B

修士論文演習A

修士論文演習B

文
学
サ
ブ
プ
ロ
グ
ラ
ム

文学批評研究(1A)

文学批評研究(1B)

文学批評研究(2A)

文学批評研究(2B)

文学研究発表演習A

文学研究発表演習B

文学理論研究(1A)

文学理論研究(1B)

文学理論研究(2A)

文学理論研究(2B)

文学交流論演習(1A)

文学交流論演習(1B)

文学交流論演習(2A)

文学交流論演習(2B)

比較文学研究(1A)

比較文学研究(1B)

比較文学研究(2A)

比較文学研究(2B)

古典古代学研究(1A)

古典古代学研究(1B)

古典古代学研究(2A)

古典古代学研究(2B)

古典古代学演習(1A)

古典古代学演習(1B)

古典古代学演習(2A)

古典古代学演習(2B)

和漢比較文学研究(1A)

和漢比較文学研究(1B)

和漢比較文学研究(2A)
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科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

2前 2 ○ 6 7 1

2後 2 ○ 6 7 1

1･2前 1 ○ 2

1･2後 1 ○ 2

1･2前 1 ○ 1 1 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 1 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 1 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 1 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 1

1･2後 1 ○ 1 1

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 3 2 隔年,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2後 1 ○ 3 2 隔年,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2前 1 ○ 3 2 隔年,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2後 1 ○ 3 2 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 1 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 1 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 1 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 1 1 隔年

和漢比較文学研究(2B)

日本古典文学研究(1A)

日本古典文学研究(1B)

日本古典文学研究(2A)

日本古典文学研究(2B)

日本近代文学研究(1A)

日本近代文学研究(1B)

日本近代文学研究(2A)

日本近代文学研究(2B)

イギリス文学研究(1A)

イギリス文学研究(1B)

イギリス文学研究(2A)

イギリス文学研究(2B)

英語圏文学文化研究(1A)

英語圏文学文化研究(1B)

英語圏文学文化研究(2A)

英語圏文学文化研究(2B)

フランス文学研究(1A)

フランス文学研究(1B)

フランス文学研究(2A)

フランス文学研究(2B)

フランス文学演習(1A)

フランス文学演習(1B)

フランス文学演習(2A)

フランス文学演習(2B)

Transnational Literature(1)

Applied Humanities(1)

Transnational Literature(2)

Applied Humanities(2)

中国文学研究(1A)

中国文学研究(1B)

中国文学研究(2A)

中国文学研究(2B)

文学研究演習A

文学研究演習B

言
語
学
サ
ブ
プ
ロ
グ
ラ
ム

歴史言語学A

歴史言語学B

生成統語論A

生成統語論B

認知意味論A

認知意味論B

対照言語学A

対照言語学B

音韻論A

音韻論B

形態論A

形態論B

日本語文法論IA

日本語文法論IB

日本語文法論IIA

日本語文法論IIB

日本語意味論A

日本語意味論B

日本語談話論A

日本語談話論B

古典日本語学A

古典日本語学B

英語統語論A

英語統語論B

英語意味論A

英語意味論B
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科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1･2前 1 ○ 2 1

1･2後 1 ○ 2 1

1･2前 1 ○ 1 1

1･2後 1 ○ 1 1

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 2 兼1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2後 1 ○ 2 兼1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1前 2 ○ 14 12 4 兼1

1後 2 ○ 14 12 4 兼1

2前 2 ○ 14 12 4 兼1

2後 2 ○ 14 12 4 兼1

1前 1 ○ 14 12 4 兼1

1後 1 ○ 14 12 4 兼1

2前 1 ○ 14 12 4 兼1

2後 1 ○ 14 12 4 兼1

1･2前 1 ○ 2 1 隔年

1･2後 1 ○ 2 1 隔年

1･2前 1 ○ 2 1 隔年

1･2後 1 ○ 2 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 2 ○ 1 隔年

1･2前 2 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 2 ○ 1 隔年

1･2前 2 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 2 ○ 1 隔年

1･2前 2 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

ドイツ語学A

ドイツ語学B

中国語学A

中国語学B

韓国語学A

韓国語学B

言語政策論A

言語政策論B

国語教育学A

国語教育学B

日本語教育学IA

日本語教育学IB

日本語教育学IIA

日本語教育学IIB

外国語教育学A

外国語教育学B

言語情報論A

言語情報論B

プロジェクト演習(1A)

プロジェクト演習(1B)

プロジェクト演習(2A)

プロジェクト演習(2B)

プロジェクト実習(1A)

プロジェクト実習(1B)

プロジェクト実習(2A)

プロジェクト実習(2B)

現
代
文
化
学
サ
ブ
プ
ロ
グ
ラ
ム

ヨーロッパ文化学 IA

ヨーロッパ文化学 IB

ヨーロッパ文化学 IIA

ヨーロッパ文化学 IIB

文化現象学 IA

文化現象学 IB

文化現象学 IIA

文化現象学 IIB

文化構造学 I

文化構造学 II

文化動態学 IA

文化動態学 IB

文化動態学 IIA

文化動態学 IIB

文化差異学 IA

文化差異学 IB

文化差異学 IIA

文化差異学 IIB

文化批評学 I

文化批評学 II

文化生成学 IA

文化生成学 IB

文化生成学 IIA

文化生成学 IIB

感性文化学 IA

感性文化学 IB

感性文化学 IIA

感性文化学 IIB

文化横断学 IA

文化横断学 IB

文化横断学 IIA

文化横断学 IIB

芸術文化学 I

芸術文化学 II

イメージ文化学 IA
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科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 3 1 1 隔年

1･2後 1 ○ 3 1 1 隔年

1･2前 1 ○ 3 1 1 隔年

1･2後 1 ○ 3 1 1 隔年

1･2前 1 ○ 2 1 1 隔年,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2前 1 ○ 2 1 1 隔年,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2後 1 ○ 3 2 隔年,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2後 1 ○ 3 2 隔年,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 3 1 1 隔年

1･2後 1 ○ 3 1 1 隔年

1･2前 1 ○ 3 1 1 隔年

1･2後 1 ○ 3 1 1 隔年

1･2前 1 ○ 3 1 1 隔年

1･2後 1 ○ 3 1 1 隔年

1･2前 1 ○ 3 1 1 隔年

1･2後 1 ○ 3 1 1 隔年

1･2前 1 ○ 3 1 1 隔年

1･2後 1 ○ 3 1 1 隔年

2前 1 ○ 3 1 1

2後 1 ○ 3 1 1

－ 8 388 0 43 40 1 10 0 兼2 －

－ 8 447 0 43 40 1 10 0 兼2 －

※「必修」は学位プログラムとしての必修を表す。

イメージ文化学 IB

イメージ文化学 IIA

イメージ文化学 IIB

英
語
教
育
学
サ
ブ
プ
ロ
グ
ラ
ム

英語教育学 IA 

英語教育学 IB

英語教育学 ⅡA 

英語教育学 ⅡB

英語教育学 ⅢA

英語教育学 ⅢB

英語教育学 ⅣA

英語教育学 ⅣB

英語教育学 ⅤA 

英語教育学 ⅤB 

英語教育学 ⅥA 

英語教育学 ⅥB

英語教育学 ⅦA 

英語教育学 ⅦB

英語教育学 ⅧA 

英語教育学 ⅧB 

英語教育学 ⅨA 

英語教育学 ⅨB

英語教育学 ⅩA

英語教育学 ⅩB

英語教育学 ⅪA 

英語教育学 ⅪB

英語教育学演習Ⅻ

英語教育学 ⅫA

英語教育学 ⅫB

英文法研究Ⅰ

英文法研究Ⅱ

英語圏の文化・文学Ⅰ

英語圏の文化・文学Ⅱ

英語教育学演習I 

英語教育学演習Ⅱ

英語教育学演習Ⅲ

英語教育学演習Ⅳ 

英語教育学演習Ⅴ 

英語教育学演習Ⅵ 

英語教育学演習Ⅶ 

英語教育学演習Ⅷ 

英語教育学演習Ⅸ

英語教育学演習Ⅹ

英語教育学演習Ⅺ

英語教育学論文演習 Ⅰ

英語教育学論文演習 Ⅱ

小計（371科目） －

学位プログラム小計（406科目） －

英語教育学研究 ⅠA

英語教育学研究 ⅠB

英語教育学研究 ⅡA 

英語教育学研究 ⅡB 

英語教育学研究 ⅢA

英語教育学研究 ⅢB

英語教育学研究 ⅣA

英語教育学研究 ⅣB
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■国際公共政策学位プログラム（Ｍ）

1･2前 1 ○ 2 4 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2後 1 ○ 3 4 1 隔年,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2後 1 ○ 3 4 1 隔年,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2後 1 ○ 3 4 1 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2前 1 ○ 3 2 3 兼1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2前 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 〇 1

1･2前 1 ○ 1

－ 0 9 0 9 10 2 3 0 兼1 －

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 兼1 隔年

1･2前 1 ○ 兼1 隔年

1･2前 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1 1 兼1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2前 1 ○ 兼1 隔年

1･2前 1 ○ 兼1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

国際政治理論B

国際政治史A

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

東南アジア・オセアニア人文地理学研究B

東南アジア・オセアニア政治研究A

東南アジア・オセアニア政治研究B

国際安全保障論A

国際安全保障論B

ヨーロッパ国際関係論A

備考

－

専
門
科
目

現代政策過程分析A

現代政策過程分析B

比較政治学A

比較政治学B

国際政治理論A

専
門
基
礎
科
目

国際公共政策論

社会学基礎理論A

社会学基礎理論B

国際関係論A

地域研究論

国際関係論B

公共政策論A

社会開発論

政策評価分析

小計（9科目）

開発人類学A

開発人類学B

文化変動論A

文化変動論B

社会意識論A

社会意識論B

医療社会学A

医療社会学B

国際政治史B

ヨーロッパ国際関係論B

ロシア・東欧の国際関係A

ロシア・東欧の国際関係B

東アジア政治外交A

東アジア政治外交B

国際法A

国際法B

国際文化論A

国際文化論B

社会病理学

社会問題論

歴史社会学

文化社会学

都市社会学

地域社会学

社会階層論A

社会階層論B

国際社会政策論A

国際社会政策論B

教育社会学

ジェンダー社会論

社会調査方法論A

社会調査方法論B

地域調査法I

地域調査法II

東南アジア・オセアニア研究概論

東南アジア・オセアニア人文地理学研究A

11 人文社会科学研究群（M）

参考資料



必
　
修

選
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自
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義

演
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教
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教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 兼1

1･2後 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1

1･2前 2 ○ 1

1･2前 1 ○ 1

2前 3 ○ 15 16 2 4 0 兼2

2後 3 ○ 15 16 2 4 0 兼2

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 〇 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

スペイン語文献研究I

中東・北アフリカ思想宗教研究

ヨーロッパ人文地理学研究

ヨーロッパ思想宗教研究

ヨーロッパ研究特講A

ヨーロッパ研究特講B

ヨーロッパ研究特講C

ラテン・アメリカ研究概論

ラテン・アメリカ経済研究

朝鮮語文化研究

経済開発論

国際公共政策リサーチワークショップA

国際公共政策リサーチワークショップB

東南アジア・オセアニア経済研究A

東南アジア・オセアニア経済研究B

中央ユーラシア文化社会研究A

中央ユーラシア文化社会研究B

中東・北アフリカ研究概論

国際貿易論

公共経済学

ミクロ経済学

開発経済学I

日本政治論演習A

日本政治論演習B

比較政治学演習A

比較政治学演習B

国際政治理論演習A

開発経済学II

国際金融と政策

国際法演習A

国際法演習B

国際文化論演習A

国際文化論演習B

開発人類学演習A

開発人類学演習B

文化変動論演習A

国際政治理論演習B

国際政治史演習A

国際政治史演習B

国際安全保障論演習A

国際安全保障論演習B

ヨーロッパ国際関係論演習A

ヨーロッパ国際関係論演習B

ロシア・東欧の国際関係演習A

ロシア・東欧の国際関係演習B

政策評価分析演習B

社会意識論演習A

東アジア政治外交演習A

東アジア政治外交演習B

ロシア語文化研究

スペイン語文献研究II

公共政策論B

国際社会と法

社会意識論演習B

医療社会学演習A

医療社会学演習B

社会病理学演習

社会問題論演習

歴史社会学演習

文化変動論演習B

政策評価分析演習A

12 人文社会科学研究群（M）

参考資料
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科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 兼1 隔年

1･2後 1 ○ 兼1 隔年

1･2前 1 ○ 1 1 兼1 隔年

1･2後 1 ○ 1 1 兼1 隔年

1･2前 1 ○ 1 1 兼1 隔年

1･2後 1 ○ 1 1 兼1 隔年

1･2前 1 ○ 1 1 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 1 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 1 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 1 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 集中

1･2後 1 ○ 1 集中

1･2後 3 ○ 1 集中

1後 1 ○ 1 6

2前 1 ○ 1 6

2後 1 ○ 1 6

1後 1 ○ 1 4 1

2前 1 ○ 1 4 1

2後 1 ○ 1 4 1

1･2前 1 ○ 1 1 集中

1･2後 1 ○ 1 1 集中

1･2前 1 ○ 1 1 集中

－ 6 157 0 20 22 2 6 0 兼3 －

－ 6 166 0 20 22 2 6 0 兼3 －

※「必修」は学位プログラムとしての必修を表す。

公共政策セミナーIII

インターンシップI

インターンシップII

現地調査プロジェクト演習

小計（153科目）

社会階層論演習A

社会階層論演習B

国際社会政策論演習A

東南アジア・オセアニア研究演習AII

東南アジア・オセアニア研究演習BI

東南アジア・オセアニア研究演習BII

国際社会政策論演習B

教育社会学演習

ジェンダー社会論演習

社会調査方法論演習A

社会調査方法論演習B

東南アジア・オセアニア研究演習AI

文化社会学演習

都市社会学演習

地域社会学演習

中央ユーラシア研究演習AI

中央ユーラシア研究演習AII

中央ユーラシア研究演習BI

中央ユーラシア研究演習BII

中東・北アフリカ研究演習AI

中東・北アフリカ研究演習AII

中東・北アフリカ研究演習BI

中東・北アフリカ研究演習BII

ヨーロッパ研究演習AI

ヨーロッパ研究演習AII

ヨーロッパ研究演習BI

ヨーロッパ研究演習BII

ラテン・アメリカ研究演習AI

ラテン・アメリカ研究演習AII

ラテン・アメリカ研究演習BI

－

学位プログラム小計（162科目） －

ラテン・アメリカ研究演習BII

国際協力研究ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟI

国際協力研究ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟII(SEND活動）

国際協力研究ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟIII

経済学セミナーI

経済学セミナーII

経済学セミナーIII

公共政策セミナーI

公共政策セミナーII

13 人文社会科学研究群（M）

参考資料



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
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教
　
授

准
教
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講
　
師

助
　
教

助
　
手

■国際日本研究学位プログラム（Ｍ）

1後 1 ○ 兼1

1後 1 ○ 兼1

1･2前 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1前 1 ○ 1

1前 1 ○ 1

1前 1 ○ 1

1前 1 ○ 1

1前 1 ○ 2 7 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1前 1 ○ 2 7 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

－ 0 50 0 9 18 0 6 0 兼1 －

1前 2 ○ 10 18 5

1前 2 ○ 10 18 5

1後 2 ○ 10 18 5

1後 2 ○ 10 18 5

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

リサーチ・プログラム開発2

日本語教育と社会言語学

法と現代社会1A

金融1

日本語教育原論

リサーチ・プログラム開発1

リサーチ・プログラム開発4

リサーチ・プログラム開発3

小計（50科目）

世界経済史1

Comparative Labor Studies 1 

移民研究・国際人口移動論1

Migration and Multicultural Studies1

日本語教育評価法

地域経済・経営史１A

地域経済・経営史１B

Media Research 1

法と市民社会１A

韓国社会と家1

比較メディア思想１

日本語会話教育法

応用会話分析研究

The Environment and Macroeconomics 1

比較歴史教育 1

Comparative History Education 1

計量分析１A

備考

メディア研究 1

文章表現研究

法と現代社会1B

法と市民社会１B

International Relations 1A

日本の文化と文芸1B

日本政治と市民社会１

日常会話のエスノグラフィー1

Japan's Politics and Civil Society 1

メディア思想と日本社会1

日本の対外関係１

計量分析１B

応用ミクロ経済学１

環境とマクロ経済学1

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

Foreign Relations of Japan 1

Comparative Politics１

専
門
基
礎
科
目

東アジアの思想と文化1

比較政治１

－

日本社会と宗教1B

日本の文化と文芸1A

国際日本研究のための英語

国際日本研究のための日本語

比較文学論1B

日本語相互行為分析1

複合研究基礎論

日本社会と宗教1A

比較文学論1A

International Relations 1B

日本経済発展論

Applied Microeconomics 1

アイドルと社会経済

専
門
科
目

日本社会と家1

日本古典文化と身体1

14 人文社会科学研究群（M）

参考資料
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修

選
　
択

自
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義
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教
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備考
科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1後 1 ○ 1 5 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1後 1 ○ 1

1後 1 ○ 1

1後 3 ○ 1 5 1

2前 3 ○ 1 5 1

2後 3 ○ 1 5 1

1後 2 ○ 10 18 5

1前 2 ○ 10 18 5

2前 2 ○ 10 18 5

2後 2 ○ 10 18 5

2後 2 ○ 10 18 5

2前 2 ○ 10 18 5

－ 0 79 0 10 18 0 5 0 兼1 －

－ 0 129 0 10 18 0 5 0 兼1 －

※「必修」は学位プログラムとしての必修を表す。

比較メディア思想2

日本語相互行為分析2

日本の精神文化と翻訳1

翻訳からみた日本と東アジアの文化1

日本社会と宗教2A

日本政治と市民社会2

日本語教育実践研究３

プロジェクト演習1A

日本社会と宗教2B

International Relations 2B

Japan's Politics and Civil Society 2

比較政治2

Comparative Politics2

比較文学論2A

比較文学論2B

メディア研究2

日本の文化と文芸2B

日常会話のエスノグラフィー2

Comparative History Education 2

計量分析２A

計量分析２B

応用ゲーム理論1

Foreign Relations of Japan 2

比較歴史教育2

東アジアの思想と文化２

日本文化と経済思想1

日本の文化と文芸2A

日本語教育実践研究１

International Relations 2A

Comparative Labor Studies 2

ICTと日本語教育研究

日本語教育研究概論

Media Research 2

移民研究・国際人口移動論2

日本語教育実践研究２

日本語語用論研究

Applied Game Theory 1

金融2

－

地域経済・経営史２A

地域経済・経営史２B

法と現代社会2B

プロジェクト演習2D

プロジェクト演習2A

プロジェクト演習2B

プロジェクト演習2C

プロジェクト演習1B

小計（63科目）

学位プログラム小計（113科目）

法と現代社会2A

Migration and Multicultural Studies2

世界経済史2

法と市民社会２B

法と市民社会２A

環境とマクロ経済学2

The Environment and Macroeconomics 2

日本の対外関係2

メディア思想と日本社会2

－

15 人文社会科学研究群（M）

参考資料



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教
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手

ー 15 827 0 64 71 3 19 0 兼109 －

（履修方法）

■人文学学位プログラム（Ｍ）

■国際公共政策学位プログラム（Ｍ）

配当年次

単位数* 授業形態

*「必修」「選択」「自由」の合計は、学位プログラムとしての必修、
選択、自由として記載したものの合計である。

１学年の学期区分 ２学期

１学期の授業期間 １５週

専任教員等の配置

１時限の授業時間 ７５分

備考

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

科目
区分

授業科目の名称

　次の履修方法により30単位以上修得すること。

(1) 基礎科目　4単位以上
・大学院共通科目　1単位以上
・学術院共通専門基盤科目　1単位以上
・研究群共通科目　「修士論文合同演習」1単位、「研究法入門」または
「Academic Writing and Research Ethics」から1単位を含め、2単位以上
(2) 専門基礎科目　2単位以上
(3) 専門科目
・「国際公共政策リサーチワークショップA」および「国際公共政策リサーチワー
クショップB」6単位
・講義科目および演習科目から8単位以上

　次の履修方法により30単位以上を取得すること。

(1) 研究群共通科目から「修士論文合同演習」と「研究法入門」ないし
「Academic Writing and Research Ethics」）2単位
(2) 上記以外の研究群共通科目、学術院共通専門基盤科目または、大学院共
通科目から2単位

＜哲学・思想サブプログラム＞
(3) 専門基礎科目　2単位
(4) 「哲学・思想修士論文執筆演習」2単位を含む専門科目24単位以上（哲学・
倫理・宗教の3つのうち必ず2つ以上の分野にわたって履修すること）

＜歴史・人類学サブプログラム＞
(3) 専門基礎科目から所属領域が指定する8単位以上
(4) 専門科目から8単位以上

＜文学サブプログラム＞
(3) 専門基礎科目、専門科目26単位以上（「文学研究演習」4単位を含むこと）

＜言語学サブプログラム＞
(3) 専門基礎科目、専門科目26単位以上（「プロジェクト演習」8単位、「プロ
ジェクト実習」2単位を含むこと）

＜現代文化学サブプログラム＞
(3) 専門基礎科目（「現代文化学基礎I,II」）2単位
(4) 専門科目24単位以上

＜英語教育学サブプログラム＞
(3) 専門科目26単位以上（「英語教育学論文演習」2単位を含むこと）

（修了要件）
　2年以上在学し、学位プログラムごとに定める修了の要件として必要な授業科
目の履修により所定の単位を修得し、かつ、必要な研究指導を受けた上、修士
論文の審査及び最終試験に合格すること。ただし、在学期間に関しては、優れ
た業績を上げた者については1年以上在学すれば足りるものとする。

合計（765科目） －

　文学関係、法学関係、経済学関係、社会学・社会
福祉学関係

　修士（国際公共政策）

　修士（国際日本研究）

学位又は称号

　修士（文学）

学位又は学科の分野

16 人文社会科学研究群（M）
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■国際日本研究学位プログラム（Ｍ）

※教育上有益と認められる場合には、10単位を上限として各学位プログラムが
定める範囲において、他の学位プログラムの授業科目の履修により修得した単
位を修了の要件となる単位として認めることができる。

　次の方法により32単位以上修得すること。

(1) 基礎科目　3単位以上
・大学院共通科目または学術院専門共通基盤科目から1単位以上
・修士論文合同演習1単位
・研究法入門またはAcademic Writing and Research Ethicsから1単位
・人文社会科学のためのグラントライティング入門、人文社会科学のためのイン
ターンシップ(1)(2)から0～3単位

(2) 専門基礎科目　7単位以上
・「国際日本研究のための日本語」または「国際日本研究のための英語」1単位

(3) 専門科目　12単位以上
・「プロジェクト演習」1Aまたは1B、2Aまたは2B、2Cまたは2Dをそれぞれ2単位

(4) 専門基礎科目と専門科目の合計　25単位以上

17 人文社会科学研究群（M）

参考資料



別記様式第２号（その２の１）
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教

助
　
手

■大学院共通科目

1･2･3後 1 ○ 兼2 集中,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2･3後 1 ○ 兼2 集中,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2･3前 1 ○ 兼2 ※演習,集中,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2･3前 1 ○ 兼10 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2･3前 1 ○ 兼2 ※演習,集中,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2･3前 1 ○ 兼1 ※演習,集中

1･2･3前 1 ○ 兼1 ※演習,集中

1･2･3通 2 ○ 兼2 集中

1･2･3前 1 ○ 兼1 ※講義,集中

1･2･3前 1 ○ 兼1 集中

1･2･3後 1 ○ 兼1

1･2･3休 2 ○ 兼1 集中

1･2･3後 1 ○ 1 兼2 集中,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2･3後 1 ○ 1

1･2･3通 1 ○ 兼1

1･2･3通 1 ○ 兼1

1･2･3後 1 ○ 兼1 集中

1･2･3後 1 ○ 兼2 集中,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2･3休 1 ○ 兼1 集中

1･2･3後 1 ○ 兼3 集中,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2･3後 1 ○ 兼1 集中

1･2･3後 1 ○ 兼1 集中

1･2･3休 1 ○ 兼1 集中

1･2･3後 1 ○ 兼1 集中

1･2･3前 1 ○ 兼1 集中

1･2･3休 1 ○ 兼1  ※講義,集中

1･2･3前 1 ○ 兼1 集中

1･2･3休 1 ○ 兼9
集中,ｵﾑﾆﾊﾞｽ
共同(一部)

1･2･3前 1 ○ 兼8 ｵﾑﾆﾊﾞｽ,共同(一部)

1･2･3休 1 ○ 兼1 ※演習,集中

1･2･3前 1 ○ 兼4 ※実習,集中,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2･3前 1 ○ 兼1 集中

1･2･3休 1 ○ 兼2 ※講義,集中

1･2･3前 1 ○ 兼1 集中

1･2･3前 1 ○ 兼1

1･2･3休 1 ○ 2 2 1 集中,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2･3前 1 ○ 2 集中,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

専任教員等の配置

備考
科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

生
命
・
環
境
・

研
究
倫
理
科
目

群 応用倫理

環境倫理学概論

研究倫理

生命倫理学

企業と技術者の倫理

地球規模課題と国際社会：感染症・
保健医療問題

地球規模課題と国際社会：社会問題

地球規模課題と国際社会：環境汚染
と健康影響

情
報
伝
達
力
・
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン

力
養
成
科
目
群

テクニカルコミュニケーション

英語発表

異分野コミュニケーションのための
プレゼンテーションバトル

Global Communication Skills
Training

サイエンスコミュニケーション概論

サイエンスコミュニケーション特論

サイエンスコミュニケータ養成実践
講座

人文知コミュニケーション:人文社会
科学と自然科学の壁を超える

地球規模課題と国際社会：環境・エ
ネルギー

キ
ャ

リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
科
目
群

JAPICｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝｺｰｽI-流動化
する世界とこれからの日本

JAPICｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝｺｰｽIII-ﾃｸﾉﾛ
ｼﾞｰとｸﾞﾛｰﾊﾞﾙで拓く未来

ダイバーシティとSOGI/LGBT+

ワークライフミックス - モーハウス
に学ぶパラダイムシフト

魅力ある理科教員になるための生
物・地学実験

アクセシビリティリーダー特論

脳の多様性とセルフマネジメント

国
際
性
養
成
科
目
群

21世紀的中国 ―現代中国的多相―

国際研究プロジェクト

国際インターンシップ

地球規模課題と国際社会:食料問題

地球規模課題と国際社会:海洋環境変
動と生命

地球規模課題と国際社会:社会脳

知
的
基
盤
形
成
科
目
群

生物多様性と地球環境

内部共生と生物進化

海洋生物の世界と海洋環境講座

科学的発見と創造性

自然災害にどう向き合うか

「考える」動物としての人間-東西哲
学からの考察

21世紀と宗教

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要 （ 事 前 伺 い ）

（人文社会ビジネス科学学術院　人文社会科学研究群　博士後期課程）

18 大学院共通科目
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専任教員等の配置

備考
科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

1･2･3後 1 ○ 兼2 隔年

1･2･3前 1 ○ 兼8 隔年,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2･3後 1 ○ 兼7 隔年,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2･3前 1 ○ 兼2 隔年

1･2･3前 1 ○ 兼1 ※講義,集中

1･2･3前 1 ○ 兼1 隔年

1･2･3前 1 ○ 兼1 隔年

1･2･3通 1 ○ 兼4

1･2･3前 1 ○ 兼3

1･2･3後 1 ○ 兼3

1･2･3通 1 ○ 兼4

1･2･3前 1 ○ 兼3

1･2･3後 1 ○ 兼3

1･2･3通 1 ○ 兼4

1･2･3前 1 ○ 兼3

1･2･3後 1 ○ 兼3

1･2･3通 1 ○ 兼4

1･2･3前 1 ○ 兼3

1･2･3後 1 ○ 兼3

1･2･3通 1 ○ 兼4

1･2･3前 1 ○ 兼3

1･2･3後 1 ○ 兼3

－ 0 61 0 5 2 1 0 0 兼87 －小計（59科目） －

大学院体育IIIc

大学院体育IVa

大学院体育IVb

大学院体育IVc

大学院体育Va

大学院体育Vb

大学院体育Ic

大学院体育IIa

大学院体育IIb

大学院体育IIc

大学院体育IIIa

大学院体育Vc

大学院体育IIIb

身
心
基
盤
形
成
科
目
群

塑造実習

コミュニケーションアート&デザインA

コミュニケーションアート&デザインB

日本画実習

ヨーガコース

絵画実習A

現代アート入門

大学院体育Ia

大学院体育Ib

19 大学院共通科目
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助
　
教

助
　
手

1前 1 ○ 2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

－ 0 1 0 0 2 0 0 0 0 －

1前 1 ○ 6 4 1

1後 1 ○ 6 4 1

2前 1 ○ 6 4 1

2後 1 ○ 6 4 1

3前 1 ○ 6 4 1

3後 1 ○ 6 4 1

1前 1 ○ 6 4 1 1

1前 1 ○ 2 3

1後 1 ○ 2 3

2前 1 ○ 2 3

2後 1 ○ 2 3

3前 1 ○ 2 3

3後 1 ○ 2 3

1前 1 ○ 1 1 1

1後 1 ○ 1 1 1

2前 1 ○ 1 1 1

2後 1 ○ 1 1 1

3前 1 ○ 1 1 1

3後 1 ○ 1 1 1

1前 1 ○ 2 1 2

1後 1 ○ 2 1 2

2前 1 ○ 2 1 2

2後 1 ○ 2 1 2

3前 1 ○ 2 1 2

3後 1 ○ 2 1 2

1前 1 ○ 1

1後 1 ○ 1

2前 1 ○ 1

2後 1 ○ 1

3前 1 ○ 1

3後 1 ○ 1

1･2･3前 2 ○ 1 集中

1･2･3後 2 ○ 1 集中

1前 2 ○ 1 2

1後 2 ○ 1 2

2前 2 ○ 1 2

2後 2 ○ 1 2

3前 2 ○ 1 2

3後 2 ○ 1 2

1･2･3通 4 ○ 1 2 集中

1前 1 ○ 1 3

1後 1 ○ 1 3

2前 1 ○ 1 3

2後 1 ○ 1 3

3前 1 ○ 1 3

3後 1 ○ 1 3

1前 2 ○ 1 3 集中

1後 2 ○ 1 3 集中

1前 2 ○ 6 7

1後 2 ○ 6 7

2前 2 ○ 6 7

2後 2 ○ 6 7

3前 2 ○ 6 7

3後 2 ○ 6 7

東洋史研究演習IIIA

東洋史研究演習IIIB

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

プレゼンテーション演習

歴
史
・
人
類
学
サ
ブ
プ
ロ
グ
ラ
ム

日本史研究演習IA

日本史研究演習IB

日本史研究演習IIA

日本史研究演習IIB

日本史研究演習IIIA

日本史研究演習IIIB

東洋史研究演習IA

西洋史研究演習IA

西洋史研究演習IB

西洋史研究演習IIA

西洋史研究演習IIB

西洋史研究演習IIIA

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

東洋史研究演習IB

東洋史研究演習IIA

東洋史研究演習IIB

■人文学学位プログラム（Ｄ）

専
門
基

礎
科
目

英語文献講読

小計（1科目） －

専
門
科
目

哲
学
・
思
想

サ
ブ
プ
ロ
グ
ラ
ム

哲学・思想博士論文執筆演習ⅠA

哲学・思想博士論文執筆演習ⅠB

哲学・思想博士論文執筆演習ⅡA

哲学・思想博士論文執筆演習ⅡB

哲学・思想博士論文執筆演習ⅢA

哲学・思想博士論文執筆演習ⅢB

西洋史研究演習IIIB

歴史地理学研究演習IA

歴史地理学研究演習IB

歴史地理学研究演習IIA

歴史地理学研究演習IIB

歴史地理学研究演習IIIA

歴史地理学研究演習IIIB

歴史地理学研究実習A

歴史地理学研究実習B

先史学・考古学研究演習IA

先史学・考古学研究演習IB

先史学・考古学研究演習IIA

先史学・考古学研究演習IIB

先史学・考古学研究演習IIIA

先史学・考古学研究演習IIIB

先史学・考古学研究実習

民俗学・文化人類学研究IA

民俗学・文化人類学研究IB

民俗学・文化人類学研究IIA

民俗学・文化人類学研究IIB

民俗学・文化人類学研究IIIA

民俗学・文化人類学研究IIIB

民俗学・文化人類学研究実習A

民俗学・文化人類学研究実習B 

文
学

サ
ブ
プ
ロ
グ
ラ
ム

文学論文演習(1A)

文学論文演習(1B)

文学論文演習(2A)

文学論文演習(2B)

文学論文演習(3A)

文学論文演習(3B)

20 人文社会科学研究群（D）
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科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1前 2 ○ 10 12 4 兼1

1後 2 ○ 10 12 4 兼1

2前 2 ○ 10 12 4 兼1

2後 2 ○ 10 12 4 兼1

3前 2 ○ 10 12 4 兼1

3後 2 ○ 10 12 4 兼1

1前 1 ○ 10 12 4 兼1

1後 1 ○ 10 12 4 兼1

2前 1 ○ 10 12 4 兼1

2後 1 ○ 10 12 4 兼1

3前 1 ○ 10 12 4 兼1

3後 1 ○ 10 12 4 兼1

1前 1 ○ 5 6

1後 1 ○ 5 6

2前 1 ○ 5 6

2後 1 ○ 5 6

3前 1 ○ 5 6

3後 1 ○ 5 6

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 2 ○ 1

1･2･3後 2 ○ 1

1前 1 ○ 3 1

1後 1 ○ 3 1

2前 1 ○ 3 1

2後 1 ○ 3 1

3前 1 ○ 3 1

3後 1 ○ 3 1

－ 0 109 0 38 39 1 9 0 兼1 －

－ 0 110 0 38 39 1 9 0 兼1 －

※「必修」は学位プログラムとしての必修を表す。

言
語
学
サ
ブ
プ
ロ
グ
ラ
ム

リサーチラボ演習(1A)

リサーチラボ演習(1B)

リサーチラボ演習(2A)

リサーチラボ演習(2B)

リサーチラボ演習(3A)

リサーチラボ演習(3B)

リサーチラボ実習(1A)

リサーチラボ実習(1B)

リサーチラボ実習(2A)

リサーチラボ実習(2B)

リサーチラボ実習(3A)

リサーチラボ実習(3B)

現
代
文
化
学
サ
ブ
プ
ロ
グ
ラ
ム

現代文化学論文演習 IA

現代文化学論文演習 IB

現代文化学論文演習 IIA

現代文化学論文演習 IIB

現代文化学論文演習 IIIA

現代文化学論文演習 IIIB

博士論文プロポーザル演習 I

博士論文プロポーザル演習 II

海外研究・教育実践演習 I

海外研究・教育実践演習 II

学位プログラム小計（83科目） －

英
語
教
育
学

サ
ブ
プ
ロ
グ
ラ
ム

英語教育学特別論文演習 IA

英語教育学特別論文演習 IB

英語教育学特別論文演習 ⅡA

英語教育学特別論文演習 ⅡB

英語教育学特別論文演習 ⅢA

英語教育学特別論文演習 ⅢB

小計（82科目） －
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■国際公共政策学位プログラム（Ｄ）

1•2•3前 3 ○ 9 14 2 3 兼1

1•2•3後 3 ○ 9 14 2 3 兼1

1•2•3前 1 ○ 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 隔年

開発人類学特別演習BI

東アジア政治外交特別演習AII

東アジア政治外交特別演習BI

東アジア政治外交特別演習BII

国際法特別演習AI

国際法特別演習AII

国際法特別演習BI

国際法特別演習BII

開発人類学特別演習AI

開発人類学特別演習AII

ヨーロッパ国際関係論特別演習BI

ヨーロッパ国際関係論特別演習BII

東アジア政治外交特別演習AI

専任教員等の配置

備考

国際政治史特別演習AII

国際政治史特別演習BI

国際政治史特別演習BII

ヨーロッパ国際関係論特別演習AI

ヨーロッパ国際関係論特別演習AII

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

国際政治理論特別演習AII

国際政治理論特別演習BI

国際政治理論特別演習BII

国際政治史特別演習AI

開発人類学特別演習BII

文化変動論特別演習AI

文化変動論特別演習AII

文化変動論特別演習BI

文化変動論特別演習BII

政策評価分析特別演習AI

政策評価分析特別演習AII

政策評価分析特別演習BI

政策評価分析特別演習BII

社会意識論特別演習AI

社会意識論特別演習AII

社会意識論特別演習BI

社会意識論特別演習BII

医療社会学特別演習AI

医療社会学特別演習AII

医療社会学特別演習BI

医療社会学特別演習BII

社会病理学特別演習I

社会病理学特別演習II

社会問題論特別演習I

社会問題論特別演習II

歴史社会学特別演習I

歴史社会学特別演習II

文化社会学特別演習I

文化社会学特別演習II

都市社会学特別演習I

専
門
科
目

国際公共政策プロジェクト演習A

国際公共政策プロジェクト演習B

政治学特別演習AI

政治学特別演習AII

政治学特別演習BI

政治学特別演習BII

比較政治学特別演習AI

比較政治学特別演習AII

比較政治学特別演習BI

比較政治学特別演習BII

国際政治理論特別演習AI

22 人文社会科学研究群（D）

参考資料



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

専任教員等の配置

備考
科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

1•2•3後 1 ○ 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 兼1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 兼1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 兼1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 兼1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 1 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 1 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 1 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 1 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 3 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 3 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 3 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 3 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 隔年

1•2•3前 1 ○ 1 隔年

1•2•3後 1 ○ 1 隔年

－ 6 96 0 9 14 2 3 0 兼1 －

－ 6 96 0 9 14 2 3 0 兼1 －

※「必修」は学位プログラムとしての必修を表す。

都市社会学特別演習II

地域社会学特別演習I

地域社会学特別演習II

社会階層論特別演習AI

社会階層論特別演習AII

社会階層論特別演習BI

社会階層論特別演習BII

国際社会政策論特別演習AI

国際社会政策論特別演習AII

国際社会政策論特別演習BI

中央ユーラシア研究特別演習AII

中央ユーラシア研究特別演習BI

中央ユーラシア研究特別演習BII

中東・北アフリカ研究特別演習AI

中東・北アフリカ研究特別演習AII

中東・北アフリカ研究特別演習BI

中東・北アフリカ研究特別演習BII

小計（98科目）

国際社会政策論特別演習BII

教育社会学特別演習I

教育社会学特別演習II

ジェンダー社会論特別演習I

ジェンダー社会論特別演習II

東南アジア・オセアニア研究特別演習AI

東南アジア・オセアニア研究特別演習AII

東南アジア・オセアニア研究特別演習BI

東南アジア・オセアニア研究特別演習BII

国際開発政策論特別演習AI

国際開発政策論特別演習AII

国際開発政策論特別演習BI

国際開発政策論特別演習BII

－

学位プログラム小計（98科目） －

ラテン・アメリカ研究特別演習AI

ラテン・アメリカ研究特別演習AII

ラテン・アメリカ研究特別演習BI

ラテン・アメリカ研究特別演習BII

経済学特別演習AI

経済学特別演習AII

経済学特別演習BI

経済学特別演習BII

中央ユーラシア研究特別演習AI
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■国際日本研究学位プログラム（Ｄ）

1前 2 ○ 10 17 5 兼1

1後 2 ○ 10 17 5 兼1

2前 2 ○ 10 17 5 兼1

2後 2 ○ 10 17 5 兼1

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1前 1 ○ 兼1

1･2前 1 ○ 1 ※演習,隔年

1･2後 1 ○ 1 ※演習,隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 ※演習,隔年

1･2･3後 1 ○ 1 ※演習,隔年

1･2･3前 1 ○ 1 ※演習,隔年

1･2･3後 1 ○ 1 ※演習,隔年

1･2･3前 1 ○ 1 ※演習,隔年

1･2･3後 1 ○ 1 ※演習,隔年

1･2･3前 1 ○ 1 ※演習,隔年

1･2･3後 1 ○ 1 ※演習,隔年

1･2･3前 1 ○ 1 ※演習,隔年

1･2･3前 1 ○ 1 ※演習,隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 ※演習,隔年

1･2･3後 1 ○ 1 ※演習,隔年

1･2･3前 1 ○ 1 ※演習,隔年

1･2･3後 1 ○ 1 ※演習,隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

日本文芸・文化研究2A

日本文芸・文化研究2B

社会情報論1

社会情報論2

備考

専任教員等の配置

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

東アジアの思想と文化4

日本文化と経済思想2

日本文化と経済思想3

比較日本文学論1A

比較日本文学論1B

比較日本文学論2A

比較日本文学論2B

日本文芸・文化研究1A

日本文芸・文化研究1B

コミュニケーションの人類学1A

コミュニケーションの人類学1B

コミュニケーションの人類学2A

コミュニケーションの人類学2B

相互行為分析研究1A

相互行為分析研究1B

相互行為分析研究2A

相互行為分析研究2B

メディア思想と日本社会3

メディア思想と日本社会4

比較メディア思想3

比較メディア思想4

日本政治と市民社会3

日本政治と市民社会4

Japan's Politics and Civil Society 3

Japan's Politics and Civil Society 4

比較政治3

比較政治4

Comparative Politics 3

Comparative Politics 4

Foreign Relations of Japan 3A

Foreign Relations of Japan 3B

Foreign Relations of Japan 4A

Foreign Relations of Japan 4B

International Relations 3A

International Relations 3B

International Relations 4A

International Relations 4B

教育政策論1

教育政策論2

Educational Policy 1

Educational Policy 2

計量分析3A

計量分析3B

計量分析4A

計量分析4B

専
門
科
目

リサーチ・プログラム開発5

リサーチ・プログラム開発6

リサーチ・プログラム開発7

リサーチ・プログラム開発8

日本社会と家2

韓国社会と家2

日本古典文化と身体2

日本のエンターティメントと社会経済

情報学特別演習1A

東アジアの思想と文化3
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備考

専任教員等の配置

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1前 1 ○ 1 6

1後 1 ○ 1 6

2前 1 ○ 1 6

2後 1 ○ 1 6

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

応用ミクロ経済学2

応用ミクロ経済学3

応用ゲーム理論2

応用ゲーム理論3

環境とマクロ経済学3A

環境とマクロ経済学3B

環境とマクロ経済学4A

環境とマクロ経済学4B

金融3A

金融3B

金融4A

金融4B

世界経済史3

世界経済史4

Comparative Labor Studies 3

Comparative Labor Studies 4

地域経済・経営史3A

地域経済・経営史3B

地域経済・経営史4A

地域経済・経営史4B

Informatics and Society 1

Informatics and Society 2

Global Society & Information 1

Global Society & Information ２

移民研究・国際人口移動論3

移民研究・国際人口移動論4

Migration and Multicultural Studies3

Migration and Multicultural Studies4

法と市民社会3A

法と市民社会3B

法と市民社会4A

法と市民社会4B

法と現代社会3A

法と現代社会3B

法と現代社会4A

法と現代社会4B

ユーラシア研究演習1

ユーラシア研究演習2

ユーラシア研究演習3

ユーラシア研究演習4

日本・ユーラシア研究演習1

日本・ユーラシア研究演習2

ユーラシアの国際関係1

ユーラシアの国際関係2

日本語教育学プログラム演習1A

日本語教育学プログラム演習1B

日本語教育学プログラム演習2A

日本語教育学プログラム演習2B

言語表現研究1A

言語表現研究1B

言語表現研究2A

言語表現研究2B

言語と行動理論研究1A

言語と行動理論研究1B

言語と行動理論研究2A

言語と行動理論研究2B

社会言語学研究1A

社会言語学研究1B

社会言語学研究2A

社会言語学研究2B

対人配慮行動理論研究1A
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専任教員等の配置

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1後 1 ○ 10 17 5 兼1

1前 1 ○ 10 17 5 兼1

2後 1 ○ 10 17 5 兼1

2前 1 ○ 10 17 5 兼1

－ 4 131 0 10 17 0 5 0 兼1 －

－ 4 131 0 10 17 0 5 0 兼1 －

※「必修」は学位プログラムとしての必修を表す。

対人配慮行動理論研究1B

対人配慮行動理論研究2A

小計（131科目） －

学位プログラム小計（131科目） －

対人配慮行動理論研究2B

ことばと行為のマイクロ分析研究1A

ことばと行為のマイクロ分析研究1B

ことばと行為のマイクロ分析研究2A

ことばと行為のマイクロ分析研究2B

プロジェクト演習3A

プロジェクト演習3B

プロジェクト演習4A

プロジェクト演習4B
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－ 10 398 0 55 69 3 16 0 兼90 －

（履修方法）

■人文学学位プログラム（Ｄ）

■国際公共政策学位プログラム（Ｄ）

■国際日本研究学位プログラム（Ｄ）

　次の履修方法により10単位以上を取得すること。
　
(1) 専門科目　「国際公共政策プロジェクト演習A」および「国際公共政策プロ
ジェクト演習B」6単位
(2) 専門科目　特別演習科目から4単位以上

※研究群共通科目、大学院共通科目から１単位を履修することを推奨する。

　次の方法により９単位以上修得すること。

(1) 専門科目　「プロジェクト演習」3Aまたは3B、4Aまたは4B、それぞれ1単位
合計2単位を含む8単位以上
(2) 後期入学者のみ前期課程基礎科目の「研究法入門」または「Academic
Writing and Research Ethics」１単位を必ず履修する。後期入学者が修了した
修士プログラムでは、本学の現在の修士課程ないし博士前期課程と同等以上
の研究倫理教育が行われていないことがあることに対処するための措置であ
る。

※研究群共通科目、大学院共通科目から１単位を履修することを推奨する。

※教育上有益と認められる場合には、学位プログラムごとに定める範囲におい
て、他の学位プログラムの授業科目の履修により修得した単位を修了の要件と
なる単位として認めることができる。

（修了要件）
　3年以上在学し、学位プログラムごとに定める修了の要件として必要な授業科
目の履修により所定の単位を修得し、かつ、必要な研究指導を受けた上、博士
論文の審査及び最終試験に合格すること。ただし、在学期間に関しては、優れ
た研究業績を上げた者については1年（修士課程早期修了者等にあっては当
該課程における在学期間を含めて3年）以上在学すれば足りるものとする。

１学年の学期区分

１学期の授業期間

１時限の授業時間

　次の必要単位を取得すること。

＜哲学・思想サブプログラム＞
　専門科目　7単位

＜歴史・人類学サブプログラム＞
　所属領域が指定する専門科目　6単位

＜文学サブプログラム＞
　次の履修方法により15単位以上
(1) 「英語文献講読」　1単位
(2) 大学院共通科目　2単位以上
(3) 「文学論文演習」　12単位

＜言語学サブプログラム＞
　次の履修方法により15単位以上
(1)　「リサーチラボ演習」12単位
(2)　「リサーチラボ実習」2単位以上
(3)　大学院共通科目1単位以上

＜現代文化学サブプログラム＞
　専門科目8単位以上（「現代文化学論文演習」6単位を含む）

＜英語教育学サブプログラム＞
　「英語教育学特別論文演習」6単位

※研究群共通科目、大学院共通科目から１単位を履修することを推奨する。

*「必修」「選択」「自由」の合計は、学位プログラムとしての必修、
選択、自由として記載したものの合計である。

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

２学期

１５週

７５分

備考

合計（371科目） －

学位又は称号

　博士（文学）

学位又は学科の分野
　文学関係、法学関係、経済学関係、社会学・社会
福祉学関係

　博士（国際公共政策）

　博士（国際日本研究）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数* 授業形態 専任教員等の配置
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■大学院共通科目

1･2後 1 ○ 兼2 集中,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2後 1 ○ 兼2 集中,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2前 1 ○ 兼2 ※演習,集中,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2前 1 ○ 兼10 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2前 1 ○ 兼2 ※演習,集中,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2前 1 ○ 兼1 ※演習,集中

1･2前 1 ○ 兼1 ※演習,集中

1･2通 2 ○ 兼2 集中

1･2前 1 ○ 兼1 ※講義,集中

1･2前 1 ○ 兼1 集中

1･2後 1 ○ 兼1

1･2休 2 ○ 兼1 集中

1･2後 1 ○ 兼3 集中,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2後 1 ○ 兼1

1･2通 1 ○ 兼1

1･2通 1 ○ 兼1

1･2後 1 ○ 兼1 集中

1･2後 1 ○ 兼2 集中,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2休 1 ○ 兼1 集中

1･2後 1 ○ 兼3 集中,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2後 1 ○ 兼1 集中

1･2後 1 ○ 兼1 集中

1･2休 1 ○ 兼1 集中

1･2後 1 ○ 兼1 集中

1･2前 1 ○ 兼1 集中

1･2休 1 ○ 兼1  ※講義,集中

1･2前 1 ○ 兼1 集中

1･2休 1 ○ 兼9
集中,ｵﾑﾆﾊﾞｽ
共同(一部)

1･2前 1 ○ 兼8 ｵﾑﾆﾊﾞｽ,共同(一部)

1･2休 1 ○ 兼1 ※演習,集中

1･2前 1 ○ 兼4 ※実習,集中,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2前 1 ○ 兼1 集中

1･2休 1 ○ 兼2 ※講義,集中

1･2前 1 ○ 兼1 集中

1･2前 1 ○ 兼1

1･2休 1 ○ 兼5 集中,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2前 1 ○ 兼2 集中,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

専任教員等の配置

備考
科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

生
命
・
環
境
・

研
究
倫
理
科
目

群 応用倫理

環境倫理学概論

研究倫理

生命倫理学

企業と技術者の倫理

地球規模課題と国際社会：感染症・
保健医療問題

地球規模課題と国際社会：社会問題

地球規模課題と国際社会：環境汚染
と健康影響

情
報
伝
達
力
・
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン

力
養
成
科
目
群

テクニカルコミュニケーション

英語発表

異分野コミュニケーションのための
プレゼンテーションバトル

Global Communication Skills
Training

サイエンスコミュニケーション概論

サイエンスコミュニケーション特論

サイエンスコミュニケータ養成実践
講座

人文知コミュニケーション:人文社会
科学と自然科学の壁を超える

地球規模課題と国際社会：環境・エ
ネルギー

キ
ャ

リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
科
目
群

JAPICｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝｺｰｽI-流動化
する世界とこれからの日本

JAPICｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝｺｰｽIII-ﾃｸﾉﾛ
ｼﾞｰとｸﾞﾛｰﾊﾞﾙで拓く未来

ダイバーシティとSOGI/LGBT+

ワークライフミックス - モーハウス
に学ぶパラダイムシフト

魅力ある理科教員になるための生
物・地学実験

アクセシビリティリーダー特論

脳の多様性とセルフマネジメント

国
際
性
養
成
科
目
群

21世紀的中国 ―現代中国的多相―

国際研究プロジェクト

国際インターンシップ

地球規模課題と国際社会:食料問題

地球規模課題と国際社会:海洋環境変
動と生命

地球規模課題と国際社会:社会脳

知
的
基
盤
形
成
科
目
群

生物多様性と地球環境

内部共生と生物進化

海洋生物の世界と海洋環境講座

科学的発見と創造性

自然災害にどう向き合うか

「考える」動物としての人間-東西哲
学からの考察

21世紀と宗教

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（人文社会ビジネス科学学術院　ビジネス科学研究群　博士前期課程）
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専任教員等の配置

備考
科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

1･2後 1 ○ 兼2 隔年

1･2前 1 ○ 兼8 隔年,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2後 1 ○ 兼7 隔年,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2前 1 ○ 兼2 隔年

1･2前 1 ○ 兼1 ※講義,集中

1･2前 1 ○ 兼1 隔年

1･2前 1 ○ 兼1 隔年

1･2通 1 ○ 兼4

1･2前 1 ○ 兼3

1･2後 1 ○ 兼3

1･2通 1 ○ 兼4

1･2前 1 ○ 兼3

1･2後 1 ○ 兼3

1･2通 1 ○ 兼4

1･2前 1 ○ 兼3

1･2後 1 ○ 兼3

1･2通 1 ○ 兼4

1･2前 1 ○ 兼3

1･2後 1 ○ 兼3

1･2通 1 ○ 兼4

1･2前 1 ○ 兼3

1･2後 1 ○ 兼3

－ 0 61 0 0 0 0 0 0 兼95 －小計（59科目） －

大学院体育IIIc

大学院体育IVa

大学院体育IVb

大学院体育IVc

大学院体育Va

大学院体育Vb

大学院体育Ic

大学院体育IIa

大学院体育IIb

大学院体育IIc

大学院体育IIIa

大学院体育Vc

大学院体育IIIb

身
心
基
盤
形
成
科
目
群

塑造実習

コミュニケーションアート&デザインA

コミュニケーションアート&デザインB

日本画実習

ヨーガコース

絵画実習A

現代アート入門

大学院体育Ia

大学院体育Ib
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■学術院共通専門基盤科目

1･2前 1 ○ 8 3 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ,共同（一部）

1･2後 1 ○ 4 2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2休 1 ○ 1 隔年,集中

1･2休 1 ○ 1 隔年,集中

1前 1 ○ 兼4

1後 1 ○ 兼4

1･2後 1 ○ 兼2 隔年,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2後 1 ○ 兼2 隔年,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2前 1 ○ 兼5 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2前 1 ○ 兼4 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2後 1 ○ 兼4 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1前 1 ○ 兼6 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1後 1 ○ 兼7 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2前 1 ○ 兼7 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2前 1 ○ 兼1 隔年

1･2後 1 ○ 兼1 隔年

1･2前 1 ○ 兼1 隔年

1･2後 1 ○ 兼1 隔年

1･2前 1 ○ 兼9 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

－ 0 19 0 9 3 0 1 0 兼50 －

環境とマクロ経済学1

The Environment and Macroeconomics 1

地域研究論

小計（19科目） －

現代文化学基礎Ⅱ

国際公共政策論

日本政治と市民社会1

言語資料論

文献資料学

比較文学

表象文化論

現代文化学基礎Ⅰ

備考

学
術
院

共
通
専
門
基
盤
科
目

法文献学

ビジネス法入門

トップレクチャーⅠ

トップレクチャーⅡ

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

Japan's Politics and Civil Society 1

哲学プラクティスA

哲学プラクティスB

言語対照論

30 学術院共通専門基盤科目

参考資料



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

■研究群共通科目

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1前 1 ○ 1 2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1前 1 ○ 1

－ 0 4 0 2 3 0 0 0 0 －

■法学学位プログラム（Ｍ）

1･2前 1 ○ 8 3 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ,共同(一部)

1･2後 1 ○ 4 2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1通 1 ○ 8 3 1

1通 1 ○ 8 3 1

1通 1 ○ 8 3 1

2通 1 ○ 8 3 1

2通 1 ○ 8 3 1

2通 1 ○ 8 3 1

1前 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1

1前 1 ○ 1

2前 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

1･2通 1 ○ 1 隔年

1･2通 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1

2通 1 ○ 1

1･2通 1 ○ 1 隔年

1･2通 1 ○ 1 隔年

2前 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2通 1 ○ 1

1･2通 1 ○ 1

－ 6 22 0 8 3 0 1 0 －

1前 1 ○ 1

1前 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 2 ○ 1

1･2前 2 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 2 ○ 1 隔年

1･2後 2 ○ 1

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1

1･2前 2 ○ 1

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 2 ○ 1 隔年

1･2通 1 ○ 2 隔年,共同

1･2通 1 ○ 2 隔年,共同

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2通 1 ○ 1 1 隔年,共同

1･2通 1 ○ 1 1 隔年,共同

－

研
究
群

共
通
科
目

コーポレートガバナンス

コーポレート・ファイナンス

経営基礎

会計基礎

小計（4科目）

備考配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

知的財産法判例演習Ⅰ

共
通
専
門
科
目

法文献学

企業法学特別研究I

企業法学特別研究II

企業法学特別研究III

企業法学特別研究IV

企業法学特別研究V

損害賠償法

社会保障法演習

金融商品取引法演習

担保法演習

ビジネス法入門

企業法学特別研究VI

現代民法の基礎

現代商法の基礎

民事手続法演習I

科目
区分

授業科目の名称

専
門
科
目

民事法研究I

民事法研究II

企
業
関
係
法

商事法研究II

コーポレート・ファイナンス

支払決済法

会社法

コーポレートガバナンス

企業会計法

金融商品取引法

上級民事訴訟法

民事執行・民事保全法

民事訴訟法

倒産処理法

商事法研究I

契約法II

消費者取引と法

不動産法

担保法I

担保法II

債権保全・回収法

契約法I

知的財産法判例演習II

契約法・損害賠償法演習

アメリカ取引法文献講読

中東・湾岸諸国法

金融法実務（イスラム金融）

－

民事手続法演習II

租税計画演習

会社法演習

小計（28科目）

国際私法演習

労働法演習I

労働法演習II

知的財産法演習

31 ビジネス科学研究群（M）

参考資料



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

備考配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

科目
区分

授業科目の名称

1･2前 3 ○ 1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2後 1 ○ 兼1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1

1･2前 2 ○ 1 隔年

1･2前 2 ○ 1 隔年

1･2前 2 ○ 1 隔年

1･2前 2 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

1･2通 1 ○ 1 1 隔年,共同

1･2通 1 ○ 1 1 隔年,共同

1･2前 3 ○ 1

1･2後 3 ○ 1

独占禁止法 1･2前 2 ○ 兼1

1･2後 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1

1･2通 3 ○ 1

1･2通 1 ○ 1 隔年,共同

1･2通 1 ○ 1 隔年,共同

1･2前 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

－ 0 68 0 8 3 0 0 0 兼2 －

－ 6 90 0 8 3 0 1 0 兼2 －

※「必修」は学位プログラムとしての必修を表す。

－

学位プログラム小計（76科目） －

国際課税法II

国際民事訴訟法

社
会
・
経
済
法

労働判例研究I

労働判例研究II

労働関係法

社会保障法

企業の組織・活動と労働法

社会保障法の現代的課題

知
的
財
産
法

著作権法I

国際知的財産法

国
際
ビ
ジ
ネ
ス
法

国際私法

国際取引法

国際経済法

ヨーロッパ契約法

税
法

実務租税法学

租税法研究I

租税法研究II

租税手続法

租税計画I

国際課税法I

小計（48科目）

不正競争防止法

商標法

デザイン法

著作権法II

特許法I

特許法II

32 ビジネス科学研究群（M）
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修

選
　
択

自
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講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
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教
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講
　
師

助
　
教

助
　
手

■経営学学位プログラム（Ｍ）

1前 1 ○ 1 2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1前 1 ○ 1

1前 1 ○ 1

1前 1 ○ 3 ｵﾑﾆﾊﾞｽ,共同(一部)

1前 1 ○ 1

－ 0 5 0 5 3 0 0 0 0 －

1･2休 1 ○ 1 隔年,集中

1･2休 1 ○ 1 隔年,集中

1･2前 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1

2前 1 ○ 1

2前 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

1後 1 ○ 1

2前 1 ○ 2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2後 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

1前 1 ○ 2 1 ※講義,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

－ 0 30 0 9 4 0 0 0 0 －

1前 1 ○ 9 4

1通 1 ○ 9 4

1後 1 ○ 9 4

2前 1 ○ 9 4

2通 1 ○ 9 4

2後 1 ○ 9 4

－ 0 6 0 9 4 0 0 0 0 －

－ 0 41 0 9 4 0 0 0 0 －

※「必修」は学位プログラムとしての必修を表す。

備考

基
礎
科
目

経営基礎

会計基礎

ビジネス数理

ビジネスと情報

プログラミング基礎

小計（5科目） －

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

会計情報分析

専
門
科
目

トップレクチャー I

トップレクチャー II

経営戦略論

経営組織論

技術経営論

組織変革

消費者行動

マーケティングリサーチ

マーケティングサイエンス

環境マーケティング

マーケティングエンジニアリング

インベストメントサイエンス

ファイナンス工学

財務会計

インターネットとビジネス情報分析

データ解析Ⅰ

データ解析Ⅱ

応用統計

共分散構造分析

計量経済学

時系列分析

最適化モデル

ロジスティクスとサプライチェーン

オペレーションズ・リサーチ

人工知能とビジネス情報分析

データマイニング

テキストマイニング

社会シミュレーション

ビジネスゲーム

小計（30科目） －

経営システム科学研究・Ⅱ-Ⅱ

経営システム科学研究・Ⅱ-Ⅲ

小計（6科目） －

学位プログラム小計（41科目） －

研
究
科
目

経営システム科学研究・Ⅰ-Ⅰ

経営システム科学研究・Ⅰ-Ⅱ

経営システム科学研究・Ⅰ-Ⅲ

経営システム科学研究・Ⅱ-Ⅰ

33 ビジネス科学研究群（M）
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必
　
修
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教
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師

助
　
教
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手

－ 6 215 0 17 7 0 1 0 兼145 －

（履修方法）

■法学学位プログラム（Ｍ）

■経営学学位プログラム（Ｍ）

　必修単位6単位を含む30単位以上を修得すること。

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

（修了要件）
　2年以上在学し、学位プログラムごとに定める修了の要件として必要
な授業科目の履修により所定の単位を修得し、かつ、必要な研究指導
を受けた上、修士論文の審査及び最終試験に合格すること。ただし、
在学期間に関しては、優れた業績を上げた者については1年以上在学す
れば足りるものとする。

１学年の学期区分 ２学期

１学期の授業期間 １５週

１時限の授業時間 ７５分

　トップレクチャーＩもしくはトップレクチャーIIを1単位以上含む30
単位以上を修得すること。

専任教員等の配置

備考

合計（199科目） －

学位又は称号
　修士（法学）

学位又は学科の分野 　法学関係、経済学関係
　修士（経営学）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数* 授業形態

*「必修」「選択」「自由」の合計は、学位プログラムとしての必修、
選択、自由として記載したものの合計である。

34 ビジネス科学研究群（M）
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別記様式第２号（その２の１）

必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

■大学院共通科目

1･2･3後 1 ○ 兼2 集中,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2･3後 1 ○ 兼2 集中,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2･3前 1 ○ 兼2 ※演習,集中,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2･3前 1 ○ 兼10 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2･3前 1 ○ 兼2 ※演習,集中,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2･3前 1 ○ 兼1 ※演習,集中

1･2･3前 1 ○ 兼1 ※演習,集中

1･2･3通 2 ○ 兼2 集中

1･2･3前 1 ○ 兼1 ※講義,集中

1･2･3前 1 ○ 兼1 集中

1･2･3後 1 ○ 兼1

1･2･3休 2 ○ 兼1 集中

1･2･3後 1 ○ 兼3 集中,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2･3後 1 ○ 兼1

1･2･3通 1 ○ 兼1

1･2･3通 1 ○ 兼1

1･2･3後 1 ○ 兼1 集中

1･2･3後 1 ○ 兼2 集中,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2･3休 1 ○ 兼1 集中

1･2･3後 1 ○ 兼3 集中,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2･3後 1 ○ 兼1 集中

1･2･3後 1 ○ 兼1 集中

1･2･3休 1 ○ 兼1 集中

1･2･3後 1 ○ 兼1 集中

1･2･3前 1 ○ 兼1 集中

1･2･3休 1 ○ 兼1  ※講義,集中

1･2･3前 1 ○ 兼1 集中

1･2･3休 1 ○ 兼9
集中,ｵﾑﾆﾊﾞｽ
共同(一部)

1･2･3前 1 ○ 兼8 ｵﾑﾆﾊﾞｽ,共同(一部)

1･2･3休 1 ○ 兼1 ※演習,集中

1･2･3前 1 ○ 兼4 ※実習,集中,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2･3前 1 ○ 兼1 集中

1･2･3休 1 ○ 兼2 ※講義,集中

1･2･3前 1 ○ 兼1 集中

1･2･3前 1 ○ 兼1

1･2･3休 1 ○ 兼5 集中,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2･3前 1 ○ 兼2 集中,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

専任教員等の配置

備考
科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

生
命
・
環
境
・

研
究
倫
理
科
目

群 応用倫理

環境倫理学概論

研究倫理

生命倫理学

企業と技術者の倫理

情
報
伝
達
力
・
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン

力
養
成
科
目
群

テクニカルコミュニケーション

英語発表

異分野コミュニケーションのための
プレゼンテーションバトル

Global Communication Skills
Training

サイエンスコミュニケーション概論

サイエンスコミュニケーション特論

サイエンスコミュニケータ養成実践
講座

人文知コミュニケーション:人文社会
科学と自然科学の壁を超える

国
際
性
養
成
科
目
群

21世紀的中国 ―現代中国的多相―

国際研究プロジェクト

国際インターンシップ

地球規模課題と国際社会:食料問題

地球規模課題と国際社会:海洋環境変
動と生命

地球規模課題と国際社会:社会脳

地球規模課題と国際社会：感染症・
保健医療問題

地球規模課題と国際社会：社会問題

地球規模課題と国際社会：環境汚染
と健康影響

キ
ャ

リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
科
目
群

JAPICｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝｺｰｽI-流動化
する世界とこれからの日本

JAPICｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝｺｰｽIII-ﾃｸﾉﾛ
ｼﾞｰとｸﾞﾛｰﾊﾞﾙで拓く未来

ダイバーシティとSOGI/LGBT+

ワークライフミックス - モーハウス
に学ぶパラダイムシフト

魅力ある理科教員になるための生
物・地学実験

アクセシビリティリーダー特論

脳の多様性とセルフマネジメント

知
的
基
盤
形
成
科
目
群

生物多様性と地球環境

内部共生と生物進化

海洋生物の世界と海洋環境講座

科学的発見と創造性

自然災害にどう向き合うか

「考える」動物としての人間-東西哲
学からの考察

21世紀と宗教

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（人文社会ビジネス科学学術院　ビジネス科学研究群　博士後期課程）

地球規模課題と国際社会：環境・エ
ネルギー

35 大学院共通科目
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専任教員等の配置

備考
科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

1･2･3後 1 ○ 兼2 隔年

1･2･3前 1 ○ 兼8 隔年,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2･3後 1 ○ 兼7 隔年,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2･3前 1 ○ 兼2 隔年

1･2･3前 1 ○ 兼1 ※講義,集中

1･2･3前 1 ○ 兼1 隔年

1･2･3前 1 ○ 兼1 隔年

1･2･3通 1 ○ 兼4

1･2･3前 1 ○ 兼3

1･2･3後 1 ○ 兼3

1･2･3通 1 ○ 兼4

1･2･3前 1 ○ 兼3

1･2･3後 1 ○ 兼3

1･2･3通 1 ○ 兼4

1･2･3前 1 ○ 兼3

1･2･3後 1 ○ 兼3

1･2･3通 1 ○ 兼4

1･2･3前 1 ○ 兼3

1･2･3後 1 ○ 兼3

1･2･3通 1 ○ 兼4

1･2･3前 1 ○ 兼3

1･2･3後 1 ○ 兼3

－ 0 61 0 0 0 0 0 0 兼95 －

大学院体育IIIc

大学院体育Ic

大学院体育IIa

大学院体育IIb

大学院体育IIc

大学院体育IIIa

大学院体育IIIb

身
心
基
盤
形
成
科
目
群

塑造実習

コミュニケーションアート&デザインA

コミュニケーションアート&デザインB

日本画実習

大学院体育Vc

小計（59科目） －

大学院体育IVa

大学院体育IVb

大学院体育IVc

大学院体育Va

大学院体育Vb

ヨーガコース

絵画実習A

現代アート入門

大学院体育Ia

大学院体育Ib

36 大学院共通科目

参考資料



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

■研究群共通科目

1前 2 ○ 11 6 兼1

1･2･3前 1 ○ 1

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

－ 0 6 0 11 6 0 0 0 兼1 －

■法学学位プログラム（Ｄ）

1通 1 ○ 9 3

1通 1 ○ 9 3

1通 1 ○ 9 3

2通 1 ○ 9 3

2通 1 ○ 9 3

2通 1 ○ 9 3

3通 1 ○ 9 3

3通 1 ○ 9 3

3通 1 ○ 9 3

－ 9 0 0 9 3 0 0 0 0 －

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3通 1 ○ 1 隔年

1･2･3通 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 2 隔年,ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2･3後 1 ○ 1

1･2･3後 1 ○ 1 3年に1度開講*

1･2･3前 1 ○ 1 3年に1度開講*

1･2･3後 1 ○ 1 3年に1度開講*

1･2･3前 1 ○ 1 3年に1度開講*

1･2･3後 1 ○ 1 3年に1度開講*

1･2･3前 1 ○ 1 3年に1度開講*

1･2･3通 1 ○ 1 隔年

1･2･3通 1 ○ 1

1･2･3通 1 ○ 1 隔年

－ 0 26 0 9 4 0 0 0 0 －

－ 9 26 0 9 4 0 0 0 0 －

※「必修」は学位プログラムとしての必修を表す。

* 「現代知的財産法」～「外国知的財産法」の6科目は、社会人学生が限られた時間（時間割）で複数の授業を受けられるよう、年度をずらして3年に1度ずつ開講している。

備考
科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

企業法特別研究V

企業法特別研究VI

企業法特別研究VII

企業法特別研究IV

研
究
群

共
通
科
目

ビジネスマネジメント特別演習I-I

マーケティング・サイエンス特論

経営戦略総論

財務会計特論

小計（5科目）

企業法特別研究VIII

企業法特別研究IX

－

専
門
科
目

企
業
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
分
野

外国会社法

国際租税計画Ⅰ

国際取引と国際私法

米国民事訴訟法

ドイツ民事訴訟法

外国資本市場法

小計（9科目）

共
通
専
門
科
目

企業法特別研究I

企業法特別研究II

企業法特別研究III

国際租税計画Ⅱ

比較労働法の基礎II

小計（26科目）

アメリカ会社法

アメリカ証券取引法

比較労働法の基礎Ⅰ

現代社会保障法

企
業
組
織
と
金

融
分
野

現代株式会社法

比較金融法

現代契約法

国際会社法

現代民事金融法

－

知能情報システム

学位プログラム小計（35科目） －

－

情
報
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

と
企
業

分
野

知的財産法による情報財保護

企業ノウハウと従業員

電子社会と法

現代知的財産法

欧米知的財産法

アメリカ知的財産法

比較知的財産法

知的財産法の現代的課題

外国知的財産法

社
会
･
経

済
法
分
野
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

■経営学学位プログラム（Ｄ）

1前 2 ○ 11 6 兼1

1前 1 ○ 11 6 兼1

1後 1 ○ 11 6 兼1

1後 1 ○ 11 6 兼1

1後 1 ○ 11 6 兼1

1･2･3前 1 ○ 11 6 兼1

1･2･3前 1 ○ 11 6 兼1

1･2･3前 1 ○ 11 6 兼1

1･2･3後 1 ○ 11 6 兼1

1･2･3後 1 ○ 11 6 兼1

1･2･3後 1 ○ 11 6 兼1

－ 0 12 0 11 6 0 0 0 兼1 －

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 ※演習,隔年

1･2･3後 1 ○ 1 ※演習,隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3後 1 ○ 1 隔年

1･2･3前 1 ○ 11 7

1･2･3前 1 ○ 11 7

1･2･3前 1 ○ 11 7

1･2･3後 1 ○ 11 7

1･2･3後 1 ○ 11 7

1･2･3後 1 ○ 11 7

1･2･3後 1 ○ 1

1･2･3前 1 ○ 1

1･2･3前 1 ○ 1

－ 0 42 0 11 7 0 0 0 0 －

－ 0 54 0 11 7 0 0 0 兼1 －

※「必修」は学位プログラムとしての必修を表す。

備考

専
門
科
目

ビジネスマネジメント特別演習I-I

ビジネスマネジメント特別演習I-II

ビジネスマネジメント特別演習II-I

ビジネスマネジメント特別演習II-II

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

ビジネスマネジメント特別演習II-III

ビジネスマネジメント講究I-I

ビジネスマネジメント講究I-II

ビジネスマネジメント講究I-III

ビジネスマネジメント講究II-I

ビジネスマネジメント講究II-III

小計（11科目） －

ビジネスマネジメント講究II-II

財務会計特論

金融工学総論

計量ファイナンス特論

金融データ解析

確率モデルと意思決定

金融ビジネス総論

計画数理総論

計量マーケティングモデル特論

トータルロジスティクス

ネットワーク特論

リスクマネジメント総論

ソフトコンピューティング

数量化手法特論

経営科学総論

共分散構造分析特論

調査データ解析特論

プロジェクト・マネジメント論

システムデザイン論

情報検索特論

知的ドキュメント管理論

情報システム特論

小計（42科目） －

学位プログラム小計（53科目） －

国際政治経済の概況と経営

専
門
科
目

マーケティングコミュニケーション

消費者マーケティング

マーケティング・サイエンス特論

経営戦略総論

経営戦略特論

イノベーション・マネジメント

動的システム総論

人材開発論

組織行動論

実証会計論

情報マネジメント

複雑システム論

知能情報システム

ビジネスマネジメント輪講I-I

ビジネスマネジメント輪講I-II

ビジネスマネジメント輪講I-III

ビジネスマネジメント輪講II-I

ビジネスマネジメント輪講II-II

ビジネスマネジメント輪講II-III

組織研究
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

－ 9 147 0 20 11 0 0 0 兼96 －

（履修方法）

■法学学位プログラム（Ｄ）

■経営学学位プログラム（Ｄ）

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

１学年の学期区分 ２学期

１学期の授業期間 １５週

専任教員等の配置

備考

合計（152科目） －

学位又は称号
　博士（法学）

学位又は学科の分野 　法学関係、経済学関係
　博士（経営学）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数* 授業形態

１時限の授業時間 ７５分

*「必修」「選択」「自由」の合計は、学位プログラムとしての必修、
選択、自由として記載したものの合計である。

　必修単位9単位を含む20単位以上を修得すること。

　次の履修方法により20単位以上を修得すること。
(1) 選択必修科目のうち、ビジネスマネジメント特別演習を6単位含
む。
(2) ビジネスマネジメント講究を3単位含む（6単位を超える単位は修
了要件に含めない）。
(3) 輪講科目は3単位を超える単位は修了要件に含めない。

（修了要件）
　3年以上在学し、学位プログラムごとに定める修了の要件として必要
な授業科目の履修により所定の単位を修得し、かつ、必要な研究指導
を受けた上、博士論文の審査及び最終試験に合格すること。ただし、
在学期間に関しては、優れた研究業績を上げた者については1年（修士
課程早期修了者等にあっては当該課程における在学期間を含めて3年）
以上在学すれば足りるものとする。
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別記様式第２号（その２の１）

必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1前 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1後 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1前 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

1後 3 ○ 1

1前 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1後 3 ○ 1

1前 1 ○ 兼1

1前 1 ○ 兼1

1後 1 ○ 兼2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

2後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1 兼1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

2後 2 ○ 兼2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

2後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1 兼1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

2前 1 ○ 1

3前 1 ○ 兼1

3後 1 ○ 兼1

3前 1 ○ 1

3前 1 ○ 1

3前 1 ○ 1

3後 3 ○ 2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

3前 1 ○ 1

3前 1 ○ 兼1

3前 1 ○ 1

－ 62 0 3 6 6 0 0 0 兼14 －

1前 1 ○ 1 兼2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

2前 1 ○ 1

2後 1 ○ 兼2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前 1 ○ 1

2後 1 ○ 1

3前 1 ○ 1

3前 1 ○ 兼1

3前 1 ○ 2 兼1 集中,共同

3休 1 ○ 1 兼2 集中,共同

3前 1 ○ 1

3後 1 ○ 1

2･3通 1 ○ 1 兼4 集中,共同

－ 9 7 0 3 0 0 0 0 兼11 －

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（人文社会ビジネス科学学術院　法曹専攻　専門職学位課程）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

法
律
基
本
科
目
群

実
定
法
基
礎
科
目

憲法Ⅰ－A〔人権〕

憲法Ⅰ－B〔人権〕

憲法Ⅱ〔統治〕

行政法Ⅰ

行政法Ⅱ

民法Ⅰ〔総則・物権総論〕

民法Ⅱ〔担保物権〕

商法Ⅱ〔企業法総論・企業活動法〕

民事訴訟法Ⅰ

刑法Ⅰ〔総論〕

刑法Ⅱ〔各論〕

刑事訴訟法Ⅰ

基礎ゼミⅠ

民法Ⅲ〔債権総論〕

民法Ⅳ－１〔契約法〕

民法Ⅳ－２〔契約法〕

民法Ⅴ〔不法行為・不当利得法〕

民法Ⅵ〔家族法〕

商法Ⅰ〔企業組織法〕

基礎ゼミⅡ

基礎ゼミⅢ

実
定
法
発
展
科
目

憲法Ⅲ〔憲法訴訟〕

行政法Ⅲ

民法Ⅶ

商法Ⅲ

民事訴訟法Ⅱ

刑法Ⅲ

刑事訴訟法Ⅱ

－

法
律
実
務
基
礎
科
目
群

法
務
基
礎
科
目

法曹実務基礎

法曹倫理Ⅰ

法曹倫理Ⅱ

憲法総合演習

行政法総合演習

民法総合演習

商法総合演習

民事訴訟法総合演習

民事法総合演習

法
務
展
開
科
目

民事訴訟実務の基礎Ⅰ

刑事訴訟実務の基礎Ⅰ

要件事実論Ⅰ

要件事実論Ⅱ

民事訴訟実務の基礎Ⅱ

刑事訴訟実務の基礎Ⅱ

刑法総合演習Ⅰ

刑法総合演習Ⅱ

刑事訴訟法総合演習

小計（37科目）

－

法
務
臨
床
科
目

民事模擬裁判

刑事模擬裁判

ロイヤリングⅠ

ロイヤリングⅡ

リーガルクリニック

小計（14科目）
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1･2前 1 ○ 兼1

1･2後 1 ○ 兼1

2後 1 ○ 兼1

1･2前 1 ○ 兼1

1･2前 1 ○ 兼1

1･2後 1 ○ 兼1

2後 1 ○ 1

－ 0 7 0 0 1 0 0 0 兼6 －

2前 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 1

2前 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼1

3後 1 ○ 兼2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

2前 2 ○ 兼1

3前 1 ○ 兼1

3後 1 ○ 1

2前 1 ○ 兼1

3後 1 ○ 兼1

3前 1 ○ 兼1

3前 1 ○ 兼1

3前 1 ○ 兼1

2後 1 ○ 1

3後 1 ○ 兼1

2前 1 ○ 1

3前 1 ○ 兼1

3前 1 ○ 1

3前 1 ○ 兼1

－ 0 32 0 2 2 0 0 0 兼18 －

－ 71 46 3 6 6 0 0 0 兼48 －

基
礎
法
学
・
隣
接
科
目
群

基
礎
法
学
・
隣
接
科
目

法哲学

英米法

ＥＵ法

法史学

公共政策

立法学

刑事政策

小計（7科目） －

展
開
・
先
端
科
目
群

展
開
・
先
端
科
目

知的財産法

倒産法

国際取引法

国際私法

経済法

租税法

消費者法

倒産法演習

経済法演習

労働法演習

知的財産法演習

英文法律文書作成

労働法

環境法

金融法〔金融監督法・金融取引法〕

国際公法

地方自治

金融商品取引法

－

合計（81科目） －

学位又は称号 　法務博士（専門職） 学位又は学科の分野 　法曹養成関係

企業法務

少年法

自治体法務

民事執行・保全法

国際私法演習

小計（23科目）

（履修科目の登録の上限）
・下記以外の学生：36単位（年間）。ただし最終年次に限り44単位
・長期履修学生：27単位（年間）。ただし最終年次に限り33単位

７５分

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

　法学未修者にあっては3年以上、法学既修者にあっては2年以上在学
し、下記の所要単位数を修得した上、最終年次のGPAが1.50以上である
こと。
(1)-1 法律基本科目群の実定法基礎科目の38単位（なお法学既修者
は、このうち1年次配当科目の30単位を修得したものとみなされる。）
及び実定法発展科目にある必修科目24単位はすべて履修
(2)-1 法律実務基礎科目群の法務基礎科目にある必修科目3単位はすべ
て履修
-2 法律実務基礎科目群の法務展開科目にある必修科目6単位はすべて
履修
-3 法律実務基礎科目群の法務展開科目にある選択必修科目のうちから
1単位以上を履修
-4 法律実務基礎科目群の法務臨床科目にある選択必修科目のうちから
4単位以上を履修
(3) 基礎法学・隣接科目群にある選択必修科目のうちから4単位以上を
履修
(4) 展開・先端科目群にある選択必修科目のうちから13単位以上を履
修

１学年の学期区分 ２学期

１学期の授業期間 １５週

１時限の授業時間

41 法曹専攻（P）

参考資料



別記様式第２号（その２の１）

必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 1 ○ 1

1前 1 ○ 1

1前 1 ○ 1

1前 1 ○ 1

1後 1 ○ 兼1

1前 1 ○ 1

1前 1 ○ 1

1前 1 ○ 1 2

－ 8 0 0 3 4 0 2 0 兼1 －

1前 1 ○ 1 2

1前 1 ○ 1

－ 0 0 2 1 3 0 0 0 0 －

1･2後 1 ○ 1

1･2休 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

－ 0 3 0 1 0 0 1 0 0 －

1前 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 兼1

1･2前 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1 集中

1･2休 1 ○ 1 集中

1･2後 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1 集中

1･2後 1 ○ 1

－ 0 11 0 2 2 0 1 0 兼1 －

1･2前 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1

1･2通 1 ○ 1 集中

1･2通 1 ○ 1 集中

1･2通 1 ○ 1 集中

1･2通 1 ○ 1 集中

2前 1 ○ 1

－ 0 7 0 0 3 0 0 0 0 －

1･2前 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1

2前 1 ○ 1

－ 0 9 0 1 2 0 0 0 0 －

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（人文社会ビジネス科学学術院　国際経営プロフェッショナル専攻　専門職学位課程）

Finance I

Accounting I

Global Management I

Operations Management I

小計（8科目） －

備考

C
o
r
e
 
C
o
u
r
s
e
s

Organizational Management I

Human Resource Management I

Marketing I

Business Strategy I

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

B
a
s
i
c

C
o
u
r
s
e
s Business Mathematics

Introduction to Economics I

小計（2科目） －

E
l
e
c
t
i
v
e
 
C
o
u
r
s
e
s

(
O
r
g
a
n
i
z
a
t
i
o
n
a
l

M
a
n
a
g
e
m
e
n
t
)

Organizational Management II

Human Resource Management III

Business Anthropology

小計（3科目） －

Technology Management

Finance Seminar I

Business Model Innovation

小計（11科目） －

E
l
e
c
t
i
v
e
 
C
o
u
r
s
e
s

(
I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
 
A
d
a
p
t
a
b
i
l
i
t
y
) Cross Cultural Management I:

Managing Across Borders

Cross Cultural Management II:
The Challenges of Globalization

Overseas Study Seminar I

Overseas Study Seminar II

Overseas Study Seminar III

Overseas Study Seminar IV

E
l
e
c
t
i
v
e
 
C
o
u
r
s
e
s
 
(
B
u
s
i
n
e
s
s

S
t
r
a
t
e
g
y
)

Introduction to Economics II

Finance II

Accounting II

Accounting III

Marketing II

Marketing III

Entrepreneurship Ⅰ

Entrepreneurship II

Global Management VII

小計（7科目） －

－

E
l
e
c
t
i
v
e
 
C
o
u
r
s
e
s
 
(
A
p
p
l
i
e
d

I
n
f
o
r
m
a
t
i
o
n
)

Data Analysis I

Introductory Data Analysis

Business Simulation

Data Analysis II

Data Analysis III

Operations Management II

Operations Management III

Operations Management IV

Operations Management VI

小計（9科目）

42 国際経営プロフェッショナル専攻（P）

参考資料



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

備考
科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

1･2前 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 2 集中

1･2通 1 ○ 4 5 2 集中

1･2通 1 ○ 4 5 2 集中

1･2後 1 ○ 1 3 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

0 5 0 4 5 0 2 0 0

1前 1 ○ 5 5 2

1通 1 ○ 5 5 2 集中

1後 1 ○ 5 5 2 集中

2前 1 ○ 5 5 2 集中

2通 1 ○ 5 5 2 集中

－ 5 0 0 5 5 0 2 0 0 －

2後 8 ○ 5 5 2 集中

－ 8 0 0 5 5 0 2 0 0 －

－ 21 35 2 5 5 0 2 0 兼1 －

E
l
e
c
t
i
v
e
 
C
o
u
r
s
e
s

(
C
o
m
m
o
n
 
A
r
e
a
)

Introduction to Corporate Social
Responsibility

MBA-IB Speaker Series

International Conference Seminar I

International Conference Seminar II

Case Study Practice

小計（5科目） －

－

B
u
s
i
n
e
s
s

P
r
o
j
e
c
t

Business Project

小計（1科目） －

合計（51科目） －

S
e
m
i
n
a
r

Seminar I

Seminar II

Seminar III

Seminar IV

Seminar V

小計（5科目）

（履修科目の登録の上限: 35単位（年間））

　2年以上在学し、下記の所要単位数を修得した上、最終年次のGPAが3.0以上で
あること。
(1)Core courses（必修科目）の8単位をすべて履修
(2)Elective courses（選択科目）のうち、24単位以上を履修。このうち10単位
までは、入学前に他大学院で修得した単位または他専攻の科目を履修し修得した
単位に代えることができる。
(3)Seminar(ゼミ）の5単位をすべて履修
(4)Business Project（※修士論文相当）の1科目8単位を履修

　上記に加え、入学後に実施するPlacement testの結果により、不合格であった
場合はBasic courses（基礎科目）を履修するものとするが、修了要件には含め
ない。

１学年の学期区分 ２学期

１学期の授業期間 １５週

１時限の授業時間 ７５分

学位又は称号 　国際経営修士（専門職） 学位又は学科の分野 　経済学関係、工学関係

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

43 国際経営プロフェッショナル専攻（P）

参考資料



 

 

 

 

既設の研究科の教育課程等の概要 

 

 

 

 

 

  



1 現代語・現代文化専攻（M）

別記様式第２号（その２の１）

必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1･2前 1.5 ○ 1 隔年

1･2後 1.5 ○ 1 隔年

1･2前 1.5 ○ 1 隔年

1･2後 1.5 ○ 1 隔年

1･2前 1.5 ○ 1 隔年

1･2後 1.5 ○ 1 隔年

1･2前 1.5 ○ 1 隔年

1･2後 1.5 ○ 1 隔年

1･2前 1.5 ○ 1 隔年

1･2後 1.5 ○ 1 隔年

1･2前 1.5 ○ 1 隔年

1･2後 1.5 ○ 1 隔年

1･2前 1.5 ○ 1 隔年

1･2後 1.5 ○ 1 隔年

1･2前 1.5 ○ 1 隔年

1･2後 1.5 ○ 1 隔年

1･2前 1.5 ○ 1 隔年

1･2後 1.5 ○ 1 隔年

1･2前 1.5 ○ 1 隔年

1･2後 1.5 ○ 1 隔年

1･2前 1.5 ○ 1 隔年

1･2後 1.5 ○ 1 隔年

1･2前 1.5 ○ 1 隔年

1･2後 1.5 ○ 1 隔年

1･2前 1.5 ○ 1 隔年

1･2後 1.5 ○ 1 隔年

1･2前 1.5 ○ 1 隔年

1･2後 1.5 ○ 1 隔年

1･2前 1.5 ○ 1 隔年

1･2後 1.5 ○ 1 隔年

1･2前 1.5 ○ 1 隔年

1･2後 1.5 ○ 1 隔年

1･2前 1.5 ○ 1 隔年

1･2後 1.5 ○ 1 隔年

1･2前 1.5 ○ 1 隔年

1･2後 1.5 ○ 1 隔年

1･2前 1.5 ○ 1 隔年

1･2後 1.5 ○ 1 隔年

1･2前 1.5 ○ 1 隔年

1･2後 1.5 ○ 1 隔年

1･2前 1.5 ○ 1 隔年

1･2後 1.5 ○ 1 隔年

1･2前 1.5 ○ 1 隔年

1･2後 1.5 ○ 1 隔年

1･2前 1.5 ○ 1 隔年

1･2後 1.5 ○ 1 隔年

1･2前 1.5 ○ 1 隔年

1･2後 1.5 ○ 1 隔年

1･2前 1.5 ○ 1 隔年

1･2後 1.5 ○ 1 隔年

1･2前 1.5 ○ 1 隔年

1･2後 1.5 ○ 1 隔年

1･2前 1.5 ○ 1 隔年

1･2後 1.5 ○ 1 隔年

1･2前 1.5 ○ 1 隔年

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（人文社会科学研究科　現代語・現代文化専攻　博士前期課程）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

文化生成論IA専
門
科
目

文化生成論IB

文化生成論IIA

文化生成論IIB

文化動態論(1)IA

文化動態論(1)IB

文化動態論(1)IIA

文化動態論(1)IIB

文化構造論IB

文化構造論IIA

文化構造論IIB

文化対照論IA

文化対照論IB

文化動態論(2)IA

文化動態論(2)IB

文化動態論(2)IIA

文化動態論(2)IIB

文化構造論IA

文化差異論IIB

文化現象論IA

文化現象論IB

文化現象論IIA

文化現象論IIB

文化対照論IIA

文化対照論IIB

文化差異論IA

文化差異論IB

文化差異論IIA

異文化地域論(1)IB

異文化地域論(1)IIA

異文化地域論(1)IIB

異文化地域論(3)IA

異文化地域論(3)IB

文化コミュニケーション論IA

文化コミュニケーション論IB

文化コミュニケーション論IIA

文化コミュニケーション論IIB

異文化地域論(1)IA

異文化交流論IIB

科学文化論IA

科学文化論IB

科学文化論IIA

科学文化論IIB

異文化地域論(3)IIA

異文化地域論(3)IIB

異文化交流論IA

異文化交流論IB

異文化交流論IIA

イメージ生成論IB

イメージ生成論IIA

境域文化論IA

境域文化論IB

境域文化論IIA

境域文化論IIB

イメージ生成論IA



2 現代語・現代文化専攻（M）

必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1･2後 1.5 ○ 1 隔年

1･2前 1.5 ○ 1 隔年

1･2後 1.5 ○ 1 隔年

1･2前 1.5 ○ 1 隔年

1･2後 1.5 ○ 1 隔年

1･2前 1.5 ○ 1 隔年

1･2後 1.5 ○ 1 隔年

1･2前 1.5 ○ 1 隔年

1･2後 1.5 ○ 1 隔年

1･2前 1.5 ○ 1 隔年

1･2後 1.5 ○ 1 隔年

1･2前 1.5 ○ 1 隔年

1･2後 1.5 ○ 1 隔年

1･2前 1.5 ○ 1 隔年

1･2後 1.5 ○ 1 隔年

1･2前 1.5 ○ 1 隔年

1･2後 1.5 ○ 1 隔年

1･2前 1.5 ○ 1 隔年

1･2後 1.5 ○ 1 隔年

1･2前 1.5 ○ 1 隔年

1･2後 1.5 ○ 1 隔年

1･2前 1.5 ○ 1 隔年

1･2後 1.5 ○ 1 隔年

1･2前 1.5 ○ 1 隔年

1･2後 1.5 ○ 1 隔年

1･2前 1.5 ○ 1 隔年

1･2後 1.5 ○ 1 隔年

1･2前 1.5 ○ 1 隔年

1･2後 1.5 ○ 1 隔年

1･2前 1.5 ○ 1 隔年

1･2後 1.5 ○ 1 隔年

1･2前 1.5 ○ 1 隔年

1･2後 1.5 ○ 1 隔年

1･2前 1.5 ○ 1 隔年

1･2後 1.5 ○ 1 隔年

1･2前 1.5 ○ 1 隔年

1･2後 1.5 ○ 1 隔年

1･2前 1.0 ○ 1 兼1

1･2後 1.0 ○ 1 兼1

1･2前 1.0 ○ 1 兼1

1･2後 1.0 ○ 1 兼1

－ 0 142.0 0 10 10 0 0 0 兼2 -

－ 0 142.0 0 10 10 0 0 0 兼2

　修士（文学）
　修士（言語学）
　修士（学術）

学位又は学科の分野 　文学関係

小計（96科目） －

合計（96科目） －

学位又は称号

イメージ生成論IIB

言語情報論IA

異文化言語比較演習ⅡA

異文化言語比較演習ⅡB

異文化言語習得論IA

異文化言語習得論IB

異文化言語習得論ⅡA

言語情報論IB

言語情報論IIA

言語情報論IIB

異文化言語比較演習IA

異文化言語比較演習IB

異文化言語教育教材論IA

異文化言語教育教材論IB

異文化言語教育教材論ⅡA

異文化言語教育教材論ⅡB

異文化言語演習(1)IA

異文化言語習得論ⅡB

異文化言語教育評価論IA

異文化言語教育評価論IB

異文化言語教育評価論ⅡA

異文化言語教育評価論ⅡB

異文化言語演習(2)ⅡA

異文化言語演習(2)ⅡB

異文化言語演習(3)IA

異文化言語演習(3)IB

異文化言語演習(3)ⅡA

異文化言語演習(1)IB

異文化言語演習(1)ⅡA

異文化言語演習(1)ⅡB

異文化言語演習(2)IA

異文化言語演習(2)IB

言語コミュニケーション論A

言語コミュニケーション論B

相互行為論A

相互行為論B

異文化言語演習(3)ⅡB

異文化言語演習(4)IA

異文化言語演習(4)IB

異文化言語演習(4)ⅡA

異文化言語演習(4)ⅡB



3 国際公共政策専攻（M）

別記様式第２号（その２の１）

必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1･2通 2 ○ 12 7 1 0 兼4

－ 2 0 0 12 7 1 0 0 兼4 －

1通 2 ○ 3 2 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2通 2 ○ 3 3 1 兼1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1通 2 ○ 8 2 兼1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2前 2 ○ 1

1･2後 1 ○ 4 2 兼2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

－ 0 9 0 12 7 1 1 0 兼4 －

1･2前 2 ○ 1 隔年

1･2前 2 ○ 1 隔年

1･2通 2 ○ 1 隔年

1･2通 2 ○ 1 隔年

1･2通 2 ○ 1 隔年

1･2通 2 ○ 1 隔年

1･2後 2 ○ 1 隔年

1･2後 2 ○ 1 隔年

1･2通 2 ○ 1 隔年

1･2通 2 ○ 1 隔年

1･2通 2 ○ 1 隔年

1･2通 2 ○ 1 隔年

1･2前 2 ○ 1 隔年

1･2前 2 ○ 1 隔年

1･2通 2 ○ 1 隔年

1･2通 2 ○ 1 隔年

1･2通 2 ○ 1 隔年

1･2通 2 ○ 1 隔年

1･2通 2 ○ 1 隔年

1･2通 2 ○ 1 隔年

1･2後 2 ○ 兼1 隔年

1･2後 2 ○ 兼1 隔年

1･2後 2 ○ 1 隔年

1･2後 2 ○ 1 隔年

1･2後 2 ○ 1 隔年

1･2後 2 ○ 1 隔年

1･2通 2 ○ 1 隔年

1･2通 2 ○ 1 隔年

1･2通 2 ○ 1 隔年

1･2通 2 ○ 1 隔年

1･2通 2 ○ 1 隔年

1･2通 2 ○ 1 隔年

1･2後 2 ○ 1 隔年

1･2後 2 ○ 1 隔年

1･2前 2 ○ 兼1

1･2前 1 ○ 兼1 隔年

1･2前 1 ○ 兼1 隔年

1･2前 1 ○ 兼1 隔年

1･2前 1 ○ 兼1 隔年

1･2前 1 ○ 兼1 隔年

1･2後 1 ○ 兼1 隔年

1･2前 1 ○ 兼1 隔年

1･2後 1 ○ 兼1 隔年

1･2前 1 ○ 兼1 隔年

1･2前 1 ○ 兼1 隔年

1･2前 1 ○ 兼1 隔年

備考

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（人文社会科学研究科　国際公共政策専攻　博士前期課程）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

－

基
礎
科
目

小計（5科目） －

国際公共政索の政治学

社会学基礎理論

国際政治経済学I

国際政治経済学II

国際公共政策論

国際公共政策の比較分析

現代政治分析

国際公共政策とｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ政治理論

国際政治理論

国際政治史I

国際政治史II

比較政策規範論I

比較政策規範論II

アメリカ政治論I

アメリカ政治論II

政治過程論

ロシア・東欧の国際関係I

ロシア・東欧の国際関係II

ヨーロッパ国際関係論I

ヨーロッパ国際関係論II

中国政治外交論I

日本の公共政策

比較政治学I

比較政治学II

国際安全保障論I

中国政治外交論II

国際法I

国際法II

国際公共哲学

アジア国際関係論

国際公共政策ﾘｻｰﾁ･ﾜｰｸｼｮﾌﾟ

専
門
科
目
（

講
義
科
目
）

国
際
関
係
分
野

国際安全保障論II

国際文化論I

専
門
基

礎
科
目

小計（1科目）

公共政策論IA

公共政策論IB

公共政策論IIA

公共政策論IIB

文化変動論II

人口学特論I

人口学特論II

国際金融と政策

国際文化論II

開発人類学I

開発人類学II

文化変動論I

現代日本の国際関係IB

現代日本の国際関係IIA

日本と国際政治IA

日本と国際政治IB

日本と国際政治IIA

日本と国際政治IIB

現代日本の国際関係IA



4 国際公共政策専攻（M）

必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

備考
科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

1･2前 1 ○ 兼1 隔年

1後 1 ○ 兼1 隔年

1後 1 ○ 兼1 隔年

1･2後 3 ○ 兼1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2通 2 ○ 1 隔年

1･2通 2 ○ 1 隔年

1･2通 2 ○ 1 隔年

1･2通 2 ○ 1 隔年

1･2通 2 ○ 1 隔年

1･2通 2 ○ 1 隔年

1･2通 2 ○ 1 隔年

1･2通 2 ○ 1 隔年

1･2通 2 ○ 1 隔年

1･2通 2 ○ 1 隔年

1･2通 2 ○ 1 隔年

1･2通 2 ○ 1 隔年

1･2通 2 ○ 兼1 隔年

1･2通 2 ○ 兼1 隔年

1･2通 2 ○ 1 隔年

1･2通 2 ○ 1 隔年

－ 0 123 0 12 7 1 1 0 兼8 －

1･2後 3 ○ 1 隔年

1･2後 3 ○ 1 隔年

1･2通 3 ○ 1 隔年

1･2通 3 ○ 1 隔年

1･2通 3 ○ 1

1･2通 3 ○ 1

1･2通 3 ○ 1

1･2通 3 ○ 1

1･2通 3 ○ 1

1･2通 3 ○ 1

1･2通 3 ○ 1

1･2通 3 ○ 1

1･2通 3 ○ 1

1･2通 3 ○ 1

1･2通 3 ○ 1

1･2通 3 ○ 1

1･2通 3 ○ 1

1･2通 3 ○ 1

1･2通 3 ○ 1

1･2通 3 ○ 1

1･2通 3 ○ 1

1･2通 3 ○ 1

1･2通 3 ○ 1

1･2通 3 ○ 1

1･2通 3 ○ 1

1･2通 3 ○ 1

1･2通 3 ○ 1

1･2通 3 ○ 1

1･2通 3 ○ 1

1･2通 3 ○ 1

1･2通 3 ○ 1

1･2通 3 ○ 1

1･2通 3 ○ 1

1･2通 3 ○ 1

1･2前 3 ○ 1

1･2前 3 ○ 1

I～IIIを3年サイクルで
開講。以下「中国政治
外交論演習IIIB」まで
同じ。

専
門
科
目
（

講
義
科
目
）

社
会
学
分
野

小計（70科目） －

専
門
科
目
（

演
習
科
目
）

国
際
関
係
分
野

現代日本の国際関係IIB

政策評価分析IA

政策評価分析IB

計量経済学II

計量経済学I

公共政策とマネージメントI

アジア政治論IB

アジア政治論IA

逸脱行動論II

歴史社会学I

歴史社会学II

都市社会学I

都市社会学II

知識社会学I

知識社会学II

医療社会学I

医療社会学II

逸脱行動論I

教育社会学II

比較現代政治演習I

比較現代政治演習II

国際政治学演習I

国際政治学演習II

労働社会学I

労働社会学II

国際社会政策論I

国際社会政策論II

教育社会学I

政治哲学演習III

アメリカ政治論演習I

アメリカ政治論演習II

アメリカ政治論演習III

アメリカ外交演習I

日本政治論演習I

日本政治論演習II

日本政治論演習III

政治哲学演習I

政治哲学演習II

ヨーロッパ国際関係演習I

ヨーロッパ国際関係演習II

ヨーロッパ国際関係演習III

ロシア・東欧論演習I

ロシア・東欧論演習II

アメリカ外交演習II

アメリカ外交演習III

国際法演習II

国際法演習III

国際文化論演習I

国際文化論演習II

国際文化論演習III

ロシア・東欧論演習III

国際安全保障論演習I

国際安全保障論演習II

国際安全保障論演習III

国際法演習I

開発人類学演習I

開発人類学演習II

開発人類学演習III

人口学特論演習I

人口学特論演習II



5 国際公共政策専攻（M）

必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

備考
科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

1･2前 3 ○ 1

1･2通 3 ○ 1

1･2通 3 ○ 1

1･2通 3 ○ 1

1･2前 1.5 ○ 兼1

1･2後 1.5 ○ 兼1

1･2前 1.5 ○ 兼1

1･2後 1.5 ○ 兼1

1･2前 1.5 ○ 兼1

1･2後 1.5 ○ 兼1

1･2前 1.5 ○ 1 隔年

1･2後 1.5 ○ 1 隔年

1･2前 1.5 ○ 1 隔年

1･2後 1.5 ○ 1 隔年

1･2前 1.5 ○ 兼1 隔年

1･2後 1.5 ○ 兼1 隔年

1･2前 1.5 ○ 兼1 隔年

1･2後 1.5 ○ 兼1 隔年

1･2前 2 ○ 兼1

1･2前 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1

1･2通 3 ○ 1

1･2通 3 ○ 1

1･2通 3 ○ 1

1･2通 3 ○ 1

1･2通 3 ○ 1

1･2通 3 ○ 1

1･2通 3 ○ 1

1･2通 3 ○ 1

1･2通 3 ○ 1

1･2通 3 ○ 1

1･2通 3 ○ 1

1･2通 3 ○ 1

1･2通 3 ○ 1

1･2通 3 ○ 1

1･2通 3 ○ 1

1･2通 3 ○ 1

1･2通 3 ○ 1

1･2通 3 ○ 1

1･2通 3 ○ 兼1

1･2通 3 ○ 兼1

1･2通 3 ○ 兼1

1･2通 3 ○ 1

1･2通 3 ○ 1

1･2通 3 ○ 1

－ 0 218 0 12 7 1 1 0 兼11 －

－ 2 350 0 12 7 1 1 0 兼11 －

I～IIIを3年サイクルで
開講。以下同じ。

学位又は称号

　修士（政治学）
　修士（社会学）
　修士（国際政治経済学）
　修士（国際公共政策）
  修士（学術）

学位又は学科の分野 　法学関係、社会学・社会福祉学関係

専
門
科
目
（

演
習
科
目
）

社
会
学
分
野

小計（82科目） －

合計（158科目） －

知識社会学演習II

知識社会学演習III

医療社会学演習I

医療社会学演習II

医療社会学演習III

逸脱行動論演習I

逸脱行動論演習II

逸脱行動論演習III

歴史社会学演習I

歴史社会学演習II

歴史社会学演習III

都市社会学演習I

人口学特論演習III

文化変動論演習I

文化変動論演習II

文化変動論演習III

中国政治外交論演習IA

比較政治学演習IA

比較政治学演習IB

比較政治学演習IIA

比較政治学演習IIB

中東・北アフリカ論演習IA

中国政治外交論演習IB

中国政治外交論演習IIA

中国政治外交論演習IIB

中国政治外交論演習IIIA

中国政治外交論演習IIIB

中東・北アフリカ論演習IB

中東・北アフリカ論演習IIA

政策評価分析演習IA

政策評価分析演習IB

知識社会学演習I

教育社会学演習III

国際社会政策論演習I

国際社会政策論演習II

国際社会政策論演習III

教育社会学演習I

教育社会学演習II

都市社会学演習II

都市社会学演習III

労働社会学演習I

労働社会学演習II

労働社会学演習III

中東・北アフリカ論演習IIB

社会科学方法論演習I

社会科学方法論演習II



6 国際日本研究専攻（M）

別記様式第２号（その２の１）

必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1通 3 ○ 11 15 4

2通 3 ○ 11 15 4

1前 3 ○ 11 15 4

1後 3 ○ 11 15 4

2前 3 ○ 11 15 4

2後 3 ○ 11 15 4

1前 1 ○ 11 15 4

1後 1 ○ 11 15 4

－ 18 2 0 11 15 0 4 0 －

1後 1 ○ 兼1

1後 1 ○ 兼1

1後 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 兼1

－ 0 4 0 1 0 0 0 0 兼2 －

1前 2 ○ 11 15 4

1前 2 ○ 11 15 4

1後 2 ○ 11 15 4

1後 2 ○ 11 15 4

2前 2 ○ 11 15 4

2前 2 ○ 11 15 4

2後 2 ○ 11 15 4

2後 2 ○ 11 15 4

－ 0 16 0 11 15 0 4 0 －

1前 2 ○ 7 9 2

1後 2 ○ 7 9 2

－ 0 4 0 7 9 0 2 0 －

1･2後 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1.5 ○ 1

1･2後 1.5 ○ 1

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 兼1 隔年

1･2後 1 ○ 兼1

1･2後 1 ○ 兼1

1･2前 1 ○ 兼1

1･2後 1 ○ 兼1

1･2前 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 兼2

専
門
基
礎
科
目

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（人文社会科学研究科　国際日本研究専攻　博士前期課程）

科目
区分

配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

専
攻
共
通
科
目

－

授業科目の名称

－

専
門
科
目

デ
ィ

シ
プ
リ
ン
共
通

－

国際日本研究のための日本語

国際日本研究のための英語

国際日本研究のための中国語

フェロー・リサーチ1

小計（ 4科目）

リサーチ・プログラム開発1

リサーチ・プログラム開発2

リサーチ・プログラム開発3

リサーチ・プログラム開発4

リサーチ・プログラム開発5

現代アジアの家と家庭教育1

日本と東アジアの比較歴史教育1A

日本と東アジアの比較歴史教育1B

日本と東アジアの比較歴史教育2A

日本社会と家1A

日本社会と家1B

韓国の家1

日本と東アジアのコミュニティ1

日本社会と外交2B

日本と東アジアの比較歴史教育2B

専
門
科
目

国
際
日
本
複
合
研
究
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム

複
合
科

目
基
礎

－

東
ア
ジ
ア
の
家
と
社
会
問
題

日
本
と
ア
ジ
ア
の
心
身
教
育

＜国際日本研究のための外国語＞

プロジェクト演習1

プロジェクト演習2

プロジェクト演習1A

プロジェクト演習1B

プロジェクト演習2A

小計（ 2科目）

東アジアの家と社会問題特別授業1

リサーチ・プログラム開発6

リサーチ・プログラム開発7

リサーチ・プログラム開発8

小計（ 8科目）

リサーチ・プログラム開発複合1

プロジェクト演習2B

大学院入門演習1

大学院入門演習2

小計（ 8科目）

リサーチ・プログラム開発複合2

日本社会と外交1A

日本社会と外交1B

日本社会と外交2A

武道文化論

身体と文化1

身体・スポーツ・文化

日本古典文化と身体1

アジアと日本における心身論1

アジア的心身論1

身体とコミュニケーション1

アジア移民社会論1A

アジア移民社会論1B

アジア移民社会論2A

アジア移民社会論2B

表象文化論から見た日本1B

精神医学と心身問題1



7 国際日本研究専攻（M）

必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考授業科目の名称

1･2後 1 ○ 1

1･2前 1.5 ○ 1

1･2前 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

1後 2 ○ 兼1

1･2前 1 ○ 兼1

1･2前 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 兼1

1･2後 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 兼1

1･2前 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

2前 1 ○ 1 隔年

2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

－ 48.5 27 0 11 15 0 4 0 兼10 －

1前 1 〇 1 隔年

2後 1 〇 1 隔年

1･2前 1 〇 1 隔年

1･2前 1 〇 1 隔年

1前 1 〇 1 隔年

2後 1 〇 1 隔年

1･2前 1 〇 1 隔年

1･2後 1 〇 1 隔年

1前 1 〇 1 隔年

1後 1 〇 1 隔年

1･2前 1.5 〇 1 隔年

1･2後 1.5 〇 1 隔年

1･2前 1.5 〇 1 隔年

国
際
日
本
人
文
科
学
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム

思
想
・
文
化

グ
ロ
ー

バ
ル
共
生
社
会

－

日
本
と
ア
ジ
ア
の
メ
デ
イ
ア
・
情
報
・

技
術
・
科
学
・
社
会

企
業
倫
理
・
企
業
文
化

アジアのICTs　1

インターネットと市民社会1

日本社会・政治とインターネット1

日・アジア・北米インターネット政治論1

比較広告・宣伝論1

日本と中国のメディア比較調査

比較情報社会1

アジアのCMC1

日本とアジアのメディア・情報・技
術・科学・社会特別授業1

日本のエンターティメントと社会経済1

ソフト・パワーとメディア文化政策1

比較労働・社会政策1A

比較労働・社会政策1B

日本の精神文化と翻訳　1

日本とアジアの相互理解のための翻訳1

日本文学と翻訳

異文化相互理解のための通訳1

研究方法と研究倫理

アカデミック翻訳特別授業1

翻訳からみた日本と東アジアの文化1

異文化対話のための翻訳1

国際政治と共生2B

日本の対外関係とグローバル共生1A

日本の対外関係とグローバル共生1B

日本の対外関係とグローバル共生2A

日本の対外関係とグローバル共生2B

比較労働・社会政策2A

比較労働・社会政策2B

国際政治と共生1A

国際政治と共生1B

国際政治と共生2A

多文化共生論1B

多文化共生論2A

多文化共生論2B

東アジアの国際関係と共生社会1

政治とインターネット1A

教育とグローバル共生社会1A

教育とグローバル共生社会1B

教育とグローバル共生社会2A

教育とグローバル共生社会2B

多文化共生論1A

グローバル共生の政治と市民社会2A

グローバル共生の政治と市民社会2B

比較東洋思想1A

比較東洋思想1B

比較東洋思想2A

比較東洋思想2B

日本社会と宗教1A

政治とインターネット1B

政治とインターネット2A

政治とインターネット2B

小計（ 73科目）

日本文化と経済思想1A

日本文化と経済思想1B

日本社会と宗教1B

日本社会と宗教2A

日本社会と宗教2B

朝鮮半島の思想と文化1A

朝鮮半島の思想と文化1B

日本文化と経済思想2A



8 国際日本研究専攻（M）

必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考授業科目の名称

1･2後 1.5 〇 1 隔年

1･2前 1 〇 1 隔年

1･2後 1 〇 1 隔年

1･2前 1 〇 1 隔年

1･2後 1 〇 1 隔年

1前 1 〇 1 隔年

2後 1 〇 1 隔年

1･2前 1.5 〇 1 隔年

1･2後 1.5 〇 1 隔年

1･2前 1 〇 1 隔年

1･2後 1 〇 1 隔年

1前 1 ○ 兼1

2前 1 ○ 兼1

1後 2 〇 1 兼1

1前 1 〇 兼1

1後 1 〇 兼1

1･2前 1 〇 1

1･2前 1 〇 1

1前 1 〇 1

1前 1 〇 1

1･2前 1 〇 1

1･2後 1 〇 1

1･2前 1 〇 1

1･2後 1 〇 1

－ 0 41 0 5 2 0 1 0 兼5 －

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1前 1 ○ 1 隔年

1前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 ※演習,隔年

1･2前 1 ○ 1 ※演習,隔年

1･2前 1 ○ 1 ※演習,隔年

1･2前 1 ○ 1 ※演習,隔年

1･2前 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

国
際
日
本
社
会
科
学
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム

文
学
・
文
化

メ
デ
ィ

ア
・
情
報

－

日本文化と世界1B

日本の表象文化1B

比較文学論1A

日本文化と経済思想2B

メディア調査研究1

国際ジャーナリズム論1A

国際ジャーナリズム論1B

メディア社会研究1A

広告と消費文化A

広告と消費文化B

日本文化研究1A

日本文化研究1B

比較文学論1B

比較文学論2A

比較文学論2B

比較文化論1A

比較文化論1B

グローバル日本政治(対外関係)1A

グローバル日本政治(対外関係)1B

比較メディア思想A

比較メディア思想B

小計（ 37科目）

メディア社会研究1B

ニューメディア論A

ニューメディア論B

メディア思想と日本社会1A

メディア思想と日本社会1B

グローバルガバナンス(国際関係論)2B

グローバルガバナンス(政治とディスコース)1A

グローバルガバナンス(政治とディスコース)1B

グローバル社会と情報2A

グローバル社会と情報2B

日本社会と外交2A

日本社会と外交2B

グローバルガバナンス(国際関係論)1A

グローバルガバナンス(国際関係論)1B

グローバルガバナンス(国際関係論)2A

グローバル社会と情報1A

グローバル社会と情報1B

日本社会と計量分析1A

日本社会と計量分析1B

日本社会と計量分析演習1A

日本社会と計量分析演習1B

グローバル政治と日本社会(国際人口
移動論)1A

グローバル社会の比較政治3A

グローバル社会の比較政治3B

グローバル社会の比較政治4A

グローバル社会の比較政治4B

日本社会と公共経済2A

日本社会と公共経済2B

グローバル政治と日本社会(国際人口
移動論)1B

グローバル政治と日本社会(国際人口
移動論)2A

グローバル政治と日本社会(国際人口
移動論)2B

日本社会と公共経済1A

日本社会と公共経済1B

日本政治と市民社会2A

日本政治と市民社会2B



9 国際日本研究専攻（M）

必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考授業科目の名称

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 兼1 隔年

1･2前 1 ○ 兼1 隔年

1･2前 1 ○ 兼1 隔年

1･2後 1 ○ 兼1 隔年

1前 1 ○ 1 隔年

1後 1 ○ 1 隔年

2前 1 ○ 1 隔年

2後 1 ○ 1 隔年

1前 1 ○ 1 隔年

1後 1 ○ 1 隔年

2前 1 ○ 1 隔年

2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

日本社会と公共経済3A

日本社会と公共経済3B

日本社会と公共経済4A

グローバル政治と日本社会(ゲーム理
論と日本社会)3A

グローバル政治と日本社会(ゲーム理
論と日本社会)3B

グローバル政治と日本社会(ゲーム理
論と日本社会)4A

グローバル政治と日本社会(ゲーム理
論と日本社会)4B

グローバル経済論(世界経済史)1A

日本社会と公共経済4B

グローバル政治と日本社会(ゲーム理
論と日本社会)1A

グローバル政治と日本社会(ゲーム理
論と日本社会)1B

グローバル政治と日本社会(ゲーム理
論と日本社会)2A

グローバル政治と日本社会(ゲーム理
論と日本社会)2B

グローバル経済と日本(金融と日本社会)2A

グローバル経済と日本(金融と日本社会)2B

グローバル経済と日本(金融と日本社会)3A

グローバル経済と日本(金融と日本社会)3B

グローバル経済と日本(金融と日本社会)4A

グローバル経済論(世界経済史)1B

グローバル経済論(世界経済史)2A

グローバル経済論(世界経済史)2B

グローバル経済と日本(金融と日本社会)1A

グローバル経済と日本(金融と日本社会)1B

グローバル経済と日本(地域経済史)1A

グローバル経済と日本(地域経済史)1B

グローバル経済と日本(地域経済史)2A

グローバル経済と日本(地域経済史)2B

グローバル教育論(比較歴史教育)1A

グローバル経済と日本(金融と日本社会)4B

グローバル経済と日本(企業経営史)1A

グローバル経済と日本(企業経営史)1B

グローバル経済と日本(企業経営史)2A

グローバル経済と日本(企業経営史)2B

グローバル社会と日本(法と国際社会)3B

グローバル社会と日本(法と国際社会)4A

グローバル社会と日本(法と国際社会)4B

グローバル社会と日本(法と市民社会)1A

グローバル社会と日本(法と市民社会)1B

グローバル教育論(比較歴史教育)1B

グローバル教育論(比較歴史教育)2A

グローバル教育論(比較歴史教育)2B

グローバル社会と日本(法と国際社会)3A

グローバル社会と日本(法と市民社会)4B

グローバル社会と日本(法と現代社会)1A

グローバル社会と日本(法と現代社会)1B

グローバル社会と日本(法と現代社会)2A

グローバル社会と日本(法と現代社会)2B

グローバル社会と日本(法と市民社会)2A

グローバル社会と日本(法と市民社会)2B

グローバル社会と日本(法と市民社会)3A

グローバル社会と日本(法と市民社会)3B

グローバル社会と日本(法と市民社会)4A

グローバル社会と日本(法と現代社会)3A



10 国際日本研究専攻（M）

必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考授業科目の名称

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1後 1 ○ 兼1 隔年

－ 0 92 0 6 7 0 1 0 兼2 －

1前 1 ○ 1 5 兼2 隔年

1後 1 ○ 1 6 1 隔年

1後 1 ○ 1

1前 1 ○ 1 5 兼2

1前 1 ○ 1

1後 1 ○ 1

1後 1 ○ 1

1後 3 ○ 1 4 1

2前 3 ○ 1 4 1

1･2後 3 ○ 1 4 1

1前 1.5 ○ 1

1後 1.5 ○ 1

1後 1.5 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

1後 1 ○ 兼1 隔年

1前 1 ○ 兼1 隔年

－ 0 26.5 0 2 6 0 2 0 兼6 －

－ 66.5 212.5 0 11 15 0 4 0 兼14 －合計（243科目）

　修士（人文科学）
　修士（社会科学）
　修士（国際日本研究）
　修士（日本語教育学）

日
本
語
教
育
学
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム

学位又は称号 学位又は学科の分野
　文学関係、法学関係、経済学関係、社会学・
社会福祉学関係

－

－

－

小計（ 92科目）

日本語教育原論

日本語教育研究概論

日本語会話教育法

日本語教育評価法

グローバル環境と日本経済1A

グローバル環境と日本経済1B

グローバル経済と日本(日本経済発展論)1

日本語教育実践研究1

日本語教育実践研究2

日本語教育実践研究3

日本語文化科目上級作文

日本語教育のための会話分析

日本語教育のための機能文法

日本語教育のための文章表現論

グローバル社会と日本(法と現代社会)3B

グローバル社会と日本(法と現代社会)4A

グローバル社会と日本(法と現代社会)4B

グローバル社会と日本(企業論)1

コミュニケーションの人類学B

サービス場面におけるコミュニケーション

テクノロジーとコミュニケーション

小計（ 19科目）

日本語文化科目上級会話・聴解

日本語文化科目上級文法

会話分析A

会話分析B

コミュニケーションの人類学A



11 国際地域研究専攻（M）

別記様式第２号（その２の１）

必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1後 2 ○ 6 9 6

2後 3 ○ 6 9 6

－ 5 0 0 6 9 0 6 0 －

1･2前 1 ○ 兼1 隔年

1･2前 1 ○ 兼1 隔年

1･2前 1 ○ 2 4 3 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 兼1

1･2前 1 ○ 兼1

1･2後 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 兼1 隔年

1･2後 1 ○ 兼1 隔年

1･2前 1 ○ 兼1 隔年

1･2後 1 ○ 兼1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 兼1 隔年

1･2後 1 ○ 兼1 隔年

1･2前 1 ○ 兼1

1･2後 1 ○ 兼1

1･2前 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 2 ○ 1

1･2前 2 ○ 1

1･2前 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 兼1

1･2前 1 ○ 兼1

2前 2 ○ 1

1･2後 2 ○ 1 隔年

1･2後 2 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 兼1 隔年

1･2後 1 ○ 兼1 隔年

1･2後 1 ○ 兼1 隔年

1･2後 1 ○ 兼1 隔年

1･2後 1 ○ 兼1 隔年

1･2後 1 ○ 兼1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 兼1 隔年

1･2前 1 ○ 兼1 隔年

1･2後 1 ○ 兼1 隔年

1･2前 1.5 ○ 1 隔年

1･2前 1.5 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1

リサーチ・ワークショップI

プロジェクト演習I

備考

国際関係論I-B

公共政策論III-A

社会開発論II

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（人文社会科学研究科　国際地域研究専攻　修士課程）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

基
礎
科
目 小計（2科目） －

専
門
基
礎
科
目

地域研究論I-A

地域研究論II

地域調査法IA

地域調査法IIA

地域調査法IIB

地域調査法III

国際関係論I-A

国際関係論II-A

国際関係論II-B

国際政治学IA

国際政治学IB

国際政治学IIA

比較政治論IA

比較政治論IB

比較政治論IIA

比較政治論IIB

公共政策論V

国際政治学IIB

国際政治学III-A

国際政治学III-B

国際政治学V-A

国際政治学V-B

経済開発論III

国際協力論演習III

社会開発論I

比較経済論IA

比較経済論IB

公共政策論III-B

公共政策論VII-A

公共政策論VII-B

国際開発論I

国際開発論III

日本経済発展論

比較文化論II-B

比較宗教論I-A

比較宗教論III-A

比較宗教論II

比較民俗学I

比較経済論IIA

比較経済論IIB

比較文化論IV

比較文化論V

比較文化論IB

比較民俗学II

比較法学論II-A

比較法学論II-B

開発法学論II-A

地域研究論I-B

上級開発経済学
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
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・
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習

教
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助
　
教

助
　
手

備考
科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

1･2後 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 兼1

1･2前 1.5 ○ 1 隔年

1･2後 1.5 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2通 2 ○ 1 隔年

1･2通 2 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 3 1

1･2前 1 ○ 1 3 1

1･2後 1 ○ 1 3 1

1･2後 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2後 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

1･2後 2 ○ 1

1･2後 3 ○ 1

1･2前 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 兼1 隔年

1･2後 1 ○ 兼1 隔年

1･2前 1 ○ 兼1 隔年

1･2後 1 ○ 兼1 隔年

1･2前 1 ○ 兼1 隔年

1･2後 1 ○ 兼1 隔年

1･2前 2 ○ 兼1 隔年

1･2前 2 ○ 兼1 隔年

1･2前 1.5 ○ 兼1 隔年

1･2後 1.5 ○ 兼1 隔年

1･2前 1.5 ○ 兼1 隔年

1･2後 1.5 ○ 兼1 隔年

1･2後 1.5 ○ 兼1 隔年

1･2後 1.5 ○ 兼1 隔年

1･2前 1.5 ○ 1

1･2後 1.5 ○ 兼1

1･2前 1.5 ○ 兼1

1･2後 1.5 ○ 兼1

1･2前 1.5 ○ 兼1

1･2後 1.5 ○ 兼1

1･2前 1 ○ 兼1

1･2後 1 ○ 兼1

1･2前 1.5 ○ 兼1 隔年

1･2前 1.5 ○ 兼1 隔年

1･2前 1 ○ 兼1 隔年

1･2後 1 ○ 兼1 隔年

1･2前 1 ○ 兼1 隔年

1･2後 1 ○ 兼1 隔年

1･2前 1.5 ○ 兼1

1･2後 1.5 ○ 兼1

1･2後 1.5 ○ 兼1

1･2前 1.5 ○ 兼1 隔年

1･2後 1.5 ○ 兼1 隔年

1･2前 1.5 ○ 兼1 隔年

1･2後 1.5 ○ 兼1 隔年

1･2前 1.5 ○ 1 隔年

公法総合演習I-A

公法総合演習I-B

国際社会と法

文化人類学III

国際社会学V

開発法学論II-B

国際協力研究インターンシップIII-A

国際協力研究インターンシップIII-C

国際協力研究インターンシップIII-C

国際企業インターンシップI

中国語文化研究I

国際社会学VI

地域研究特別演習VB(論文作成演習)

地域研究特別演習V-C(論文作成演習)

国際協力研究インターンシップI

国際協力研究インターンシップII
（SEND活動）

地域研究特別演習V(JDS/ABEセミナー)

地域研究特別演習III(JDS/ABEセミナー)

地域研究特別演習I(JDS/ABEセミナー)

地域研究特別演習II(JDS/ABEセミナー)

地域研究特別演習IV(JDS/ABEセミナー)

朝鮮語文化研究I

朝鮮語文化研究II

ベトナム語文化研究I-A

ベトナム語文化研究I-B

ベトナム語文化研究II-A

中国語文化研究II

中国語文化研究IA

中国語文化研究IB

中国語文化研究II-A

中国語文化研究II-B

アラビア語文化研究II

ラテン語文化研究I

ラテン語文化研究II

古典ギリシャ語文化研究I

古典ギリシャ語文化研究II

アラビア語文化研究I

ベトナム語文化研究II-B

インドネシア語文化研究I-B

インドネシア語文化研究II-B

ロシア語文化研究I

ロシア語文化研究II

スペイン語文献研究II-B

イタリア語文化研究I-A

イタリア語文化研究I-B

イタリア語文化研究II

トルコ語文化研究I-A

ドイツ語文献研究I

ドイツ語文献研究II

スペイン語文献研究I-A

スペイン語文献研究II-A

スペイン語文献研究I-B

トルコ語文化研究I-B

英語文化研究 I

民族誌学II A

民族誌学II B

国際社会学IA

Academic Writing and Research Ethics

トルコ語文化研究II-B

トルコ語文化研究II-A
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必
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備考
科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

1･2後 1.5 ○ 1 隔年

－ 0 141 0 6 9 0 9 0 兼14 －

1･2前 1 ○ 1 1 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 1 1 隔年

1･2前 1 ○ 兼1 隔年

1･2後 1 ○ 兼1 隔年

1･2前 1.5 ○ 1 1 1 兼1 隔年

1･2後 1.5 ○ 1 1 1 隔年

1･2前 1.5 ○ 1 1 1 隔年

1･2後 1.5 ○ 1 1 1 隔年

1･2前 1.5 ○ 1 1 1 隔年

1･2後 1.5 ○ 1 1 1 隔年

1･2前 1.5 ○ 1 隔年

1･2後 1.5 ○ 1 隔年

1･2前 1.5 ○ 1 隔年

1･2後 1.5 ○ 1 隔年

1･2前 1.5 ○ 1 隔年

1･2後 1.5 ○ 1 隔年

1･2後 2 ○ 1 隔年

1･2後 2 ○ 1 隔年

1･2前 1.5 ○ 兼1 隔年

1･2後 1.5 ○ 兼1 隔年

1･2前 1.5 ○ 兼1 隔年

1･2後 1.5 ○ 兼1 隔年

1･2前 1.5 ○ 兼1 隔年

1･2後 1.5 ○ 兼1 隔年

1･2前 1.5 ○ 兼1 隔年

1･2後 1.5 ○ 兼1 隔年

1･2前 1.5 ○ 兼1 隔年

1･2後 1.5 ○ 兼1 隔年

1･2前 2 ○ 兼1 隔年

1･2前 1.5 ○ 兼1 隔年

1･2後 1.5 ○ 兼1 隔年

1･2前 1.5 ○ 兼1 隔年

1･2後 1.5 ○ 兼1 隔年

1･2前 1.5 ○ 兼1 隔年

1･2後 1.5 ○ 兼1 隔年

1･2前 1 ○ 2 2

1･2前 1 ○ 2 2

1･2前 1 ○ 1 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 1 隔年

1･2前 1 ○ 2 2 隔年

1･2後 1 ○ 2 2 隔年

1･2前 1 ○ 2 1

1･2後 1 ○ 2 1

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

1･2前 2 ○ 1

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

1･2前 1.5 ○ 2 1 隔年

－

東アジア研究演習III-B

東アジア社会経済研究IA

東アジア社会経済研究IB

東アジア人文地理学研究IA

東アジア人文地理学研究IB

東アジア政治研究III

東アジア思想宗教研究IA

東アジア思想宗教研究IB

英語文化研究 II

小計（113科目）

東アジア研究概論I-A

東アジア研究概論I-B

東アジア研究概論II-A

東アジア研究概論II-B

東アジア研究演習I-A

東アジア研究演習I-B

東アジア研究演習II-A

東アジア研究演習II-B

東アジア研究演習III-A

東南アジア・オセアニア研究概論I

東アジア民俗学研究VA

東アジア民俗学研究VB

東アジア民俗学研究VIA

東アジア民俗学研究VIB

東アジア文化社会研究I

東南アジア・オセアニア研究演習IIIB

東南アジア・オセアニア人文地理学研究IA

東アジア政治研究IV

東アジア民俗学研究III-A

東アジア民俗学研究III-B

東アジア民俗学研究IVA

東アジア民俗学研究IVB

東南アジア・オセアニア人文地理学研究IB

東南アジア・オセアニア人文地理学研究II-A

東南アジア・オセアニア人文地理学研究II-B

東南アジア・オセアニア研究演習IA

東南アジア・オセアニア研究演習IB

東南アジア・オセアニア研究演習II-A

東南アジア・オセアニア研究演習II-B

東南アジア・オセアニア研究演習IIIA

中央ユーラシア研究演習I-A

東南アジア・オセアニア社会文化研究IA

東南アジア・オセアニア社会文化研究IB

東南アジア・オセアニア経済研究II

中央ユーラシア研究概論I

中央ユーラシア研究概論III

東南アジア・オセアニア経済研究 I-A

東南アジア・オセアニア文化社会研究 II-A

東南アジア・オセアニア文化社会研究 II-B

専
門
科
目

東アジア人文地理学研究IIA

東アジア人文地理学研究IIB

東アジア思想宗教研究IIA

東アジア思想宗教研究IIB

東アジア歴史文献研究I-B

東アジア歴史文献研究I-A

東アジア民俗学研究VII-A

東アジア民俗学研究VII-B

東南アジア・オセアニア研究概論II

東南アジア・オセアニア政治研究I-A

東南アジア・オセアニア政治研究 I-B

東南アジア・オセアニア経済研究 I-B
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授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

1･2後 1.5 ○ 2 1 隔年

1･2前 1.5 ○ 2 1 隔年

1･2後 1.5 ○ 2 1 隔年

2前 2 ○ 2 1 1

2後 2 ○ 2 1 1

1･2前 2 ○ 1 1 1

1･2後 2 ○ 1 1 1

1･2後 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 兼1

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1 1

1･2後 1 ○ 1 1

1･2後 1 ○ 1 1

1･2前 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1

1･2前 1.5 ○ 1 1 隔年

1･2後 1.5 ○ 1 1 隔年

1･2前 1.5 ○ 1 1 隔年

1･2後 1.5 ○ 1 1 隔年

2前 1.5 ○ 1 1

2後 1.5 ○ 1 1

1･2前 1.5 ○ 兼1 隔年

1･2後 1.5 ○ 兼1 隔年

1･2前 1.5 ○ 兼1 隔年

1･2後 1.5 ○ 兼1 隔年

1･2前 1.5 ○ 兼1 隔年

1･2後 1.5 ○ 兼1 隔年

1･2前 1.5 ○ 兼1 隔年

1･2後 1.5 ○ 兼1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 2 ○ 1 隔年

1･2後 2 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 兼1 隔年

1･2前 1 ○ 兼1 隔年

1･2前 1 ○ 兼1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2前 1.5 ○ 1 2 隔年

1･2後 1.5 ○ 1 2 隔年

1･2前 1.5 ○ 1 2 隔年

1･2後 1.5 ○ 1 2 隔年

1･2前 1.5 ○ 1 2

1･2後 1.5 ○ 1 2

1･2後 1.5 ○ 兼1

1･2前 1.5 ○ 兼1 隔年

1･2後 1.5 ○ 兼1 隔年

1･2前 1.5 ○ 兼1 隔年

1･2後 1.5 ○ 兼1 隔年

1･2前 1 ○ 兼1 隔年

1･2後 1 ○ 兼1 隔年

1･2後 1 ○ 兼1 隔年

1･2後 1 ○ 兼1 隔年

中央ユーラシア研究演習I-B

中央ユーラシア研究演習II-A

中央ユーラシア研究演習II-B

中央ユーラシア研究演習III-A

中央ユーラシア文化社会研究II-B

中央ユーラシア研究特講I-A

中央ユーラシア研究特講VI

中央ユーラシア研究特講III

中東・北アフリカ研究概論I

中央ユーラシア研究演習III-B

中央ユーラシア政治研究III

中央ユーラシア文化社会研究I-A

中央ユーラシア文化社会研究I-B

中央ユーラシア文化社会研究II-A

中央ユーラシアSDGs演習I

中央ユーラシア研究演習(SPJES)II-B

中央ユーラシア研究演習(SPJES)II-A

中央ユーラシア特別研究I

中東・北アフリカ研究演習III-A

中東・北アフリカ研究演習III-B

中東・北アフリカ思想宗教研究I-A

中東・北アフリカ思想宗教研究I-B

中東・北アフリカ思想宗教研究II-A

中東・北アフリカ研究概論II

中東・北アフリカ研究演習I-A

中東・北アフリカ研究演習I-B

中東・北アフリカ研究演習II-A

中東・北アフリカ研究演習II-B

中東・北アフリカ経済研究I

中東・北アフリカ経済研究II

中東・北アフリカ経済研究III

中東・北アフリカ経済研究IV

中東・北アフリカ研究特講I

中東・北アフリカ思想宗教研究II-B

中東・北アフリカ文学研究I-A

中東・北アフリカ文学研究I-B

中東・北アフリカ文学研究II-A

中東・北アフリカ文学研究II-B

ヨーロッパ研究概論II-A

ヨーロッパ研究概論II-B

ヨーロッパ研究演習I-A

ヨーロッパ研究演習I-B

ヨーロッパ研究演習II-A

中東・北アフリカ研究特講II

中東・北アフリカ研究特講IV

中東・北アフリカ研究特講V

ヨーロッパ研究概論I-A

ヨーロッパ研究概論I-B

ヨーロッパ思想宗教研究I-B

ヨーロッパ思想宗教研究II-A

ヨーロッパ思想宗教研究II-B

ヨーロッパ経済研究IA

ヨーロッパ経済研究IB

ヨーロッパ研究演習II-B

ヨーロッパ研究演習III-A

ヨーロッパ研究演習III-B

ヨーロッパ人文地理学研究I

ヨーロッパ思想宗教研究I-A

ヨーロッパ経済研究IIA

ヨーロッパ経済研究IIB

中東・北アフリカ研究特講III



15 国際地域研究専攻（M）

必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

備考
科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

1･2前 1.5 ○ 1 隔年

1･2後 1.5 ○ 1 隔年

1･2前 1.5 ○ 1 隔年

1･2後 1.5 ○ 1 隔年

1･2前 1.5 ○ 1 隔年

1･2後 1.5 ○ 1 隔年

1･2前 1.5 ○ 1 隔年

1･2後 1.5 ○ 1 隔年

1･2前 1.5 ○ 1 隔年

1･2後 1.5 ○ 1 隔年

1･2前 1.5 ○ 1 隔年

1･2後 1.5 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 兼1

1･2後 1 ○ 兼1

1･2前 1.5 ○ 兼1 隔年

1･2後 1.5 ○ 兼1 隔年

1･2前 1.5 ○ 兼1 隔年

1･2後 1.5 ○ 兼1 隔年

1･2前 1.5 ○ 1 隔年

1･2後 1.5 ○ 1 隔年

1･2前 1.5 ○ 1 隔年

1･2後 1.5 ○ 1 隔年

1･2前 1.5 ○ 1 兼1 隔年

1･2後 1.5 ○ 1 兼1 隔年

1･2前 1.5 ○ 2 隔年

1･2後 1.5 ○ 2 隔年

1･2前 1.5 ○ 1 兼1

1･2後 1.5 ○ 1 1 兼1

1･2前 1.5 ○ 1 隔年

1･2後 1.5 ○ 1 隔年

1･2前 1.5 ○ 1 隔年

1･2後 1.5 ○ 1 隔年

1･2前 1.5 ○ 兼1 隔年

1･2後 1.5 ○ 兼1 隔年

1･2前 1.5 ○ 兼1 隔年

1･2後 1.5 ○ 兼1 隔年

1･2後 2 ○ 兼1 隔年

1･2前 1.5 ○ 兼1 隔年

1･2後 1.5 ○ 兼1 隔年

1･2前 1.5 ○ 兼1 隔年

1･2後 1.5 ○ 兼1 隔年

1･2前 1 ○ 兼1 隔年

1･2後 1 ○ 兼1 隔年

1･2前 1 ○ 兼1 隔年

1･2後 1 ○ 兼1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1 隔年

1･2後 1 ○ 1 隔年

1･2前 1 ○ 1

1･2前 1.5 ○ 1 1 隔年

1･2後 1.5 ○ 1 1 隔年

1･2前 1.5 ○ 1 1 隔年

1･2後 1.5 ○ 1 1 隔年

2前 1.5 ○ 1 1

2後 1.5 ○ 1 1

1･2前 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

1･2前 2 ○ 1

1･2後 2 ○ 1

－ 0 244 0 6 9 0 9 0 兼34 －

ヨーロッパ文化社会研究IIB

ヨーロッパ文化社会演習IA

ヨーロッパ文化社会演習IB

ヨーロッパ文化社会演習II-A

ヨーロッパ文化社会演習II-B

ヨーロッパ文化社会研究I-A

ヨーロッパ文化社会研究I-B

ヨーロッパ文化社会研究IIA

ヨーロッパ研究特講V

ヨーロッパ研究特別演習IA

ヨーロッパ研究特別演習IB

ヨーロッパ研究特別演習IIA

ヨーロッパ研究特別演習IIB

ヨーロッパ研究特講IA

ヨーロッパ研究特講IB

ヨーロッパ研究特講II-A

ヨーロッパ研究特講II-B

ヨーロッパ研究特講IV

北アメリカ研究演習I-B

北アメリカ研究演習II-A

北アメリカ研究演習II-B

北アメリカ研究演習III-A

北アメリカ研究演習III-B

北アメリカ研究概論I-A

北アメリカ研究概論I-B

北アメリカ研究概論II-A

北アメリカ研究概論II-B

北アメリカ研究演習I-A

北アメリカ文学研究IB

北アメリカ文学研究IIA

北アメリカ文学研究IIB

北アメリカ政治研究I

北アメリカ経済研究IA

北アメリカ思想宗教研究I-A

北アメリカ思想宗教研究I-B

北アメリカ思想宗教研究II-A

北アメリカ思想宗教研究II-B

北アメリカ文学研究IA

北アメリカ研究特講IIA

北アメリカ研究特講II-B

北アメリカ研究特講III-A

北アメリカ研究特講III-B

北アメリカ研究特講IV-A

北アメリカ経済研究IB

北アメリカ経済研究IIA

北アメリカ経済研究IIB

北アメリカ研究特講IA

北アメリカ研究特講IB

ラテン・アメリカ経済研究I

ラテン・アメリカ経済研究II

小計（180科目）

ラテン・アメリカ研究演習II-B

ラテン・アメリカ研究演習III-A

ラテン・アメリカ研究演習III-B

ラテン・アメリカ社会文化研究III

ラテン・アメリカ社会文化研究IV

北アメリカ研究特講IV-B

ラテン・アメリカ研究概論I

ラテン・アメリカ研究演習I-A

ラテン・アメリカ研究演習I-B

ラテン・アメリカ研究演習II-A

－



16 国際地域研究専攻（M）

必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

備考
科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

1･2後 1 ○ 1

1･2後 2 ○ 1

1･2後 1 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2前 1 ○ 兼1

1･2後 1 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 1

1･2前 1 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

－ 3 14 0 1 4 0 1 0 兼2 －

1･2後 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1 5 1

1･2前 1 ○ 1 5 1

1･2後 1 ○ 1 5 1

1･2前 1.5 ○ 1 5 1

1･2後 1.5 ○ 1 5 1

2後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

1後 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 1 隔年

1･2後 2 ○ 1 隔年

1･2前 2 ○ 兼1 隔年

1･2前 2 ○ 兼1 隔年

1･2前 1 ○ 1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2前 1.5 ○ 1 隔年

1･2後 1.5 ○ 1 隔年

1･2前 1.5 ○ 1 隔年

1･2後 1.5 ○ 1 隔年

1･2通 2 ○ 兼1 隔年

1･2後 3 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2後 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 兼1

1･2前 1 ○ 兼1

1･2前 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1

1･2通 2 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

1･2通 3 ○ 1

1･2前 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

1･2通 3 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2前 1 ○ 兼1

1･2前 1 ○ 兼2

1･2前 1 ○ 兼1

1･2前 1 ○ 兼2

1･2後 1 ○ 兼2

1･2後 1 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 1 隔年

1･2前 2 ○ 1 隔年

国際スポーツ政策研究

経営マネジメント論

中東・北アフリカ論演習IIB

公共政策とマネージメントI

国際公共政策とガバナンス

マイクロファイナンス論

ヘルスサービスリサーチ入門

経済学プロジェクト演習I

国際開発論I

ミクロ経済学

データマネジメント

Academic Writing and Research Ethics

小計（11科目） －

専
門
科
目

計量経済学I

計量経済学II

経済学リサーチ・ワークショップI

経済学リサーチ・ワークショップII

経済学リサーチ・ワークショップIII

マクロ経済学

公共経済学

開発経済学Ⅰ

国際貿易論

東南アジア・オセアニア経済研究I

東南アジア・オセアニア経済研究II

比較政策規範論II

公共政策論V

国際社会政策論II

障害科学特講

国際金融と政策

応用時系列分析

ラテン・アメリカ経済研究I

ラテン・アメリカ経済研究II

応用ミクロ経済学

中東・北アフリカ論演習IA

中東・北アフリカ論演習IB

中東・北アフリカ論演習IIA

医療経済学

環境政策概論

社会開発論

農業・農村開発論

社会開発論I

経
済
・
公
共
政
策
プ
ロ
グ
ラ
ム

専
門
基
礎
科
目

経済学プロジェクト演習II

上級開発経済学

日本経済発展論

アカデミックライティングＩ

アカデミックライティングＩ

社会開発論

国際関係論 IA

国際関係論 IB

開発政治論I

ヨーロッパの国際関係論II

国際関係論特講IB

公共政策における技術とメディア IB

日本政治研究 IIB

法と統治

公共政策における技術とメディア IA

政治哲学演習I

国際社会政策論演習I

日本政治研究 IIA

国際情報社会I-A

国際情報社会I-B



17 国際地域研究専攻（M）

必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習
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験
・
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教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

備考
科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

1･2前 1 ○ 兼1

1･2前 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

－ 5 75 0 1 6 0 0 0 兼12 －

－ 13 473 0 6 9 0 9 0 兼40 －

アカデミックライティング II

学位又は学科の分野
　文学関係、法学関係、経済学関係、社会学・社会
福祉学関係

学位又は称号

　修士（地域研究）
　修士（国際学）
　修士（公共政策）
　修士（経済学）
　修士（学術）

現地調査プロジェクトII

小計（52科目） －

合計（358科目） －

現地調査プロジェクトI



18 現代語・現代文化専攻（D）

別記様式第２号（その２の１）

必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1･2前 1.5 ○ 1 隔年

1･2後 1.5 ○ 1 隔年

1･2前 1.5 ○ 1 隔年

1･2後 1.5 ○ 1 隔年

1･2前 1.5 ○ 1 隔年

1･2後 1.5 ○ 1 隔年

1･2前 1.5 ○ 1 隔年

1･2後 1.5 ○ 1 隔年

1･2前 1.5 ○ 1 隔年

1･2後 1.5 ○ 1 隔年

1･2前 1.5 ○ 1 隔年

1･2後 1.5 ○ 1 隔年

1･2前 1.5 ○ 1 隔年

1･2後 1.5 ○ 1 隔年

1･2前 1.5 ○ 1 隔年

1･2後 1.5 ○ 1 隔年

1･2前 1.5 ○ 1 隔年

1･2後 1.5 ○ 1 隔年

1･2前 1.5 ○ 1 隔年

1･2後 1.5 ○ 1 隔年

1･2前 1.5 ○ 1 隔年

1･2後 1.5 ○ 1 隔年

1･2前 1.5 ○ 1 隔年

1･2後 1.5 ○ 1 隔年

1･2前 1.5 ○ 1 隔年

1･2後 1.5 ○ 1 隔年

1･2前 1.5 ○ 1 隔年

1･2後 1.5 ○ 1 隔年

1･2前 1.5 ○ 1 隔年

1･2後 1.5 ○ 1 隔年

1･2前 1.5 ○ 1 隔年

1･2後 1.5 ○ 1 隔年

1･2前 1.5 ○ 1 隔年

1･2後 1.5 ○ 1 隔年

1･2前 1.5 ○ 1 隔年

1･2後 1.5 ○ 1 隔年

1･2前 1.5 ○ 1 隔年

1･2後 1.5 ○ 1 隔年

1･2前 1.5 ○ 1 隔年

1･2後 1.5 ○ 1 隔年

1･2前 1.5 ○ 1 隔年

1･2後 1.5 ○ 1 隔年

1･2前 1.5 ○ 1 隔年

1･2後 1.5 ○ 1 隔年

1･2前 1.5 ○ 1 隔年

1･2後 1.5 ○ 1 隔年

1･2前 1.5 ○ 1 隔年

1･2後 1.5 ○ 1 隔年

1･2前 1.5 ○ 1 隔年

1･2後 1.5 ○ 1 隔年

1･2前 1.5 ○ 1 隔年

1･2後 1.5 ○ 1 隔年

1前 1.5 ○ 7 7

１後 1.5 ○ 7 7

2･3前 1.5 ○ 7 7

備考

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（人文社会科学研究科　現代語・現代文化専攻　博士後期課程）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

専
門
科
目

文化動態論特論(2)IIA

文化動態論特論(2)IIB

文化構造論特論IA

文化構造論特論IB

文化構造論特論IIA

文化構造論特論IIB

文化対照論特論IA

文化対照論特論IB

文化対照論特論IIA

文化生成論特論IA

文化生成論特論IB

文化生成論特論IIA

文化生成論特論IIB

文化動態論特論(1)IA

文化動態論特論(1)IB

異文化地域論特論(1)IA

異文化地域論特論(1)IB

文化現象論特論IA

文化現象論特論IB

文化現象論特論IIA

文化現象論特論IIB

文化動態論特論(1)IIA

文化動態論特論(1)IIB

文化動態論特論(2)IA

文化動態論特論(2)IB

文化対照論特論IIB

文化差異論特論IA

文化差異論特論IB

文化差異論特論IIA

文化差異論特論IIB

異文化地域論特論(3)IIB

異文化交流論特論IA

異文化交流論特論IB

異文化交流論特論IIA

異文化交流論特論IIB

異文化地域論特論(1)IIA

異文化地域論特論(1)IIB

異文化地域論特論(3)IA

異文化地域論特論(3)IB

異文化地域論特論(3)IIA

境域文化論特論IB

境域文化論特論IIA

境域文化論特論IIB

イメージ生成論特論IA

イメージ生成論特論IB

科学文化論特論IA

科学文化論特論IB

科学文化論特論IIA

科学文化論特論IIB

境域文化論特論IA

論文演習IIA

イメージ生成論特論IIA

イメージ生成論特論IIB

論文演習IA

論文演習IB



19 現代語・現代文化専攻（D）

必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授
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教
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師

助
　
教

助
　
手

備考
科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

2･3後 1.5 ○ 7 7

1･2･3前 1.5 ○ 7 7

1･2･3後 1.5 ○ 7 7

1･2前 1.5 ○ 1 隔年

1･2後 1.5 ○ 1 隔年

1･2前 1.5 ○ 1 隔年

1･2後 1.5 ○ 1 隔年

1･2前 1.5 ○ 1 隔年

1･2後 1.5 ○ 1 隔年

1･2前 1.5 ○ 1 隔年

1･2後 1.5 ○ 1 隔年

1･2前 1.5 ○ 1 隔年

1･2後 1.5 ○ 1 隔年

1･2前 1.5 ○ 1 隔年

1･2後 1.5 ○ 1 隔年

1･2前 1.5 ○ 1 隔年

1･2後 1.5 ○ 1 隔年

1･2前 1.5 ○ 1 隔年

1･2後 1.5 ○ 1 隔年

1･2前 1.5 ○ 1 隔年

1･2後 1.5 ○ 1 隔年

1･2前 1.5 ○ 1 隔年

1･2後 1.5 ○ 1 隔年

1･2前 1.5 ○ 1 隔年

1･2後 1.5 ○ 1 隔年

1･2前 1.5 ○ 1 隔年

1･2後 1.5 ○ 1 隔年

1･2前 1.5 ○ 1 隔年

1･2後 1.5 ○ 1 隔年

1･2前 1.5 ○ 1 隔年

1･2後 1.5 ○ 1 隔年

1･2前 1.5 ○ 1 隔年

1･2後 1.5 ○ 1 隔年

1･2前 1.5 ○ 1 隔年

1･2後 1.5 ○ 1 隔年

1･2前 1.5 ○ 1 隔年

1･2後 1.5 ○ 1 隔年

1･2前 1.5 ○ 1 隔年

1･2後 1.5 ○ 1 隔年

1前 1.5 ○ 5 4

１後 1.5 ○ 5 4

2前 1.5 ○ 5 4

2後 1.5 ○ 5 4

3前 1.5 ○ 5 4

3後 1.5 ○ 5 4

1･2前 1 ○ 兼1

1･2後 1 ○ 兼1

1･2前 1 ○ 兼1

1･2後 1 ○ 兼1

1･2前 1 ○ 兼1

1･2後 1 ○ 兼1

1･2前 1 ○ 兼1

1･2後 1 ○ 兼1

－ 18 140 0 11 11 0 0 0 兼2 －

－ 18 140 0 11 11 0 0 0 兼2 －

学位又は学科の分野 　文学関係

小計（108科目） －

合計（108科目） －

学位又は称号
　博士（文学）
　博士（言語学）
　博士（学術）

論文演習IIB

論文演習IIIA

論文演習IIIB

言語情報特論IA

異文化言語比較特論演習IIA

異文化言語比較特論演習IIB

異文化言語習得特論IA

異文化言語習得特論IB

異文化言語習得特論IIA

言語情報特論IB

言語情報特論IIA

言語情報論IIB

異文化言語比較特論演習IA

異文化言語比較特論演習IB

異文化言語教育教材論特論IA

異文化言語教育教材論特論IB

異文化言語教育教材論特論IIA

異文化言語教育教材論特論IIB

異文化言語特論演習(1)IA

異文化言語習得特論IIB

異文化言語教育評価論特論IA

異文化言語教育評価論特論IB

異文化言語教育評価論特論IIA

異文化言語教育評価論特論IIB

異文化言語特論演習(2)IIA

異文化言語特論演習(2)IIB

異文化言語特論演習(3)IA

異文化言語特論演習(3)IB

異文化言語特論演習(3)IIA

異文化言語特論演習(1)IB

異文化言語特論演習(1)IIA

異文化言語特論演習(1)IIB

異文化言語特論演習(2)IA

異文化言語特論演習(2)IB

論文演習IA

論文演習IB

論文演習IIA

論文演習IIB

論文演習IIIA

異文化言語特論演習(3)IIB

異文化言語特論演習(4)IA

異文化言語特論演習(4)IB

異文化言語特論演習(4)IIA

異文化言語特論演習(4)IIB

相互行為論特論IA

相互行為論特論IB

相互行為論特論IIA

相互行為論特論IIB

論文演習IIIB

言語コミュニケーション論特論IA

言語コミュニケーション論特論IB

言語コミュニケーション論特論IIA

言語コミュニケーション論特論IIB
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別記様式第２号（その２の１）

必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1･2･3通 3 ○ 13 15 2 1

1･2･3通 3 ○ 13 15 2 1

1･2･3通 3 ○ 13 15 2 1

－ 9 0 0 13 15 2 1 0 －

1･2･3通 3 ○ 1

1･2･3通 3 ○ 1

1･2･3通 3 ○ 1

1･2･3通 3 ○ 1

1･2･3通 3 ○ 1

1･2･3通 3 ○ 1

1･2･3通 3 ○ 1

1･2･3通 3 ○ 1

1･2･3通 3 ○ 1

1･2･3通 3 ○ 1

1･2･3通 3 ○ 1

1･2･3通 3 ○ 1

1･2･3通 3 ○ 1

1･2･3通 3 ○ 1

1･2･3通 3 ○ 1

1･2･3通 3 ○ 1

1･2･3通 3 ○ 1

1･2･3通 3 ○ 1

1･2･3通 3 ○ 1

1･2･3通 3 ○ 1

1･2･3通 3 ○ 1

1･2･3通 3 ○ 1

1･2･3通 3 ○ 1

1･2･3通 3 ○ 1

1･2･3通 3 ○ 1

1･2･3通 3 ○ 1

1･2･3通 3 ○ 1

1･2･3通 3 ○ 1

1･2･3通 3 ○ 1

1･2･3通 3 ○ 1

1･2･3通 3 ○ 1

1･2･3通 3 ○ 1

1･2･3通 3 ○ 1

1･2･3通 3 ○ 1

1･2･3通 3 ○ 1

1･2･3通 3 ○ 1

1･2･3前 3 ○ 1

1･2･3前 3 ○ 1

1･2･3前 3 ○ 1

1･2･3通 3 ○ 1

1･2･3通 3 ○ 1

1･2･3通 3 ○ 1

1･2･3前 1.5 ○ 1

1･2･3後 1.5 ○ 1

1･2･3前 1.5 ○ 1

1･2･3後 1.5 ○ 1

1･2･3前 1.5 ○ 1

1･2･3後 1.5 ○ 1

1･2･3前 1.5 ○ 1

1･2･3後 1.5 ○ 1

1･2･3前 1.5 ○ 1

I～IIIを3年サイクルで
開講。以下「国際開発
政策論特別演習IIIB」
まで同じ。

比較政治学特別演習IA

比較政治学特別演習IB

比較政治学特別演習IIA

中国政治外交論特別演習IIA

中国政治外交論特別演習IIB

中国政治外交論特別演習IIIA

中国政治外交論特別演習IIIB

人口学特論特別演習III

文化変動論特別演習I

文化変動論特別演習II

文化変動論特別演習III

中国政治外交論特別演習IA

開発人類学特別演習III

人口学特論特別演習I

人口学特論特別演習II

国際法特別演習II

国際法特別演習III

国際文化論特別演習I

国際文化論特別演習II

国際文化論特別演習III

中国政治外交論特別演習IB

国際安全保障論特別演習III

国際法特別演習I

ヨーロッパ国際関係特別演習I

ヨーロッパ国際関係特別演習II

ヨーロッパ国際関係特別演習III

ロシア・東欧論特別演習I

ロシア・東欧論特別演習II

開発人類学特別演習I

開発人類学特別演習II

アメリカ外交特別演習I

日本政治論特別演習I

日本政治論特別演習II

日本政治論特別演習III

政治哲学特別演習I

政治哲学特別演習II

ロシア・東欧論特別演習III

国際安全保障論特別演習I

国際安全保障論特別演習II

専
門
科
目
（

演
習
科
目
）

国
際
関
係
分
野

比較現代政治特別演習I

比較現代政治特別演習II

比較現代政治特別演習III

国際政治学特別演習I

国際政治学特別演習II

国際政治学特別演習III

アメリカ外交特別演習II

アメリカ外交特別演習III

政治哲学特別演習III

アメリカ政治論特別演習I

アメリカ政治論特別演習II

アメリカ政治論特別演習III

国際公共政策ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ演習I専
門
基
礎

科
目

小計（3科目）

国際公共政策ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ演習II

国際公共政策ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ演習III

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（人文社会科学研究科　国際公共政策専攻　博士後期課程）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

－

I～IIIを3年サイクルで
開講。
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1･2･3後 1.5 ○ 1

1･2･3前 1.5 ○ 1

1･2･3後 1.5 ○ 1

1･2･3前 1.5 ○ 1

1･2･3後 1.5 ○ 1

1･2･3前 1.5 ○ 1

1･2･3後 1.5 ○ 1

1･2･3前 1.5 ○ 1

1･2･3前 1.5 ○ 1

1･2･3前 1 ○ 1

1･2･3後 1 ○ 1

1･2･3前 1 ○ 1

1･2･3後 1 ○ 1

1･2･3前 1 ○ 1

1･2･3後 1 ○ 1

1･2･3後 1 ○ 1

1･2･3後 1 ○ 1

1･2･3後 1 ○ 1

1･2･3後 1 ○ 1

1･2･3後 1 ○ 1

1･2･3後 1 ○ 1

1･2･3後 1 ○ 1

1･2･3後 1 ○ 1

1･2･3後 1 ○ 1

1･2･3後 1 ○ 1

1･2･3後 1 ○ 1

1･2･3後 1 ○ 1

1･2･3後 1 ○ 1

1･2･3後 1 ○ 1

1･2･3後 1 ○ 兼1 隔年

1･2･3後 1 ○ 兼1 隔年

－ 0 175 0 11 6 1 1 0 兼1 －

1･2･3通 3 ○ 1

1･2･3通 3 ○ 1

1･2･3通 3 ○ 1

1･2･3通 3 ○ 1

1･2･3通 3 ○ 1

1･2･3通 3 ○ 1

1･2･3通 3 ○ 1

1･2･3通 3 ○ 1

1･2･3通 3 ○ 1

1･2･3通 3 ○ 1

1･2･3通 3 ○ 1

1･2･3通 3 ○ 1

1･2･3通 3 ○ 1

1･2･3通 3 ○ 1

1･2･3通 3 ○ 1

1･2･3通 3 ○ 1

1･2･3通 3 ○ 1

1･2･3通 3 ○ 1

1･2･3通 3 ○ 1

1･2･3通 3 ○ 1

1･2･3通 3 ○ 1

1･2･3通 3 ○ 1

1･2･3通 3 ○ 1

1･2･3通 3 ○ 1

－ 0 72 0 3 4 1 0 0 －

－ 9 247 0 13 15 2 2 0 兼1 －

I～IIIを3年サイクルで
開講。以下同じ。

国際社会政策論特別演習III

教育社会学特別演習I

教育社会学特別演習II

教育社会学特別演習III

都市社会学特別演習III

労働社会学特別演習I

労働社会学特別演習II

労働社会学特別演習III

国際社会政策論特別演習I

国際開発政策論特別演習IIB

国際開発政策論特別演習IIIA

国際開発政策論特別演習IIIB

現代日本の国際関係特別演習IIA

現代日本の国際関係特別演習IIB

政策評価分析特別演習IB

開発経済学特別演習IA

開発経済学特別演習IB

アジア政治論特別演習IA

アジア政治論特別演習IB

中東・北アフリカ論特別演習IIIA

中東・北アフリカ論特別演習IIIB

国際開発政策論特別演習IA

国際開発政策論特別演習IB

国際開発政策論特別演習IIA

比較政治学特別演習IIIB

中東・北アフリカ論特別演習IA

中東・北アフリカ論特別演習IB

中東・北アフリカ論特別演習IIA

中東・北アフリカ論特別演習IIB

比較政治学特別演習IIB

比較政治学特別演習IIIA

小計（82科目） －

公共経済学特別演習IIB

公共経済学特別演習IIA

社会開発論特別演習IIA

社会開発論特別演習IIB

国際経済学特別演習IIA

国際経済学特別演習IIB

実証開発経済学特別演習IA

実証開発経済学特別演習IB

政策評価分析特別演習IA

専
門
科
目
（

演
習
科
目
）

社
会
学
分
野

小計（24科目） －

合計（109科目） －

知識社会学特別演習I

知識社会学特別演習II

知識社会学特別演習III

医療社会学特別演習I

医療社会学特別演習II

医療社会学特別演習III

逸脱行動論特別演習I

逸脱行動論特別演習II

逸脱行動論特別演習III

歴史社会学特別演習I

歴史社会学特別演習II

歴史社会学特別演習III

都市社会学特別演習I

都市社会学特別演習II

国際社会政策論特別演習II
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

学位又は学科の分野 　法学関係、社会学・社会福祉学関係学位又は称号

　博士（政治学）
　博士（社会学）
　博士（国際政治経済学）
　博士（国際公共政策）
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